


企業合併と資本蓄積

ー一石油・天然ガス産業の最近の事例 (1978-80年）を中心として一一
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[1] はじめに

1970年代末から80年代初頭にかけての米国に

おける企業合併活動の高揚は，巨大優良企業相

互間の買収 (purchase)がくり返され，超大型

合併が続出することで注目を集めた。

その性格について未だ歴史的評価を定めうる

時期ではないとはいえ，今回の合併活動は1960

年代末のコングロマリット合併と相違する諸特

徴を持っている 1)。さらに，合併金額，取得資

産が巨額化したため，過去の合同運動のたびに

問題となってきた諸点が以前よりも鋭く浮かび

上がってきた。

本稿では， 19'70年代後半から今日にいたる企

業合併活動の特徴について分析を加えるととも

図2-1 アメリカの株価指数 (S& P500種）
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［出所］ 岸野和郎「スタグフレーションと株式市場」（「経営研究」第28巻第1号）第2図および
Statistical Abstract of United States, 1982-83, No. 857より作成
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1) 米国における企業合同運動の位置づけ，及び19
60年代を中心とする合併運動については． 70年代
の合併活動との関連での佐々木氏の指摘が有益で

ある（佐々木利充「現代米国における合併財務政

策ーー1970年代の合併運動を中心として一―-」，
北九州大学『商経論集」．第19巻， 第1• 2号，

- 45 -

1983)。
ここで，合併活動は狭義の合併及び取得活動を

総称した意味で使用している。また， 「買収」

(purchase)は，本来， 対価支払方法にかかわる
概念であるが，本稿では，ほとんどの場合，合併

を意味するさいにも使用している。
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図2-2 合併規模の推移 (1975-83年）

a)取得資産1億ドル以上の超大型合併の件数（右軸）
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〔出所〕 a) 阿部由紀「アメリカにおける最近の資源・エネルギー企業をめぐる合併・買収ブーム」，
11ページ，なお， 本表作成にさいし，同論文第2図を参考にした
b) 本論文表2-2 C) 本論文表2-1

（買収） 活動によ って， ひときわ鋭く提起され

てきた資本蓄柏と企業合併との相互作用の問題

について検討を加えることを課題としている。

それは， 1974 ・ 5年恐慌以降の長期不況下に

おける，合併活動としてあらわれた寡占間競争

の性格と歴史的意義を分析する作業の一環でも

ある。何故，今日，諸資本の競争が合併活動の

活発化としてあらわれるのか，その条件は何か，

また再生産への作用はどのようなものかが究極

の課題にほかならない。

まず， 1970年代後半から始ま る企業合併活動

の新たな高揚の諸特徴を分析することから始め

てみたい。

[ 2 J 70年代後期ー80年代初頭の合併活動と

大手石油企業

1. 70 ・ 80年代初頭合併活動の諸特徴

「1960年代の後期は， 企業結合 (Corporate 

Combination)の大波を経験した。 1968年だけ

で総計1罰億 ド）レー一今では比較的小額にも思

われるが一一の取引がおこなわれた。……1969

年までに，この大波はひきはじめ， 1970-75年

には，合併は退潮した。しかしながら1976年か

ら企業結合の件数と金額は，かつて経験した最

高点に しだいに近づいて いっ た。 すなわち，

1981年には，810億ドルに逹した。 インフレー

ショ ンについて考慮したとしても， 1981年は，

従来経験した合併機構を通じてのオーナーシッ

プの移転が最も多く おこ った年であっ た。」2)

2) Kenneth. H. Miller "A Financial Perspec-
tive on Takeovers and Related Phenomena", 
Corporate Takeover, Oversight Hearings before 
the Subcommittee on Monopolies And Commer-
cial Law of the Committee on the Judiciary, 
House of Representatives, Ninety-Seven Con-
gress, 1982. 
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表2-1

A) 件 数 B) 総 金 額 C) BIA 
年

1 対増前減年率（％） (10億ドル） ！ 対増前減率年（%) (10億ドル）

1969 6,104 36.8 23.7 n.a 0.004 

70 5,152 -15.6 16.4 -30.8 0.003 

71 4,608 -1 0. 6 12.6 -23.2 0.003 

72 4,801 4.2 16.7 32.5 0.003 

73 4,040 -1 5. 9 16.7 0.004 

74 2,861 -29.2 12.5 -25.1 0.004 

75 2,297 -19.7 11.8 - 5.6 0.005 

76 2,276 -0. 9 20.0 69.5 0.008 

77 2,224 -2.8 21.9 9.5 0.010 

78 2,108 -5.2 34.2 57.5 0.016 

79 2,128 0.9 43.5 27.2 0.020 

80 1,889 -11.2 44.3 l. 8 0.023 

81 2,395 26.8 82.6 86.5 0.034 

82 2,346 -0.20 53.8 -34.9 0.023 

83 2,532 7.9 73.5 36.6 0.029 

〔出所〕 W. T. Grim & Co., Merger Summary,各年。

表2-2 鉱工業における大型取得注）（1965-79年）

年 件 数 対前年（%増)減率 取(100得万資ドル産） 対前年（%増)減率

1965 64 3,254 

66 76 19% 3,329 2形

67 138 81 8,258 148 

68 174 26 12,580 52 

69 138 -21 11,043 -12 

70 91 -34 5,904 -47 

71 59 -35 2,460 -59 

72 60 2 1,885 -23 

73 64 7 3,149 67 

74 62 -3 4,466 42 

75 59 -5 4,950 11 

76 81 37 6,279 27 

77 99 22 8,670 38 

78 111 12 10,724 24 

79 97 -13 12,867 20 

注取得資産1,000万ドル以上

〔出所〕 Statistical Abstract of United Stats, 1982-3, p. 531. 

年， 79年， 83年をりぞいて対前年増減率はマイ

ナスを続け，低迷してい ろ。 それに反して，合

じ82年に34.9％のマイナスを記した以外，連続

的な上昇を示した（表 2-1)。

鉱工業における大型合併（取得資産価値1000
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万ドル以上）は，件数に関しては， 76年以降3

年連続上昇し，取得資産については， 73年以降

減少を示す年がな <,79年には68年の取得資産

額を上回ることとなる（表2-2)。

したがって， 1970-80年代の合併活動は，

「傾向的に75年を境として前後期に区分され」，

そして「70年代後半の合併活動は，米国経済史

上最大といわれた60年代後半に匹敵する規模の

合併活動」3)であると結論しえよう。

この期の合併活動の特徴として次の諸点が指

摘されている。

(1) 経済停滞と株式市場の低迷

1960年代の合併運動に比して70年代後半から

80年代初頭にかけての合併運動の第1の特徴は，

74 ・ 5年恐慌をうけて米国経済全体が停滞して

おり，また，株式・証券市場も低迷した状況の

下において合併活動が生じていることである。

第 50巻第 3• 4号

事実， 60年代において株価指数は一貫して上昇

したのに対し， 70年代は企業合併活動が高揚

し， 大型・超大型の公開買付 (tenderoffer) 

戦がたびたびくり返される79年において始めて

72年水準をこえるという状態であった（図 2-

1)。

米国経済における長期停滞と株価の低迷が70

年代後期の企業合併連動の性格を特徴づけてい

るのである 4)。

「その生成期において， コングロマリット運

動は一般的に上昇する株式市場価格によって活

気づけられていた。このために，大きなエスタ

ブリッシュな企業は一貫して高い市場価格を享

受していたし，テーク・オーバーから，ほとん

どの場合，のがれることができた。今日の慢性

的に低迷した株価は，合併ゲームに新しい決定

て，多くのエスタブリッシュの地位にある企業

的な性格を付与した。低株価の広まりをうけ

表2-3 普通株の帳簿価格と株価

年 帳（普通簿株あ価たり格） 株（平均株価価） 
帳簿価格
平均株価

1973 36.85ドル 2(350~,32517%) トキル 82.0% 

74 39.22 1(824~,32050½ ) 61.8 

75 42.36 18%(23~,2172½ 5) 54.6 

76 45.19 21%(24~,7282¼ 5) 54.7 

77 48.25 27%(29~,3682¼ 8) 61.5 

78 52.30 2(7~35½ ） 
31,25 59.8 

〔出所〕 Milton D. Stewart, Prepared Statement, Mergers and Economic 
Concentration, Part I, p. 271より作成した。

3) 佐々木利充，「現代米国における合併財務政策
ー 1970年代の合併運動を中心として一ー」，北
九州大学「商経論集」， 第19巻， 1 • 2号， 88ペ
ージ。氏によれば，過去の米国合同運動は，つね

に景気上昇局面で生じてきた。米国合同運動全体

については，別の機会に言及したいが，国独資・
管理通貨制度の成立が，独占．寡占価格を結びつ

いて，大企業の利潤増大をもたらし，第2次大戦
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後の合併活動を従来に比して活発化させている

し，今回の合併活動の特徴をも規定している。

4) この点は， 1950年代より始まった現代の合同運
動には， 1960年代後半と70年代後半との二つの大
きな山があるとする佐々木氏が強調する論点であ

る（佐々木利充「アメリカの企業合同と会計機能」

荒川編「会社合併・分割の会計」，中央経済社，
昭和58年）
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は，企業資産の帳簿価格に比して非常に過少評

価された株価のままにおかれた」5)。 (2) 現金による対価支払の増加

企業合併における支払対価の種類についてこの点について， M.D. Stewartは次の例を

あげている。優良な銀行である CharterNew 

York Corp. において1973-78年にかけて帳簿

価格を42％上昇させたが，その平均市場株価は

の結果， 1973年には，平均市場株価は帳簿価格

の82％であったが， 1978年には帳簿価値の60%

に低下した（表 1-3)。

S. T. Entinは，次のようにのべている。

「(1970年代の合併運動において一一筆者）新

しい点は，株式交換よりむしろ現金の使用が合

併金融において非常に増大したことである」6)。

1970年代の企業合併活動で増加し，また主要

大型合併のほとんどで使用され重要性をましつ

つある公開買付 (tenderoffer)n について対

表2-4 公開買付の件数と対価の種類の比率
（カッコ内は件数） （1968-72, 1972-75, 1978-81年） （単位：パーセント）

年 現 金 株 式 組合せユニット ＾ ロ

計

1968 53.2%(33) 43.5%(27) 3.2彩(2) 100%(62) 

1969 38.8 (19) 59.2 (29) 2.0 (1) 100 (49) 

1970 46.7 (7) 46.7 (7) 6. 7 (1) 100 (15) 

1971 16.7 (1) 83.3 (5) - （-） 100 (6) 

ムに 計 45.5 (60) 51.5 (68) I 3.0 (4) 100 (132) 

1972 100.0 (9) - （-） - (-) 100 (9) 

1973 94.6 (25) 5.4 (2) -(-) 100 (37) 

1974 93.3 (42) 6.7 (3) - （-） 100 (45) 

1975 100.0 (14) - （-） - （-） 100 (14) 

ムロ 計 95.2 (100) 4.8 (5) 0 (0) I 100 (105) 

1978 92.2 (153) 6.0 (10) 1.9 (3) 100 (166) 

1979 95.7 (111) 1.7 (2) 2.6 (3) 100 (116) 

1980 89.2 (74) 10.8 (9) - (-) 100 (83) 

1981 87.6 (106) 8.3 (10) 4.1 (5) 100 (121) 

＾ ロ

計 91.4 (444) 6.4 (31) 2.3 (11) 100 (486) 

〔出所〕 佐々木利充「現代米国における合併財務政策」，北九州大学「商経論集」第19巻1・ 2号，表2-3
より作成。

5) Alfred F. Dougherty Jr, Statement, Mergers 
and Economic Concentration. Hearings before the 
Subcommittee on Antitrust, Monopoly and Busi-
ness Righs of the Judiciary. U. S. Senate, 
Ninety Sixth Congress, First Session on S 
600, The Small and Independent Business 
Protection Act of 1979, Part l, p. 155. 
また， G.J. Benstonは，この現象を次のよう

に表現している。
「1970年代の現象は，平均して株価よりも帳簿
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価格と更新コストの方が高いということである」
(George J.. Benston, Statement, ibid., Part II, 
p. 184)。
6) S. T. Entin, "Merger Activity and Bank Cre-
dit", To Bring and Keep Interest Rates Down, 
Hearings before the Subcommittee on Domestic 
Monetary Policy of the Committee on Banking, 
Finance and Urban Affairs, U.. S. House of 
Representatives, Ninety-Seventh.. Congress, 
1982,. p. 157. 



経済学研究第 50巻第 3• 4号

表2-5 合併対価の種類別百分比 (1974-80年）

年 現 金 I 
1974 48（形）

1975 48 

1976 52 

1977 54 

1978 ・ 46 

1979 53 

1980 47 

〔出所〕 佐々木，前掲論文，表2-5

価支払方法をみたのが表2-4である。 1960年

代の合併運動の最成期ともいえる68-71年には

現金支払が60件， 45.5彩であるのに対し72-75

年が105件中100件， 95.2%, 78-81年が486件中

444件， 91.4形であり，現金と株式交換との組

合せュニットを考慮に入れないとしても， 70年

代の公開買付においては， 90%以上の率で現金

による対価支払がおこなわれている。このこと

は，公開買付の場合にとどまらず合併一般に

も，とくに70年代後半の合併運動においてあて

はまるといわれている（表2-5)8)0

したがって， 1960年代の合併運動との対比か

7) Dowgherty Jr．は70年代における公開買付につ
いて， 60年代と対比しつつ次のようにのべている。
「その生成期におけるコングロマリット化運動

のリーダーの多くはビジネス・エスタブリッシュ

の外からやってきた『雲かける」コングロマリ

ットの創設者たちであった。アウトサイダーとし

て，彼らはしばしば，敵対的な経営陣をさけるた

めに，合併目標企業の株主たちに直接公開買付を
おこなった。
その戦術は以前には広く利用されていなかった
し，そして， 1960年代においてさえも，その利用
は選択的なものであった。その当時，大型取得
は，被取得企業の同意によって効力をもつことに

なったし，また，コンセンサスがなされていない

乗っ取りは，あまり合法的なものではないという
考えが広まっていた。
公開買付戦術は，今日，一般的に使われるよう

になったし，とりわけ超大型の取得のさい，そう
である」 (DoughertyJr., op. cit., p. 154)。
8) 佐々木，「現代米国における合併財務政策」， 93

ページ。
9) 同上論文， 94ページ。また GeorgJ. Ben tonも

株 式 I 組合せユニット に尋

33（形） 16（%) 

27 23 

26 20 

26 18 

30 23 

26 20 

31 21 

ら次のように主張することができよう。

「1960年代には，合併は主に株式交換でおこ

なわれていた。それ故，現金を対価とする合併

の一般化は現在の合併運動の非常に重要な特色

である」9)。

もとで株式交換による対価支払が利用しえた

PE magic strategyが， 70年代における前記

した株式市場の低迷下では，それを利用するの

は，はなはだ困難であった。したがって，現金

による対価支払が増加したのだが，その結果，

プレミアムが高まるとともに，豊富な資金力や

信用力を持った企業が，合併企業の条件となっ

た（買付資金の供給源として銀行からの借入が

増加している）10)。

「1960年代の企業取得を追求する企業は，現

金での取得をおこなうための内部資産，あるい

は借入れ能力を欠いていた。今日の大きな取得

企業は，負債やエクイティを手段として利用す

ることができない」11)0 

次のようにのべている。

「1960年代に一般的であった株式交換に対比し
て現在の合併活動の特徴は現金による企業取得で
ある」 (G.J. Benton, op. cit., p. 177)。
10) プレミアム，銀行借入への依存については佐々

木，「現代米国における合併財務政策」94ページ参
照。なお，1960年代のコングロマリット合併につい

ては，佐々木「コングロマリット合併の財務政策」
11) Dougherty Jr., op. cit.; p. 154. 
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表2-6 製造工業及び鉱業における大型取得 (1960-79)（単位： 100万ドル）

‘ 
年 A) 数田 B) 資 産 BIA 

1960 51 1,535;1 30.1 

61 46 2,003.3 43.5 

62 65 2,351.9 36.2 

63 54 2,525.8 46.8 

64 73 2,302.9 3 1. 5 

65 64 3,253.7 50.8 

66 76 3,329.1 52.0 

67 138 8,258.5 59.8 

68 174 12,580.0 72.3 

69 138 11,043.2 80.0 

70 91 4,901.3 53.9 

71 59 2,159.9 36.6 

72 60 1,885.5 31.4 

73 64 3,248.8 50.8 

74 62 4,466.4 72.0 

75 59 4,950.5 83.9 

76 81 6,279 77.5 

77 99 8,670 87.6 

78 111 10,724 96.6 

79 97 12,867 132.6 

注取得会社の資産が1,000万ドル以上のもの。
〔出所〕 1960-75年： FTC,Statisical Report of Mergers and Acquisitions, 
1979, 76-79年： StatisticalAbstract of the United States,, 1982-83. 
より作成した。

あふれかえるキャッシュ・リザーブと未使用

の借入能力を持って，ェスタブリッシュに属す

る企業は，今日の最大級の取得の多くを現金に

よって融資することができた。

「1969年以来，現金による取得が，公開された

取得のうち39％から46％へ増大している」12)

(3) 大型・超大型合併の急増

前掲表2-1において，買収金額を買収件数

で除した数値を計上しておいた CB/A欄）。こ

の一件あたりの平均買収金額は， 1970-72年の

300万ドルを底として上昇をつづけ， 81年には

3400万ドルを記録している。

12) 佐々木，「現代米国における合併財務政策」 91
ページ。

他方，取得資金の一件あたり平均を算定した

ものが表2-6B/A欄である。取得資産1000

万ドル以上の大型合併に限ってではあるが，一

件あたり取得資産は， 60年代の最高額を記録し

た69年， 7230万ドルを75年にこえており79年に

は1億3260万ドルに達している。

買収金額，取得資産ともに大型・巨額化して

いる。

1970-80年代におけるインフレを考慮しなけ

ればならないが，買収金額，取得資産額の増大

の著しさは， 70年代後半の合併活動の大型化を

確実なものとしていよう。

この一件あたり買収金額と取得資産額平均の

著しい増大の主な原因は，大型・超大型合併が

急増したことである。
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図2-3 競争的買付 (TOB)最高金額の推移

ソーカルがガルフを買収

(134億ドル）

ゲン・レートでの取得合戦の対象となった」し．

他方．多くの巨大企業も公開買付戦へ参加する

ようになった。

「公開買付の積極的な利用によって． 非常に

古く．そしてエスタブリッシュである産業分野

140 

130 

120 

110 

100 
テキサコがゲティを買収

(101億ド）い の企業が．以前には．新興であって．神秘的な
90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

デュポンがコノコ
を買収 (78億ドル）

20 

10 買収
を買収

(3戸或字竺ユ咋：t心 f買ノ収富ふ
1975 76 77 78 79 80 81 82 83 84 

〔出所〕 ‘‘Isany Company safe from Takeover", 
Fortune, April 2. 1984. 

1975年以降，合併件数は， 80年まで低下して

いるのに対し，取得資産1000万ドル以上の大型

合併は78年まで増大をし，とりわけ取得資産 1

億ドル以上の超大型合併は，同期間急増をつづ

けている（図2-2)。

超大型合併の急増は，さらに取得資産3億ド

）レをこえる合併＝超々大型合併についても，み

とめることができる。

「70年代後半の合併活動は， …超大型合併の

増加がこの期の合併活動を活発化し，また特色

づけている」13)0 

大型・超大型合併の増加は，買収最高金額の

80年代以降の急上昇（図2-3)にも表現され

ているが，買収金額の急増は，プルーチップ大

企業の合併活動への積極的千与をも示してい

る。

実際，一方では株価低迷をうけて，「多くの

非常に大きいエスタプリッシュの企業が，バー

13) 同上書． 91~92ページ。

企業によってのみしか許されえなかった瞬間的

な成長を達成することができるようになった。

サロモン・プラザースのパートナーである

Ira Harrisは，次のようにいっている。

『今日， それ（公開買付ー一筆者）をおこな

っているのは， LouioWolf sonsではない。エ

スタブリッシュ自ら自身が，公開買付をおこな

っているのである」14)0 

1960年代の合併活動においては，コングロマ

リットにとって高収益であり，豊富な手元流動

性をもっている中堅企業が取得対象として目標

とされた。 70年代においては，「伝統ある， 基

幹産業に従事している」15) 大企業が， 「異なる

産業分野の高収益企業，代表的企業」15) を合併

0 

(4) コングロマリット合併の優位

1960年代の合併運動に続いてコングロマリッ

14) Dougherty Jr., op. cit.. p. 154. 
15) 佐々木，「アメリカの企業合同と会計機能」， 33
ページ。

15) 「1960年代の（合併）対象企業の諸研究は，一
般に対象企業は，高収益（同じ産業の平均的企業

よりも低い収益しかないにもかかわらず）であ

り，過剰流動性をもち，相対的に低い自己資本収
益率であって，それぞれの商品市場において支配

ュの取得企業は，そのかわり，ことなったタイプ

の目標を追求している。データは今日の被取得企
業が一般に優良経営の収益性が高い。そして，し

ばしば主要商品市場において主導的であることを
示している」 (Dougherty,Jr., op. cit., p. 158)。

- 52 -



企業合併と資本蓄積

表2-7 大型合併Dの合併形態別分布の百分比 (1970-79年）

数 資 産 額
年

水平・垂直的 lコングロマリット 水平・垂直的 コングロマリット

a) 1970 13彩(12)2) 87彩(1,174) 20形(1,174)3) 80形(4,730)

71 14 (8) 86 ( 51) 23 (578) 77 (1,882) 

72 40 (24) 60 ( 36) 41 (773) 59 (1,112) 

73 39 (25) 61 ( 39) 24 (1,093) 76 (2,056) 

74 39 (24) 61 ( 38) 31 (1,417) 69 (3,049) 

75 12 (7) 88 ( 52) 5 (267) 95 (4,683) 

76 22 (18) 78 ( 63) 16 (1,031) 84 (5,248) 

77 30 (30) 70 ( 69) 22 (1,937) 78 (6,733) 

78 32 (35) 68 ( 76) 44 (4,675) 56 (6,050) 

79 10 (10) 90 ( 87) 10 (1,231) 90 (11,637) 

b) 1970-74 28% 7296 28% 72飴

75-79 22 78 21 79 

70-79 25 75 23 77 

c) 1961-65 35 65 40 60 

66-70 17 83 20 80 

注 l) 資産1,000万ドル以上の企業合併。

2) カッコ内は実数。

3) 単位は100万ドル。

（出所〕 a), b)は， StatisticalAbstract of United States, 1982-83, No. 883より作成。
C)は， FTC,Statistical Report of Corporate Mergers and Acquisitions, 1977, 1978. 

表2-8 鉱工業の大型合併に占めるコングロマリット型合併の割合 (1952-78年）

年 FTCの広義の定義1) FTCの狭義の定義2)

1952-55 52.0(%) 3.6（%) 

1956-59 14.0 

1961-70 78.5 30.4 

1971 79.2 45.3 

1972 59.2 16.8 

1973 65.3 36.7 

1974 68.2 38.0 

1975 94.6 68.3 

1976 83.6 54.8 

1977 77.7 44.6 

1978 76.0 46.7 

注 1) 製品拡大型，市場拡大型，純粋型のコングロマリットを含む。

2) 純粋型コングロマリット。

〔出所〕 佐々木，前掲論文， 91ページ。
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1970-79年の資料についてみると資産1000万

ドル以上の大型合併においては，コングロマリ

ット型合併が，合併件数の75%，資産では， 77

％を占め， 1966-70年の各83%,80％に劣ると

はいえ優位を占めている。また1970-74年に比

して75-79年の比率が高まっていることから，

この優位傾向が70年代を通じてしだいに強化さ

れる傾向にあるともいえよう（表2-7)。

ところで，コングロマリット型合併は， FTC

(Federal Trade Commission,連邦取引委員

会）の定義では，製品拡大型，市場拡大型，純

粋型に三分類されているが，この三つのうち純

粋型コングロマリットが，増大傾向にある（表

2 -8)。

「70年代の企業合併運動は， すでに1960年代

にみられた conglomerate合併の優位の傾向を

ますます強めた」。17) コングロマリット合併は

大企業の成長方式として十分に定着したのであ

る。18)

しかし， 1970年代末葉から大型・超大型の垂

うになってきた。

「主要大手石油企業一一ぶfobilそしておそら

くは Gulf,Texacoをも含むーーは，今や，自

らの直接の競争相手， Pennzoil, Mara than, 

Conocoその他のような中堅 (mid-tier)企業を

買収しようとしている。

このような大規模な水平的合併は，より厳し

く反トラスト法が施行されていた1960• 70年代

17) 佐藤定幸「アメリカ企業合併の最近の諸特徴一

ーとくに石油企業の多様化行動をめぐって一ー」
（『経済研究JJul. 1981) 214ページ。
18) 「あきらかにコングロマリット合併ーーかつて
1960年代の『幻惑的」な企業による一時的流行だ
とみなされていた一ーは，今や大きく，エスタプ

リッシュに属する企業にとっても，日常的な成長
戦略となった」 (DoughertyJr., op. cit., p. 132) 

第 50巻第 3• 4号

には真険には考えることさえできなかった。

Dupont-Conocoのような大型の垂直的合併

の高揚も生じている」l'l)o 

1981年12月時点での発言である。

実際には， Gulfは Socalに買収され， Tex-

acoは Gettyを買収した。 Mobilは， Supelia

Oilを買収している。他方， U.S.SteelのMar-

athon Oilの買収という超大型の垂直合併も生

じた。

1970年代後半から80年代の合併活動は，前半

のコングロマリット優位傾向が基調としてつづ

いているが， 80年代に入って超大型の水平・垂

肛的合併が急増してきたと特徴づけうる20)。

以上概観したように1970年代後期から始まる

合併運動の特徴として，①経済停滞，株式市場

の低迷下で生じたこと，②現金買取による合併

合併の増加，④コングロマリット型合併の優位

と超大型水平・垂直的合併の急増，をあげるこ

とができよう。

FTCのメンバーである A.F. Dougherty Jr. 

は，この期の合併活動を総括的に特徴づけて，

次のように述べている。

19) Mobil-Marathon and Similar Oil Company 
Mergers, Hearings before the Subcommittee on 
Fossil and Synthetic Fuels of the Committee 
on Energy and Commerce, U. S. House of 
Representatives 1982, p. 1. 
20) 「アメリカの実業界は現在，企業資産の大規模
な移転 (redeploymentof corporate assets)を
生じさせるほどの率で事業部や子会社，そして企

業を買いとったり，売りはらったりする大波の中
でふくれ上がっている。過去の他の狂騒，とくに，
1960年代のコングロマリットのそれとちがって，
現在の取得と剥奪の高揚は一つの推進さるべき傾
向をもっている。これは，諸企業を関連する事業

活動へと単純化させる方向への逆もどりが生じて
いることである」("DeconglomeratingBusiness•~ 
Businessweek, August 24, 1981)。
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「生産的設備， あるいは供給源の結合を通し

て，生産，もしくは配給の効率性に帰結するで

あろう伝統的な水平的，垂直的合併と相違し

て，現在の合併は，産業資本主義的というより

も，むしろ金融的性格をもつものとして特徴づ

けられる。多くの場合，合併企業によって得ら

れるはずと考えられる利益は，生産効率性とい

うよりも，バランス・シートや財務報告書にお

いてのみ見ることができるものなのである」21)。

たしかに，企業合併が株式証券市場で発生す

る限り，今回の合併運動も「金融的性格」をもつ

のは間違いない。しかし， 1974・ 75年恐慌以降

の長期不況後のアメリカ国内・外の諸大資本間

競争の激化への対応策 (defensivetactics)と

して，大企業が，株価の低迷，独占禁止政策の

緩和等の諸条件を利用して，フィスカル・ボリ

シーと寡占価格により膨大に蓄積した手元流動

性をテコとして自らの産業部門，そして既存大

企業体制の再編成に乗り出したという側面が，

今回の合併活動の基底に存しており，無視しえ

ない論点をなしている 22)。短期的金融利益の取

21) Dougherty Jr., op. cit., p. 165. 
22) 今回の合併運動の特殊性について，「ビジネス・
ウィーク」のスペシャル・レポートは，次のよう

に指摘している。すこし長くなるが，競争との関
連で今回の合併運動を把えるにさいし示唆的であ
り引用しておきたい。

「ある意味において，今日のアメリカを席巻し
ている合併運動は，過去の運動と同じ動因から発
生している。すなわち，金融魔術師たちにそその
かされている企業経営者たちは，自らが別々にわ
かれているよりも，一体となればより大金がかせ
げると思っているのだ。しかし，相違，大きな相
違も存している。それは，冷酷な外国からの競争
に対して強さだけを必要としている経済に． ょ
り効果的な企業を生みだしえるであろうものであ
る。これが，現在の合併運動を第2次世界大戦後
の以前の合併運動よりも．生産性の高上を達成さ
せる可能性をもたらすのである。過去の合併運動
は多角化を強調し．自由な形態のコングロマリッ
トの発展をおしすすめた。逆に，現在の合併運動

の高揚は，経営者に比較的狭く関連性のある分野

得という側面を過度に強調する立場は，今度の

合併活動の特徴を誤って把握することになりか

ねない。前述した Dupontによる Conoco買収

などの超大型の垂直的合併， あるいは Mobil

の MarathonOilに対する公開買付（結局は，

u.sスチールによって買収されたが）， Texaco
による Getty,Socalによる Gulf買収といった

石油・天然ガス産業ににおける水平的合併への

動きは，敵対的公開買付が増加したこととあわ

せて考慮すると，上の特徴がしだいに顕在化し

てきたことを示しているように思われる。

結論的にいえば，現実資本の過剰圧力下の寡

占企業間競争が，現代資本主義の諸条件のもと

で，企業合併活動の高揚としてあらわれてい

る。現在の経済危機を，寡占企業は，再び所有

としているのである。

「根本的には，現在の合併活動は，……イン

フレ的な世界経済において生き残るための諸努

カの一つを表わしているのだ」23)

以上のような特徴をもつ今回の企業合併活動

の高揚の性格と，そこに胚胎している資本蓄積

へ集中させており． より見識をもって経営しえ

る．より経済合理性にそった企業を設立させてい
る。

その意味において，現在の合併活動の高揚は，
カーネギーやモルガン．そしてロックフェラーの
ような大立者が，鉄鋼．鉄道そして石油といった
基礎産業を合理化したアメリカ諸産業の偉大な
諸合同と似ているのである」 ("Howthe New 
Merger Boom will Benefit the Economy", Busi-
nessWeek, February 6, 1984, p. 34)。いくつか
の問題点は存しているが，現在の合併運動の競争

ー米国内・外の競争ー一対応的性格を，するど
く指摘している。
23) J. Fred Weston, Prepared Statement, Merg— 

ers and Economic Concentration, Part I, pp. 
576-7. 
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について検討を加えてみよう”心

2. 石油・ガス産業の合併活動とキャッシュ

・フロー

(1) 

70年代後期以降の企業合併活動において大型

油・天然ガス産業であり，主導的役割をはたし

たのは大手石油企業であった。合併及び被合併

の両面において，この点を確認することができ

る。

たとえば，被合併件数についてみると，石油

産業は， 1976年 7件， 77年12件， 78年14件， 79

年52件， 80年10件であり，順位は， 7位を最高

24) 佐々木氏は， 1960年代と70年代の合併活動の特

色を以下のように整理しておられる（「アメリカ

の企業合同と会計機能」 荒川編著「会社合併・分

割の会計」，所収）。

I 1960年代 I 
1970年代

経済的背景経済的好況，株式 1経済的停滞，株式

市場の活況 市場の低迷

新興コングロマリ 伝統ある，基幹産

合併会社 ット企業 業に従事している

保守的大企業

異なる産業分野の 異なる産業分野の

被合併会社 中堅企業，高収益 代表的企業高収益

力会社 力会社

主 なコングロマリット コングロマリット

合併形態型合併 型合併

支 払 1I株式また1埠換権現金または償還権
対価の種類付証券 付優失株

支プ払レわミれアたム 平均10~20光 平均50~80飴

きわめて鋭い整理ではある。しかし，独占期固
有の現象としてコングロマリット化は続いている
が， 70年代の資料に基づいているためか， 80年代
初頭の大型垂直・水平合併の増大について十分に
考慮がなされていない。今回の企業合併運動の性
格分析において経済危機による競争激化への対応
としての側面が存していることの評価が十分とい
えず，総じて，合併活動を寡占間競争の視角から
分析することをなしえていないように思われる。
合併運動は，その基底に現実資本の蓄積困難の打
開という社会的意図をつねにもっていた。たしか
に， これに貨幣資本の独自動的運動が加わり，
192岬代末や69年代末のように金融的目的のみの
合併活動が増大してくるにしても，基底要因と増
幅要因とを区別しなければならない。

表2-9 10産業における企業合併件数と順位 (1976-80年）

（カッコ内は順位）

被合併企業の産業分類 I 1976 1977 1978 1979 1980 

Finance, Banking & Insurance 313(1) 291(1) 253(1) 326(1) 301(1) 

General Services 221(2) 266(2) 240(2) 222(2) 215(2) 

Wholesale & Retail 202(3) 190(3) 192(3) 213(3) 190(3) 

EMqaucihpimneernyt , Equipment & Farm 112(5) 116(5) 95(5) 91(5) 80(4) 

Food Processing & Agriculture 106(6) 134(4) 112(4) 126(4) 70(5) 

DEqruugipsm, Cenot smetics & Medical 62(11) 60(9) 60(10) 62(9) 69(1) 

Electronics 60(12) 65(8) 66(8) 82(6) 68(7) 

Public Utilities 72(9) 84(6) 68(7) 67(8) 60(8) 

Printing & Publishing 58(13) 57(10) 65(9) 57(12) 57(9) 

Petroleum 96(7) 55(12) 47(14) 52(13) 56(10) 

〔出所〕 Miller m., James C., Prepare Statement, Mergers and Acquisitions, Oversight Hearings 
before the Subcommittee on Monopolies and Commercial Law of the Committee on the 
Judiciary, U. S. House of Representatives, p. 300. 
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とするにすぎない（表2-9)。しかし被合併件

数で 10位であった 80年に， 取得金額では 84億

170万ドルに達し， 同年の全取得金額の24.4%

を占めトップになっている（表2-10)。石油

・天然ガス産業が，何よりも取得金額の面で，

70年代後期以降の合併活動の主要舞台をなして

いたのである 25)0 

合併企業の側からみても，この点は確認しえ

る。 70年代後期以降の合併活動の特徴であった

大型合併について検討してみると， 1979-81年

の取得金額3億ドル以上42件のうち，資源・エ

ウルギー関連企業による買収は，非エネルギー

企業に比して，件数こそ少ないものの取得金額

の過半 (53..1%)を占めている。また石油企業

トップ20社についてみても取得金額の34.5％を

占めている (1981年に非エネルギ一部門の諸企

業による取得金額の割合が増加しているのは，

Dupont の Conoco買収によるためである。

表2-11)。 この点は合併資産についても確認

しえる（表2-12)。

以上のように， 70年代後期，とりわけ80年前

後の合併活動において，エネルギ一部門，とり

わけ大手石油企業が取得金額・資産の両面にお

25) FTCの議長 J.C.Miller, IIIは．この点につ
いて次のように述べ，否定的な見解を主張してい
る。
「石油部門は． ドル額で1980年には第1位にラ
ンクされる。しかし．これは．この産業の諸企業
の絶対的な規模を考慮すればさほど．おどろくに
はあたらない。 ---1975年から1980年にかけて前
記したデータから私は資源産業に重大な合併運動
の傾向は存在していないると結論づける」 (J.C.
Miller, Prepared Statement, Mergers and Ac-
quisitions. Oversight Hearings before the Subcom-
mittee on Monopolies and Commercial Law of 
the Committee on the Judiciary, U. S. House of 
Representatives, 1982, p. 290) 

額の絶対量であって，企業規模との相対金額では
なかろう。

いて重要な位置を占めている。

とりわけ，石油企業トップ20社は， 1973-81

年に総計230件．支払総額266億4120万ドルの企

業合併をおこなった。合併件数は，多くはない

にしても，確認された支払総額は巨額である。

何よりも注目されるのは．一件あたりの支払

金額の巨額さである。 70年代後期から80年代初

めの合併活動の特徴は合併規模の急増であった

が，石油企業トップ20社においては， 81年に一

件あたり12億1720万ドルに達している（表2-

13)。合併部門について． かならずしも． 他業

種への進出が圧倒的な比率を示しているわけで

はなく，エネルギー関連．石油・天然ガス部門

の諸企業の合併も40％に達しており， 80年． 81

年の両年には過半を越えるたかまりをみせてい

る（表2-13, コラム(2)(3))26)。

払った総額は， 1978年と1981年の間に非常に増

大した」27)

に焦点をあててみよう。

(2) キャッシュ・フローと資本蓄積

年以降著しく活発化したが，この原因の一つと

して F.M. Scherer は，石油企業に生じたキ

26) 「（石油大企業による一一釘堵）ドルで表示した
最大の取得は，石油・天然ガス企業の取得であっ
た。非エネルギ一部門での取得件数の総計が，
1978-81年ではエネルギ一部門の取得総数をこえ
ているが，エネルギ一部門に支払われた総額は非
エネルギ一部門の取得に支払われたコストの 2倍
以上であった」 (Mergersand Acquisitions of the 
Top 20 Oil Companies, 1978-81, Staff Report, 
Prepeared for the Use of the Subcommittee on 
Oversight and Investigations of the Committee on 
Energy and Commerce, U.S. House of Repre-
seritatives, 1982, p. 11).., 
27) Ibid., p. 10. 
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表2-10 合併支払金額によるトップ10産業 (1980年）

被 ＾ ロ

併 企 業 の 産 業 分 類 支(10払0万金ドル額） 比率（形）

Petroleum 8,401.7 24.4 

Finance, Banking & Insurance 6,792.8 19.7 

Conglomerats 5,363.9 15.6 

Transportation 3,289.4 9.5 

Mining, Timber & Minerals 2,414.0 7.0 

General Services 2,139.2 6.2 

Machinery, Equipment & Farm Equipment 1,914.3 5.6 

Wholesale & Retail 1,709.8 5.0 

Drugs, Cosmetics & Medical Equipment 1,237.2 3.6 

Public Utilities 1,191.6 3.5 

計 34,453.9 1 100彩

〔出所〕 Miller, op. cit., p. 301. 

表2-11 3億ドル以上の買収42例の分類 (1979-81年） （単位： 100万ドル）

トップ20石油企業1) 資源エネルギー関連2) 非エネルギー
年
数（形）叫金 額(%) 数(%) I金 額（形） 数（形） 金 額（%)

1979 5 (29.4) 13,729.6 (62.4) 8 (47.0) 15,698.7 (71.4) 9 (52.9) 6,286.3 (28.6) 

1980 6 (30.0) 5,128.2 (43.4) 10 (50.0) 7,641.3 (51.2) 10 (50.0) 7,269.8 (48.8) 

1981 2 (20.0) 2,325.0 (9.3) 5 (50.0) 9,302.9 (37.9) 5 (50.0) 15,224.7 (62.1) 

計 I13 c27. 7) I 21. 182.8 (34.5) 23 (48.9) 32,642.9 (53. I) 24 (51.1) 28,780.8 (46.9) 

注 1) BP, Amaxは資源エネルギ一部門として算定されている。
2) トップ20石油企業による買収も含まれている。非エネルギーについても同様である。
3) 資源・エネルギー関連＋その他に対する比率。

〔出所〕 阿部，前掲論文， 12ページ，第4表より作成。

表2-12 資産10億ドル以上の企業合併の数と取得資産 （単位： 100万ドル）

石 油 企 業1) 非 石 油 企 業
年

I 数 取得資産 数 取得資産

1979 

゜ ゜
2 2,503.0 

1980 2 1,427.02> 6 16,571.0 

1981 4 10,488.4 33) 16,014.9 

計 6 I 
11,915.4 11 35,088.9 

注 1) 合併企業の分類。
2) Tennecoによる SouthwesternLifeの買収資産は含まれていない。
3) Dupontによる Conocoの合併があるため増大している。
〔出所〕 Bock, Betty, "Statistics and Merger Waves", Oversight Hearing before the 
Subcommittee on Monopolies and Commercial Law of the Committee on the 
Judiciary, U. S. House of Representatives, 1982, pp. 17-20.より作成。
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表2-15 石油・ガス産業 (Fortune500)の限界純所得田の配分比 (1979-80年）

（単位： 100万ドル）

限界純所得
変化総計

1979 I 1980 (1973-78) 

比Fo率rt（u形ne） 500 (11006,6.02) 9 (1003,0.019 ) (11090,6.04) 8 

トップ20F比o率rt（u%ne) 500石油 (955,2.788 ) 7 168 ） 
(237’ .5 1(863,4.746 ) 

その他 F比o率rt（u飴ne） 500石油 1(9,5.323 ) (206.26) 1 (121.,1054 ) 

小計： F比o率rt（u形ne） 500石油 10(6,811 ) 
5.0 (2758,7.089 ) 1(894,6.070 ) 

12石油・ガ比ス率サービスと供給企業
(%) (1.2249 ) (134.817 ) (3誓

小計： Fガoスrt産un業e比500率石（％油） ・ 11(66,0.440 ) 8,2.086 ) 
(271 1(997,2.495 ) 

F比o率rt（u％ne） 500非石油 (533,5.86) 9 -5.1887 ) 
(-171. 

注 1) 限界純所得は前年からの純所得の変化額。

〔出所〕 Changing Distribution of Industrial Profit: The Oil and Gas Industry 
within the Fortune 500, 1978-80, p. 14. 

表2-16 成功した T.0.B.に使われた資金の源泉

1979 1980 
資 金 源 泉

T.O.Bの件数 lコスト(100万ドル） T.0.Bの件数 Iコスト(100万ドル）
銀行関与の総計 44 4,009.32 26 758.02 

無担保のバンクローン 14 2,187.03 7 145.36 

無担保ローンと内部金融 23 1,447.99 12 506.80 

担保バンクローン 7 374.30 7 105.86 

内部金融 33 1,239.42 27 3,259.12 

株式交換 3 692.80 5 352.23 

外部資金（非銀行ローン） 1 35.00 

゜
0.00 

不 明 3 4 312.00 

計 81 5,283.74 I 57 I 4,329.14 

〔出所〕 Entin, op. cit., p. 165. 

ャッシュ・フローの増大をあげている。 潤の多くは，石油の関発と生産に再投下され．

またオイル・シェールや石炭液化などの研究に

油産業を区別する他の特徴の一つは．石油産業 支出されもした。しかし，それらの分野は，ド

のキャッシュ・フローの不比例的シェアである。 リリング・リグの供給不足，技術的ボトル・ネ

ー (79年の）原油価格統制解除によって国内 ックによる魅力ある開発用地の減少．その他の

原油価格は上昇し，国内に大規模な原油資源を 諸障害によって制限されていた。その結果．ぉ

もっている石油企業の利潤は増大した。その利 そらくは，成長のバランスをとるためにも，石
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表2-13 石油企業トップ20社の合併活動 (1973-81年8月）

総数1) エネルギ一部門 (支100払万総ド額ル2)） 対象合併数 1講墨 対増前減年率年

苔 I叫 (3（)%) (1) (4) (5) (6) (7) 

1973 26 11 42.3 

74 25 7 28.0 243.0 

75 16 8 50.0 866.5 

76 25 10 40.0 2,578.0 

77 40 18 45.0 2,504.7 

783) 22 6(4)4) 27.3 532.54 8 66.57 

79 30 11(7) 36.7 7,224.26 21 344.02 416.8 

80 28 15(10) 53.6 6,712.4 20 335.62 -2.44 

81,Aug. 18 10(4) 55.6 12,172 10 1,217.2 262.7 

計 230 96 41.7 26,641.2 59 451.55 

注 1) Socalが20彩の持分をもつ Amaxが含まれている。

2) 支払総額は，全ての合併について集計されたものではなく確認しえるもののみを集計したものである。
3) 1973-77年と78-81年， 8月とではデータの出所が異なっている。

4) 石油・天然ガス部門の合併。
〔出所〕 1973-77年： CongressionalRecord, May 24, 1979, p. 478から作成。

1978-81, Aug.: Mergers and Acquisitions of the Top 20 Oil Companies, 1978-81から作成。

油諸企業のキャッシュ・フローは他部門へ再配

分されねばならなかった」28)。その再配分の機構

として企業合併があったと述べるのである。

事実，大手石油企業のキャッシュ・フローの

主要な源泉である利潤は， 1978-80年に著しく

増大しており，それは，同時期に大手石油企業

いる。

たとえば， Fortun500の純所得（＝利潤）

総計のうち， Fortune500の石油・ガス産業の

所得は1979年の32彩から80年の56％へ連続して

配分比を上昇させている（表2-14)。 とりわ

け，限界純所得（純所得の対前年増加額）をみ

てみると Fortun500石油・ガス産業全体で79

年には 66.4％であったものが， 80年には271.8

彩にまで上昇した（表2-15)。逆に非石油諸

産業は， 79年の 33.6形から 80年にはマイナス

28) F. M. Scherer, Statement, Mobil-Marathon 
and Similar Oil Company Mergers, p. 21. 

171.8％となっている。

国内原油統制解除に符号したかのように29),

非石油諸産業からの所得移転が生じ，石油・ガ

ス産業の純所得が著しく増大したのである。

とりわけ， トップ20石油企業の限界純所得の

比率は，他の石油・ガス産業に比して圧倒的に

高い。 1979年の 55.8％が， 80年には237.5％と

なり Fortune500石油・ガス産業での伸びの

ほとんどを占めている（表2-15)。

後に詳しく検討するが，この純所得の増大

は，キャッシュ・フロー増大の主源泉となるば

かりでなく．長期資本支出の抑制及び低配当政

策のため．石油・ガス産業に膨大な貨幣資本

29) 国内原油価格統制は1981年のレーガン政権によ

って全面撤廃されたが，カーター政権による段階

的撤廃及び．それにかかわる諸論点については．
The Economics of the President's Proposed En-
ergy Policies, Hearings before Joint Economic 

Committee, U. S. Congress, 1977.及び， Energy
Tax Act of 1977, Hearings before the Committee 

on Finance, U. S. Senate, 1977を参照されたい。
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表2-14 フャーチューン500：純所得 （単位： 100万ドル）

1972 73 74 75 76 77 78 79 80 

トップ石油20社 5,803 9,389 12,992 9,806 11,484 12,054 13,223 22,501 29,669 

フャーチューン500の他の石油企業 93 404 714 482 758 672 748 2,281 2,902 

フャーチューン500石油企業計 5,896 9,793 13,706 10,288 12,242 12,726 13,971 24,782 32,.571 

ノゞ ーセント 21.2 25.3 31.4 勿．2 20.8 24.2 22.7 3 1. 7 40.1 

企業数 25 30 35 34 36 37 37 39 44 

石油・ガスサービスとサプレイ 254 336 508 540 669 745 1,069 1,298 1,715 

フャーチューン500石油・ガス産業 6,150 10,129 14,213 10,827 12,911 13,471 15,040 26,080 34,285 

パーセント 22.1 26.2 32.6 28.6 26.2 25.6 24.4 33.4 42.2 

企業数 32 37 42 44 46 47 49 51 56 

フォーチューン500非石油・ガス企業 21,679 28,552 29,404 27,023 36,459 39,0?8 46,506 52,096 46,909 

企業数 461 456 452 449 447 445 444 443 437 

フォーチューン500 27,829 38,681 43,620 37,850 49,370 52,559 61,546 78,175 81,194 

〔出所〕 The Chang切gDistribution of Industrial Profits : The Oil and Gas Industry 
within the Fortu加 500,1978-80, p. 13. 

（＝手元流動性）を蓄積することになる。

たしかに， 70年代後半から80年代初頭の合併

が高かった。また，その現金の資金源としては

銀行融資の割合が高いのであり（表 2-16),

内部資金の蓄積，その源泉としてのキャッシュ

動と直接結びつくわけではなかった。

しかし「巨大なキャッシュ・フローをもち大

きな借入れ能力をもつ企業にとって，その結果

は，ほとんど無制限の『帝国建設」に従事でき

る」ao) ことを意味していよう81)0 

1978-80年の大手石油企業が，まさにそれで

30) Dougherty, op. cit., p. 164. 
31) 手元流動性の大手石油企業における増大と合併
活動との関連について， Sunoilに公開買付をし
かけられた Becktonand Dickinsonの社長 w.
J. Howeは次のようにのべている。
「公開企業の株価は， 最近， きわめて低いレベ

ルにある。とりわけ，インフレージョンや国際金

融市場でのドルの相対価値を考慮にいれればそう

である。同時に我々は特定の産業部面，国際石油

企業のもとにキャッシュの急速な形成が生じてい

るのをみる。市民であり，ビジネスマンとして，

私は，石油企業に今や利用可能となった巨大な貨

あったし，当時，そのように考えられていた32)0 

大手石油企業は， 1978-80年に，実際に企業

合併・取得活動を活発化し，その結果，他の非

石油諸産業から移転された純所得，その結果と

してのキャッシュ・フローは，生産能力を拡大

せず，生産性の上昇にも直接寄与しない，ただ

所有の移転のみを引きおこす支出項目に投じら

幣量がアメリカの大きな産業部門の企業取得ヘ

向けられるだろうことに関心がある」 (Mergers
and Economic Concentration, Part 2, p. 435)。
32) 「最近の経験が示すところによると，原油価格

規制解除の直接的結果として二つのことを予想す

ることができる。第1はメジーな石油企業による
石油，石炭，ウラニウムの事業における競争者の

企業取得をつづけるだろうということである。石

炭やウラニウムの事業部面における彼らの運動

は，彼らがすでに両産業における主導的なインデ

ペンダントをほとんどを取得しているという事実

によって限界づけられている。ー一今や彼らは石

油産業それ自身における自らの競争者を買収しよ

うとしている。一ーこの新たな収入によって生み

だされた第2の帰結は石油た基礎としたユングロ

マリットの成長を加速させることであろう。メジ

一石油企業は他の産業へ急速に拡大してきた。

1973年以来石油企業は鉱工業だけで資産40億ドル

を越える企業を取得してきた」 (E. Kennedy, 
Opening Statement, Mergers and Economic Con-
centration. Part 2, p. 380)。
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れたのである33)0 

旧くからの問題をあらためて，そして過度に増

幅して提示した。

「GMの会長である ThomaoMurphyの言

及を引用してみたい。彼は次のように述べてい

る。『私の意見では，長期にわたると思われる

資本支出のブームがけっして離陸しない一つの

原因は，これらの企業取得なのである。回復期

に通常，設備への投資へ向けられるように計画

された貨幣が企業取得によって吸い上げられて

きた』，石油諸企業について見てみよう。 申し

たてられたところによると，石油・ガスの新た

な供給減を見いだすための資本を得るためによ

り高い価格を求める一方で，石油諸企業は現金

が非常に豊かになったのであるが，重要な石油

・ガス資源の発見に支出するかわりに，自らの

貨幣を企業収得へ投下したのである」34)0 

第 50巻第 3• 4号

（第3次合同運動）である」35)。

得活動は，経済の長期停滞下で，しかも石油価

格の上昇による所得の著しい不均衡分配が生じ

ている時におこなわれた。石油価格の上昇によ

って大手石油企業に蓄積されたキャッシュの使

途の一つとして合併取得活動は史上まれにみる

可欠な手段とする大企業の私的蓄積活動と長期

不況からの回復を求める国家経済政策との対立

を最も鋭く提示したのである36)0 

それが経済の全面的停迷期に，それも，そ

の価格波及効果が広範であるエネルギ一部門に

おいて，原油統制解除という事態に触発され，

また最強と考えられるアメリカ国内外の市場支

配力をもっていると考えられる石油・ガス産業

の大手企業に生じていたとしても，問題は，合

どのような作用をもたらすのかということであ

一つの投資・蓄積行動にほかならない。そして る。

また，その活動が， 19世紀末以降，株式・証券 下院の「エネルギー・商業委員会」提出の

市場の質的・量的拡大と相たずさえて，各個別

資本．とりわけ大企業にとってウエイトをまし

てきた。

「歴史的に見るならば．米国では 3波の合同

運動が経験されている。世紀の転換時における

第1次合同運動． 1920年代を中心とする第2次

合同運動．そして1950年以降の現代の合同運動

33) 「これらのコングロマリット合併は，一つの経
営に完全に無関係な活動を一しょにすること以外
の何の目的にも役立たない。それらは．いかなる
産業の生産能力に何の増大も持たらさない。ま
た新たな資産もうまない。それらの新たな仕事
もうみだしはしない」 (E. Kennedy, Opening 
Statement, Merger and Economic Concentration. 
Part 2, p. 320)。
34) R. Nadar, Statement, Mergers and Economic 
Concentration, Part 1, p. 51. 
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スタッフ・レポートは，この問題を次のよう

に定式化している。

「石油企業が他の石油企業を取得するか，

35) 佐々木「現代米国における合併財務政策」， 87
ページ。なお，第一次合同運動の歴史的意義につ
いては，実質賃金率変動機構の変容との関連で拙

稿「英国における「大不況J分析の基本的課題」
（九大大学院，「経済論究」，第51号）参照。
36) 「統制解除は，また新たな問題，石油産業におけ
る資本飽和 (theoversaturation of capital)を生

みだした。この問題のあらわれとしては，エネル
ギ一部門内と諸産業の間における巨大な資本の悪
配分であり，非生産的な合併運動であり，非競争
的な石油と天然ガスの埋蔵予定地の滞積であり，
そして浪費と不効率である」 (E.Rothschildand 
M. Podhorzer, Statement, Capital Formation 
and Industrial Policy Hearings before Subcom-
mittee on Oversight and Investigations of the 
Committee on Energy and Commerce, U.S. House 
of Representatives, 1981, p. 115)。
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合併と取得によって多角化を追求するかある

いは，自らが非エネルギー企業によって追い

まわされたり， 『救われ』たりするかどうか

にかかわらず，根本的問題は同じである。生

産性と成長を上昇させたり，現存の資源の利

用を改善したりするために有効なファンドの

使用とは何なのか。反トラスト法の問題を別

としても，パイを違ったやり方で分割するこ

とが，パイ自体を拡大する何らかの方法なの

であるということを信ずべき根拠とは，どん

なものか」37)

すなわち， 1974• 5年恐慌以降の米国のフィ

スカル・ポリシーの積極化は他部門の需要拡大

に結びつかないばかりではなく，第二次石油値

上げと原油統制解除によって，大手石油企業を

はじめとしたエネルギ一部門に貨幣が吸い上げ

り，国家独占資本主義の政策の波及効果を弱め

てしまったのである。

討するに際し， 1978-80年における大手石油企

問題を提示した。 1978-80年における大手石油

企業の資本蓄積行動と，その米国経済全体にも

てて検討を加えることは有意義であろう。

連については，主に，取得後の被取得企業の収

益パフォーマンスについて論じられてきた。た

しかに，その点を踏えておかなければならない

としても，取得企業の可能蓄積能力との関辿に

37) Staff Report, op. cit., p. 8. 

十全な解答を与えない。

後述するように， 1978-80年に分析期間を絞

って，投資源泉との相関で，大手石油企業の資

本支出項目を， くわしく検討した諸研究・資料

が存在している。

に対する作用を考える場合の重要な諸論点を提

起している時期であり，また，上記諸研究・資

料を利用するならば，大手石油企業の投資行動

うことが可能である。そして， 20世紀の米国経

と資本蓄積全体と相互作用の問題を解明する重

要な手がかりを得ることになろう。ひいては，

国家独占資本主義の下での，現代諸資本の競争

と資本蓄積との関連を分析するための重要な索

材を提供するであろう。

ところで，各企業のキャッシュ・フローの使

用方法こそが，企業にとって投資決定行動にほ

かならない。したがって，大手石油企業にする

るさい，キャッシュ・フローの使途に焦点があ

てられねばならない38)0 

企業合併と資本蓄積との関連について， 1978

済全体の長期低迷と国際競争力の著しい低下に

悩む米国経済に如何なる作用を与えているのか

という問題にかかわっている諸論点について検

討するためには，基礎作業として1978-80年の

大手石油企業のキャッシュ・フローの使途の分

析が，源泉や最との1月連下になされておらねば

なないだろう。

38) F. Rolhschild and M. Podhorzer, Testirno-
ny, op, cit., p. 90. 
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次節では． 1978---:80年におけるトップ16石油

企業のキャッシュ・フローの使途が検討され．

トをもっていたのかが検討される。

[3] 石油・ガス産業トップ16社のキャッシ

L トップ16社のキャッシュ・フローの量と

源泉 (1678-80年）

(1) Energy Action Educational Foun-

dation報告とキャッシュ・フロー分析

1981年， 11月20日に開催された「資本形成と

産業政策」 (CapitalFormation and Industri-

al Policy)についての公聴会のパート・ 2は，

特にエネルギーの近年の米国経済に対する作用

に問題の焦点をあてている。その公聴会におい

て， EnergyAction Educational Foundation 

（以下 EnergyAction)の代表である E.Roth-

schildと M.Podhorzerは証言の付属資料と

して一つのレポートを提出した39)。

ガス部門トップ16社40)の収益構造と，その支出

項目について詳細な研究をおこなっており，同

レポートは，同期間におこなわれた同種のレポ

39) Energy Action Educational Foundation, 
"Where have All Dollars Gone ?, A Research 
Report", Capital Formation and Industrial Po-
licy, pp. 76-175. 

40) トップ16石油企業と順位は次のとおりである
（ナンバー＝順位）。
①Exxon ②Mobil ③Texaco ④Socal (Stan-
dard Oil of Califolnia) ⑥Gulf ⑥Standard 
Oil of Indiana (Amoco) ⑦Arco (Atrantic-
Richfield) ⑧Shell ⑨Sohio (Standard Oil of 
Ohio) ⑩Conoco ⑪Phillips ⑫Sun ⑬Union 
⑭Getty ⑮Occidental (Ocxy) ⑯Tenneco 
16社は． EnergyActionによって，販売高及び
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ートに比しても，すぐれたものの一つである 41)。

本節では，大手石油大企業の1978-80年におけ

得活動が如何なるウエイトを占め，そのアメリ

カ経済のバフォーマンスヘの作用は如何なるも

のだったかについて，この EnergyActionの

レボートに依拠して検討を試みる。

ところで，通常，資本蓄桔活動の分析を，収

益・蓄積源泉との関連で検討する場合，利潤額

と投資額とが比較されてきた。しかし，それで

は，①企業が資本蓄積をおこなう場合，キャッ

シュ・フローから支出するのであるが，利潤は

キャッシュ・フローの唯一の源泉ではない，②

利潤との比較では，投資態度の連続的な変化を

考慮しえない，という問題点が生じてくる 42)。

結局「キャッシュ・フローこそが，ある企業

の有効な投資ファンドの尺度として，一般的に

受け入れられねばならない」43) のである。

Energy Actionのレポートは， 1978-80年

の期間純増キャッシュ・フローと各年純増キャ

資産を基準に選択され．順位づけられた。

この16社で．アメリカ国内の石油と天然ガス生
産の半ば以上を生産し．また石油及び天然ガス埋
蔵量の，やはり 2分の 1以上を支配している。そ

して．石油精製品の70%以上を作りだしている。
したがって，他の基準でトップ16社を選択し．
順位づけをしたとしても．上記企業のほとんどが
含まれる (ibid.,p. 77参照）
41) ほぼ同一期間において大手石油企業のキャッシ
ュ・フローの源泉及び使途について検討を加えた
機関として． Oil& Gas Journal, American Pe-
troleum Institut, Energy Information Admin-
istration及び ChaseManhattenがあり．それ
ぞれレポートを公表している。
そのなかで EnergyActionのレポートは．国
内一貫操業企業に限定していること， Conoco, 
Getty, Gulfを除けば，合併側企業に属するグ）レ
ープに限っており， 16社全体の合併活動の特徴が
とらえやすい（分析対象である1978-80年では．
全て合併側企業であった）ことなどが．分析上の
利用点として挙げることができよう。
42) Energy Action, op. cit., p. 72. 
43) Ibid., p. 72. 
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ッシュ・フローとを限界キャッシュ・フローと

呼び，これを分析武器としてキャッシュ・フロ

ーの増減と各投資項目の支出額の変動とを関連

づけている“心

しかしながら，期間限界キャッシュ・フロー

(1978-80年）は， かならずしも投資項目の増

減を表現しえるとはいえない45)。そのため本稿

の分析にあたって，限界キャッシュ・フローに

加えて，随時必要とされる分析尺度を使用する

ことにした。

また， EnergyActionのレボートの主要課題

は，国内原油開発への投資額とキャッシュ・フ

ローとの相互関係の分析におかれている 46)。と

くに，両者の期間限界キャッシュ・フローにお

けるウエイトの検出に力点がおかれている。

本稿では，むしろ， 16社による資本蓄積活動

生産能力，生産性の高上に結びつくであろう投

資項目との相関関係を析出するのに焦点とをあ

てている。

そのためもあって， 16社のキャッシュ・フロ

ー源泉，収益構造については，そこに重要な諸

問題が内包されているにもかかわらず，きわめ

て簡単な取り扱いしかしていない。

まず， トップ16社のキャッシュ・フローの量

と源泉を確認することから検討を始めてみた

し、./.7)

゜
(2) トップ16社のキャッシュ・フロー諸源泉

(1978-80年）の特徴

44) Ibid., p. 72. 

45) たとえば， 1978-80年の 3年間において79年
のキャッシュ・フローが増加し， 80年が減少
した場合，期間の増減を十分にはあらわしえな
しヽ。

46) Energy Action, op. cit., p. 76. 
47) Energy Actionのレポートのデータソースは主
に各社の公表された報告書，及び新聞，雑誌から

① キャッシュ・フローの量 (1978-80年）

トップ16石油企業は， 1978-80年に， 78年の

282億ドルから 80年の575億ドルヘと104%， キ

ャッシュ・フローを増大させている（表3-1

-1)。

もっとも， 70年代は，石油・ガス産業にとっ

てキャッシュ・フローの非常な増大期と特徴づ

けられている。

「(70年代の） 10年間の初頭において， トップ

25石油企業 (APISurvey)は， 146億ドルのキ

ャッシュ・フローをもっていた。 1980年には

Exxonだけで， 113億ドルのキャッシュ・フロ

ーをもった。 25社のキャッシュ・フローは，こ

の10年間に 4倍になった。 1978年からの増大だ

けが停滞している。 2年で 2倍になっただけで

ある」48)

グループ別の動向をみてみよう。 トップ16社

全体で， 1978年281億ドル， 79年441億ドル，そ

して， 1980年に 575億4800万ドルものキャッシ

ュ・フローをうみだしている。

1978年を基準年とすれば， 104.1％の増大を

したことになる。だが，その上昇率は，全期間

とられている。そのため，各項目について詳細な

内分けがなしえない点に加えて，資料上の非連続

性も生じている。

また．各社の会計処理が相違するという問題点

も持っている。

Energy Actionのレポートは．これら問題点か
ら生ずる誤差を最少にするため．いくつかの仮定

を設けている。この仮定については．論述の上で

関説することにしたいがくわしくは．同論文 pp.
79-88を参照。

なお．キャッシュ・フローの量・源泉と使途と

において，インフレーションについては考慮して
しヽなしヽ。

1978-80年に C.P.Iは195.4から246.8へ51.4%
上昇している。 P.P.Iは，同期間60.5形上昇して
おりエネルギー商品をのぞけば20.7形である (Ee-
onomic Report of President, 1983)。
48) Energy Action, op. cit., p. 213. 
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表3-1-1 トップ16石油企業のキャッシュフロー (1978-80年）

（単位： 100万ドル）

年 トップ4社 トップ8社 セカンド8社
I 
トップ16社

1978 11,285 (819,1,7466)1 注 8,730 28,191 

1979 18,246 11,632 44,052 32,74420 ) 
(14,1 

1980 25,751 (1349,0,8500) 1 17,748 57,548 

増 1978-79 61.7% (6763..64% ) 33.2彩 56.3彩

減 1979-80 41.1 52.6 30.6 22.ぶ
(-0. 

率 1978-80 128.2 10(742 .5 103.3 104 
.5) 

注 カッコ内はトップ8社内からトップ4社を除いた数値。
（出所〕 ‘‘Where have all the Dollar gone?", A Research Report by The Energy Action 
Educational Foundation, 1981, Capital Formation and Industrial Policy, Part 2. 
より作成。以下〔出所〕明示なき場合，同論文 Appendix,The Souces and Uses of 
Fund Tablesから作成したものである。

にわたってトップ 4社が．最大であり． 1978-

80年に約290%の上昇を示し． 122億2300万ドル

のキャッシュ・フローを新たに獲得している。

トップ 8社中の残り 4社（以下一ーセカンド

4社）は． 1980年にキャッシュ・フローを取り

くずしている。そのため．増大率ではセカンド

8社を下回っているにしても． 4社だけで140

億5000万ドルものキャッシュ・フローを生みだ

した。

キャッシュ・フローは．次の資金の細目の総

計である。 (i)営業から得られる資金．（ii)新たな

借入，（iii)その他の様々な源泉．たとえば資本金

の増大など。

次に．これら細目それぞれについて検討して

みよう。

②「営業活動から得られる資金」 (Funds

from Operation) 

16社は． 1978-80年に「営業活動から得られ

る資金」を約236億ドル， 91％増大させた（表

3-1-2)。増大率は． トップ4社において

とりわけ高い。 16社全体についてみても，他

産業に比べて，はるかに高い増大率を示してい

る49)

゜
ところで，「営業活動から得られる資金」は

純所得，及び繰延べ税と減価・減耗償却及びそ

の他からなっている。

49) Ibid., p. 94. 
1978-79年において16石油企業のうち， トップ
4社が54鍬トップ8社が46%，セカンド 8社が
56%, 16社全体で48彩の上昇をしているのに対
し， S&Pの非石油企業は13彩の上昇しかしてい
ない。

「1980年において合衆国で最大の「営業から得
られる資金」を生みだした10の会社のうち， 8つ
が石油会社であった。 Gulf-16番目に大きな石
油企業であるが，ーーは， 1980年に自動車企業4
社を合わせた以上の「営業から得られる資金」を
生みだした。 Philips-14番目の石油企業ー一
は，合衆国の全鉄鋼生産のほとんど全てを生産す
るトップ4製鉄企業よりも大きな「営業から得ら
れる資金」を生みだした」 (ibid.,p. 94)。
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表3-1-2 トップ16石油企業：「営業から得られる資金」細目 (1978-80年）

（単位： 100万ドル／パーセント）

1978 '79 I '80 I '78-'80 

トップ 4社 純所得 (552,彩83）51) 9(,5844) 6 13(,5101) 4 7(,52049 ) 125彩

DD&A (349,4彩32） 5(,6351) 2 7(,4291) 5 2(,9281) 3 

繰延べ税 1(9,0%39 ) 1(1,8074 ) 3(,01210 ) 1(1,974) 1 

小 計2)
(11100,3%06 ) 17(,3975) 2 23(,9521) 9 12(,2824) 3 108劣

セカンド4社 純所得 (343,4%79 ) 5(,3126) 1 6(,54615 ) 3(,05256 ) 101 

DD&A (337,0彩44） 3(,25587 ) 4(,33117 ) 1且翡
繰延べ税 (129%9) 9 1,3(396 ) 1(1,742) 1 閤
小 計 (792,5形12） 10(,07414 ) 12(,58793 ) 5(,0866) 1 85 

小計
純所得 (948,3%14 ) 14(,94667 ) 19(,6491) 9 10(,3501) 5 111 

（トップ8社） DD&A (738,4彩68） 9(,2238) 9 11(,7239) 2 4(,2261) 4 

繰延べ税 (120,0彩3）6 3(1,2010 ) 4(,7125) 1 2,7(91) 5 

小 計 1(987,8%1) 8 27(,48516 ) 36(,9101) 2 17(,8258) 4 92 

セカンド8社 純所得 2(337,2%1) 9 5(,85030 ) 7(,4538) 6 4(,4386) 7 136 

DD&A 2,飴88）9 3(,9334) 8 4(,62460 ) 1(1,759) 1 
(33 

繰延べ税
(9尉 1,0(957 ) 1,？翡 窟

小 計 (789,7形30） 10(,89235 ) 13(,27457 ) 6(,3702) 5 91 

計(16 社） 純所得 12,5劣33） 20(,74797 ) 27(,2407) 5 14(,65072 ) 117 
(44 

DD&A 10(37,3彩53） 13(,31707 ) 16(,3278) 2 6(,0201) 5 

繰延べ税 (120,8彩50） 4(,21067 ) 5(1,707) 1 2(1,9022 ) 

計 2(951,7%40 ) 38(,2847) 1 49(,3846) 9 23(,6808) 9 91 

〔注〕 1) カッコ内数値は，キャッシュ・フローヘの寄与率。

2) 各グループ小計及び計が「営業から得られる資金」に相当。
3) 1978-80年の期間増減率。
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表3-1-3 純所得の上昇率の比較 (1978-80年）：主要石油企業と非エネルギー企業

変 7化8-79(96) I 変 7化8-80（%) I 変 7化8-80（%) 

トップ16石油企業 66 31 I 117 

Aerospace 50 6 59 
Airlines -59 -89 -95 
Appliances -34 44 -5 
Automotive -26 nm nm 
Bank 19 ， 30 
Beverage 7 27 36 
Building Materials 8 -2 -17 
Chemicals 30 

゜
30 

Conglomerates 46 6 55 
Containers 22 5 28 
Drugs 15 13 30 
Electrical & Electronics 19 12 33 
Food & Lodging 11 19 32 
General Machines 23 2 25 
Instruments 20 8 30 
Metal & Mining 104 7 118 
Misc. Manufacturin 19 -2 17 
Non-Bank Financial ， 

゜
， 

Office Equipment & Computer 6 12 19 
Oil Service & Supply 14 46 66 
Paper & Forest Products 30 -19 5 
Personal Care 12 8 21 
Publishing, Radio & Television 16 1 17 
Railroads 43 15 64 
Real Estate & Housing 19 18 40 
Retailing (Food) ， 7 17 
Retailing (Non-Food) 13 -13 -2 
Saving & Loan -1 -55 -55 
Service 24 23 53 
Special Machinery 2 -10 -8 
Steel -30 55 ， 
Textiles 16 4 21 
Tire & Rubber 43 -28 3 
Tobacco 32 17 54 
Trucking -11 -9 -19 
Utilities ， 11 21 

計（非石油企業） 13 -3 10 

（出所〕 EIA, Performance Profiles of Major Energy Producers, 1979. 
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表3-1-4 純所得と「営業活動から得られる資金」の源泉 (1979年）

資 金 源 泉 純

国内開発と生産

国外開発と生産

小 計

国内精製，販売，運送

国外精製，販売，連送

小 計 I 
石 油

石 炭

原 子 力

非 工 ネ Jレ ギー

総 計 I 

〔出所〕 EIA, op. cit., 1979. 

(i) 純所得 (NetIncome) 

「営業から得られる資金」， 236億ドルのうち1

47億ドル， 50％が純所得（利潤）から生じたも

のである。純所得は 2年間で117％増大し，「営

業から得られる資金」のなかで最も急速に増大

した項目となっている（表3-1-2)。

グループ間についてみると， セカンド 8社

が， 2年間において136％増大させており，最

も急速である（表 3-1-2)50)。

この純所得を非石油産業部門と比較すれば，

石油16社の純所得は， 1978-80年に，約12倍上

昇している。他方，非石油38産業のうち，たっ

た4産業のみが， 16社の純所得の半ばに等し

い。だがそのうち一つは，石油サービス・供給

産業であり，もう一つは，鉱業である（表3-

1-3)。両産業とも石油価格の上昇による影

50) 同時期に国内原油開発と生産にもっぱら従事し
ていた小さな独占系企業の利潤は， 16社よりも急
速に増大した（約150彩） （Oil and Gas Journal, 
1981. 6, August, p. 66-71)。
このことは，石油価格の上昇を反映していたの

だが， 70年代の末期以降，大手石油業者の再編へ
の積極化をおしせまる原因をなしてもいた。

所 得 営業から得られる資金

36.3彩 40.3彩

20.0% 21.1彩

56.3彩 61.4彩

15.3% 16.2劣

17.1% 12.9形

32.4% I 29.1% 

88.7彩 90.796 

1.0劣 1.3% 

0.1% 0.5% 

10.8% 12.3形

100 % 100 形

響をうけた産業である。

ところで，純所得の源泉として最も大きな割

合を占めているのは，石油事業である（表3-

1979 

年には，純所得の56.3％に達している。下流部

門が， 32.4形であり，石油部門全体では， 88.7

％を占めている。非エネルギ一部門での事業

は，わずか10.8％の寄与をなしているにすぎな

し、51)

゜
(ii) 減価・減耗償却 (Depreciation,Deple-

tion and Amortization, DD & A) 

DD & A が，「営業から得られる資金」の構

成部分としては第2番目の寄与率をあたえる部

分をなしている。 1980年には163億7200万ド）レ，

「営業から得られる資金」の 26%を占めている

51) 16社の年次報告書その他の公開された資料から
純所得の源泉の詳細な統計を得ることはできな
しヽ。

他方， EnergyInformation Administration 
(EIA)のデータ（表3-1-3)は．石油事業の
シェアを過少評価している (EnergyAction, op. 
cit., p. 97)。とりわけ， 1980年においては，石油
事業から生ずる純所得と，そのシェアは，ずっと

増大していたと思われる。
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表3-1-5 トップ16石油企業純負債 (1978-80年）

グループ 1978 '79 

トップ 4 社 呵(-4 ―鸞
トップ 8 社 (--842) 1 2,6(388 ) 

セカンド 8社 麿 (--535) 1 

計 (16 社） 讐（一 2,10(57 ) 

〔注〕 カッコ内数値はキャッシュ・フロー寄与率。

（表 3-1-2)。1978-80年の増分の19％を占

める。

DD&Aは．「営業から得られる資金」の比

率としては． 1978年の40％から1980年の33％へ

減少しているが．この減少は各グループ間にお

いて差は存在しない。

(iii) 繰延べ税 (DeferredTaxes)52> 

1978-80年に16社は．以前繰延税として支払

わなければならなかったものをこえて1000万ド

ル以上の税を繰延べた（表 3-1-2)。Exxon

だけで． ネットで270億ドルを繰り延べたが．

総計では220億ドル以上を繰り延べ税として蓄

積している。

過去2年間で．蓄積された繰延べ税は． 16社

にとって1978年の28億5000万ドルから1980年の

57億7200万ドルヘと29億2200万ドル増大してお

り．その上昇率は， 103％に達している 53)。

52) 繰り延ぺ税については． EnergyAction p. 92, 
及び，G・マクガバン，前掲書， 95ページ，参照。
なお石油業界の様々な税政策と収益との関係に

ついては，同上書123--150ページ参照。
53) 繰延べ税については，次の側面も問題となって
いる。

「支払われた繰延べ税の総額自体．大きな論争

主題をなしている。だが，さらに，石油企業が，

これら税をいつかは支払うとしても．これら税の

遅延は． 巨額な無利子の貸付を意味している」
(Energy Action, op. cit., p. 98) 

（単位： 100万ドル／パーセント）

'80 '78-'79 '79-'80 '78-'80 

(-3311 ) 閤 49~ 
(11 1,？悶

-1(-,0319 ) 3(,42579 ) -(3-,65057 ) -19~ 
(-1 

2(,51593 ) (--2704) 5 3(,51214 ) 2(,42719 ) 

1,5(374 ) 2(,71754 ) -5悶
（一

2,2(82) 1 

「営業活動から得られる資金」の構成部分を

検討すれば，純所得の比率が， 2年間において，

もっとも高いことがわかった。とりわけ，石油

の営業活動から生ずる純利潤の割合が高い。減

価・減耗償却にしても，それに付随して生ずる

ことを考えれば，国内・外の石油事業がキャッ

シュ・フロー増大の主要減泉となしていると結

論できる。

③ 負債54)及び資本 (NetNew Debt and 

Equity) 

キャッシュ・フロー総額に占める新たな負債

の比率は， 1980年では， 16社全体で15億7400万

ドル， 3 %にすぎない（表 3-1 - 5)。1978

-80年の増減をみても，キャッシュ・フローの

増分の 8％を寄与しているだけである。グルー

プ 別にみれば， トップ8社が， 2年間に借入を

減額しているのに対し，セカンド 8社は借入を

増大している55)。

54) 純負債(NewNet Febit)は，借入の純増分で
あり，借入総額を含まない。この点については，
Energy Action, op. cit., p. 82,参照。

55) セカンド 8社の Sunによる TexasPacificの
所有地取得のための借入の増大を考慮しなけれ
ば，セカンド 7社の借入は 6億ドルにすぎない
(ibid., p. 98)。
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表3-1-6資本の部 (StockholderEquity) （単位： 100万ドル）

企 業 1978 

Exxon 20,229 

Mobil 9,037 

Texaco 9,463 

Socal 7,987 

Amoco 7,146 

Gulf 7,741 

Arco 5,230 

Shell 6,106 

Sohio 1,953 

Conoco 3,148 

Sun 3,237 

Philips 3,575 

Union 2,609 

Getty 2,942 

Occidental 1,025 

Tenneco 2,868 

計 (16 社） 94,296 

過去2年間で， 16社は負債を22億2100万ドル

増加させたが，他方，資本金 (equity)を346億

400万ドル増大させている（表 3-1-6)。そ

の結果，限界負債／資本比率 (marginal debt 

/equity ratio)は， 6.4％である。

同時期の他の米国の諸企業の比率が35~38%

であるから56)'16石油企業の比率は，きわめて

低位の水準に位置していることになろう。

このことは， 16石油企業が，まだ十分に借入

余力を保持していることを意味する。そして，

この借入余力は，後述する手元流動性の蓄積と

すための条件の一つとなっている。

いずれにしても，「（石油）諸企業は， 1980年

に実際におこなった借入に加えて50億ドルを借

り入れることが可能であっただろう。もし，そ

うしたのであれば，キャッシュ・フローは， 1978

年を基準とした増大率は104％ではなく 122％で

56) Ibid., p. 99. 

1979 1980 '78-'80 

22,552 25,413 5,184 

10,513 13,069 4,032 

10,646 12,526 3,489 

9,284 11,077 3,090 

8,368 9,385 2,239 

8,688 9,637 1,896 

6,120 7,439 2,209 

7,004 8,100 1,994 

3,086 4,562 2,609 

3,783 4,585 1,437 

3,770 4,311 1,073 

4,257 4,937 1,362 

2,957 3,477 868 

3,429 4,164 1,222 

1,463 2,054 1,029 

3,345 4,164 1,296 

109,265 I 128,900 34,604 

あったであろう」57) といわれるほど，キャッシ

ュ・フローを増大した。

(3) トップ19石油企業キャッシュ・フロー源

泉 (1978-80年）の特徴

1978-80年のトップ16石油企業のキャッシュ

・フローの源泉について次の諸点を特徴として

指摘することができる。

①1978-80年に， トップ16社は，キャッシュ

・フローを293億3580万ドル， 104％増加させ，

総額は575億4900万ドルに達している。これは．

「アメリカ経済史上，比較しえるものがないほ

ど巨額であるばかりではなく」58)，石油企業個

々のキャッシュ・フローだけでも， 製鉄や自動

車産業という主要産業の総資金額を越えてい

る。

57) Ibid., p. 99. 
58) The Changing Distribution of Industrial 
Profits : The Oil and Gas Industry within the 
Fortune 500, 1978-80, p. 3。
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表3-1-7 トップ16石油企業：キャッシュ・フロ一総額 (1978-80年）

（単位： 100万ドル／パーセント）

1978-80 配分比（％） 平均値田
企 業 1978 '79 '80 総額

増加額率（劣） 総額 1増加額 （飴）

Exxon 5,727 8,080 10,861 24,668 13,214 230.7 19.0 18.0 

}259.2 
Mobil 2,203 3,820 5,695 11,718 7,312 331.9 9.0 10.0 

Texaco 2,305 3,614 4,634 10,553 5,943 257.8 8.1 8.1 

Socal 1,828 2,917 4,250 8,994 4,339 231.6 6.9 7.3 

Gulf 2,057 3,348 3,593 8,998 4,884 237.4 6.9 6.7 l 248. o 
Sta(Innddairad naO) il 2,325 3,293 3,742 9,360 4,710 202.6 7.2 6.4 

228.8 
Arco 1,904 2,487 3,161 7,552 3,744 196.6 5.8 5.1 

Shell 1,933 2,223 4,884 9,040 5,174 267.7 7.0 7.0 247.9 
Sohio 1,166 2,410 2,629 6,205 3,873 332.2 4.8 5. 3‘ 

Conoco 1,096 1,597 1,979 4,672 2,480 226.3 3.6 3.4 

Sun 1,008 1,521 1,911 4,440 2,427 240.8 3.4 3.3 

Phillips 1,553 1,605 1,905 5,063 1,957 126.0 3.9 2.7 

Union 975 1,034 1, 275 3,284 1,334 136.8 2.5 1.8 244.9 

Getty 847 1,166 1,574 3,587 1,893 223.5 2.8 2.6 

Occidental 647 1,357 1,581 3,585 2,291 354.1 2.8 3.1 

Tenneco 1,264 1,483 2,301 5,048 2,520 199.4 3.9 3,4 II 

計 (16 社） 28,191 44,052 57,548 j129.791 73,409 260.4 100匂100劣 247.9形

〔注〕 1978-80年のキャッシュ・フロー期間上昇率の平均値。

②キャッシュ・フローの増分の最大の寄与を

しているのは，純所得（利潤）であり， 50％に

達している。減価・減耗償却，繰り延べ税など

石油事業との関連で得ることができた額を加算

すると， 1978-80年におけるキャッシュ・フロ

ーの増分の80彩近くが，石油事業関連から生じ

たのである。

③純負債，借入は，わずかに増大したにとど

まる。そのためキャッシュ・フローヘの寄与率

は，限界キャッシュ・フロー (1978-80年）の

8%と低いが， 限界負債／資本金比率は非石油

諸産業に比して，きわめて低水準である。この

ことは， トップ16石油企業の借入余力が膨大で

あることを意味しており，将来のキャッシュ・

フロー拡大要因となろう（もっとも，逆オイル

・ショックは，この可能性を若干弱めはしたが，

トップ16社にとっては，借入余力は，今日でも，

かなりのものである）59)0 

④キャッシュ・フロー，及び，その主要源泉

であった「営業から得られる資金」の増大率は，

トップ 16石油企業において， トップ 4社一一

Exxon, Mobil, Texaco, Socalーーが，もっとも

大きい（前述したように，より小さな独立業者

の利潤は，それを越えている。表 3-1-7)60) 0 

1978-80年に， トップ16石油企業は， 78-80

年に膨大なキャッシュ・フローを生みだしてい

た。この「キャッシュの海に浮かぶ島」61) にも

たとえられる石油企業のキャッシュ・フローの

59) 阿部由紀「国際石油産業の再編成」， 18ページ。
60) 同上論文， 18ページ。
61) E. Metzenbaum, Opening Statement, Mergers 

and Economic Concentration, Part 1, p. 8. 
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造出機構の鍵が，セブン・シンターズとも称さ

れるメジャーズの世界石油市場支配力と OPEC

の原油生産支配との「奇妙な結合」62) であり，

その世界石油市場価格支配であることは，言を

またないであろう 63)。そして，看過されてはな

らないことは， 74・ 5年以降の不況克服のため

の積極的フィスカル・ポリシーによる通貨供給

が，大手石油企業が主導する原油及び石油関連

製品の価格上昇をささえていたことである。

このメジャーズによる国際競争力の特異な性

格と収益性及びキャッシュ・フロー造出機構と

の関連については，同時期に， しだいに米国内

市場シェアをうばわれたビック・スリーの一つ

である Chryslerとの関連で語られた次のエピ

ソードが示唆的である。

1970年代， Chryslerは，小型・効率的な車へ

の消費需要の転換を予測しえず，日欧，とりわ

け日本車によって市場シェアをうばわれ， 1980

年に10億ドルをこえる損失を計上することにな

った。事実上倒産したのであるが，政府保証融

資によって，のがれたのである。

一方， Texaco も同時期，新油井開発に失敗

し自己保有埋蔵量を著しく減少させたうえに，

62) Anthony Sampson, The Seven Sisters, The 
Great Oil Companies and the World They 
Made, 1975,大原進，青木栄一訳『セヴン・シス
ターズ」講談社文庫， 198ページ。 1970年代の
OPECとメジャーズとの関連については，同書下
巻参照。

93) この点について論じた研究は多数あるし見解の
一致が存在するわけではない。だが OPECの原
油価格支配がメジャーズの世界供給機構の存在を
前提していることは，認められている。
OPECの台頭と世界経済構造，原油供給ルート
の多様化などメジャーズの支配力の減退は，たし

かに存在するが，また．それを過大評価もすべき
ではなかろう。この点について． DanielYergin 
"The Real Hearing of the Energy Crunch" 

The New York Times Magazine, June 4, 1978. 
参照。

サービス・ステーションの将来を見誤り過剰投

資をおこなってしまった。サービス・ステーシ

ョンを，いっそう拡散し，非効率な粕製・販売

システムを，石油消費需要が減退をはじめたに

もかかわらず作りあげようとしたのである。

しかし， Texacoは， 1978-80年に20億ドル

の増益を記録し，株価は65％以上上昇した。

同様な事例は，数多くある。

Exxonは， RelianceElectric Co.，の買収に

もかかわらず， Reliance の成果はみじめなも

のだし，オフィス・マシーン事業では 1億5000

万ドルの損失を計上した。また． Mobilが買収

した MontgomeryWardは， 79年に 1億6200

万ドルの赤字を計上している 64)0 

大手石油企業は，非石油部門での赤字，損失，

低収益を，石油価格の上昇による石油事業から

得られるキャッシュ・フローによってカバーし

ているとみなされよう。事実， Arcoの金属鉱

業の収益率は，わずか4％にすぎず，他方，石

油部門は32.7％である 65)0 

78-80年には，積極的フィスカル・ポリシー

の下でも鉄鋼・自動車等，主要産業がのきなみ

収益悪化になやまされていた一方で，大手石油

企業は，ゆるぎない価格支配力の維持によっ

て，「キャッシュの海に浮かぶ島」でありつづ

けることができた。フィスカル・ポリシーによ

って投じられた貨幣が，一方的に石油・天然ガ

ス産業各企業に吸い上げられ蓄積されたのであ

る。

しかし，後述するように，この価格支配力は，

64) E. Rothschild and M. Podhorzer, Testimony, 
op. cit., p. 66。また， Gulfは，原子力事業で
1億4800万ドル， Sunは造船業で1億9500万ドル
損失している。
65) Ibid., p. 66. 
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1970年代を通じて，しだいに脆弱化してもい

た。 1978年には，メジャーズの収益上昇率は，

70年代で，もっとも低下している。

一方では，石油消費需要の減退が本格下し．

他方，石油価格の上昇は，独立系業者の原油及

び精製品シェアを急伸させ．大手石油企業のシ

ェアを奪うことになる 66)。

国内原油価格統制解除と OPECによる「第

二次石油危機」は．米国内原油価格を世界市場

価格に近づけ，上昇させ，土な収益を原油生産

コストと供給コストとのマージンにもとめてい

る大手一貫操業企業の収益を急増させた。逆

に．それは．消費需要のいっそうの削減を生じ

させ，石油・天然ガス部門の過剰能力，とくに

下流分野での過剰能力を拡大する。そもそも人

為的に構築された独占．寡占的構造は．たえざ

る補強を必要としていたのである。

このような状況下で．石油企業各社は．合併

0 

トップ16石油企業のキャッシュ・フローの使

゜
ろっ

2. 

活動

(1) 長期資本支出と手元流動性（現預金・市

場性短期証券）

第 50巻第 3• 4号

① キャッシュ・フローの支出と資本蓄積

前項でみたトップ16石油企業のキャッシュ・

フローは， 1978-80年に各投資項目に支出さ

れ，同時に配当及び運転資本の変化（流動資産

の増減）に向けられた。

キャッシュ・フロー，それは各企業の資本蓄

積源泉（ファンド）であり，その支出決定は，

広義の資本蓄積態度を意味している 68)0 

以下では， トップ16石油企業のキャッシュ・

フローの使用項目を，それぞれ検討し，合併・

取得活動が， 1978-80年の資本蓄積態度におい

て，如何なるウエイトを占めているのか，そし

て， 3年間に，キャッシュ・フローの増大とど

のような相関においてウエイトが変化していっ

たのかという問題について分析を加えることを

主題とする。

キャッシュ・フローから配当を控除した残額

の使途決定が，ほぼ，狭義の資本蓄積態度をな

している。それは，長期資本支出と短期資本支

主とに分割されるが，長期資本支出における合

2の課題である。

長期資本支出のうち，米国経済の生産能力拡

動のように匝接には結びつかない支出項目が存

在する。

したがって， トップ16石油企業の資本蓄積に

66) 1970年代後半からのメジャーズの収益構造につ
いては，阿部，前掲論文参照。

67) 「逆オイル・ショック」後の収益構造について
は， Samption前掲書，最終章，及び，阿部由紀
「世界の石油市場の構造的変化と原油価格形成へ
の影響」（『東京銀行月報』 1984,2月号）参照。
天然ガス価格統制も解除された。この点につい
ては “Natural-GasDeregulation: Time to Act" 
(The Morgan Guranty Survey, Jaunary, 1983) 

参照。
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68) 配当政策の決定は，今日では資本蓄積態度に従
属するものとなっている。 もっとも 1980年代以
降，大企業，資本グループ間の再編が深化するに

つれて，超巨大資本であっても再編の対象になる
につれて，所有構造の見直し，強化の一環として

自社株買戻しが盛んになってきた。この点につい

ては，松井和夫「日米企業の財務構造と株価形成」

（「証券経済J,125号． 1977, 7月） 76~78ページ
及び佐藤定幸「燃えさかる米国の企業合併運動」．

18ページ参照。
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どのように作用したのかを分析する場合，合併

とが比較されねばならない。とりわけ，国内原

ばならない。

これらの諸論点を検討することによって，

1978-80年におけるトップ16石油企業の合併・

取得活動の性格と問題点が，資本蓄積態度との

関連において明らかとなろう。

ところで，キャッシュ・フローの使途＝資本

蓄積態度を検討するさい，いくつかの困難が存

している。

①公表されている資料だけからでは，各支出

項目の詳細が不明な部分が存している。たとえ

ば，本稿の課題にとって，もっとも重要である

と合算されてしかあらわれていない。両項目の

厳密な分割は，公表された資料からは不可能で

ある 69)。

②各企業の資本蓄積態度の1878-80年のパタ

ーンが多様であって，かならずしも順位によっ

てわけたグループと照応していない。 トップ4

社，セカンド 4社， トップ8社（トップ4社，

プラスセカンド 4社）， セカンド 8社というグ

ループ分けの分析では，この多様性が，かくさ

れてしまう側面も存している 70)0 

①の問題点については後述する。②について

ぃ，各企業別に集中的に検討を加えることにし

た。

69) Energy Action, op. cit., p. 111, p. 117. 
70) Ibid., p. 101．各グループごとに，パターンが
全く設定しえないわけではない。検討のさい明ら
かとなるように，各企業の規模自体が巨大であ
り， 16社各企業は，多様性をもっているが，競争
条件が基本的に順位に規定されているため，一定
のパターンの存在を確認することができる。

まず，配当への支出，運転資本の変化（流動

資産の純増減）， とりわけ手元流動性の増減と

の関連を重視して，長期資本支出と，その動向

を検討する。長期不況下の長期資本支出の性格

が分析されるだろう。

トップ16社は1978-80年に総額1022億8900万

ドルの資本支出をおこなっている。この資本支

出は「石油関連事業」と「非石油事業及び（企

業）取得」に細分される。「石油関連事業」は

と「精製・マーケティング

・運輸」にさらに細分される。「非石油事業及

び（企業）取得」については，取得のみを取り

出すことは，前述したように公表された資料が

存在しないため，おこなうことができない。

合併の位置をキャッシュ・フローの源泉と使途

の側面から分析を試みることを意図している本

稿の課題にとって，この資料の欠如は本稿の分

析結果の精密性をいちぢるしく阻害する。前も

って，指摘しておきたい。

Energy Actionのレポートも，企業合併への

投資支出を推計しているがm,1978-80年の企

業合併について完全なリストを提示していな

い。本稿では，より満足なリストを含む「エネ

ルギー・商業委員会（下院）」の「監視・調査小委

員会」 (TheSubcommittee on Oversight and 

Investigations of the Committee on Energy 

and Commerce)に提出されたスタッフ・レポ

を計上した。だが，資料上の不連続性に起因す

いて，とりわけ，その計上は，不十分である。

71) Energy Action, op. cit., p. 118. 
72) Staff Report, op. cit., Appendix. 
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るをえなかった 73) O 
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細は，該当部分で後述するが，まず，生産能力

の拡大あるいは生産力の発展に何らかの仕方で

結びつく投資項目の位置を確かめておかなけれ

ばならない。すなわち，厳密な意味においてで

はないが，現実資本の蓄積としてとらえること

が可能な投資支出項目が明確にされておらねば

ならない。この支出項目として，石油関連事業

と非石油関連事業への投資支出が含まれる。石

油関連事業のうち，今日の米国経済の政策運営

上，最も緊急な課題となっているのは，国内原

油探査・開発生産であるため；そのキャッシュ

・フロー及び投資支出における位置の確定に重

点をおきつつ，投資支出項目について検討を加

えてみよう。

② 長期資本支出の動向

トップ16 社の石油企業は， 1978-80 年に前述

したように総額1297 億9200 万ドルのキャッシュ

・フローを生みだしていた。 この総額の内，

1兆0228 億8900 万ド）レ，キャッシュ・フロー累積

総額の79 ％を，長期資本支出項目に支出してい

る（表 3-2 -1．コラム (4),(11)）。キャッシ

ュ・フローの残額は．配当及びその他諸経費と

して支出され．差額は運転資本の変化として計

上されている。

後述するように， 16 社による資本支出の全て

が，アメリカ経済の生産能力の増大と生産力の

向上に結びつくわけではない。だが，ここでは，

ひとまず資本支出の動向を検討してみよう。

16 社全体の資本支出は， 1978-79 年に 56%

1979-80 年に 35%, 1978-80 年の期間でみて

110形の増大をしている （同上表，コラムー(5),

73) Ibid., p. 21. 

第50巻第 3• 4号

(6), (7)）。増大率は著しいが， それは， 主に石

油（原油）価格の上昇に起因するキャッシュ・

フローの増大率を大きく上回ったわけではな

い。キャッシュ・フローに対する比率は， 1978

年の78%, 79 年の78%, 80 年の80% ，通期で79

％と安定しているのである（同上表，コラム(8)'

(9), uo) ）。いわゆる「限界キャッシュ・フロー」
と対比してみれば， 1978-79 年は77%, 79-80 

年は89%, 78-82 年は82 彩となっており（コラ

ム(12), (13). (14)) ，キャッシュ・フローの増大率以

上に資本支出が増大したことは確かにしても，

それほど顕著であったわけではなかった。

1978-80 年のキャッシュ・フロー総額の残余

21%, 1978-80 年のキャッシュ・フロー増分の

残余18 ％が，配当及びその他経費の支出と運転

資本の変化である。

その他諸経費は，その支出項目の詳細が不明

であって，また，キャッシュ・フロー総額の 3

形を占めるにすぎないため，その額が， 1978-

80 年で40 億5200 万ドルという巨額であるにして

も，検討から捨象しよう。とすれば，資本支出

を除いたキャッシュ・フローの残余のうち，配

当は，1978-80 年に総額197 億2600 万ドルが支払

れている。これは， 1878-80 年に52% の上昇を

示しているが，キャッシュ・フローの15 ％に相

当し（同上表コラム(7), (11)) 79 年の19% から，

80 年の14 ％へ低下している。増加率は，かなり

だが，キャッシュ・フローとの対比からみれば

安定的，あるいは，比率が低下していることを

みれば，むしろ漸減的といえよう。この点は，

純所得（利潤）との対比をみても，表われてい

る。 16 社は，純所得に対する配当の比率を，1978

年の50 形から79 年の34%, 80 年の33 ％へと低下

している。 SZP の非石油企業の平均が， 1978 年

の41%, 79 年の39% (80 年については計上され
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•\ 3-2-1 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•E
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”z “ü=I 1 2,906 3,330 4,357 10,593 

•¬ Œv 11,672 16,082 20,888 48,642 4,410 4,806 9,216 

•i‚» ‚Ì ‘¼•j (309) (358) (769) (1,436) (38) (30) (79) 

‰^“]Ž‘–{‚Ì•Ï‰» -387 2,164 4,863 6,640 2(6,5559) 1 2(1,62599 ) (1,53,52750 ) 
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495 1(,68310 ) 4•i,156 •j 
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”z “– 1,135 1,342 1,899 4,376 

•¬ Œv 8,617 10,835 20,102 39,554 2,218 9,267 11,505 

•i‚» ‚Ì ‘¼•j (578) (546) (311) (1,435) (26) (86) (134) 

‰^“]Ž‘–{‚Ì•Ï‰» 133 797 -2,354 -1,424 665 -3 15 •j 1 -2,487 
(499 (-395 (-1,870) 

Œv (16 Ž Ð • j Ž ‘ – { Ž x • o21,957 34,188 46,144 102,289 12 ’u,231 
111,((,939355926 ) 5 ) 242(11(,,71580927 ) 2 ) 

” z “ – 5,379 6,176 8,171 19,726 
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(-5 1(4,62884 ) 

•k’••l ƒRƒ‰ƒ€(15) ‚Í 16 ŽÐ‘•Œv‚É‘Î‚·‚éŽ‘–{Žx•o‚Æ‰^“]Ž‘–{•Ï‰»‚»‚ê‚¼‚ê‚Ì”z•ª‰»•B

- 77 -



Œ o • Ï Š w Œ ¤ ‹ † ‘ æ50 Š ª ‘ æ3 • 4 •†

ƒtƒ••[‚ÌŽg“r (1978-80 ”N•j

ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•iŒ •̀j ƒLƒƒƒb‘ÎƒV‚·ƒ…‚é”ä•Eƒt—¦ƒ••i•[Œ̀‘••j •ª‚É ”z
•ª

•… “¬ èˆ 78Ol) -80 78Žl-79 I 79”-́80 I 78 ”-́80 
”ä
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75 68 61 66 57 45 50 35% 

26 18 17 19 6 14 10 

103 88 81 88 63 64 64 

(3) (2) (3) (3) 

-3 12 19 12 37 36 36 178% 

81 91 89 88 104 -187 100 31 Œ`

16 11 14 13 3 212 10 

102 101 109 104 101 463 119 

(4) (0) (6) (3) 

-2 -1 -9 -3 

•K
-524 -19 -40% 

77 78 71 75 79 40 65 67% 

22 15 16 17 5 20 10 

103 94 91 94 81 78 80 

(3) (1) (4) (3) 

-3 6 •C 7 19 22 20 138% 

79 77 101 89 71 147 122 33% 

13 12 11 11 7 •C 8 

99 93 113 104 79 152 128 

(7) (5) (2) (4) 

2 7 -13 -4 12 -52 -28 -38% 

78 78 80 79 77 89 82 100 •Ê

19 14 14 15 5 15 10 

101 94 98 97 80 8 94 

(4) (2) (3) (3) 

-1 6 2 3 20 -11 6 100 Œ`
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•Å’á‚Å‚ ‚é•i•\ 3-2-1 •CƒRƒ‰ƒ€(14) •j•B‘¼•û•C

ƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚ ª •Å• ‚ ‚Å122% •C ƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ‚ª

100 •“‚Å‚ ‚é•B ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Í•C ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒt

ƒ••[‚Ì‘••ª‚Ì 2 •ª‚Ì 1 ‚µ‚©Ž‘–{Žx•o‚ÉŒü‚¯‚Ä‚¨

‚ç‚¸•C‘¼ƒOƒ‹•[ƒvŠeŽÐ‚ª•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[

‚Ì‘••ª‘Š“–•C‚ ‚é‚¢‚Í•C‚»‚êˆÈ•ã‚ÉŽ‘–{Žx•o‚ð

‘•‘å‚µ‚Ä‚¢‚é‚Ì‚Æ‘Î•Æ“I‚Å‚ ‚é•B

‚»‚ÌŒ‹‰Ê•CƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ•CƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ‚Ì—¬

“®Ž‘ŽY•i‰^“®Ž‘–{•j‚ÍŒ¸•­‚·‚é‚Ì‚É‘Î‚µ•C ƒgƒbƒt•K

4 ŽÐ‚Í•C‘•‘å‚³‚¹‚é‚±‚Æ‚É‚È‚é•B ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Ì

1978-80 ”N‚Ì—¬“®Ž‘ŽY‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•

•ª‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Í•C 36 Œ`‚Å‚ ‚è•i•\ 3-2-1,

ƒRƒ‰ƒ€(14) •j•C‚»‚Ì‚¤‚¿•CŒ»—a‹à•E—L‰¿•ØŒ”‚ª26.7

Œ`‚ð•è‚ß‚Ä‚¢‚é•i•\ 3-2-2 •CƒRƒ‰ƒ€(6))77'0

‘¼•û•CƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ‚Í•C—¬“®Ž‘–{‘S‘Ì‚ª40% ‚Ì

Œ¸•­‚ðŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚é•BŒ»—a‹à•E—L‰¿•ØŒ”•Û—L•‚ ‚ª

8.5% ‚Å‚ ‚é‚©‚ç•C ‚»‚êˆÈŠO‚Ì—¬“®Ž‘ŽY‚ª•CƒL

ƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘••ª‚Ì 49 •“‚É‘Š‘Î‚·‚éŠz‚¾‚¯

Œ¸•­‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚É‚È‚é•BƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚É‚¨‚¢

‚Ä ‚ ÍŒ»—a‹à•E—L‰¿•ØŒ”ˆÈŠO‚ Ì—¬“®Ž ‘ŽY ‚ ÌŒ¸• ­

‚Í•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘••ª‚Ì 78 •“‚É‚¨‚æ‚ñ‚Å

‚¢‚é 78) 0 

‚±‚Ì‚æ‚¤‚É‚Ý‚Ä‚­‚é‚Æ•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Ì 1978-

80 ”N‚Ì“ŠŽ‘•s“®‚Í•C‘•‘å‚·‚éƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•

•[‚Ì‚Ù‚Ú 2 •ª‚Ì 1 ‚µ ‚© ’ ·ŠúŽ‘–{ ‚ ÌŽx•o ‚ÖŒü‚ ¯

‚¸•C 40 •“ˆÈ•ã‚ðŒ»—a‹à•E—L‰¿•ØŒ”‚Ì’~•Ï‚ÖŒü‚¯

‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚ª”»–¾‚·‚é•i‘¼‚Ì—¬“®Ž‘ŽY‚ª•CƒLƒƒ

77) Exxon ‚Ì•Û—L•‚‚ª’̃‚µ‚¢•B Exxon ‚Í 490 ‰­ƒhƒ‹
‚ð1980 ”N‚ÉŽèŒ³—¬“®•«‚Æ‚µ‚Ä•Û—L‚·‚é‚±‚Æ‚É‚È‚Á
‚½•B‚±‚Ì“_‚É‚Â‚¢‚Ä•D Energy Action, op. cit;, 
p. 125 ŽQ•Æ•B

78) Sun, �G�u�l�f 0k0ˆ0‹T�Ou "SÖ_—m;RÕ0ng•iuS�0oÿ�

ŽèŒ³—¬“®•«‚Ì‚©‚È‚è‚Ì‚à‚¿‚¾‚µ‚É‚È‚Á‚Ä‚¢ ‚é•B‚Ü
‚½•CƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ‚Ì Shell ‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ì•‡•¹‹à—Z‚Í•D
Business Week, August 5, p. 29 1979, ŽQ•Æ•B
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•\ 3-2-3 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ•FŽ‘–{Žx•o‘•Šz (1978-80 ”N•j

•i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•̂ Œõ•j

Ž‘ –{ Žx •o Šz1) ‘ • Œ ¸ Š z2)

Šé ‹Æ

I I 1978 '79 '80 '78-'80 

Exxon 4,187 (73) 5,959 (74) 6,465 (60) 2,278 (44) 
Mobil 1,892 (86) 3,569 (94) 4,552 (80) 2,660 (76) 
Texaco 1,380 (60) 1,341 (37) 2,281 (49) 901 (38) 
Socal 998 (55) 1,525 (52) 2,464 (59) 1,466 (61) 
Gulf 1,822 (89) 2,450 (73) 2,648 (74) 826 (54) 
Standard Oil I, 792 (77) 2,854 (87) 3,516 (94) 1,724 (122) 
(Indiana) 

Arco 1,222 (64) 1,688 (68) 3,584 (113) 2,362 (188) 
Shell 1,774 (92) 5,858 (263) 2,720 (56) 946 (31) 
Sohio 761 (65) 601 (25) 2,777 (106) 2,016 (138) 
Conoco 1,042 (95) 1,495 (94) 1,638 (83) 596 (68) 
Sun 730 (72) 912 (60) 3,918 (205) 3,188 (353) 
Phillips 862 (50) 1,378 (85) 1,628 (86) 766 (421) 
Union 592 (62) 827 (80) 1,538 (121) 936 (312) 
Getty 780 (92) 1,186 (102) 2,464 (157) 1,684 (232) 
Occidental 766 (118) 858 (63) 1,188 (75) 422 (45) 
Tenneco 1,357 (107) 1,687 (114) 2,763 (120) 1,406 (136) 

•k’••l 1) ƒJƒbƒR“à•”’l‚ÍŠeŠé‹ÆƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•B
2) ƒJƒbƒR“à•”’l‚ÍƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•‰ÁŠz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•B

ƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•• [ ‘ • • ª ‚ Ì 7 Œ`‘Š“–•ª ‚¾‚ ¯Œ¸•­ ‚µ

‚½•B‚»‚ÌŒ‹‰Ê•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Ì—¬“®Ž‘ŽY‘•Šz‚Í36

Œ`‚Å‚ ‚é•B•\ 3-2-1 •CƒRƒ‰ƒ€(14), ‹y ‚Ñ•\ 3

- 2 - 2 •CƒRƒ‰ƒ€(5) •j•B

ƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ‚Æ8 ŽÐ‚Í•C‘Š‘Î“I ‚É‚Í ’ ·ŠúŽ‘–{

’~•Ï‚ÉŒX’•‚µ‚Ä‚¢‚é 79) •B

‚à‚Á‚Æ‚àŠeƒOƒ‹•[ƒv‚Æ‚à•CŒ»—a‹à•E—L‰¿•ØŒ”

‚Ì•Û—L•‚‚ð‘•‘å‚µ‚Ä‚¨‚è•C‚»‚êˆÈŠO‚Ì—¬“®Ž‘ŽY

‚Ì•íŒ¸‚ð‚¨‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚é•B

‡B ’·ŠúŽ‘–{Žx•o‚Ì—}•§ŒXŒü

ƒgƒbƒv 16 ŽÐ‚ÌŽ‘–{Žx•o‚Í•C 1978-80 ”N‚Ì 3 ”N

ŠÔ‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•Šz‚Ì79% ‚ð‚µ‚ß‚Ä‚¨

‚è•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•‰Á•ª‚É‘Î‚µ‚Ä‚Í82%

‚Ì•…•€‚Å‚ ‚é•B 1978-80 ”N‚É‘•‰Á‚µ‚½ƒLƒƒƒbƒV

79) Amoco ‚ª“Á‚É•‘“àŒ´–ûŠJ”­‚ÉŒX’•‚µ‚Ä‚¢‚é
(Energy Action, op. cit., p. 119) •B

ƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì ‘S‚Ä‚ª•CŽ‘–{Žx•o‚ÉŒü‚¯‚ç‚ê‚½‚Ì

‚Å‚Í ‚È‚­•CŒ»—a‹à•E—L‰¿•ØŒ”‚Ì•Û—L‘•‰Á‚ð‚à‚½

‚ç‚µ‚½•BŒ»—a‹à•E—L‰¿•ØŒ”‚Ì•Û—L‹}‘•‚Í•C‚Æ‚è

‚í‚̄•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ•C‚È‚©‚Å‚àTexaco, Socal ‚É

‚¨‚¢‚Ä’˜‚µ‚©‚Á‚½ 80) 0 

‘¼•û•CƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ•CƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ‚ÌŠeŠé‹Æ

‚Í•C—¬“®Ž‘ŽY‚ðŒ¸•­‚³ ‚¹•CŽ‘–{Žx•o‚ð‘• ‘å‚µ‚Ä

‚¢‚½•BƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ‚Ì Standard Oil of Ind-

iana, Arco, ƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ‚Ì Sohio, Sun, Phil-

lips, Union, Getty ‚ÌŠeŽÐ‚Í•C 1978-80 ”N‚ÌƒL

ƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘••ª‚ð’´‚¦ ‚éŽ‘–{Žx•o‚ð‚¨‚±

‚È‚Á‚Ä‚¢‚½‚Ì‚Å‚ ‚é•B

80) �T�e�x�a�c�o 0oÿ�0S0n•“ÿ�0~0c0_0OT�Ou "SÖ_—m;RÕ

‚ð‚̈ ‚±‚È‚í‚È‚©‚Á‚½•B Texaco ‚Ì‚±‚ÌŠÔ‚ÌŒo‰c•­
•ô‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C •gTexAco, Restoring Luster to 
the Star" (BusinessWeek, December 22, 1980) 
ŽQ•Æ•B
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ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì‘•‘å—¦‚É”ä‚¹‚Î•C 16 ŽÐ

‘S‘Ì‚Ì‚ÌŽ‘–{Žx•o‚Í—}•§‚³‚ê‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚Á‚½•B

Ž‘–{Žx•o‚Í•C‚»‚Ì ‘S‚Ä‚ª•C•Ä•‘“à‚Ì•¶ŽY”\—Í

‚ÌŠg‘å‹y‚Ñ•¶ŽY—Í‚Ì ‘• ‘å‚ÉŒ‹‚Ñ‚Â‚­•”•Ý”õ‚ÉŒü

‚¯‚ç‚ê‚é‚í ‚¯ ‚Å‚Í ‚È‚¢•BŽ‘–{Žx•o‚Ì ‚¤‚¿•C‚Ç‚Ì

‚­‚ç‚¢‚ª•C‚»‚¤‚¢‚Á‚½Ž‘–{‚Ì ‚½‚ß‚ÉŽx•o‚³‚ê‚½

0n0g0B0‹0Kÿ�0~0_T�Ou "SÖ_—m;RÕ0x0oÿ�0i0nRr

•‡‚ªŽx•o‚³ ‚ê‚½‚Ì ‚©•C‚±‚ê‚ç•”“_‚ª–¾‚ç‚©‚Æ‚È

‚ê‚Î•CŽ‘–{Žx•o‚Ì—}•§ŒXŒü‚ª‚¢‚Á‚»‚¤–¾‚ç‚©‚Æ

‚È‚ë‚¤•B

(2) •Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘Žx•o

‡@ wól¹N‹imb•ŒÇe/QúN��~•iŠJ”­•E•¶ŽY•j

•”–å‚Æ‰º—¬•i•¸•»•Eƒ}•[ƒPƒeƒBƒ“ƒO•E‰^—A•j

• ”–å• [ ˆê

•Î–ûŠé‹Æƒgƒbƒv16 ŽÐ‚Í•D 1978-80 ”N‚É’·ŠúŽ‘

– { •€–Ú ‚ÉŠÜ‚Ü ‚ê ‚é • Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ ‘ ‚ð683 ‰­2600 –œ

ƒhƒ‹‚ð‚¨‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚é •i•\ 3-2-4) •B ‚±‚ê

‚Í•D“¯ŠúŠÔ‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï‘•Šz‚Ì52.6

Œ`•DŽ‘–{Žx•o‚Ì66.8 •“‚ð‚µ‚ß‚é•i“¯•ã•\•DƒRƒ‰

ƒ€•[•iƒC•j•D•iŒû•j•j•B

•L‚Ñ—¦‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚é‚Æ•C 1978 ”N‚ÌŽx•oŠz‚ðŠî

•€‚É‚µ‚Ä 2 ”NŠÔ‚Å214.2 •“ ‚ Ì •L ‚Ñ‚ð ‚µ ‚ß ‚µ• i “ ¯

•ã•\•CƒRƒ‰ƒ€•[•i“ñ•j•j•C ‚»‚ê‚Í•C “¯ŠúŠÔ‚ÌƒLƒƒ ƒb

ƒVƒ…•Eƒtƒ• • [ ‚ Ì ‘ •‰Á•ª ‚ Ì34.8 • “ ‚Å ‚   ‚ é • i “ ¯ •ã

•\•C ƒRƒ‰ƒ€•[•i“ñ•j•j•B

16 ŽÐ‚Í•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[ ‚ Ì–ñ2 •ª‚Ì 1 ‚ð

•Î–ûŽ–‹Æ‚É•Ä“ŠŽ‘‚µ‚Ä‚¨ ‚è•C‚»‚Ì•L‚Ñ—¦‚à‹}‘¬

‚¾‚Á‚½‚ª•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì•L‚Ñ—¦‚É‚Í‚¨

‚æ‚Î‚¸•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì ‘•‰Á•”•ª‚É‘Î‚·

‚é”ä—¦‚ð‚³‚°‚é‚±‚Æ‚É‚È‚Á‚Ä‚¢‚é•B

ƒOƒ‹•[ƒv•Ê‚É‚Ý‚é‚Æ•C ƒgƒbƒt•K 4 ŽÐ‚ð•œ‚­ƒZƒJ

ƒ“ƒh 4 ŽÐ‚Ì•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Ö‚Ì•L‚Ñ‚ª‘Š‘Î“I ‚É •‚

‚¢•B ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Í•C•L‚Ñ—¦‚Í•Å’ê‚Å‚ ‚è•CƒLƒƒ

ƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì‘••ª‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚à•Å’ê‚¾‚ª•C

Ž‘–{“ŠŽ‘‚Å‚Íƒgƒbƒv‚Å•C 75.8 •“‚É’B‚µ‚Ä‚¢‚é•B

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚ª•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‘Î‚· ‚é’·

ŠúŽ‘–{“ŠŽ‘‚Ö‚ÌŽx•o‚ð‘Š‘Î“I ‚É—}‚¦•C‘¼•û’·Šú

Ž‘–{“ŠŽ‘‚Ì ‚¤‚¿‚Å•Î–ûŽ–‹Æ‚Ö‚Ì”ä•d‚ð•‚ ‚ß‚Ä‚¢

‚é‚Æ‚¢‚¤‚±‚Æ‚©‚ç•¶‚¶‚Ä‚¢‚é•B

‚Æ‚è‚í‚¯•CƒgƒbƒvŠé‹Æ‚Å‚ ‚é Exxon ‚Í•C 1978

”N•C 79 ”N•C 80 ”N‚Ì 3 ”N‚Æ‚à•C•Î–ûŽ–‹Æ‚Ö‚Ì“ŠŽ‘

•\ 3-2-4 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚É‚æ‚é•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘ (1978-80 ”N•j •i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•j

1978-80 1979-80 
ƒ O ƒ ‹ • [ ƒ v 1978 '79 '80 

“Š‘•Ž‘Šz“c I •i I •i I •iŽl

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ 6,883 9,002 11,858 27,743 50.2 75.8 1(320,937.7 1) 42.7 

ƒgƒbƒv 8 ŽÐ 11,583 15,529 21,171 48,283 52.7 70.4 2(5,117 8) 47.6 
216. 

•iƒgƒb‚ðƒv•œ 4 ŽÐ‚­•j 4,700 6,527 9,313 20,540 56.4 64.3 1(1,14.0 0) 55.6 
237 

ƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ 4,913 6,715 8,415 20,043 52.6 59.3 10(20,281.07 ) 49.5 

16 Ž Ð Œ v 16,496 I 22,244 29,586 68,326 52.6 66.8 3(5,334 2) 34.8 
214. 

•k’••l 1978-80 ”N‚Ì“ŠŽ‘Žx•o‚Ì—Ý•Ï‘•Šz•FƒJƒbƒR“à‚Í 1978 ”N‚ðŠî•€‚Æ‚µ‚½ 2 ”NŠÔ‚Ì‘•Œ¸—¦•B
ƒRƒ‰ƒ€•iƒC•j •F1978-80 ”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï‘•Šz‚ÌŽx•o‘•Šz‚Ì”ä—¦•B

•iŒû•j •F1978-80 ”N‚Ì“ŠŽ‘Žx•o‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•B
‚è•F 1979 ”N•C 80 ”N‚Ì—Ý•ÏŽx•o‘•Šz‚©‚ç '78 ”N‚ÌŽx•o‚ð•T•œ‚µ‚½‚à‚Ì•B
–Ú•F‚è‚Ì 1978 ”NˆÈ•~‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•‰Á‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•B
•iƒz•j•F‚¶•R•j‚Ì 1978 ”NŽx•oŠz‚Ö‚Ì‘•Œ¸—¦•B
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•\ 3-2-5 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ•F‘S•Î–ûŠÖ˜A“ŠŽ‘ (1978-80 ”N•j •i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•̂ƒp•[ƒZƒ“ƒg•j

Šé ‹Æ 1978 '79 I '80 

Exxon 3,372 (19) 4,440 (13) 5,065 (13) 
Mobil 1,380 (63) 2,012 (53) 2,687 (47) 
Texaco 1,225 (53) 1,220 (34) 2,049 (44) 
Socal 906 (50) 1,330 (45) 2,057 (49) 
Gulf 1,296 (63) 1,719 (51) 2,124 (59) 

S(Intadnidaanrad ) Oil 1,501 (65) 2,164 (66) 2,890 (77) 

Arco 817 (43) 1,256 (51) 2,156 (68) 
Shell 1,086 (56) 1,388 (62) 2,143 (44) 
Sohio 703 (60) 539 (22) 895 (34) 
Conoco 753 (67) 1,127 (70) 1,316 (66) 
Sun 615 (61) 674 (44) 1,067 (56) 
Phillips 624 (36) 1,121 (69) 1,133 (60) 
Union 449 (46) 653 (63) 1,123 (88) 
Getty 764 (90) 1,149 (99) 1,205 (77) 
Occidental 447 (69) 499 (37) 515 (33) 
Tenneco 558 (44) 953 (64) 1,161 (50) 

•k’••l ƒJƒbƒR“à•”’l‚ÍƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•B

Žx•o‚Í•CŠe”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì10 •“‘ä‚É

‚Æ‚Ç‚Ü‚Á‚Ä‚¢‚é•B‚»‚ê‚à•C•Å •‚ ‚Ì”ä—¦‚ð 78 ”N‚ÉŽ¦

‚µ‚½ Œã•C79 ”N•C 80 ”N‚Í 13 •“‚Ö‰º‚ª‚Á‚Ä‚¢‚é•B—¼

”N‚Í•C‚·‚Å‚ÉŒŸ“¢‚µ‚½‚æ‚¤‚ÉƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•

•[‚Ì‹}Œƒ‚È•L‚Ñ‚ª•¶‚¶‚½‚Ì‚Å‚ ‚Á‚½‚ª•C Exxon

‚Í•C‚»‚ê‚ð•Î–ûŽ–‹Æ‚Ö“¯’ö“x‚É‰ñ‚³‚È‚©‚Á‚½‚Ì

‚Å‚ ‚é•B Exxon ‚Í•C Ž‘–{Žx•o‚ð‘Š‘Î“I‚ÉŒ¸‚ç

‚µ’ZŠú‹à—Z•ØŒ”‚Ì•w“ü‚ð‘•‘å‚³‚¹‚Ä‚¢‚½•B

‚Æ‚±‚ë‚Å•C•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚ª•C•Ä•‘Œo•Ï‚Éˆê—l

‚É• ì—p‚ · ‚é ‚ í ‚ ¯ ‚Å ‚ Í ‚È ‚¢ •B ‚» ‚ê ‚ ª •C•ã—¬•”–å

•i’T•z•EŠJ”­•E•¶ŽY•j‚Æ‰º—¬•”–å•i•¸•»•Cƒ}•[

ƒPƒeƒBƒ“ƒO•C‰^—A•j•C‚Ü‚½•C•‘“à‚Æ•‘ŠO“ŠŽ‘•C

‚³‚ç‚É’T•z•EŠJ”­”ï‚ÉŠÜ‚Ü‚ê‚é“y’nŽæ“¾•C‚È‚Ç

’• 81 •[•\ •‘“à“y’nŽæ“¾ •i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•j

I 1978 I '79 I '80 

ƒgƒbƒv 4 592 2,639 2,207 
ƒgƒbƒv 8 514 4,780 1,521 

ƒZƒJƒ“ƒh 8 687 1,769 4,115 
ƒgƒbƒv16 1,666 9,188 7,843 

‚Ì‚Ç‚±‚ÉŽx•o‚³‚ê‚½‚©‚É‚æ‚Á‚Ä—^‚¦‚é‰e‹¿‚Í‘Š

ˆá‚µ‚Ä‚±‚´‚é‚ð‚¦‚È‚¢ 81) 0 

‚Ü‚¸•C•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Ì“à•C•ã—¬•”–å‚Æ‰º—¬•”

–å‚Æ‚Ö•C‚Ç‚Ì‚æ‚¤‚É”z•ª‚³‚ê‚½‚Ì‚©‚ðŠm”F‚µ‚Ä

‚̈‚±‚¤•B

1978-80 ”N‚É 16 ŽÐ‘SŽÐ‚Å ‘ •Šz519 ‰­8300 –œƒh

ƒ‹‚ð•ã—¬•”–å‚Ö•D 163 ‰­4300 –œƒhƒ‹ ‚ð‰º—¬•”–å

‚Ö“Š‰º‚µ ‚Ä‚¢ ‚é• i • \ 3-2-6) •B 1978 ”N‚Ì“Š

‰ºŠz‚ðŠî•€‚É‚µ‚Ä2 ”NŠÔ‚Ì—¼•”–å‚Ö‚Ì“ŠŽ‘Šz‚Ì

•L‚Ñ—¦‚ð‚Ý‚é‚Æ•D •ã—¬•”–å‚Ö‚ Ì “ŠŽ‘ ‚ ª227.5%

‚Å‚  ‚é‚ Ì ‚É‘ Î ‚µ•D‰º—¬•”–å‚Í 176.9% ‚Å‚ ‚é•B

•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‘S‘Ì ‚ª 214.2 Œ`•L ‚Ñ ‚Ä ‚¢ ‚½• i • \ 3

-2-4) ‚Ì‚¾‚©‚ç•D“ŠŽ‘‘•Šz‚Í•ã—¬•”–å‚Ö‚æ

81) Energy Action ‚ÌƒŒƒ|•[ƒg‚Í•CŠJ”­—p“y’nŽæ“¾
”ï—p‚ðŠÜ‚ñ‚¾Œ´–ûŠJ”­”ï‚ðŒv•ã‚µ‚Ä‚¢‚é (Energy
Action, op. cit., ch. 2) •B

ŠJ”­—p“y’nŽæ“¾‚Æ‚µ‚ÄŒv•ã‚³‚ê‚Ä‚¢‚éŠz‚É‚Í•C
“y’nŽæ“¾‚Ì‚½‚ß‚ÌŠé‹ÆŽæ“¾‚ª‚Ó‚­‚Ü‚ê‚Ä‚̈ ‚è•C–{
z?0g0oÿ�W�W0SÖ_—Œ»u(0oÿ�T�Ou "SÖ_—Œ»u(0nQ…0k

ŠÜ‚Ü‚¹‚Ä‚¢‚é•B
1978-80 ”N‚Ì•‘“à“y’nŽæ“¾‚Ì‚½‚ß‚É“Š‚¶‚ç‚ê‚½

Žx•o‚Í•C•Ê•\‚Ì‚Æ‚̈ ‚è‚Å‚ ‚é•B
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•\ 3-2-6 •Î–ûŽ–‹Æ‚Ö‚Ì“ŠŽ‘Žx•o•i•ã—¬•”–å‚Æ‰º—¬•”–å•j •i1978-80 ”N•j •i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•̂ƒp•[ƒZƒ“ƒg•j

(100 –œƒhƒ‹•j ‘ • Œ ¸ — ¦ ( % )
ƒ O ƒ ‹ • [ ƒ v

I I 78-79 79-80 I 1978 1979 1980 Œv 78-80 

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ •ã—¬ (694.,88 Œ`05 •j1) (765,.716 Œ`1•j (728,.537%4 ) 20,1 •“40 •j 40.7 26.8 219.1 
(72.6 

‰º—¬ (230,0.278 ) (22,24) 1 (327,2.784 ) (72,603 ) 7.8 46.5 165.9 
4.9 7.4 

ƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ •ã—¬ 3,6O20 ) (75,16) 1 (780,4.61) 1 16(7,242 ) 42.6 44.6 248.7 
(77. 9.1 9.1 

‰º—¬ 1,(02380 ) 1,366 •j 1,852 •j 4,298 •j 26.5 35.6 198.0 
(20.9 (19.9 (20.9 

•iƒg•¬ƒbƒv 8ŒvŽÐ•j
•ã—¬ (782 ,425 1(71,69.282 ) 1(67,035 ) 3(76,382 ) 41.5 34.5 231.9 

.7) 5.7 5.4 
‰º—¬ 3,158 •j (323,6.027 ) (524,1.336 ) 1(21,49.06) 1 14.2 42.4 176.9 

(27.3 

ƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ •ã—¬ (736,7.035 ) 5,054 •j 
(75.2 

6,8.012 ) 1(756,6.00) 1 35.3 34.8 217.7 
(81 

‰º—¬ (21,41.078 ) 1 66 •j 1 1,6003 ) (42,442 ) 41.0 - 3. 5 177.0 
(24•f .8 (19. 4.0 

Œv •ã—¬ 1(273,1.760 ) 1(6,973) 6 2(772,8.247 ) 5(71,983 ) 39.6 34.6 227.5 
76. 6.1 

‰º—¬ (426,3.336 ) (523,2.768 ) (622,7.389 ) 1(623,3.49) 3 21.5 27.9 176.9 

•k’••l 1) ‚ÍŠeƒOƒ‹•[ƒv•Î–û“ŠŽ‘Šz‚É‚̈ ‚̄ ‚é•ã—¬•”–å‚Æ‰º—¬•”–å‚Æ‚Ì”z•ª”ä

‚è‘½‚­Žx•o‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B

ŽÀ•Û•C•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‘•Šz‚É‚¨ ‚¯ ‚é—¼ŽÒ‚Ì”z•ª

” ä ‚ Í • C • ã — ¬ • ” – å ‚ ª76.1 •“ ‚Å‚   ‚é ‚ Ì ‚É‘ Î ‚µ•C‰º

—¬•”–å‚Í23.9 •“ ‚É‚ · ‚¬‚È‚¢•B‰º—¬•”–å‚Ö‚Ì“ŠŽ‘

‚ª•C‚©‚È‚è—}•§‚³‚ê‚Ä‚¢‚½‚±‚Æ‚ª‚í‚©‚ë‚¤•B

ŠeƒOƒ‹•[ƒvŠÔ‚Ì‘Šˆá“_‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚é‚Æ•C ƒgƒb

ƒv 4 ŽÐ‚ª‘Š‘Î“I ‚É‘¼ŽÐ‚É”ä‚×‚Ä‰º—¬•”–å“ŠŽ‘‚Ì

”z•ª”ä‚ð•‚ ‚ ­ ‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚µ‚©‚µ•C“ŠŽ‘Šz‚Ì•L‚Ñ

—¦‚Í 50 •“‚Ù‚Ç‰º‰ñ‚Á‚Ä‚¨‚è•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚ª•C‚±

‚ÌŠúŠÔ‚É‰º—¬•”–å‚Ö‚Ì“ŠŽ‘‚É•Ï‹É“I‚Å‚  ‚Á‚½‚Æ

‚Í‚¢‚¦‚È‚¢•B

•u‘æ 1ŽŸ• Î–ûŠë‹@•v ‚É ‚à ‚© ‚© ‚ í ‚ ç ‚ ¸ •ã • ¸ ‚ð ‚Ý

‚Ä‚¢‚½•Î–û•Á”ï—Ê‚Í•C•u‘æ 2 ŽŸ•Î–ûŠë‹@•vˆÈ•~•C

”N•XŒ¸•­‚µ‚Ä‚¢‚­ŒXŒü‚É•Ï‰»‚µ•C1978-80 ”N‚Í•C

‚»‚Ì‹«ŠE‚ð‚È‚·ŽžŠú‚Å‚  ‚Á‚½•B‚³‚ç‚É•Î–û•Á”ï

•\ ‘¢‚ Ì• Ï‰»‚à•i ‚ñ‚¾‚½‚ß‰º—¬•”–å•C‚Æ‚è‚í ‚ ¯””

•»”\—Í‚Ì‰ß•è‚ª•¶‚¶‚Ä‚«‚Ä‚¢‚½•BŒã‚ÉŒ¾‹y‚· ‚é

‚æ‚¤‚É•C‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ•C‚Æ‚è‚í‚¯ƒ•ƒWƒƒ•[ŠeŽÐ

‚Í•C•Ý”õ“ŠŽ‘‚æ‚è‚Þ‚µ‚ë•C‰º—¬•”–å‚Ì•Ä•Ò•¬‚É

•æ‚è‚¾‚· ‚ í ‚¯ ‚Å‚  ‚é•B‚»‚Ì ‚½‚ß‚à‚  ‚Á‚Ä•C‰º—¬

•”–å“ŠŽ‘‚Í ’á‚¢•…•€‚É‚Æ‚Ç‚Ü‚Á‚Ä‚¢‚½82) 0 

‡A •ã—¬•”–å“ŠŽ‘

•Ä•‘Œo•Ï‚Ö‚Ì•ì—p‚ð•l ‚ ¦ ‚é•ê•‡•C•ã—¬•”–å“Š

Ž ‘ ‚ Ì • ‘ “ à ‚ Æ Š C Š O Ž – ‹ Æ ‚ Ö ‚ Ì ” z • ª ‚ É ‚ Â ‚ ¢ ‚ Ä ‚ à • l — ¶

‚µ‚Ä‚¨‚©‚È‚¯‚ê‚Î‚È‚ç‚È‚¢•B‚Æ‚è‚í‚¯•C ƒgƒbƒv

8 ŽÐ‚ÉŠÜ‚Ü‚ê‚éExxon, Mobil, Texaco, Socal, 

Getty, ‚ÍƒZƒuƒ“•EƒVƒXƒ^•[ƒY‚Æ‚µ‚ç‚ê‚é•¢ŠE•Å

‘å‚Ì ‘½•‘•ÐŠé‹Æ‚Å‚  ‚è•C‚»‚ÌŠCŠO“ŠŽ‘Šz‚à‹•Šz

‚É’B‚µ‚Ä‚¢‚é 83) •B‘¼•û•C•uƒAƒ•ƒŠƒJ‚Ì”ª‘åƒ•ƒWƒƒ

•[•v‚Ì•\•¬ˆõ‚Å‚ ‚é Standard Oil of Indiana 

‚Í Arco, ‚»‚ê‚É Conoco ‚Í•C ‚à‚Á‚Ï‚ç•‘“àŽ–

82) ¢̂•”•C•u•‘•Û•Î–û‹Æ‚Ì•Ä•Ò•¬•v•C 19 ƒy•[ƒW•B
83) ƒ•ƒWƒƒ•[ŠeŽÐ‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C A.Simpson, ‘OŒf•‘•C

ŽQ•Æ•B
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•\ 3-2-7 •‘“à“ŠŽ‘‚ÆŠCŠO“ŠŽ‘ (1978-80 ”N•j

ƒ O ƒ ‹ • [ ƒ v 1978 1979 

ƒgƒbƒv4 ŽÐ • ‘ “ à (252,8%4 •j4 ’• (351,4 Œ1̀4•j 

Š C Š O 2(,64580 ) 3(,3439) 5 

ƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ • ‘ “ à 3(,37245 ) 4(,07150 ) 

Š C Š O 1(,32082 ) 1(,62290 ) 

\�Š��(�~ •y~ 
• ‘ “ à 6(,6181) 9 7(,46064 ) 

Š C Š O 3(,39592 ) 4(,9405) 5 

ƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ • ‘ “ à 2(,15780 ) 2(,4609) 1 

Š C Š O 1(,54428 ) 1(,6406) 9 

Œv (16 ŽÐ•j • ‘ “ à 8(,36059 ) 9(,96055 ) 

Š C Š O 5(,45050 ) 6(,64024 ) 

‘• Œv 13,859 16,579 

Energy Action •„Œv 12,160 16,976 

•· 1,699 -397 

•k’••l ƒJƒbƒR“à•”’l‚Í”z•ª”ä

‹Æ‚ÉŒX’•‚µ‚Ä‚¢‚é84) •BRD(Royal Dutch)/Shell 

‚ ÌŽq‰ïŽÐShell ‚Æ BP (British Petroleum) ‚Ì

Žq‰ïŽÐSohio ‹y‚ÑƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ‚à•CŽå‚ÈŽ–‹Æ

•ª–ì‚ Í•C•Ä•‘“à‚Å‚  ‚é•B‚µ‚©‚µ•CŒã•q‚· ‚é‚æ‚¤

‚É•CŠeŽÐ‘•Œv‚· ‚ê‚Î•CŠCŠOŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Í•C‚©‚È‚è

‚Ì‹àŠz‚É’B‚µ‚Ä‚¨‚è–³Ž‹‚·‚é‚±‚Æ‚Í‚Å‚«‚È‚¢•B

‚Æ‚±‚ë‚Å•C Energy Action ‚ ÌƒŒƒ|• [ƒg‚ª• ì •¬

‚µ‚½•ã—¬•”–å“ŠŽ‘‚É‚¨ ‚¢‚Ä‚Í•C•‘“àŽ–‹Æ‚ÆŠCŠO

Ž–‹Æ‚Æ‚ð•ªŠ„‚µ‚Ä‚Í ‚¢‚È‚¢•B‚±‚Ì ‚½‚ß“¯ƒŒƒ{•[

ƒg‚Í•C SEC Šî•€‚É‚æ ‚é ŠJ”­•E•¶ŽY“ŠŽ‘‚ð•WŒv‚µ

‚Ä‚¢‚é•B—¼“ŠŽ‘•WŒv‚Í•C 1978-80 ”N‚É—Ý•Ï ‘ •Šz

84) G. ƒ}ƒNƒKƒoƒ“•C‘OŒf•‘•C 4 ƒy•[ƒW•B

•i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•j

Š ú Š Ô ‘ • Œ ¸ — ¦
1980 Œv

78-79 1 79-80 I 78-80 

(454,8%53 ) 11(52,11%) 1 20 •Ê 42% 71% 

4(,41696 ) 10(,4188) 1 26 26 58 

6(,71637 ) 13(,57622 ) 21 52 84 

2(,2247) 1 5(,21683 ) 24 38 72 

11(,0620 3) 24(,66273 ) 21 48 78 

6(,43377 ) 15(,33484 ) 25 30 63 

4(,06256 ) 8(,66827 ) 15 62 86 

2(,23514 ) 5(,3438) 1 8 33 43 

15(,06436 ) 33(,36260 ) 19 51 80 

8(,6375) 1 20(,3882) 5 20 31 57 

23,697 54,185 20 43 71 

23,847 51,983 40 35 71 

850 2,202 20 -8 17 

‚Å22 ‰­200 –œƒhƒ‹‚Ì•·‚ª•¶‚¶•DˆêŠÑ•«‚ðŒ‡‚­‚ª•C

•‘“à•EŠO•ã—¬•”–å“ŠŽ‘‚Ì“®Œü‚ðŒŸ“¢‚·‚é•ê•‡•C

SEC Š î • € ‚ É ‚ æ ‚ é • ã — ¬ • ” – å “ Š Ž ‘ ‚ Ì • W Œ v ‚ É Š î ‚ Ã ‚ ©

‚´‚é‚ð‚¦ ‚È‚¢ 85) 0 

SEC Šî•€‚É‚æ‚é •WŒv’l‚ð•C ƒOƒ‹•[ƒv•Ê‚É•®

—•‚µ ‚½‚ Ì ‚ ª • \ 3-2-7 ‚Å‚ ‚é•B

1978-80 ”N‚É•C 16 ŽÐ‚Í—Ý•Ï‘•Šz‚Å•C 541 ‰­8500

– œ ƒ h ƒ ‹ ‚ ð • ã — ¬ • ” – å • i Š J ” ­ • E • ¶ Ž Y • j ‚ Ö “ Š ‰ º ‚ µ ‚ ½

‚ª•C‚» ‚ Ì ‚¤ ‚¿•Ä• ‘ “à ‚Ö 333 ‰­600 –œƒhƒ‹•CŠCŠO‚Ö

208 ‰­2500 – œ ƒ h ƒ ‹ ‚ ð Ž x • o ‚ µ ‚ Ä ‚ ¢ ‚ é • B ” z • ª ” ä ‚ ð ‚ Ý

‚é‚Æ•C•‘“à‚Ö‚Í•C—Ý•Ï“ŠŽ‘‘•Šz‚Ì 62 Œ`•CŠCŠO‚Ö‚Í

85) Energy Action, op. cit., p. 116. 
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•\ 3-2-8 0¢0á0ê0«VýQ…0g0n•‹vz "u�u#b•ŒÇ�(�1�9�7�8�-�8�0 ^tÿ	

• Î – û Š J ” ­ “ Š Ž ‘ •Î–û•¶ŽY“ŠŽ‘

•Î–ûŠJ”­“ŠŽ‘Šz (100 –œƒhƒ‹•j ‘ÎƒLƒƒƒbƒVƒ… ‘ÎŽ‘–{Žx•o 3) •Î–û(100 •¶–œŽY“ŠƒhŽ‘ƒ‹•j Šz
ƒOƒ‹•[ƒv •Eƒtƒ••[ 2)

19781'79 '80 
I•¬14) ŒvI‹À15) ‰Ã•iƒC•j •iŒû l •iƒC•j •iŒû•j 1978 I' 79 I'80 

(1) (2) (3) (6) (7) (8) (9) (10) (11)(12) 

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ 1,037 (381%,4)312 > (253,%189 ) (1411,6%58 ) 2,584 8.4% 7.9 —ò12.7 Œ`13.1 Œ` 1,807 1,9 ˆ¹82•j (234,6 Œ6̀4•j (10 
ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h1,345 1(,73387 ) 2(,64790 ) 5(,89092 ) 3,112 15.9 9.4 18.2 16.6 2,000 2(,21633 ) 3(,45957 ) 4 ŽÐ

•i•¬ƒgƒbŒv ƒv8 ŽÐ•j
2,382 3(,32519 ) 4(,58519 ) 10(1,04640 ) 5,696 11.4 10.8 15.3 14.8 3,807 4(,21245 ) 6(,4165) 1 

ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h 569 •} 1(,36694 ) 2(1,74402 ) 1,604 7.2 7.8 8. 1 8.0 1,601 1,6(852 ) 2(,65682 ) 8 ŽÐ

16 ŽÐ 2,951 4(,03268 ) 6(,25243 ) 13(1,21102 ) 7,300 10.2 7.2 12.9 12.5 5,408 5(,91027 ) 8(,84293 ) 

• Î – û • ¶ Ž Y “ Š Ž ‘ ‘• Œv

•Î–û(10 •¶0ŽY–œ“ŠƒhŽ‘ƒ‹•j Šz ‘ÎƒLƒƒƒbƒVƒ… ‘ÎŽ‘–{Žx•o (1“Š00 –œŽ‘ƒhƒ‹Šz •j 
‘ÎƒLƒƒƒbƒVƒ… ‘ÎŽ‘–{Žx•o

ƒOƒ‹•[ƒv •Eƒtƒ••[ •Eƒtƒ••[

•¬”´Š•" 1( ‘•'78 ‡M‰Á-980 Šz) •iƒC•j •iŒû•j •iƒC•j I (Œû•j
‘•’Ï lŠz1•iŠJ•œ‰\•I l •j 

•iƒC•j •iŒû•j •iƒC•j I (Œû•j
05) 06) 06) 08) • Ø • j Ž l ‡K)(24) 

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ (647,4 Œ5̀3•j 2,839 11.7 Œ` 8.7 —ò 17.6 •Ê 14.4% 11,111 5,423 20.1% 16.6 —ò30.3 •Ê 27.5 Œ`

ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h 7(,77 60 3,760 21.3 11.4 24.3 20.1 13,562 6,872 37.3 34.3 42.5 36.7 
4 ŽÐ 5) 

•i•¬ƒgƒbŒv ƒv 8ŽÐ•j
14(,26 13 6,599 15.5 12.5 20.7 17.2 24,673 12,295 27.0 23.3 36.0 32.0 

2) 
ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h 5(,6964) 5 2,743 15.6 13.3 17.6 13.7 8,687 4,347 22.8 21.1 25.8 21.8 

8 ŽÐ

16 ŽÐ 20(,6 195 
3) 

9,342 15.6 9.2 19.7 16.0 33,360 16,642 25.7 16.4 32.6 28.5 

•k’••l 1) ƒJƒbƒR“à•”’l‚Í‘Î‘O”N“x‘•Œ¸—¦•BƒRƒ‰ƒ€ (4)03) ‚ÌƒJƒbƒR“à•”’l‚Í 1978-80 ”N‚ÌŠúŠÔ‘•Œ¸—¦•B
2) •iƒC•j‚ÍƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï‘•Šz (1978-80 ”N•j‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•B•iŒû•j‚Í“ŠŽ‘‘•‰ÁŠz (1978-80

”N•j‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•‰ÁŠz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•B
3) •iƒC•j‚ÍŽ‘–{Žx•o—Ý•Ï‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•B•iŒû•j‚Í“ŠŽ‘‘•‰ÁŠz‚ÌŽ‘–{Žx•o‘•‰ÁŠz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•B

38 •“‚ð“Š‚¶‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚É‚È‚é•B 1978-80 ” N ‚ Ì “ ®

Œü‚É ‚Â ‚¢ ‚Ä ‚ Í •C• ‘ “à “ŠŽ ‘ ‚ Ì ” ä—¦ ‚ ªŽáŠ±•ã • ¸ ‚ µ ‚Ä

‚¢‚é•B 1979-80 ”N ‚ Ì ‘ •‰Á—¦ ‚ ª •CŠCŠO“ŠŽ ‘ ‚ Ì ‚ » ‚ ê

‚ð‘å‚«‚­•ã‰ñ‚Á‚½‚½‚ß‚É•C•‘“à“ŠŽ‘‚Í•C”z•ª”ä‚ª

1978 ”N‚Ì 60 •“ ‚©‚ç 1980 ”N‚É‚ Í 63 •“‚Ö•ã•¸‚µ‚½•B

“ŠŽ‘‘•Œ¸“®Œü‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚é‚Æ•C ƒgƒbƒv4 ŽÐ‚ Í

Š C Š O Ž – ‹ Æ • ” – å ‚ Ö ‚ Ì “ Š Ž ‘ ‚ ð • C • L ‚ Ñ — ¦26 • “ ‚ Ì •…•€ ‚É

ˆÛŽ• ‚ µ ‚Ä ‚¢ ‚ é •B ˆê •û ‚Å • ‘ “ àŽ– ‹Æ“ŠŽ ‘ ‚ Ì ‘ Î ”N •ã • ¸

— ¦ ‚ ð79 ”N‚Ì 79 •“ ‚©‚ç 80 ”N‚Ì 42 •“‚Ö‘•‘å‚³‚¹•C 78

-80 ”N ‚É ‚ Í 71 •“‘•‰Á‚³‚¹ ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚©‚ç‚Ý‚Ä•C

0È0Ã0×�4 y>0oÿ�|sVýQ…0g0nwól¹•‹vz "u�u#0’_7

‰»‚µ‚æ‚¤‚Æ‚µ‚Ä‚¢‚é•B

ƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ‚ÆƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ‚Í•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ

‚É”ä ‚µ ‚Ä•C ‘Š ‘ Î “ I ‚Æ‚ Í ‚¢ ‚ ¦ŠCŠOŽ–‹Æ“ŠŽ‘ ‚ Ì •L ‚Ñ

—¦‚ð•ã•¸‚³‚¹‚Ä‚¢‚é•B‚¾‚ª•C 1978-80 ”N‚É•C—¼

ƒ O ƒ ‹ • [ ƒ v ‚ Æ ‚ à • C Š C Š O Ž – ‹ Æ • ” – å “ Š Ž ‘ ‚ Ì ” z • ª ” ä — ¦

‚Í•C 1978 ”N‚ ÌƒZƒJƒ“ƒh4 Ž Ð • •28% •CƒZƒJƒ“ƒh8

Ž Ð • •42 •“‚©‚ç•C 1980 ”N‚Ì 27%, 35 •“ ‚Ö‚Æ’á‰º‚µ

‚Ä ‚ ¨ ‚è •CŠCŠOŽ–‹Æ•”–å“ŠŽ ‘ ˆÈ•ã ‚É• ‘ “à •ã—¬•”–å

“ŠŽ ‘ ‚ Í •C‹ } ‘ • ‚µ ‚Ä ‚ Í ‚¢ ‚é •BƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ‚ÆƒZƒJ

ƒ“ƒh 8 Ž Ð ˆ êGulf ‚ð•œ‚¯ ‚ Î‰c‹ÆŠî”Õ‚ðŽå‚É•‘

“à‚É‚¨‚¢‚Ä‚¢‚éˆêŠÑ‘€‹ÆŠé‹Æ‚Å‚ ‚é‚ªˆêˆê•[‚Í•C

- 86 -



Š é ‹ Æ • ‡ • ¹ ‚ Æ Ž ‘ – { ’ ~ • Ï

OU0ˆ0Š0‚VýQ…0nwól¹•‹vz "u�u#0xRªR›0’P¾lè0W

‚Â‚Â‚à•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐˆêˆê•uˆêŠÑ‘€‹Æ‘½•‘•ÐŠé‹Æ•v

••ƒ•ƒWƒƒ•[‚Å‚ ‚éˆêˆê‚É”ä‚µ‚ÄŠCŠO•ã—¬•”–å‚ð

‹­‰»‚µ‚æ‚¤‚Æ‚µ‚Ä‚¢‚é•B

‚±‚Ì‚æ‚¤‚ÈŠeƒOƒ‹•[ƒv‚Ì“®Œü‚Í•CŽå‚É•Î–û•¢

ŠEŽs•ê‚Ì˜g‘g‚Ì•Ï‰»‚É‹Nˆö‚µ‚Ä‚¢‚é•B•u‘æ 1 ŽŸ

•Î–ûŠë‹@•vˆÈ‘O•Cƒ•ƒWƒƒ•[ƒY‚É‚æ‚é•ïŠ‡“IƒRƒ“

ƒZƒbƒVƒ‡ƒ“•ûŽ®‚Ì˜g‘g‚Ý‚Ì‰º‚É‚µ‚Î‚ç‚ê‚Ä‚¢‚½

OPEC •”•‘‚ðŠÜ‚ÞŽ‘Œ¹•‘‚ÌŒ´–û‹Ÿ‹‹‘Ì•§‚Í•C

•u‘æ 2 ŽŸ•Î–ûŠë‹@•v‚ðŒo‚ÄŠ®‘S‚É•ö‰ó‚µ‚½•B‚±

‚Ì‚±‚Æ‚ÌŒ‹‰Ê•CŒ´–û’²’BƒRƒXƒg‚ª˜A‘±“I‚É•ã•¸

‚·‚é‚±‚Æ‚É‚È‚Á‚½‚ª•C‚»‚ê‚ÍŒ´–û’²’BŒo˜H‚Ì•s

ˆÀ’è‰»‚Æ‚Æ‚à‚ÉOPEC Œ´–ûŽæˆµ‚¢‚Ìƒ}•[ƒWƒ“

‚ð’˜‚µ‚­ˆ³•k‚³‚¹‚é‚±‚Æ‚É‚È‚Á‚½•B‚±‚Ì‚æ‚¤‚È

Ž–•î‚Ì‚½‚ß•C•Ä•‘“à‹y‚Ñ”ñ OPEC ’nˆæ‚Å‚ÌŒ´

–ûŠJ”­•E•¶ŽY‚ªŠˆ”­‰»‚µ‚Ä‚«‚½‚Ì‚Å‚ ‚é•Bƒ•ƒW

0ã0ü0gT�y>0oÿ�|sVýQ…SŸl¹•‹vz "u�u#0kg�Y'0n

“w—Í‚ðŒX’•‚·‚éˆê•û•C”ñƒ•ƒWƒƒ•[•Î–ûŠé‹ÆŠeŽÐ

‚àŒ´–û’²’BŒo˜H‚Ì‘½—l‰»‚ð‹•‚ß‚ÄŠCŠOŠˆ“®‚ðŠˆ

”­‰»‚µ‚½‚Ì‚Å‚ ‚é 86) •B

ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚Í•C‚»‚Ì•Î–ûŠJ”­•E•¶ŽY“Š

Ž‘‚ð•CˆÈ•ã‚Ì‚æ‚¤‚É•Ä•‘“à‚ÆŠCŠO‚Ö•U‚è‚í‚¯‚½

‚Ì‚Å‚ ‚é‚ª•C•Ä•‘Œo•Ï‚ÌŽ‘–{’~•Ï‚Ì‘••i‚ÉŠñ—^

‚µ‚½‚Ì‚Í•C•‘“à•ã—¬•”–å“ŠŽ‘•C —Ý•Ï‘•Šz333 ‰­

600 –œƒhƒ‹•C‘S‘Ì‚Ì 62% ‚Æ‚¢‚¤‚±‚Æ‚É‚È‚ë‚¤•B

•\ 3-2-7 ‚ÉŽ¦‚³‚ê‚é‚æ‚¤‚É•C‚»‚ê‚Í 1978-

80 ”N‚Ì—Ý’õƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì25.7% ‚É‚·‚¬

‚È‚¢‚µ•CŽ‘–{Žx•o—Ý•Ï‘•Šz‚Ì 32.6 Œ`‚Å‚ ‚é•i“¯

•ã•\ƒRƒ‰ƒ€•[(2n •C‹U•j•j•B

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Í•C•‘“à•¶ŽY“ŠŽ‘‚ð•ã‰ñ‚é•L‚Ñ—¦

86) ¢̂•”•u•‘•Û•Î–û‹Æ‚Ì•Ä•Ò•¬•v•C 22 ƒy•[ƒW•BŒ´–û
‚Ì’²’BˆÀ’è‰»‚Æ’áƒRƒXƒg‚ª•CŠeŠé‹Æ‚ÌŽû‰v‚ÉŒ ’̂è
“I‚ÈˆÓ–¡‚ð‚à‚Â‚æ‚¤‚É‚È‚Á‚½•BŒ –́û‚Ì’²’BˆÀ’è‰»
‚Æ’áƒRƒXƒg‚ð•Å‚à•Ï‹É“I‚É’Ç‹•‚µ‚½‚Ì‚ª Mobil
‚Å‚ ‚Á‚½•B •e•eMobil's Successful Exploration", 
Business Week, October 13, 1980) •B

‚Å•‘“à•Î–ûŠJ”­“ŠŽ‘‚ð‚¨‚±‚È‚Á‚½‚ª•C‚»‚ê‚Í•C

ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•Šz‚Ì8.4% •C‘•‰ÁŠz‚Ì7.9

Œ`‚É‚·‚¬‚¸•C•¶ŽY“I“ŠŽ‘‚Æ•‡‚í‚¹‚Ä‚àƒLƒƒƒbƒV

ƒ…ƒtƒ••[‘S‘Ì‚Ì 20.1 •Ê•C‘•‰ÁŠz‚Ì16.6% ‚É‚µ‚©

’B‚¹‚¸•CŽ‘–{Žx•o‚Æ‚Ì‘Î”ä‚É‚¨‚¢‚Ä‚à 30.3%,

27.5 Œ`‚Ì•…•€‚É‚Æ‚Ç‚Ü‚Á‚Ä‚¢‚é•B‚±‚ê‚Í•CƒOƒ‹

•[ƒvŠÔ‚Å•Å’ê‚Å‚ ‚é•B‘¼•û•CƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ‚Í•C

‘Š‘Î“I‚É•‘“à•¶ŽY“ŠŽ‘‚ð‘•‘å‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚»‚Ì‚½

‚ß‚à‚ ‚Á‚Ä•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä

—¦‚Å‚Í•C 37.3% •C‘•‰ÁŠz‚É‚Â‚¢‚Ä‚à34.3% ‚Å‚ 

‚è•CƒOƒ‹•[ƒvŠÔ‚Å•Å•‚‚Å‚ ‚é•B‚±‚Ì“_‚Í•CŽ‘–{

Žx•o‚É‚Â‚¢‚Ä‚à‚¢‚¦‚é‚±‚Æ‚Å‚ ‚Á‚Ä•C‘•Šz‚É‘Î

‚µ‚Ä‚à•C‘•‰ÁŠz‚É‘Î‚µ‚Ä‚àƒOƒ‹•[ƒvŠÔ•Å•‚‚Å‚ 

‚é•BƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ‚Ì Standard Oil of Indiana, 

Arco, Shell ‚ª•C‚»‚Ì•«Ši•ã•‘“à“ŠŽ‘Žå‘Ì‚ÉŽ‘

–{“ŠŽ‘Šˆ“®‚ð‚¨‚±‚È‚Á‚½‚½‚ß‚Å‚ ‚é•iƒZƒJƒ“ƒh

4 ŽÐ‚Ìˆêˆõ‚Å‚ ‚è•CˆêŠÑ‘€‹Æ‘½•‘•ÐŠé‹Æ‚Å‚à‚ 

‚é Gulf ‚Í•CŠCŠOŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚ð•‘“à“ŠŽ‘‚É”ä‚µ‚Ä

‘•‘å‚µ‚Ä‚¢‚é•B 1978-80 ”N‚ÌŠúŠÔ‘•Œ¸—¦‚Í•C•‘

“àŠJ”­•¶ŽY“ŠŽ‘‚ª 27 Œ`‚Å‚ ‚é‚Ì‚É‘Î‚µ•CŠCŠOŠJ

”­•E•¶ŽY“ŠŽ‘‚Í 73 Œ`‚Å‚ ‚é•B‚±‚ê‚É‚à‚©‚©‚í‚ç

0Zÿ�NÖ0n�3 y>0nVýQ…•‹vz "u�u#b•ŒÇ0nX—R 0Lÿ�

ƒOƒ‹•[ƒvŠÔ•Å•‚‚É‰Ÿ‚µ•ã‚°‚½‚ÆŽv‚í‚ê‚é•j•B ƒZ

ƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚Í•C ƒgƒbƒv 8 ŽÐˆÈ•ã‚É•Î–ûŠJ”­Žx•o

‚ð‹}‘¬‚É‘•‘å‚³‚¹‚Ä‚¢‚é‚¤‚¦•C•¶ŽY“ŠŽ‘‚Ì‘•‰Á

‘¬“x‚à•C‚©‚È‚è•‚‚¢•B‚¾‚ª•C—¼ŽÒ‚ð‘•Œv‚µ‚Ä‚Ý

‚Ä‚à•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•Šz‚Æ‘•‰ÁŠz‚Ì‘Î—¦

‚Í•C 22.8% ‚Æ21.1 ŒLŽ‘–{Žx•oŠz‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C

25.8 Œ ‚̀Æ21.8% ‚Ì•…•€‚Å‚ ‚Á‚Ä•C’áˆÊ‚Å‚ ‚é•B

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚ÌŽ‘–{Žx•o—}•§ŒXŒü‚ð”½‰f‚µ‚Ä•C‘Î

ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì”ä—¦‚Å‚Í•C ƒgƒbƒt•K 4 ŽÐ‚ð

‚í‚¸‚©‚É•ã‰ñ‚Á‚Ä‚¢‚é•i“¯•ã•\•CƒRƒ‰ƒ€è‡ (24)) •B

‘ÎŽ‘–{Žx•o‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í•C‹t‚É•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚ð‰º

‰ñ‚Á‚Ä‚¢‚é•i“¯•ã•\•CƒRƒ‰ƒ€‡S(24)) •BƒZƒJƒ“ƒh

8 ŽÐ‚ª•CŠCŠO“ŠŽ‘‚ð‹}‘•‚³‚¹‚½‚±‚Æ‚àˆêˆö‚Å‚ 
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“ Š Ž ‘ Š z(100 –œƒhƒ‹•j ŠúŠÔ‘•Œ¸—¦•i•“•j ‘Îƒ•ƒL•[”äƒƒ—¦ƒb 1ƒV) •iƒ…%•E) ƒt X•e1 ŒË–{Žx•i•Ê•o•j ”ä—¦2)

ƒOƒ‹•[ƒv 1978'79 |'78 Œv 78-79 I 79-80 I 78-80 (8) (9) 
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) •iƒC•j 1 (Œû•j I �~0�ÿ	 1 •i“ñ•j 1 (ƒz•j •iƒC•j 1 •iŒû•j 1 ‚µ•e) 1 (.::.) 1 •iƒz•j

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ 4,922 5,655 8,137 18,714 14.9 43.9 65.3 33.9 10.5 33.1 22.2 27.1 51.1 18.6 18.4 44.0 45.0 
ƒZƒJƒ“ƒh4ŽÐ 4,425 5,416 8,019 17,860 22.4 48.1 81.2 49.1 16.5 127.6 61.2 44.9 55.9 12.9 68.1 61.4 46.3 

•¬Œv•i‚ÔŒù9,347 11,071 16,156 36,574 18.4 45.9 72.8 39.9 23.4 23.4 33.5 33.7 53.4 17.0 57.8 51.7 48.2 

ƒZƒJƒ“ƒh 8ŽÐ 3,348 4,152 5,629 13,129 24.0 35.6 68.1 34.5 27.7 24.1 25.3 31.2 39.1 39.1 16.5 20.7 32.2 
Œv(16 ŽÐ•j 12,695 15,223 21,785 49,703 19.9 43.1 71.6 38.3 15.9 48.6 31.0 23.9 48.6 20.7 54.9 37.6 41.6 

•k’••l •iƒC•j ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‹y‚ÑŽ‘–{Žx•o—Ý•Ï‘•Šz (1978-80 ”N•j‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•B
•iŒû•j 1978-79 ”N‚ÌŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‹y‚ÑŒÀŠEŽ‘–{Žx•o‚É‘Î‚·‚é“¯Šú‚ÌŒÀŠEŽ‘–{Žx•o‚Ì”ä—¦•B

‚è 1979-80 ”N‚ÌŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•CŒÀŠEŽ‘–{Žx•o‚É‘Î‚·‚éŒÀŠEŽ‘–{Žx•o‚Ì”ä—¦•B

(~ 1978-80 ”N‚ÌŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•CŒÀŠEŽ‘–{Žx•o‚É‘Î‚·‚é“¯Šú‚ÌŒÀŠE“ŠŽ‘‚Ì”ä—¦•B
•iƒz•j 1978 ”N•…•€‚ð’́ ‚¦‚é 1978-80 ”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•CŽ‘–{Žx•o‚Ì‘•‰Á—Ý•ÏŠz‚É‘Î‚·‚é“ŠŽ‘

—Ý•ÏŠz‚Ì”ä—¦•B

‚é‚ª•CŒã•q‚·‚é‚æ‚¤‚É•C Sun ‚ðŽn‚ß‚Æ‚· ‚é• iŠé

‹Æ•jŽæ“¾Žx•o‚ Ì ‘ • ‘å ‚à•C‚Ü‚½•C‘å ‚« ‚ÈŒ´ˆö‚ð ‚È

‚µ‚Ä‚¢‚æ‚¤•B

‚±‚Ì‚æ‚¤‚ÉŠeƒOƒ‹•[ƒv‚Æ‚à•C • ‘ “ à • ã — ¬ • ” – å

ÿ�wól¹•‹vz "u�u#ÿ	0x0nb•ŒÇe/Qú0oÿ� ƒLƒƒƒbƒV

ƒ…•Eƒtƒ••[ ‚Æ‚Ì ‘ Î”ä‚É‚¨ ‚¢‚Ä’á•…•€‚É‚Æ‚Ç‚Ü‚Á

0f0J0Šÿ�|sVýQ…0nwól¹•‹vz "u�u#0nbáY'0x0nO\

—p‚àŒÀ’è‚³ ‚ê‚½‚à‚ Ì ‚Å‚   ‚é ‚ÆŒ‹˜_‚µ‚ ¦ ‚æ‚¤ 87) 0 

87) Energy Action ‚ÌƒŒƒ|•[ƒg‚Í•CŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚É‚Ìƒx
‚Ä‚¢‚é•B

•u•Î–ûŠJ”­‚Æ•¶ŽY‚Æ‚ÖŒü‚̄ ‚ç‚ê‚½•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘
‚ÌŠ„•‡‚ª”ñ•í‚É•‚‚¢‚É‚à‚©‚©‚í‚ç‚̧ ƒLƒƒƒbƒVƒ…•E
ƒtƒ••[‘S‘Ì‚Ì•L‚Ñ—¦‚É•Æ‰ž‚µ‚Ä‚¢‚È‚¢•B‚µ‚½‚ª‚Á
0fÿ�wól¹•‹vz "u�u#0xT�0Q0‰0Œ0_•èR�0oÿ�QhOS0n
ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì“à‚Å”ñ•í‚ÉŒ¸•­‚µ‚½‚±‚Æ‚É
f‚æ‚Á‚½•v (op. cit., p. 125). 

‚±‚±‚ÅŽŸ‚Ì“ñ“_‚ðŽw“E‚µ‚Ä‚̈ ‚©‚È‚̄ ‚ê‚Î‚È‚ç‚È
‚¢•B 1 ‚Â‚Í•D•‘“à•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚ÍƒJƒiƒ_‚ÌŒÅ—L‰»
•­•ô‚Ì‰e‹¿‚ð”ñ•í‚É‚¤‚̄ ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ•B‘¼‚Í•CŠJ”­
•E’T•z“ŠŽ‘‚Ì‚È‚©‚É“y’nŽæ“¾”ï—p‚ªŠÜ‚Ü‚ê‚Ä‚¢‚é
‚±‚Æ‚Å‚ ‚é•B

‘OŽÒ‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•D Energy Action, op. cit., p•E 
121 ‚ðŽQ•Æ•B ‚Ü‚½•D ƒJƒiƒ_‚Ì•‘—L‰»•­•ô‚É‚Â‚¢‚Ä
‚Í•Cˆ¢•”—R‹I•uƒJƒiƒ_‚Ì•Î–ûŽY‹Æ‚ÆƒGƒlƒ‹ƒM•[•­
•ô‚Ì“®Œü•v•i•w“Œ‹ž‹â•sŒŽ•ñ J1983 ”N3ŒŽ•†•jŽQ•Æ•B

‚È‚̈ •C‰º—¬•”–å‚Ö‚ÌŽ‘–{Žx•o‚à—}•§“I‚Å‚ ‚Á‚½•B
•Î–û•»•iŽù—v‚Ì•íŒ ‚̧ª•C‰ß•è•Ý”õ‚ð‚µ‚Ä‚¢‚é‚½‚ß
‚¾ ("what an era of glut means to'downstr-
earn'oil", Business Week, September, 22, 1980) 

0W0K0Wÿ�0_0“0kSŸl¹•‹vz "u�u#0nbáY'0k0h0i

‚Ü‚ç‚¸•CƒAƒ•ƒŠƒJŒo•Ï ‚ Ì•¬’ · ‚Æ‚ÌŠÖ˜A‚ÅŒŸ“¢‚·

‚é•ê•‡•C•Î–ûŽ–‹Æ‚Ö‚ÌŽ‘–{Žx•o‚Í‰º—¬•”–å‚Ì“Š

Ž‘Šz‚Æ•‡ŽZ‚³‚ê‚Ä•]‰¿‚³‚ê‚Ë‚Î‚È‚ç‚È‚¢•B

‡B • Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘ ‚Æ•Ä• ‘Œo•Ï

1978-80 ”N‚Éƒgƒbƒv16 •Î–ûŠé‹Æ‚Í•C•Ä•‘“à‚ Ì

•¶ŽY”\—ÍŠg‘å•C•¶ŽY•«‚ Ì•ã•¸ ‚ÉŒ‹‚Ñ‚Â‚­Ž‘–{“Š

Ž ‘ ‚ð–ñ497 ‰­ƒhƒ‹‚¨‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚É‚È‚é•i•\

3 - 2 - 9) •B

‰º—¬•”–å‚Ö‚ Ì “ŠŽ‘Šz‚É‚¨ ‚ ¯ ‚é• ‘ “à•EŠO‚Ì•ªŠ„

‚ª ‚È‚³ ‚ê ‚Ä‚¢‚È‚¢‚½‚ß•C‚±‚ Ì “Š‰ºŠz‚Í‰ß‘å•]‰¿

‚ð•œ‚ê‚ª‚½‚¢•B‚¾‚ª•C‚±‚Ì“Š‰ºŠz‚Ì—Ý•Ï‘•Šz‚Í•C

1978-80 ”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[ ‘•Šz‚É‘Î ‚ · ‚é

”ä—¦‚Å38.3% •CŽ‘–{Žx•o‘•Šz‚Ì 48.6% ‚É’B‚µ‚Ä

‚¢‚é•BŒ‹‹Ç•C 16 ŽÐ‚ÍƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[ ‘•Šz‚Ì

40% ‚µ‚©•CƒAƒ•ƒŠƒJ•‘“à‚Ì•Î–ûŽ–‹Æ‚Ì•¶ŽY”\—Í

‚ ÌŠg‘å•C•¶ŽY—Í•…•€‚ÌŒü•ã‚ÉŠñ—^‚· ‚é“ŠŽ‘ ‚ð‚¨

‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚È‚¢•B‚Ü‚½‰½‚ç‚©‚Ì ’ ·ŠúŽ‘–{“ŠŽ‘Œv

‰æ‚É‚¨ ‚¢‚Ä•Ä•‘ ‚ Ì• Î–ûŽ–‹Æ‚Í•C‚Ù‚Û”¼‚Î ‚ ÌƒEƒG

ƒCƒg‚µ‚©“ŠŽ‘•s“®‚ÌˆÓŽuŒˆ’è‰ß’ö‚É‚¨ ‚¢‚Ä•è‚ß

‚Ä‚¢‚È‚¢•B

‚±‚Ì•Ä•‘“à•Î–ûŽ–‹Æ‚É‚¨ ‚¯ ‚é•u•¶ŽY“I•vŽ‘–{
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“ŠŽ‘‚Ì’â‘Ø•«‚Í•C•uŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•v

‚Æ•uŒÀŠEŽ‘–{Žx•o•v‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚ê‚Î•C‚æ‚è–¾—Ä

‚Æ‚È‚é•B

•uŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•v‚É‘Î‚· ‚é16 ŽÐ‚Ì

•uŒÀŠE“ŠŽ‘•v‚Ì”ä—¦‚Í•C 1978-79 ”N‚Ì 15.9% ‚©

‚ç 1979-80 ”N‚Ì 48.6% ‚Ö•ã•¸‚µ‚Ä‚¢‚é‚ª•C 1978

-80 ”N‚Å‚Í 31.0 Œ ` ‚ Ì • … • € ‚ Å ‚   ‚ é • i “ ¯ • ã • \ • C ƒ R

ƒ‰ƒ€(8) •j•B 1980 ”N‚É 16 Ž Ð ‚ Í ‘ O ” N ‚ É ” ä ‚ µ ‚ Ä • ‘ “ à • Î

–ûŽ–‹Æ‚Ö‚Ì“ŠŽ‘Šz‚ð‹}‘••i“¯•ã•\•CƒRƒ‰ƒ€•[(5)

(6)) ‚µ‚½‚É‚à‚©‚©‚í‚ç‚¸•C‚»‚ê‚Í•CƒLƒƒƒbƒVƒ…

•Eƒtƒ••[‚Ì‘•‘å—¦‚É•à’²‚ð‚ ‚í‚¹‚È‚©‚Á‚½‚Ì‚Å

‚ ‚é•B 1979-80 ”N‚Ì•Î–û‰¿Ši‚Ì•ã•¸‚É‚à‚Æ‚Ã‚­

ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì ‘• ‘å‚Í•C‚»‚Ì ‘• ‘å‚É•Æ‰ž

‚µ‚È‚¢—¦‚Å‚µ‚©ƒAƒ•ƒŠƒJŒo•Ï‚Ì•¬’·‚Ö•ì—p‚µ‚È

‚©‚Á‚½‚ÆŒ‹˜_‚Å‚«‚é•B

ƒOƒ‹•[ƒv•Ê‚É‚Ý‚é‚Æ•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚ÌƒAƒ•ƒŠƒJ

•‘“à•Î–ûŽ–‹Æ‚É‘Î‚·‚é•Á‹É•«‚ª–Ú‚É‚Â‚­•BƒLƒƒ

ƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•Šz‚É‘Î‚µ‚Ä‚Í•C 33.9% ‚Æ‚¢‚¤

’á•…•€‚Å‚ ‚è•C •uŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•v‚Ì

”ä—¦‚Å‚Í•C 1978-79 ”N10.5%, 1978-80 ”N33.1

ˆ¹•C 1978-80 ”N22.2% ‚Å‚ ‚é•i“¯•ãƒRƒ‰ƒ€ (8) •j•B

(3) O�imT�Ou "SÖ_—b•ŒÇ0nŠøry_´

‡@ •uŽæ“¾•v 88) ‚Æ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘

ƒgƒbƒv16 •Î–ûŠé‹Æ‚É‚¨‚¢‚Ä•D 1978-80 ”N‚É•C

Šé‹Æ•‡•¹‚ªŽ‘–{’~•ÏŠˆ“®‚É”@‰½‚È‚éƒEƒGƒCƒg‚ð

Ž•‚Á‚Ä‚¢‚½‚Ì‚©‚ð’¼•Ú’m‚é‚±‚Æ‚Í‚Å‚«‚È‚¢•B 16

ŽÐ‚ÌŽ‘–{Žx•o‚É‚¨‚¢‚Ä•DŠé‹Æ•‡•¹‚Ö“Š‚¶‚ç‚ê‚½

Šz‚Í•D •uŽæ“¾‹y‚Ñ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘•v ‚Æ‚µ‚ÄˆêŠ‡

Œö•\‚³ ‚ê‚Ä‚¨ ‚è•D”ñ•Î–ûŽ–‹Æ‚Ö‚Ì ’ ·ŠúŽ‘–{“ŠŽ‘

‚Æ•‡ŽZ‚³‚ê‚Ä‚ ‚ç‚í ‚ê‚Ä‚¢‚é•B‚Ü‚½•D•³Šm‚È•‡

•¹”ï—p‚à•D”ñ•Î–ûŽ–‹Æ‚Ö‚Ì“ŠŽ‘‚Ì“à•”•\•¬‚àŒö

88) Energy Action ‚ÌƒŒƒ|•[ƒg‚É‚̈ ‚¢‚Ä‚Í •uŽæ“¾
(acquisiton) ‚Æ”ñ•Î–û“ŠŽ‘•v‚Æ‚µ‚ÄŒv•ã‚³‚ê‚Ä‚¢
‚é•B

‘ÎŽ‘–{Žx•o‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í•CƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚Ì ’á•…

•€‚ª’•–Ú‚³‚ê‚é•BƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚Í•D• ‘ “à•Î–ûŽ–

‹ÆˆÈŠO‚Ì•ª–ì ‚Ö‚Ì“ŠŽ‘‚ðŠˆ”­‰»‚µ‚Ä‚¨ ‚è‚»‚Ì ‚½

‚ßƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[ ‚É‘Î ‚ · ‚é”ä—¦‚É‚¨‚¢‚Ä‚à

’á•…•€‚É‚Æ‚Ç‚Ü‚Á‚½‚Ì‚Å‚ ‚é•B

•\‚³ ‚ê‚Ä‚¢‚È‚¢‚½‚ß‚Å‚  ‚é 89) 0 

�1�6 y>0nŒÇg,„ÄzMm;RÕ0k0J0Q0‹O�imT�Ou "SÖ_—

‚Ì —Ê‚ÆƒEƒGƒCƒg‚ðŒŸ“¢‚·‚é•ê•‡•C•uŽæ“¾‹y‚Ñ”ñ

•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘•v‚ Ì ‘ •Šz‚Ì“à•CŽæ“¾Žx•o‚Æ”ñ•Î–û

Ž–‹Æ“ŠŽ‘‚ð•ªŠ„‚µ‚È‚¯ ‚ê‚ Î ‚È‚ç‚È‚¢•B‚±‚Ì“_‚É

‚Â‚¢‚Ä•C Energy Action ƒŒƒ|•[ƒg‚Í•C•Î–ûŠé‹Æ

ˆÈŠO‚Ìƒ\•[ƒX•iŽå‚É•V•·”­•\• j ‚©‚ç•„Œv‚µ•CŠé

‹Æ•‡•¹‚ Ì ‚½‚ß‚É 111 ‰­ƒhƒ‹ˆÈ•ã ‚ª “Š‚¶ ‚ç ‚ê ‚½‚Æ

‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚¾‚ª•D Energy Action ‚ª•ì•¬‚µ‚½

Šé‹Æ•‡•¹‚ÌƒŠƒXƒg‚Í•C 1978-80 ”N‚É 16 ŽÐ‚É‚æ‚Á

‚Ä‚¨‚±‚È‚í ‚ê‚½Žæ“¾Šˆ“®‚ÌŠ®‘S‚ÈƒŠƒXƒg‚Æ‚¢‚¤

‚í ‚ ¯ ‚Å‚Í ‚È‚¢•B‚æ‚èŠ®•¬“x‚Ì• ‚ ‚¢ƒŠƒXƒg‚ª•C‰º

‰@‚Ì•uƒGƒlƒ‹ƒM•[•E•¤‹ÆˆÏˆõ•v‚É’ñ•o‚³ ‚ê‚½ƒX

ƒ^ƒbƒt•EƒŒƒ|•[ƒg‚ÉŒf•Ú‚³‚ê‚Ä‚¢‚é90) •B–{•e‚Å

‚Í•D‚»‚ÌŽ‘—¿‚ÉŠî‚Ã‚¢‚Ä•CŽæ“¾“ŠŽ‘Šz‚Æ”ñ•Î–û

Ž–‹Æ“ŠŽ‘Šz‚Æ‚Ì•ªŠ„‚ð‚¨ ‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚é 91) •B‚¾‚ª•C

‚»‚ê‚É‚à‚©‚©‚í ‚ç‚¸•CƒXƒ^ƒbƒt•EƒŒƒ|•[ƒgŒf•Ú

0ê0¹0È0oÿ�[ŒQh0g0o0j0Oÿ�0h0Š0•0QT�Ou "SÖ_—

e/‘M‘Ñ˜M0nxºŠ•0W0H0‹T�Ou "SÖ_—m;RÕ0oÿ��1�9�7�8

-80 ”N‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚Ä‚à•C ƒŠƒXƒg‚ÉŒf•Ú‚³‚ê‚½77

Œ•‚Ì–ñ6Š„Žã‚É‚ · ‚¬ ‚È‚¢ 92) •B‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä•C“¯Šú

•“0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0x0ne/Qú˜M0oÿ�•N\�ŠUO¡0’

89) Energy Action, op. cit., p. 117. 
90) Ibid., "Oil Company Acquisitions 1978-1980". 
91) Mergers and Acquisitions of the Top 20 Oil 

Companies 1978-81, Appendix I," List of Mer-
gers and Acquisitions by the Top 20 Oil Com-
panies and Affiliates, 1978-Augusts 5, 1981". 

92) Energy Action •ì•¬ƒŠƒXƒg‚ª•DŽq‰ïŽÐ‚É‚æ‚éŽæ
“¾Žx•o‚ÆŠJ”­—p“y’nŽæ“¾‚Ì‚½‚ß‚ÌŠé‹ÆŽæ“¾‚ð•l—¶
‚µ‚Ä‚¢‚È‚¢‚Ì‚É‘Î‚µ•D •uƒGƒlƒ‹ƒM•[•E•¤‹Æ̂Ï̂õ‰ï•v
‚ÌƒXƒ^ƒbƒt•EƒŒƒ|•[ƒg‚Í•C‚»‚ê‚ç‚ð‚à•‡ŽZ‚µ‚Ä‚¢
‚é•B‚Ü‚½•CŽq‰ïŽÐ‚Ì“à‚ÉŠ”Ž®Ž••ª‚ð‚©‚È‚è•Û—L‚µ
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ˆhwól¹O�im0nT�Ou "SÖ_—[þO¡e/bUe¹lÕ�(�1�9�7�8�-�8�1 ^tÿ	 •i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•j

”N ƒLƒƒƒbƒVƒ… ƒLƒƒƒbƒVƒ…‚ÆŠ”Ž®ŒðŠ· Š ” Ž ® Œ ð Š ·

Cetus �C�o�r�p  �ˆ«SÖ_—O�im �(�S�o�c�a�l Philadelphia Life Insurance 
1978  �SÖ_—O�imÿ	 �1�3�.�0�, Becton Dick- (Tenneco) 170.6, Ring Around 

inson & Co. (Sun) 293.0 Products (Occidental) 23 

Polythylene Product divi. Amalgamated Borawa Northrup. Inc (Arco) 5.5 
(Exxon) 4. 4, Reliance Electric Petraleum (Gulf)l21.0 Telemed Corp (Becton) 31.6 

1979 (Exxon) 1,170.0, Solar ex Corp Cypras Mines (Standard, 
(Standard. Indiana) 0. 86, Indiana) 46.0, Mine Elk River Res Co (Sun) 300.0 
Belridge Oil (Shell) 3,660.0, Sruck Lines (Sun) 
Medical Dev Corp (Becton) 4. 5 

Vickers Energy (Mobil) 715.0, Rosano Resources Wisconsin Centifugal (Arco) 
Oxirane Co's (Arco) 270.0, (Amax) 458. 7 53. 0, Remington Arms(Dupon) 
Texas Pacific Oil (Sun) 2,300.0, 46.0, Southwestun Life Corp 

1980 Firastane Plastic (Occidental) (Tenneco) 757.0 
200.0 
Reserve Oil & Gas (Getty) 
628.0, ERC Corp (Getty) 536.0, 
Plateau Minivy (Getty) 60.0, 

U S Filter Corp (Ashland) Conoco (Dupont) 7,600.0, Iowa Beef Processors 
1981 820.0 Integon Corp (Ashland) (Occidental) 795.0 Aug 5 

252.0 

Œv I •” 15 ‘•Šz 10,674.76 (49%) 1 •” 6 ‘•Šz s,893. 7 (41%) I •” 9 ‘•Šz 2,181.7 (10%) 

ƒLƒƒƒbƒVƒ…ŠÖ˜A •” 21 ‘•Šz 19,568.46 (90 Œ̀•j

•k’••l ƒXƒ^ƒbƒt•EƒŒƒ|•[ƒg‚ÌƒŠƒXƒg‚©‚ç‘Î‰¿Žx•¥•û–@‚ª’m‚è‚¦‚é‚à‚Ì‚Ì‚ÝŒv•ã•C•”’l‚ÍŽx•¥Šz•CƒJƒbƒR
“à•”’l‚Í”z•ª”ä•B

•k•o•Š•l Mergers and Acqusitions of the Top 20 Oil Companies 1978-81 ‚æ‚è•ì•¬•B

‘O•Å‚æ‚è‚Â‚Ã‚­
‚Ä‚¢‚é‚ªŒo‰cŒ ‚ÌŽx”z‚ðŠl“¾‚µ‚Ä‚¢‚é‚Æ‚Í‚¢‚¦‚È
0DO�im0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0‚W�T�{—0U0Œ0f0D0‹0�

0W0_0L0c0fÿ�T�Ou "SÖ_—Nöep0k0J0D0fÿ�0¹0¿0Ã
ƒt•EƒŒƒ|•[ƒg‚ÌƒŠƒXƒg‚Í•C ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚Ì•‡
Ou "SÖ_—m;RÕ0h0W0fÿ�•NY'0kŠ�N
0U0Œ0f0D0‹0hŠ�
‚¦‚È‚­‚à‚È‚©‚ë‚¤•B

T�Ou "SÖ_—Œ»u(0k0d0D0f0oÿ�T�OuO�im0k0ˆ0‹e/
•oŠz•••‡•¹ƒRƒXƒg‚Æ•uŽ‘–{‰»‚³‚ê‚½ƒRƒXƒg•v‚Æ‚Í
‘Šˆá‚·‚é•B”í•‡•¹Šé‹Æ‚ª•CŽèŒ³—¬“®•«‚ð‚à‚Á‚Ä‚¢
‚é‚½‚ß‚Å‚ ‚é (Energy Action, op. cit., p. 117.) 

0¹0¿0Ã0Õ0û0ì0Ü0ü0È0nT�Ou "SÖ_—˜M0oÿ�e/bU}Ï
Šz‚ðŒv•ã‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚±‚Ì“_‚Å‚à‰ß‘å•]‰¿‚ª•¶‚¶‚Ä
0D0‹0Lÿ�Qh0f0nT� Ou "SÖ_—0ne/bU}Ï˜M0LxºŠ•0U
0Œ0f0D0j0D0_0•ÿ�QhOS0h0W0f0oÿ�T�Ou "SÖ_—e/
•oŠz‚ª‰ß•­‚É•]‰¿‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‚Æ‚µ‚Ä‚àŒë‚è‚Í‚È
‚¢(Staff Report, p. 11, ‘Î‰¿Žx•¥Žè’i‚ÍŒ»‹à‚ª
ˆ³“|“I‚É‘½‚¢‚ª•CŠ”Ž®ŒðŠ·•C‚̈ ‚æ‚ÑƒRƒ“ƒrƒl•[ƒV
ƒ‡ƒ“‚Ì•ê•‡‚àŠÜ‚Ü‚ê‚Ä‚̈ ‚è•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[
‚Æ‚Ì”äŠr‚ð‚̈ ‚±‚È‚¤•ê•‡•C‚±‚Ì“_‚à‰ß‘å•]‰¿—vˆö
‚Æ‚È‚é•B•Ê•\ŽQ•Æ•j•C

ƒXƒ^ƒbƒt•EƒŒƒ|•[ƒg‚ÌƒŠƒXƒg•ì•¬‚É‚̈ ‚̄ ‚é–â‘è
“_‚Í•C“¯•‘ •gSource and Methods" ‚ðŽQ•Æ•B

‚Ì ‚ª ‚ê‚ª ‚½‚¢•B‚»‚ê‚Æ”½”ä—á‚µ‚Ä•C”ñ•Î–ûŽ–‹Æ

“ŠŽ‘‚ª‰ß‘å•]‰¿‚³‚ê‚é‚±‚Æ‚É‚È‚é•B

—^wól¹N‹imb•ŒÇ0oÿ�wól¹N‹im0hO�imT�Ou "SÖ

“¾‚Æ‚Ö‚ÌŽ‘–{Žx•oˆÈŠO‚Ì ’ ·ŠúŽ‘–{Žx•o‚ðŠÜ‚ñ‚Å

‚¢‚é‚ª•C‚» ‚Ì ‘S‚Ä‚ª•C”ñ•Î–ûŽ–‹Æ‚Ì•¶ŽY”\—Í‘•

‹­ ‚â•X•V‚ÉŠñ—^‚· ‚é ‚ í ‚ ¯ ‚Å‚ Í ‚È‚¢•BŽq‰ïŽÐ‚àŠÜ

‚ ß ‚ Ä ‚ Ì • Î ’Y •EƒEƒ‰ƒjƒEƒ€•Eƒ\•[ƒ‰•[•E•‡•¬”R

—Ê•E“º‚Æ‚¢‚Á‚½Ž‘Œ¹•EƒGƒlƒ‹ƒMˆê•”–å‚â‰»Šw•E

•²im0j0i0n N‹im•è•€0nNÖ0kÿ�N
RÕu# "u�T}OÝ–z

‚Æ‚¢‚Á‚½Ž–‹Æ•”–å‚Ö‚Ì“ŠŽ‘Žx•o‚àŠÜ‚ñ‚Å‚¢‚é•B

‚³‚ç‚É•C Žq‰ ï Ž Ð • E ” ñ ˜ A Œ ‹ Š Ö ˜ A ‰ ï Ž Ð ‚ É ‘ Î ‚ · ‚ é ’ ·

Šú‘Ý•t•C ’· Šú—L‰¿•ØŒ”‚Ì•w“üŽx•o‚È‚Ç‚à•‡ŽZ‚³

‚ê‚Ä‚¢‚é•BŠe•”–å‚Ö‚ÌŽx•oŠz‚Í•C‰»ŠwŽ–‹Æ•”–å
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•\ 3-2-10 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚Ì•uŽæ“¾‹y‚Ñ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•vŽx•o(1978-80 ”N•j
•i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•^ƒp•[ƒZƒ“ƒg•j

ƒOƒ‹•[ƒv •_ •_ •_”N•e 19(17) 81) ˜F •® | I (4) ‘ • Š z I
1978-80 

, 9 
(5)2) I 

ƒ g ƒ b ƒ v4 ŽÐ 1,5 •i 74 3,3 •i 92 3,9(014 5) 8,870 16.0% 
14) 19) 

ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h4 ŽÐ 3,4(184 8) 9,7(3105 ) 7,0(159 8) 20,258 22.1 

ƒ g ƒ b ƒ v8 ŽÐ l,9 •i 10 6,3 •i 23 3,1(525 2) 11,388 31.3 
23) 45) 

ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h8ŽÐ 1,9(727 3) 2,2 •i 29 9,4 •i 99 13,705 36.0 
19) 54) 

16 ŽÐ 5,4(1691 ) 11,9(424 7) 16,5(528 9) 33,963 26.2 

•k’••l 1) ƒJƒbƒR“à‚ÍŠeƒOƒ‹•[ƒv‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦
2) ŠeƒOƒ‹•[ƒv‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï‘•Šz•i‰^“]Ž‘–{‚Ì•Ï‰»‚Í•l—¶‚µ‚Ä‚¢‚È

‚¢•j‚É‘Î‚·‚é‘•Šz‚Ì”ä—¦
3) ŠeƒOƒ‹•[ƒv‚ÌŽ‘–{Žx•o‚Ì—Ý•Ï‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦
4) 1978-80 ”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•‰ÁŠz‚É‘Î‚·‚éŽx•o‘•‰ÁŠz‚Ì”ä—¦

•\ 3-2-11 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚Ì•uŽæ“¾‹y‚Ñ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•v“ŠŽ‘(1978 -80 ”N•j

(6)3) (7)4) 

24.2% 16% 

29.6 18% 

42.9 20% 

40.6 83 Œ`

33.2 38 —ò

•i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•^ƒp•[ƒZƒ“ƒg•j

Š é ‹ Æ I 1978 '79 '80 '78-'80 ‘ • Œ ¸ — ¦

‡@Exxon 815 (14) 1,519 (19) 1,400 (13) 585 (11) 71.8% 
RMobil 512 (23) 1,557 (41) 1,865 (33) 1,353 (39) 264.3 
‡GTexaco 155 (7) 121 (3) 232 (5) 77 (3) 49.7 
‡CSocal 92 (5) 195 (7) 407 (10) 315 (13) 342.4 
‡EGulf 526 (26) 731 (22) 524 (15) -2 (-) -0.4 
‡EStandard Oil 

(Indiana) 
291 (13) 690 (21) 626 (17) 335 (24) 115.1 

‡FArco 405 (21) 432 (17) 1,427 (31) 573 (46) 191.5 
‡GShell 688 (36) 4,470(201) 577 (12) -111(-4) -16.1 
‡HSohio 58 (5) 62 (3) 1,882 (72) 1,824(125) 3,177.8 
‡I Conoco 289 (28) 368 (23) 322 (17) 33 (4) 11.4 
‡JSun 115 (11) 238 (16) 2,851(149) 2,736(303) 2,379.1 
‡KPhillips 238 (14) 257 (16) 495 (26) 257(141) 108.0 
‡LUnion 143 (15) 174 (17) 415 (33) 272 (91) 190.2 
‡MGetty 16 (2) 37 (3) 1,259 (80) 1,243(171) 7,708.8 
‡NOccidental 319 (49) 359 (26) 673 (43) 354 (38) 1,110.0 
‡NTenneco 799 (63) 734 (49) 1,602 (70) 803 (77) 100.5 

•k’••l ƒJƒbƒR“à•”’l‚Í•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Å‚ ‚é•B

‚ ð • œ ‚ ¢ ‚ Ä • C Š m ” F ‚ · ‚ é ‚ ± ‚ Æ ‚ Í ‚ Å ‚ « ‚ È ‚ ¢ • B

0W0_0L0c0fÿ� �1�6 y>0k0ˆ0‹O�imT�Ou "SÖ_—e/Qú

‚Ì • ¨ “ I • ¶ Ž Y • Ý ” õ ‚ Ö ‚ Ì “ Š Ž ‘ Š z ‚ É ‘ Î ‚ · ‚ é ” ä — ¦ ‚ ð Ž Z ’ è

‚ · ‚ é ‚ ³ ‚ ¢ • C • Ä • ‘ “ à • Î – û Ž – ‹ Æ “ Š Ž ‘ ‚ Æ ” ñ • Î – ûŽ–‹ Æ “ Š

Ž ‘ ‚ Æ ‚ ð • ‡ Ž Z ‚ µ ‚ ½ • ê • ‡ ‚ Æ ‰ » Š w Ž – ‹ Æ “ Š Ž ‘ ‚ Ì ‚ Ý ‚ ð • ‡ Ž Z

‚ · ‚ é • ê • ‡ ‚ Ì “ ñ ‚ Â ‚ Ì • ” ’ l ‚ ð — ‘ ’ è ‚ µ ‚ Ä ‚ ¨ ‚ ¢ ‚ ½ • B ‘ O Ž Ò

‚Ì•ê•‡•C • u Œ » Ž À Ž ‘ – { ’ ~ • Ï Š z • v ‚ Í ‰ ß ‘ å • ] ‰ ¿ ‚ ³ ‚ ê ‚ é

‚ ± ‚ Æ ‚ É ‚ È ‚ ë ‚ ¤ ‚ µ • C Œ ã Ž Ò ‚ Ì • ê • ‡ • C ‹ t ‚ É ‰ ß • ­ • ] ‰ ¿ ‚ ³

‚ê ‚é ‚± ‚Æ‚É‚È‚ë ‚¤•B

‡A Š é ‹ Æ Ž æ “ ¾ “ Š Ž ‘ Ž x • o ‚ Æ Š é ‹ Æ • ‡ • ¹ Š ˆ “ ®
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1978-80 ”N‚É•CŠé‹ÆŽæ“¾Žx•o‚ª”ñ•Î–ûŽ–‹ÆŽx

•o‚Æ•‡ŽZ‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•uŽæ“¾‹y‚Ñ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•vŽx•o

‚Í•C‘•Šz 339 ‰­6300 –œƒhƒ‹‚Å‚ ‚é •i•\ 3-2-

1. ƒRƒ‰ƒ€(4) •j•B‚»‚ê‚Í•D ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[

‚Ì—Ý•Ï‘•Šz‚Ì 26.2% •CŽ‘–{Žx•o—Ý•Ï‘•Šz‚Ì 33.2

•“‚ð•è‚ß‚Ä‚¢‚é•i“¯•ã•\•DƒRƒ‰ƒ€ (5)(6) •j•B

3 ”NŠÔ‚Ì“®Œü‚ð‚Ý‚é‚Æ•DƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[

‚Ì”ä—¦‚ª•D 1978 ”N‚Ì 19 •“‚©‚ç 78 ”N27%, 80 ”N29

•“‚Ö•ã•¸‚µ‚Ä‚¢‚é•i“¯•ã•\•CƒRƒ‰ƒ€ (1)(2)(3) •j•B‘¼

‚Ì“ŠŽ‘Žx•o‚É”ä‚µ‚Ä•C 16 ŽÐ‚Í•C‚±‚Ì•”•ª‚Ì“ŠŽ‘

‚ð‘Š‘Î“I‚ÉŠg‘å‚µ‚Ä‚¢‚Á‚½‚Ì‚Å‚ ‚é•B

ŠeƒOƒ‹•[ƒv‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚é‚Æ•CƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ‚Ì

‘•‘å—¦‚ª•‚‚¢•BƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì”ä—¦‚à•D

1978 ”N‚Ì 23 •“‚©‚ç 80 ”N‚É‚Í 50 •“‚Ö•ã•¸‚ð‚Ý‚¹‚Ä

‚¢‚é•B

‚µ‚©‚µŽ‘–{Žx•o‚Ì“_‚ð‚Ý‚é‚ÆƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ‚Ì

”ä—¦‚ª•‚‚­‚È‚é•i“¯•\ƒRƒ‰ƒ€ (6) •j•B‹t‚É•D ƒgƒb

ƒv 4 ŽÐ‚ÍŽ‘–{Žx•o‚¾‚¯‚Å‚Í‚È‚­•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•E

ƒtƒ••[‚Ì”ä—¦‚É‚¨‚¢‚Ä‚à•Å’ê‚ð‚µ‚ß‚µ‚Ä‚¢‚é•B

‚±‚Ì‚æ‚¤‚È‘Šˆá‚ª•¶‚¶‚é‚Ì‚Í•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•E

ƒtƒ••[‚Ì‘•Šz‚ª•CŠeƒOƒ‹•[ƒvŠÔ‚Å‘Šˆá‚·‚é‚±‚Æ•C

‹y‚Ñ•CŽ‘–{Žx•o‚ÌŠ„•‡‚ª‘Šˆá‚·‚é‚±‚Æ‚É‹Nˆö‚µ

‚Ä‚¢‚é•B‚Ü‚½•CŠeƒOƒ‹•[ƒv‚ÌŠé‹Æ•‡•¹Šˆ“®‚ÌŠˆ

”­‚³‚Ì‘Šˆá‚à‘å‚«‚ÈŒ´ˆö‚Æ‚È‚Á‚Ä‚¢‚é•B

‚½‚Æ‚¦‚Î•CƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚Ì Sun ‚Í•C•uŽæ“¾‹y

‚Ñ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•v“ŠŽ‘‚ð–ñ24 ”{‘•‘å‚µ‚Ä‚¢‚é‚µ•C

“¯ƒOƒ‹•[ƒv‚Ì Getty ‚à77 ”{‘•‘å‚µ‚Ä‚¢‚é•i•\

3-2-11) •B‚»‚µ‚Ä•C Sun ‚á Getty ‚Í•CƒZƒJ

ƒ“ƒh 8 ŽÐ‚É‚¨‚¢‚Ä•C‚à‚Á‚Æ‚à•‡•¹Šˆ“®‚ð•Ï‹É“I

‚É‚¨‚±‚È‚Á‚½Šé‹Æ‚Å‚ ‚Á‚½ (Getty ‚Ì•‡•¹Šˆ“®

‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C •e•eGetty: Spending a windfall to 

diversify far out of Oil", BusinessWeek, June 

23, 1980 ŽQ•Æ•j•B

Ž‘–{Žx•o‚Ì—Ý•Ï‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚É‚¨‚¢‚ÄƒZ

ƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ‚ª•‚‚©‚Á‚½‚Ì‚Í•C Shell ‚Ì“ŠŽ‘‚ª

‘æ 50 Š ª ‘ æ3 • 4 •†

1979 ”N‚É 14 ‰­2700 –œƒhƒ‹‚É’B‚µ‚Ä‚¢‚é‚½‚ß‚ÆŽv

‚í‚ê‚é‚ª•C‚±‚ê‚Í Beldrige Oil ‚Ì”ƒŽû‚Ì‚½‚ß

‚Å‚ ‚é•i•\ 3-2-2) •B

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Í•C‚»‚Ì–c‘å‚ÈƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•

•[‹y‚ÑŽ‘–{Žx•oŠz‚Ì ‚½‚ß•C—¼ŽÒ‚É‘Î ‚ · ‚é”ä—¦

‚Í•C‚Ç‚¤‚µ‚Ä‚à‘Š‘Î“I‚É’áˆÊ‚È•…•€‚É‚ ‚é•B

Mobil ‚Ì‘•‘å—¦‚ª•‚‚¢‚±‚Æ‚Æ Mobil ‚ªƒgƒbƒv 4

ŽÐ‚Ì‚¤‚¿‚Å•Å‚à•‡•¹‚É•Ï‹É“I‚Å‚ ‚Á‚½‚±‚Æ‚ð•‡

‚í‚¹‚Ä•l‚¦‚ê‚Î•C•uŽæ“¾‹y‚Ñ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•v“ŠŽ‘‚Ì

“®Œü‚ª•C‚à‚Á‚Ï‚ç•C 16 ŽÐ‚Ì•‡•¹Šˆ“®‚É‹K’è‚³‚ê‚Ä

‚¢‚é‚Æ‚Ý‚Ä‚à‚æ‚©‚ë‚¤•B •iƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Ì‚¤‚¿‚Å

Socal ‚Ì‘•‘å—¦‚ª‚à‚Á‚Æ‚à•‚‚¢‚Ì‚Í•C 78 ”N‚Ì“Š

Ž‘Šz‚ª•C 9200 –œƒhƒ‹‚Æ’áŠz‚¾‚Á‚½‚½‚ß‚Å‚ ‚é•j•B

•uƒGƒlƒ‹ƒM•[•E’Ê•¤ˆÏˆõ‰ï•i‰º‰@•j•vƒXƒ^ƒbƒt

•EƒŒƒ|•[ƒg‚à•C ŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚É‚Ì‚×‚Ä‚¢‚é•B•u—˜—p

‰Â”\‚ÈŽ‘—¿‚Í•CŽæ“¾Šˆ“®‚ÖŒü‚¯‚ç‚ê‚½‘åŽèŠé‹Æ

‚Ì’´‰ß—˜“¾‚ÌŠ„•‡‚ª•C‚©‚È‚è‚È‚à‚Ì‚Å‚ ‚é‚±‚Æ

‚ðŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚é•B 1981 ”N11 ŒŽ20 “ú‚Ì•¬ˆÏˆõ‰ïŒö’®

‰ï‚É‚¨‚¯‚é Energy Action Educational Foun-

dation ‚É‚æ‚Á‚Ä’ñŽ¦‚³‚ê‚½•ØŒ¾‚É‚æ‚ê‚Î•C •Å

‘å 16 •Î–ûŠé‹Æ‚Ì•‡Œv‚³‚ê‚½ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[

‚Í•C 1978-80 ”N‚É 294 ‰­ƒhƒ‹‘•‘å‚µ‚½•B ‚±‚Ì‘S

•wŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•v‚Ì‚¤‚¿•C ‚à‚Á‚Æ‚à

Y'0M0jSXN�e/Qú˜�vî0üN�}� �3�8�%  �0oÿ�0�SÖ_—

‹y‚Ñ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘•v‚ÉŒü‚¯‚ç‚ê‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚Á

‚½93) •v•B

‚µ‚©‚µ•C‘O•q‚µ‚Ä‚¨‚¢‚½‚æ‚¤‚É•C–{•e‚Å‚Í•uŽæ

“¾‹y‚Ñ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘•vŽx•o‚Ì‚¤‚¿Žæ“¾‚Ì‚½‚ß

‚É“Š‚¶‚ç‚ê‚½•”•ª‚ð•„Œv‚µ‚æ‚¤‚Æ‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚»

‚µ‚Ä•C‚±‚Ì‘•Šz‚ð 16 ŽÐ‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‹y

‚ÑŽ‘–{Žx•o‚Æ‚ÌŠÖ˜A‚ÅŒŸ“¢‚ð‰Á‚¦‚Ä‚¢‚é•B‚¢‚­

‚Â‚©‚Ì–â‘è“_‚ª‘¶‚·‚é‚É‚µ‚Ä‚à•CŠé‹Æ•‡•¹‚É‚Â

‚¢‚Ä•C‚æ‚è•³Šm‚ÈŽp‚ðŠm”F‚µ‚¦‚æ‚¤ 94) •B

93) Staff Report, Mergers and Acquisitions of 
the Top 20 Oil Companies, 1978-81", p. 6. 

94) Energy Action ‚ÌƒŒƒ|•[ƒg‚Í•CŽæ“¾Žx•o‚É‚Â‚¢
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Š é ‹ Æ • ‡ • ¹ ‚ Æ Ž ‘ – { ’ ~ ’ ×

•\ 3 - 2-12 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚Ì

Šé

(1) (2) (3) 
ƒGƒl”ñƒG

(4) C5) (6) (7) I (8) (9) I Clo) (11) 
‹Æ i‘•Œ•

ƒ ‹ ƒ M • s ƒ ‹
1978") 1979 I 1980 •¬Œv(1978-80)

•” •[ ƒM•[•iƒC‚èŒÄŒû•j•_Žx•¥Šz l •iƒC•HšBŒû•j l Žx•¥Šz •iƒĈ³ŒÄŒû•j l Žx•¥Šz•i‘ÅŒd•j l Žx • ¥ Š z

6 3 3 I 31 o J I 2l 2 l1,174_4J 1 l 1 J 3oo.ol 6) 3J 1,474.4 
5 2 3 I 1 I o I I 3 I 2 I 842.0 I 1 I 1 I 715.0I 51 31 1,557.o 

1 1 0 I O I O I I O I O I - I O I O I -I 01 01 -

91) 3 6 I 1 I 1 1 13. OI 2 I 1 I 45. O I 5 I 5 I 7 46. OI 81 61 804. o 

4 3 1 I 1 I o I I 1 I 1 ! 121.0 I 1 I O I -I 31 11 121.0 

5 2 3 I O I O I I 3 I 2 I 462 .86 1 2 I O I -I 51 21 462.86 

9 4 5 I 2 I o I I 2 I 1 ! 5. 5 I 4 I 2 I 323. 01 81 31 328. 5 

1 1 o I o I o I I 1 I 1 13,660. o I o I o I - I 11 11 3,660. o 

5 4 1 I 1 I O I I 2 I 2 I 105. 0 I O I O I -I 31 21 105. O 

52) 4 1 I o I o I I o I o I I 2 I 1 I 25.0 1 21 11 25.o 

173) 3 14 I 4 I 2 I 296.61 9 I 6 I 388.8 I 4 I 2 I 2,321.01 171 101 3,006.4 

2 1 1 I O I O I I O I O I I 2 I 2 I 24. 41 21 21 24. 4 

1 1 O I 1 I 1 I 21.01 O I O I I o I O I - I 11 11 21.0 

6 4 2 I 01 01 I 21 1 1 281.01 3 1 311.224.0 I 51 41 1,505.0 

4 1 3 I 1 I 1 I 23. 01 0 I O I I 1 I 1 I 200. 01 21 21 223. o 

11 4 7 I 51 11170.61 31 2 1 138.71 1 1 1 1 757.0 I 91 41 1,066.3 

‡@Exxon 
R Mobil 
‡B Texaco 
‡C Socal 
‡E Gulf 
‡E Standard Oil 

(Indiana) 
(j) Arco 
‡G Shell 
‡H Sohio 
‡I Conoco 
‡J Sun 
‡K Phillips 
‡L Union 
‡M Getty 
‡N Occidental 
‡O Tenneco 

Œv
91 41 50 I 20 I 6 I 524.21 301 2117,224.261 27 I 19 I 6,635.41 771 461 14,383.86 

•k’••l 1) Socal ‚ÌŠé‹ÆŽæ“¾‚Í Amax ‚É‚æ‚éŽæ“¾‚ðŠÜ‚Þ ('79 ”N 1Œ••C '80 ”N 5Œ••j
2) 1981 ”N‚Ì Dupont ‚É‚æ‚é Conoco Žæ“¾‚ªŠÜ‚Ü‚ê‚Ä‚¢‚é
3) Becton Dickinson ‚Ì 1979 ”N‚Ì 2 Œ•‚ðŠÜ‚ñ‚Å‚¢‚é
4) •iƒC•j‚Í‘••”•iŒû•j‚ÍŽx•¥‹àŠz‚ªŠm”F‚µ‚¦‚é‚à‚Ì‚Å‚ ‚é•BŽx•¥‹àŠz‚ÍŠ”Ž®ŒðŠ·‚ðŠÜ‚Þ

5) •iƒC•j•• •‡•¹Žx•¥‘•Šz
ƒLƒƒ ƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•Šz (1978-80)

•iŒû•j•• •‡•¹Žx•¥‘•Šz
“ŠŽ‘Žx•o•i’ZŠú•ØŒ”“ŠŽ‘‚ð•œ‚­•j‘•Šz (1978-80)

•\ 2 - 2 - 3 ‚ª•C•uƒGƒlƒ‹ƒM•[•E’Ê•¤ˆÏˆõ‰ï•v

‚ ÌƒXƒ^ƒbƒt•EƒŒƒ{•[ƒg‚ÉˆË‹ ’ ‚µ ‚Ä•C1978-80 ”N

‚ Ì ƒ g ƒ b ƒ v16 Ž Ð ‚ Ì Š é ‹ Æ • ‡ • ¹ Š ˆ “ ® ‚ É ‚ Â ‚ ¢ ‚ Ä • ì • ¬ ‚ µ ‚ ½

ˆê——•\‚Å‚ ‚é•B

1978-80 ”N ‚É 16 ŽÐ‚Í•C 77 Œ • ‚ Ì Ž æ “ ¾ Š ˆ “ ®‚ð ‚È

‚µ•C ‘• Ž x • o Š z ‚ Í143 ‰­8386 ‰ ­ ‚ Å ‚   ‚ é • i • \ 3 - 2

‚ÄŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚ÉŒ‹˜_‚ð‚̈ ‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚é•B•u‘åŠé‹Æ‚ª•C
1979 ”N‚Æ 1980 ”N‚Æ‚ÉŽx•o‚µ‚½ 1978 ”N‚ÌƒŒƒxƒ‹‚ð’´
‚·‘•Šz 364 ‰­ƒhƒ‹‚Ì‚¤‚¿•C‚Ù‚Ú”¼•ª•C 176 ‰­ƒhƒ‹‚ª
”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚©•C‹£‘ˆŠé‹Æ‚Ì”ƒŽû‚Ì‚½‚ß‚É“ŠŽ‘
‚³‚ê‚½•B•”Šé‹Æ‚ª•C ‚±‚Ì 176 ‰­ƒhƒ‹‚ð‰½‚ÉŽg‚Á‚½
‚Ì‚©‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ì•Ú•×‚È‰ïŒv‚Í•C•Î–ûŠé‹Æ‚ÌŒöŠJ‚³
‚ê‚½•¶•‘‚Ì‚È‚©‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í•C‚Ý‚¢‚¾‚µ‚¦‚È‚¢ •B‚»
‚ê‚É‚à‚©‚©‚í‚ç‚¸•C‘¼‚Ì•î•ñŒ¹‚©‚ç‚±‚ÌŠz‚Ì”¼‚Î
ˆÈ•ã‚ª•CŽæ“¾‚Ì‚½‚ß‚É•C ‚Â‚©‚í‚ê‚½‚Æ‚¢‚¦‚æ‚¤•v
(Energy Action, op. cit., p. 117) 

-12, ƒRƒ‰ƒ€(10), Ul) •j•B‚±‚ê‚Í•C 16 Ž Ð ‚ É ‚ æ ‚ é • u Ž æ

“ ¾ ‹ y ‚ Ñ ” ñ • Î – û Ž –‹Æ“Š Ž‘ • v ‚ Ì — Ý • Ï ‘ • Š z ‚ Ì42.2% ‚ð

‚µ ‚ß ‚Ä ‚¢ ‚ é • i “ ¯ • \ •CƒRƒ‰ƒ€(12) ê̂•i •Ë•j95)0
‘ O • q ‚ µ ‚ ½ ‚ æ ‚ ¤ ‚ É • C – { • \ ‚ Ì Œ • • ” ‹ y ‚ Ñ Ž x • ¥ ‘ • Š z

‚ Í • C Ž q ‰ ï Ž Ð ‚ É ‚ æ ‚ é Ž æ “ ¾ Š ˆ “ ® ‚ ð Š Ü ‚ ñ ‚ Å ‚ ¨ ‚ è • C ‚ Æ ‚ è

‚ í ‚ ¯ Socal ‚É‚æ‚é 1978-80 ” N ‚ Ì 8 Œ • ‚ Ì Ž æ “ ¾ ’ †

6Œ•‚Í•C Socal ‚ª 20 Œ ` ‚ Ì Ž • • ª ‚ ð ‚ à ‚ Á Amax ‚É‚æ

‚Á‚Ä•C ‚Ü‚½ Sun ‚Ì 1979 ”N ‚ Ì 2 Œ•‚Í•C Becton 

Dikinson (BD) ‚ É ‚ æ ‚ Á ‚ Ä ‚ ¨ ‚ ± ‚ È ‚ í ‚ µ ‚ ½ ‚ à ‚ Ì ‚ Å

95) Energy Action ‚É‚æ‚é 1978-80 ”N‚Ìƒgƒbƒv 16 •Î
–ûŠé‹Æ‚Ì•‡•¹Šˆ“®‚Í•CŒ••”‚Å 46 Œ••i•Ê•\•[ 1),
‹àŠz‚Å•i•Ê•\•[ 2) 113 ‰­ƒhƒ‹‚Å‚ ‚é•iƒŠƒXƒg‚Å
‚Í•CŠeŠé‹Æ‚É‚Â‚¢‚ÄŒ••”‚ÆŽx•¥‹àŠz‚Æ‚ª•Ê‚Æ‚È‚Á
‚Ä‚̈ ‚è•D‚»‚Ì‚½‚ß•C‚»‚ê‚¼‚ê‚Ì•\‚ð•ì•¬‚µ‚Ä‚¢‚é•j •B
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Œ o • Ï Š w Œ ¤ ‹ † ‘ æ50 Š ª ‘ æ3 • 4 •†

•‡•¹Šˆ“® (1978-81 ”N•j

(12)5) (13) (14) (15) (16) (17) (18) (19) (20) (21) (22) 
1981 ‘ • Œ v(1978-81) ƒGƒlƒ‹ƒM•\ |”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[ 1 ”ä —¦

•iƒC•j •iŒû•j ‚¶•R•j •i“l •Ò—Ý IŽ x • ¥ Š zŒ••”1Ž x • ¥ Š zŒ••”1Ž x • ¥ Š z Œ • • ”1Ž x • ¥ Š z ƒ G ƒ l ƒ ‹1”ñƒGƒl
ƒM•[ ƒ‹ƒM•[

6.0 8.9 11.4 39.5 

•K•K
3 1,474.4 1 300.0 2 1,174.4 20.3 Œ` 79.7% 

13.3 15.5 25.6 44.9 

•K•K
3 1,557.0 2 1,507.0 1 50.0 96.8 3.2 

- 1 

•K •K •K •K8.9 16.1 18.7 115.9 1 1 130.0 8 934.0 3 72.3 5 861.7 7.7 92.3 
1.3 1.7 2.4 6.8 1 1 325.0 2 446.0 2 446.0 

•K
100.0 

•K4.9 5.7 7.1 28.8 

•K•K
2 462.86 1 0.86 1 462.0 0.2 99.8 

4.3 5.1 7.8 14.5 1 

•K
3 328.5 

•K
3 328.5 

•K
100.0 

20.2 35.4 79.3 63.8 

•K•K
1 3,660.0 1 3,660.0 

•K
100.0 

•K1.7 2.5 5.0 5.2 2 2 2,500.0 4 2,605.0 3 805.0 1 1,800.0 30.9 69.1 
0.5 0.6 0.8 7.1 3 2 7,700.0 3 7,725.0 2 7,700.0 1 25.0 99.7 0.3 

67.7 54.1 127.6 93.8 

•K•K
10 3,006.4 3 2,621.0 7 385.4 87.2 12.8 

0.5 0.6 0.8 2.4 

•K•K
2 24.4 1 8.8 1 15.6 36.1 63.9 

0.6 0.7 0.9 2.9 

•K•K
1 21.0 1 21.0 

•K
100.0 

•K42.. 0 34.0 48.3 114.7 1 1 70.0 5 1,575.0 4 1,039.0 1 536.0 66.0 34.0 
6.2 7.9 15.3 16.5 2 1 795.0 3 1,018.0 

•K
4 1,018.0 

•K
100.0 

21.1 18.4 40.0 34.0 2 1 400.0 5 1,466.3 3 538.7 2 927.6 36.7 63.3 

11.1 14.1 21.1 42.4 14 •C 11,920.0/ 55126,303.86 27 18,719.66 28 7,844.54 71.2 29.8 

‚¢•j•• •‡•¹Žx•¥‘•Šz
•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‘•Šz(197880)

–Ú•• •‡•¹Žx•¥‘•Šz
Žæ“¾•{”ñ•Î–û“ŠŽ‘‘•Šz (1978-80)

•k•o•Š•l Merger and Acquisitions of the Top 21 Oil Companies, 1978-81, 
p. 23, Summary Table ‚æ‚è•ì•¬

‚ ‚é (BD Ž©•g‚Ì 1978 ”N ‚É ‚ ¨ ‚ ¯ ‚ é Sun ‚ Ì Ž æ “ ¾

Š ˆ “ ® ‚ à ƒ Š ƒ X ƒ g ‚ É Œ v • ã ‚ ³ ‚ ê ‚ Ä ‚ ¢ ‚ é • j • B‚µ‚©‚µ•C

Amax ‚Í•C Socal ‚ É ‚ æ ‚ é ‚ ½ ‚ Ñ ‚ © ‚ ³ ‚ È ‚ é Š ® ‘ S Ž x ” z

‚ ð ‹ • ‚ ß ‚ Ä ‚ Ì Ž • • ª ‘ • ‘ å — v • ¿ (80% •j•C ƒeƒCƒN•EƒI

• [ƒo• [ •Eƒrƒbƒh (TOB) ‚ð‹ ‘ ”Û ‚µ ‚Ä ‚ ¨ ‚è 96) •C“Á

‚É Becton Dikinson ‚Ï•C Sun ‚É‚æ‚é TOB ‚ð

“ ¦ ‚ ° ‚ « ‚ Á ‚ ½ Š é ‹ Æ ‚ Æ ‚ µ ‚ Ä ” ­ • \ ‚ ³ ‚ ê ‚ Ä ‚ ¢ ‚ é 97) • B ‚ µ ‚ ½

96) Socal ‚É‚æ ‚é Amax ‚Ì 20 •“Ž••ªŽæ“¾‹y‚Ñ•C‚»‚Ì
Œã‚ÌŒo‰ß‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C•¼ˆä˜a•v•u•Ä•‘‚ÌŽY‹Æ•E‹à
—Z•Ä•Ò•¬‚Ì•V“®Œüˆê•\-1980 ”N‘ã•‰“ª‚ÌŠé‹Æ•‡•¹•E
Ž‘–{•W’†‰ “̂®•[̂ ê•v•i•w•ØŒ”Œo•Ï J, 137 •†•C 1981 ”N
9 ŒŽ•j 60~61 ƒy•[ƒWŽQ•Æ•B

97) Sun ‚É‚æ‚é Becton Dikinson ‚Ì TOB ‚É‚Â‚¢
‚Äˆê˜A‚ÌŒo‰ß‚ÆŒ‹––‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C ƒŠƒ`ƒƒ•[ƒh•Eƒt
ƒ@ƒ•ƒ“’˜•C‘O“c•rˆê•C‘å‰ÍŒ´’¨ŽY–ó•uƒEƒH•[ƒ‹ŠX
‚Ì•æ‚ÁŽæ‚èŒ€•v (TBS ƒvƒŠƒ̂ ƒjƒJ•C 1983) ‚ðŽQ•Æ•B

‚ª‚Á‚Ä•C ‚±‚ê‚ç‚ÌŽæ“¾Šˆ“®‚Í•C ƒgƒbƒv16 Ž Ð ‚ Ì • ‡

Ou "SÖ_—m;RÕ0’•NY'0kˆhy:0Y0‹0S0h0k0j0‹0�

0`0Lÿ�NÖe¹ÿ�T�Ou "SÖ_—Nöep0oÿ�0{0|[ŒQh0k

ƒŠƒXƒg‰»‚ ³ ‚ê ‚Ä ‚¢ ‚é ‚ ª •CŽx•¥ ‘ •Šz ‚ Í •C ‘ •Œ•• ”77

Œ • ’ †44 Œ••C‚â‚­ 6 Š„ ‚µ ‚©ŠÜ ‚Ü ‚ê ‚Ä ‚ ¨ ‚ ç ‚ ¸ •C ‚» ‚ Ì

0F0a0k0oÿ�Y'W‹T�Ou "SÖ_—0L0K0j0ŠT+0~0Œ0f0D

0‹ �9�8�) 0�0S0n0S0h0oÿ�RM•ð0W0_0ˆ0F0kT�Ou "SÖ_—

Ž x • ¥ Š z ‚ ð Š e Š é ‹ Æ ‹ y ‚ Ñ ‘ • Š z ‚ É ‚ Â ‚ ¢ ‚ Ä • C ‚ © ‚ È ‚ è ‰ ß • ­

‚Ü‚½•D Socal ‚Ì•‡•¹•í—ª•D Amax ‚Ì–ðŠ„‚è‚È‚Ç
‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•D •gSocal: An international looks 
homeward for its future" (Business Week, April 
6, 1981) ‚ª•Ú‚µ‚¢•B

98) Staff Report, op. cit., p. 15. ‚È‚̈ 1978-81 ”N

‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í•D‘•Œ••” 91 Œ•‚É‘Î‚µ‚ÄŽx•¥‘•Šz‚ÌŠm”F
0W0H0‹T�Ou "SÖ_—0o�5�5 Nö0g0B0‹ÿ�ˆh �2�-�2�-�3�,

ƒRƒ‰ƒ€(1), (15) •j‚è
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Š é ‹ Æ • ‡ • ¹ ‚ Æ Ž ‘ – { ’ ~ • Ï

’• 95 •[•\•[ 1 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚É‚æ‚é•‡•¹ (Energy Action ‚É‚æ‚é•„Œv•j
(1978-80 ”N•j

Šé ‹Æ I '78 I '79 I '80 I Œv

Exxon 2 1 (1) 3 (1) 
Mobil 2 (1) 1 (1) 3 (2) 
Texaco 

•KSocal 1 1 
Gulf 1 (1) 1 (1) 
Standard Oil 3 (1) 2 (1) 5 (2) 
(Indiana) 
Arco 2 3 (2) 5 (2) 
Shell 1 (1) 1 (1) 
Sohio 2 (2) 2 (2) 
Conoco 2 (2) 2 (2) 
Sun 2 7 (1) 9 (1) 
Phillipss 2 (1) 2 (1) 
Union 1 (1) 1 (1) 
Getty 3 (1) 2 (1) 5 (2) 

•F 

Occidental 1 1 2 
Tenneco 1 2 (2) 1 4 (2) 

Œv (16 ŽÐ•j I 6 c 1) I 25 c 9) I 15 c 7) I 46 01) 
I 

•k’••lƒJƒbƒR“à•”’l‚ÍƒGƒlƒ‹ƒM•[Šé‹Æ‚Ì•‡•¹
•k•o•Š•l Energy Action Education Foundation, op. cit., p. 119-121 ‚æ

‚è•ì•¬•B

’• 95 •[•\•[ 2 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚Ì‘åŒ^•‡•¹ (1978-80 ”N•j

• ‡ • ¹ Š é ‹ Æ I ” í • ‡ • ¹ Š é ‹ Æ I •‡(1 •¹0‰­ƒRƒhƒXƒ‹•j ƒg I ”N

Shell Belridge 3.6 1979 
Sun Texas Pacific 2.4 1980 
Mobil General Crude 0.8 1979 
Mobil Trans Ocean 

I l 

0.7 1980 
Exxon Relianse 0.6 1979 
Getty Reserve Oil & Gas 0.6 1980 
Getty EPC Oarp. 0.6 1980 
Arco Oxirane 0.3 1980 
Amoco Cyprus Mines 0.3 1979 
Gulf Amal. Bonanza 0.1 1979 
Teneco ˆê’••j 0.8 
Sohio 0.1 
Getty 0.1 
Sun 0.1 

Œv I I 11.3 I 
•k’••l ‰�ep0nT�Ou0’T+0€0�0j0J�1�6 y>N-0nc²•	0U0Œ0f0D0j0DO�im0oÿ�T�g�•“0kY'W‹T�Ou "SÖ_—

‚ð‚̈ ‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚È‚¢•B
•k•o•Š•l Energy Action, op. cit., p. 118. 
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Œ o • Ï Š w Œ ¤ ‹ †

‚É•\Ž¦‚µ‚Ä‚¢‚é•B

‚±‚Ì“_‚ð—¯ˆÓ‚µ‚Ä•C 1978-80 ” N ‚ Ì ƒ g ƒ b ƒ v16 • Î – û

O�im0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0k0d0D0fi�Š�0W0f0•0ˆ0F0�

T�Ou "SÖ_—e/bU}Ï˜M0oÿ� �1�9�7�8�-�8�1 ^t0k—^^80k

‘ • ‘ å ‚µ ‚Ä ‚¢ ‚é •B–{ •e ‚Å ‚ Ì ‘ Î •ÛŠúŠÔ‚Å ‚   ‚ é 1978-

80 ”N ‚É ‚à •C ‚» ‚ Ì ‘ • ‘å ‚ Í ‘å•• ‚Å ‚   ‚é •B1978 ”N‚Ì 5

‰­2420 –œƒhƒ‹ ‚©‚ç79 ”N72 ‰­2426 –œƒhƒ‹•C 80 ”N‚É

‚ ÍŽáŠ±Œ¸Šz ‚µ ‚½ ‚ ª66 ‰­3540 –œƒhƒ‹ ‚ðŒv•ã ‚µ ‚Ä ‚¢

‚é•i•\ 3 - 2 -12 •CƒRƒ‰ƒ€(5). (7). (9) •j•B

NÖe¹ÿ�T�Ou "SÖ_—Nöep0oÿ��1�9�7�8 ^t �2�0 Nöÿ� �7�9 ^t

30 Œ••C 80 ”N27 Œ•‚Å‚ ‚è•C 1978-80 ”N ‚É•C ‚» ‚ê ‚Ù

0i0nX—Y'0’y:0W0f0o0D0j0D0�T�Ou "SÖ_—0³0¹0È

‚ªŠm”F‚µ‚¦‚éŒ••”‚ð‚Ý‚ê‚Î•C 78 ”N 6Œ••C 79 ”N21

Nöÿ� �8�0 ^t �1�9 Nö0g0B0Šÿ�T�^t^¦0n^sWGT�Ou "SÖ_—

ƒRƒX•Eƒg‚Í•C 78 ”N•C 6700 –œƒhƒ‹•C 79 ”N•C 80 ”N‚ Í–ñ

3 ‰­4000 –œƒhƒ‹ ‚É ’B ‚µ ‚Ä ‚¢ ‚ é •B– { •e ‚Å ‚ Ì ‘ Î •Û ‚©

‚ç‚Í‚¸‚ê‚é‚ª•C 1981 ”N‚É‚ Í 12 ‰ ­ ƒ h ƒ ‹ ‚ É ‚ Ü ‚ Å • ã • ¸

0W0f0D0‹0�Y'W‹0û•…Y'W‹T�Ou "SÖ_—0nX—Y'0Lÿ�

T�Ou "SÖ_—0³0¹0È0n`%X—0’e/0H0f0D0_0n0g0B

‚é 99)

•K
99) ‚½‚Æ‚¦‚Î•C Shell ‚É‚æ‚é 1979 ”N‚Ì Belridge Oil 

‚ÌŽæ“¾”ï —p‚Í 36 ‰­6000 –œƒhƒ‹‚Å‚ ‚è•C‚»‚ê‚Í•u‚»
‚Ì“–Žž‚Ü‚Å‚Å•C•Å‚à‹•Šz‚ÌŽæ“¾•v (Staff Report, 
op. cit., p. 11) ‚Å‚ ‚Á‚½‚µ•C 1980 ”N‚Ì Sun ‚É‚æ
‚é Texas Pacific Oil ‚ÌŽæ“¾‚Í 23 ‰­ƒhƒ‹‚ÌŽx•o‚Å
‚ ‚Á‚½•B‚±‚Ì Sun ‚ÌŽæ“¾‚Í•C•u•‡•O•‘Žj•ã•C‘æ“ñ
‚É‘å‚«‚ÈŽæ“¾•v (ibid. •j‚Å‚ ‚Á‚½•B

1981 ”N‚É‚Í•C Mobil, Seaglam ‚Æ‚Ì”ƒ•t•í‚Ì‚·

‘æ 50 Š ª ‘ æ3 •E 4 •†

0S0n0ˆ0F0kY'W‹0û•…Y'W‹T�Ou "SÖ_—0k0ˆ0c0f

ry_´0e0Q0‰0Œ0‹0È0Ã0×�1�6 y>0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0’

Ž‘–{’~•Ï•s“®‚Ì ‘¤–Ê‚©‚çŒŸ“¢‚µ‚æ‚¤•B

e/bU‘Ñ˜M0’xºŠ•0W0H0‹T�Ou "SÖ_—Nöep�4�6 0n}Ï

Šz143 ‰­8386 –œƒhƒ‹‚Í•C 1978-80 ” N ‚ Ì ƒ L ƒ ƒ ƒ b ƒ V

ƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï ‘ •Šz ‚ Ì 11.1% •CŽ‘–{Žx•o—Ý• Ï ‘ •

Šz‚ Ì 14.1 • “ ‚ ð •è ‚ß ‚Ä ‚ ¨ ‚ è •C• Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘ Žx•o—Ý

• Ï ‘ •Šz ‚ Ì 21.1 •“ ‚É‘Š“–‚µ‚Ä‚¢‚é• i • \ 3-2-12,

ƒRƒ‰ƒ€(12) •j•B

T�Ou "SÖ_—‘Ñ˜M0o•N\�0kŠ�N
0U0Œ0f0D0‹Sï€ý

•« ‚ ª • ‚ ‚¢ ‚ ª •C ‚» ‚ê ‚É ‚µ ‚Ä ‚à•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•

• [ ‚ Ì ˆêŠ„•C’ ·ŠúŽ‘–{Žx•o ‚ÉˆêŠ„ŒÜ•ªŽã‚ ÌƒEƒGƒC

ƒg‚ð•è‚ß‚Ä‚¨ ‚è•DŽ‘–{ ’~• ÏŠˆ“®‚É‚¨ ‚¢ ‚Ä–³Ž‹ ‚µ

‚¦‚È‚¢‹K–Í‚É’B‚µ‚Ä‚¢‚é•B

‘½Šp‰»•í—ª‚ ÌŠî ”Õ‚Å‚   ‚è•C‚È ‚É ‚æ‚è ‚àƒLƒƒƒb

ƒVƒ…•Eƒtƒ• • [ ‘ • •o ‚ ÌŒ¹•ò ‚Å ‚   ‚Á ‚½• Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘

Šz•C ‚» ‚ê ‚à • ‘ŠO“ŠŽ ‘ ‚ðŠÜ‚ß ‚Ä ‚ Ì—Ý• Ï ‘ •Žx•oŠz ‚ Ì

21.1 •“‚É‘Š“–‚µ‚Ä‚¢‚é“_‚ð‚Ý‚ê‚Î•D ‘å Žè• Î–ûŠé

im0n„ÄzMÿ�b•ŒÇˆLRÕ0nlz[š0kY‚OU0kT�Ou "SÖ_—

Šˆ“®‚Ö‚ Ì •dŽ‹ ‚ ª—^ ‚ ¦ ‚ ç ‚ê ‚Ä ‚¢ ‚é ‚©–¾‚ç ‚© ‚Å ‚   ‚ë
9• 

‚Â•B

T�Ou "SÖ_—^sWGe/bU‘Ñ˜M0L„W0W0OX—Y'0W0_�7�8

‚¥•C‘•Šz 76 ‰­ƒhƒ‹‚Ì Dupont ‚É‚æ‚é Conoco Žæ“¾
‚ª‚¨‚±‚È‚í‚ê•C‚»‚ê‚Í•Î–ûŠé‹Æ•C‹y‚Ñ•Î–û•EƒKƒX
ŽY‹Æ‚ð•‘‘ä‚Æ‚·‚é’´•X‘åŒ^•‡•¹Žæ“¾‚Ì”à‚ðŠJ‚­‚±
‚Æ‚É‚È‚Á‚½•B

’• 100 •[•\ �1�9�8�1 ^t �8 g�Nå–M0nN;0jY'W‹wól¹T�Ou "SÖ_—�(�1�9�8�1 ^t �1�1 g�0ü �1�9�8�4 ^t �4 g�ÿ	

Ž æ “ ¾ Š é ‹ ÆI ” í Ž æ “ ¾ Š é ‹ ÆI Žæ•i‰­“¾ƒh‰¿ƒ‹•j Ši I ‘ Î ‰ ¿ Ž x • ¥ – @I ” N Œ Ž

Mobil Superia Oil 57 ƒ L ƒ ƒ ƒ b ƒ V ƒ … 1984. 3 

Socal Gulf Oil 134 ƒ L ƒ ƒ ƒ b ƒ V ƒ … 1984. 3 

Texaco Getty 101 ƒ L ƒ ƒ ƒ b ƒ V ƒ … 1984. 1 

D/HShell Shell Oil 52 ŽcƒL ‚è 30 % ‚ ð
ƒ ƒ ƒ b ƒ V ƒ … 1984. 1 

Occidental Cities Sevice 40 ƒLƒƒƒbƒVƒ…45%Œ`
ƒ m • [ ƒ g 55 1982. 8 

U.S. Steel Marathon Oil 65 Š”ƒLƒƒƒbŽ®ƒVƒ… 5601% % 1981. 11 

•k•o•Š•l •u“Œ—mŒo•Ï•v 1984 ”N 3ŒŽ31 “ú•†•B
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Š é ‹ Æ • ‡ • ¹ ‚ Æ Ž ‘ – { ’ ~ • Ï

•\ 3-2-13 0È0Ã0×�1�6 wól¹O�im0nT�Ou "SÖ_—e/bU˜M�(�1�9�7�8�-�8�0 ^tÿ	 •i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•j

Žx•¥‘•Šz•iƒJƒbƒR“à•”’l‚ÍƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì”ä—¦•Ê•j
'78-'8Ql) Šé ‹Æ

I I I Œv '78-'801978 '79 '80 

ƒ g ƒ b ƒ v4 ŽÐ
ˆ Ñ • j

2,0(1611..4 3) 1, 7ãÅ
.8) 3,83(56..4 9) (1223..09% ) 

ƒZƒJƒ“ƒh4ŽÐ
” F • j 4,2(4309..03) 6 ‘X•D 2) 4,5(7122..366 ) (t •E  "0J

ƒ g ƒ b ƒ v8 ŽÐ 13(-.0 )2) 6,3(10.756 ) 2,08(0 4 8,40(79..726 ) 10.1 
19. .5) (15. 7) 

ƒZƒJƒ“ƒh8ŽÐ 511(5..2 9) 91(37..85 ) 4,5(2551..4 6) 5,9(1765 .1 
.7) (4346..8 6) 

16 Ž Ð Œ v 52(41..2 9) 7,2(24,246 ) 6,6(1351..4 5) 14,3(83.81) 6 (2025..8 2) 16. 11. 

•k’••l 1) 1978-80 ”N‚Ì•‡•¹Žx•¥Šz‚Ì‘•‰Á•”•ª‚Ì“̄ ŠúŠÔ‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•‰Á•”•ª•iŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•
•[•j‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•CƒJƒbƒR“à•”’l‚ÍŽ‘–{Žx•o‚É‘Î‚·‚é”ä—¦

2) 0.09 È̂‰º

^tÿ� �7�9 ^tÿ�N!^t0g �1�9�7�8�-�8�0 ^t0nT�Ou "SÖ_—e/bU

}Ï˜M0n}� �7 Rr0k•T0Y0‹ÿ	0’0•0Œ0pÿ�T�Ou "SÖ_—

m;RÕ0n„ÄzM "b•ŒÇˆLRÕ0k0J0Q0‹0¦0¨0¤0È0oÿ�0U

‚ç‚É•‚‚Ü‚é‚Å‚ ‚ë‚¤•B‚³‚ç‚É•C 81 ”N•C‹y‚Ñ•D‚»

0ŒNå–M0n•…Y'W‹T�Ou "SÖ_—0nY�vz0’€�0H0‹0j0‰

‚Î•C‚±‚ÌƒEƒGƒCƒg‚Í•D‚¢‚Á‚»‚¤‘•‘å‚µ‚½‚Å‚ ‚ë

‚¤‚Æ—\‘ª‚³‚ê‚é 100) 0 

T�Ou "SÖ_—e/bU˜M0’0°0ë0ü0×R%0kett�0Wÿ�

1978-80 ”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ÆŽ‘–{‘SŽx•o

‚Ì‘•‰Á•”•ª•i•uŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•v‚Æ•uŒÀ

ŠEŽ‘–{‘SŽx•o•v•j‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚ðŽZ’è‚µ‚½‚à‚Ì

‚ª•\ 3-2-13 ‚Å‚ ‚é•B

16 ŽÐ‘S‘Ì‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚é‚Æ•CŠe”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…

•Eƒtƒ••[‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Í•D 78 ”N1.9% ‚©‚ç 79 ”N

16.4 •Ê•D 80 ”N11.5 •Ê‚Æ•ã•¸‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚µ‚©‚µ•C

ŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Í78-80

”N‚Å 25.2% ‚Å‚ ‚è•C‚±‚Ì‚±‚Æ‚Í•DƒLƒƒƒbƒVƒ…•E

0Õ0í0ü0nO80sNåN
0kT�Ou "SÖ_—b•ŒÇ0x0ne/Qú˜M

‚ª‘•‘å‚µ‚½‚±‚Æ‚ðˆÓ–¡‚µ‚Ä‚¢‚é•B

16 •Î–ûŠé‹Æ‚Í•C 78 ”NˆÈ•~”ò–ô“I‚É‘•‘å‚µ‚½ƒL

100) ƒXƒ̂ ƒbƒt•EƒŒƒ|•[ƒgƒŠƒXƒgŒv•ã̂ È•~‚ÌŽå‚È‘åŒ^
T�Ou0oR%ˆh0n0h0J0Š0g0B0‹0�T�Ou "SÖ_—‘Ñ˜M0oÿ�

‚¢‚Á‚»‚¤‘åŒ̂ ‰»‚µ‚Ä‚¢‚é•B

0ã0Ã0·0å0û0Õ0í0ü0nO80ss‡0’•…0H0fT�Ou "SÖ_—

Žx•o‚ðŠg‘å‚µ‚Ä‚¢‚½‚Ì‚Å‚ ‚é•B

“¯ŠúŠÔ‚Ì•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[

‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Í•D 78 ”N59%, 79 ”N50%, 80 ”N51

Œ ‚̀Æ78 ”N‚Ì•…•€‚©‚ç’á‰º‚µ‚Ä‚¨‚è•C‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä

ŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚à78-80

”N‚É‚Â‚¢‚Ä 45% ‚Æ78 ”NˆÈ•~‚ÌŠe”N‚ª 50% ‚ð’´‚¦

‚Ä‚¢‚é“_‚©‚ç‚Ý‚Ä’á‰º‚µ‚Ä‚¢‚é•i•\•[ 3-2-

4) •B ‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä•C•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Ì‚©‚È‚è‚Ì‘Š

[þv„n�\�•èR�0Lÿ�T�Ou "SÖ_—m;RÕ0nX—Y'0kVÞ0U

‚ê‚Ä‚¢‚½‚Æ•„‘ª‚³‚ê‚é•B

QhŒÇg,e/Qú0k0J0Q0‹T�Ou "SÖ_—0x0nb•ŒÇe/Qú

Šz‚ª ‘ • ‘å ‚ð ‚Ý‚½‚±‚Æ‚Í–¾‚ç ‚©‚Å‚   ‚é•B‚½‚Æ‚¦

‚Î•C‘S“ŠŽ‘Žx•o‚Ì—Ý•Ï‘•Šz (1978-80 ”N•j‚É‘Î

‚·‚é”ä—¦‚Í•C 14.1% ‚Å‚ ‚é•i•\ 3-2-12 •CƒR

ƒ‰ƒ€(12) ê̂•iŒû•j•j‚Ì‚É‘Î‚µ‚Ä•C 1978-80 ”N‚ÌŒÀŠE‘S

Ž‘–{Žx•o‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Í 25.2 •Ê•i•\ 3-2-13)

‚Å‚ ‚è•C‘SŽ‘–{Žx•o‚Ì‘•‰ÁŠz‚æ‚è‚à‹}‘¬‚É•‡•¹

 "SÖ_—e/Qú0LX—Y'0W0_0S0h0’riŠž0c0f0D0‹0�

16 ŽÐ‘S‘Ì‚É‚Æ‚Á‚Ä•C 1978 ”NˆÈ•~ƒLƒƒƒbƒVƒ…•E

ƒtƒ••[•C‹y‚ÑŽ‘–{Žx•o‚Ì‘•‰Á—¦‚ð•ã‰ñ‚Á‚Ä•‡•¹

 "SÖ_—0x0nb•ŒÇe/Qú˜M0oX—Y'0Wÿ�–PuL0­0ã0Ã0·

ƒ…•Eƒtƒ••[•CŒÀŠE‘SŽ‘–{Žx•o•i‚¢‚¸‚ê‚à 1978-
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Œ o • Ï Š w Œ ¤ ‹ † ‘ æ50 Š ª ‘ æ3 •E 4 •†

•\ 3- 2-14 0È0Ã0×�1�6 y>0k0ˆ0‹O�imT�Ou "SÖ_—m;RÕ0n‘MR�kÔ�(�1�9�7�8�-�8�0 ^tÿ	

•i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•̂ ƒp•[ƒZƒ“ƒg•j

T�Ou "SÖ_—e/bU˜M T�Ou "SÖ_—Nöep •½‹ÏŽæ“¾ƒRƒXƒg
ƒ O ƒ ‹ • [ ƒ v

I I ‘• Šz1) ”ä —¦ Œ• •” 2) ”ä —¦ 100 –œƒhƒ‹

ƒ g ƒ b ƒ v4 ŽÐ 3,835.4 26.7% 19(12) 24.7% 319.62 
ƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ 4,572.36 31.8 17(8) 22.1 653.19 
ƒ g ƒ b ƒ v8ŽÐ 8,407.75 58.5 36(20) 46.8 442.51 

ƒZƒJƒ“ƒh 8ŽÐ 5,976.11 41.5 41(26) 53.1 229.85 

Œv 14,383.86 100.0% 77(46) 100.0% 312.69 

•k’••l 1) Žx•¥‹àŠz‚ÌŠm”F‚µ‚¦‚½‚à‚Ì
2) ‘S‚Ä‚ÌŒ••”•CƒJƒbƒR“à•”’l‚ÍŽx•¥‘•Šz‚ª’m‚è‚¦‚éŽæ“¾Œ••”

80 ”N•j‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Í•C 20.8% ‚Æ25.2% ‚Å‚ ‚é•B

‚±‚Ì‚±‚Æ‚Í•C‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚ÌŽ‘–{’~•ÏŠˆ“®•C

•i’ZŠú‚Å‚ ‚ë‚¤‚Æ’·Šú‚Å‚ ‚ë‚¤‚Æ•j•C‚É‚¨‚¢‚Ä•‡

•¹•FŽæ“¾Šˆ“®‚ÌƒEƒGƒCƒg‚ª•C‚±‚ÌŠúŠÔ‚É‘•‘å‚µ

‚Ä‚¢‚Á‚½‚±‚Æ‚ðˆÓ–¡‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚»‚µ‚Ä•C‚Æ‚è‚í

0Qÿ�Qh•wg�ŒÇg,e/Qú0kS`0•0‹T�Ou "SÖ_—m;RÕ0n

ƒEƒGƒCƒg‚Í•‚‚Ü‚Á‚Ä‚¢‚é 101) •B

‚Æ‚±‚ë‚Å•C 16 •Î–ûŠé‹Æ‚ÌŽ‘–{’~•ÏŠˆ“®‚É‚¨‚¢

0fO�imT�Ou "SÖ_—m;RÕ0n0¦0¨0¤0È0oÿ�T�0°0ë0ü

ƒv ‹y ‚ÑŠeŠé‹Æ‚ ² ‚Æ‚É•C ’ ˜ ‚ µ ‚¢ ‘Š ˆá ‚ð ‚à ‚Á ‚Ä ‚¢

0‹0�Y'bKwól¹O�im0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0n`'h<0’0ˆ

101) 0h0S0•0g�1�9�7�8�-�8�0 ^t0nwól¹•‹vz "u�u#e/Qú0nX—

‰ÁŠz‚ÌŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Í•D
�1�6 y>QhOS0gÿ� �3�6 _i0g0B0‹0�0W0_0L0c0fT�Ou "SÖ_—

e/Qú0Lÿ� �2�1 _i0g0B0‹0K0‰ÿ�wól¹•‹vz "u�u#0n0{0}

6Š„Žã‚É‘Š“–‚·‚é‚±‚Æ‚É‚È‚é (Energy Action, 
op. cit., p. 117) 

wól¹•‹vz "u�u#0Lÿ�0‚0c0h0‚‘Í‰•0jN‹im0g0B0‹

0S0h0’€�0H0Œ0pÿ�Y'bKwól¹O�im0k0h0c0fT�Ou "SÖ
“¾Š “̂®‚ª•D‚¢‚©‚É•d—v•«‚ª— ‚̂¦‚ç‚ê‚Ä‚¢‚é‚©‚í‚©
‚ë‚¤•B

’• 102 •[•\ 0»0«0ó0É�4 y>0nT�Ou "SÖ_—e/Qú
•i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•j

‘ • Œ ¸ Š z ‚ Æ ” ä — ¦I 78-791 79-80 

‘• Œ¸ Šz 14,249.36, -3, 926.36 

ŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[ 70.8 — ò • [1,924.71)
Œ À Š E Ž ‘ – { Ž x • o68.1% •[ 1,027.82)

•k’••l 1), 2) ‚Í“̄ŠúŠÔƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•C
‘SŽ‘–{Žx•o‚Æ‚à‘Î‘O”Nƒ}ƒCƒiƒX‚ð‚µ
‚Ä‚¢‚é•B

‚è–¾Šm‚É”cˆ¬‚·‚é‚½‚ß‚ÉŠeƒOƒ‹•[ƒv‚²‚Æ‚É‚Ý‚Ä

‚¢‚±‚¤•B

0‚0c0h0‚zMiuv„0kT�Ou "SÖ_—m;RÕ0kSÖ0Š0O0“

‚Å‚«‚½‚Ì‚Í•CƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚ÌŠeŠé‹Æ‚Å‚ ‚ë‚¤•B

ŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•CŒÀŠE‘SŽ‘–{Žx•o‚»‚ê

‚¼‚ê‚ð‚Ý‚Ä‚à•C•Å•‚‚Ì•…•€‚É‚ ‚é•i•\ 2 -2 -

4) •CƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ‚ÌŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•C

‹y ‚ÑŒÀŠE‘SŽ ‘– {Žx •o ‚ ÌŠ „ •‡ ‚ ª •C ‚« ‚ í ‚ß ‚Ä ’á ˆÊ

‚È‚Ì‚Í•C Shell ‚É‚æ‚é Beldrige Oil ‚ÌŽæ“¾‚Ì

}Pgœÿ� �7�9 ^t0nT�Ou "SÖ_—‘Ñ˜M0LN
f�0Y0‹0h0h0‚

‚É•C 80 ”N‚É‹}—Ž‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚ª•CŒ´ˆö‚Ìˆê‚Â‚ð

‚È‚µ‚Ä‚¢‚é•B•ª•ÍŠúŠÔ‚ª’Z‚¢‚½‚ß“ŠŽ‘•s“®ƒpƒ^

•[ƒ“Šm’è‚Ì‚³‚¢ŒÀŠE‚ð‚à‚Á‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚Ì‚½‚ß‚Å

‚ ‚é 102) •B

ƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚Í•C 1978-80 ”N‚É‚¨‚±‚È‚í‚ê‚½

T�Ou "SÖ_—e/bU}Ï˜M0n�4�1�.�5 ÿ�0’S`0•ÿ�Nöep0g0o

53.1 •“ ‚ð•è ‚ß ‚Ä ‚¢ ‚é• i • \ 3-2-14) • B • ½ ‹ Ï Ž æ

“¾Žx•¥Šz‚Í2 ‰­2985 –œƒhƒ‹‚Å‚ ‚Á‚Ä•CŽOƒOƒ‹•[

ƒv‚Ì’†‚Å‚Í•C •Å‚à•¬Šz‚Å‚ ‚é•i“¯•ã•\•j•B”äŠr

“I•¬‚³‚¢Šé‹ÆŽæ“¾•i‚à‚Á‚Æ‚à‘¼ŽY‹Æ‚Ì‚»‚ê‚É”ä

‚¹‚Î•C‘åŒ^•‡•¹‚É‚Í‚©‚í‚è‚È‚¢‚ª•j‚ð•”‘½‚­‚¨

‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚é•B‚±‚ê‚Í•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ•CƒZƒJƒ“ƒh

102) 1979 ”N‚ÌŽæ“¾Žx•o‚Ì“Ë•o‚ð•l—¶‚µ‚Ä•C 78-79
”N•C 79-80 ”N‚É‚Â‚¢‚Ä•C‚»‚ê‚¼‚ê‚Ì”ä—¦‚ð‚Æ‚Á‚Ä
‚Ý‚é‚Æ•\‚Ì‚æ‚¤‚É‚È‚é•B

- 98 -



Š é ‹ Æ • ‡ • ¹ ‚ Æ Ž ‘ – { ’ ~ • Ï

4 ŽÐ‚Æ‚ÌŠé‹Æ‹K–Í ‚ Ì ‘Šˆá‚©‚ç“–‘R‚ÆŽv‚í ‚ê ‚é•B

0W0K0Wÿ�0»0«0ó0É�8 y>0k0J0D0fÿ�T�Ou "SÖ_—

Šˆ“®‚Ö‚ÌŽæ‚è‘g‚Ý‚É“ñ‹É‰»‚ª• i•s ‚µ‚Ä‚¢‚é•B

ˆê•û ‚Å ‚ Í Sun ‚ð•æ“ª ‚É Tenneco, Getty ‚È

0iT�Ou "SÖ_—m;RÕ0k0M0•0•0fzMiuv„0k0J0S0j

‚Á‚Ä‚¢‚éŠé‹Æ‚Æ•D ‘¼•û ‚Å ‚ Í Conoco, Philips, 

Union ‚È‚Ç•C 0{0h0“0iT�Ou "SÖ_—m;RÕ0’0J0S

‚È‚Á‚Ä‚¢‚È‚¢Šé‹ÆŒQ‚ª‘¶‚µ‚Ä‚¢‚é•B

BP (British Petloreum) ‚ Ì ƒ A ƒ • ƒ Š ƒ J • ‘ “ à Ž q

‰ ï Ž Ð(52 ˆ¹•Û—L•j‚Å‚ ‚é Sohio ‚ÆA. Hammer ‚É

ˆø ‚«“ü ‚ê ‚ç ‚ê ‚½ Occidental ‚ð ‚ Ì ‚¼ ‚ ¯ ‚ Î 103) •C‘å

Žè“Æ—§Œn• Î–ûˆêŠÑ•¶ŽY‹ÆŽÒ‚Å ‚   ‚éƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ

‚ ÌƒOƒ‹ • [ƒv ‚ Ì “à ‚É •D–¾‚ç ‚© ‚ÉŽ ‘– { ’~ • Ï ‚ Ì • s “®ƒp

ƒ^•[ƒ“‚ Ì ‘Šˆá‚ª ‘¶‚ · ‚é‚æ‚¤‚É‚È‚Á‚½‚Ì ‚Å‚  ‚é•B

Sun ‚Í•D 1978-80 ”N‚É17 Œ••C 30 ‰­640 – œ ƒ h ƒ ‹

0’T�Ou "SÖ_—m;RÕ0xb•0Xÿ�0]0Œ0oÿ�0­0ã0Ã0·0å

•Eƒtƒ•• [—Ý•Ï ‘ •Šz•D‘SŽ‘–{Žx•o—Ý•Ï ‘ •Šz‚ Ì67.1

•“‚Æ 54.1 • “ ‚É ’B ‚µ •C• Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘ ‚ð •ã‰ñ‚Á ‚Ä ‚ ³

‚ ¦ ‚¢ ‚é• i • \ 3-2-12, ƒRƒ‰ƒ€00), •i12) •j•B

0S0n�S�u�n 0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0oÿ��1�9�7�8�-�8�0 ^t0n

16 ŽÐ‘S ‘ Ì ‚É ‚ ¨ ‚¢ ‚Ä•DŒ•• ” ‚Å22.1% ‚ð•è‚ß•C ƒgƒb

ƒv ‚É—§‚Á ‚Ä ‚ ¨ ‚è •DŽx•¥‹àŠz ‚É ‚ ¨ ‚¢ ‚Ä ‚àShe11 ‚É

‚Â ‚¬ ‘æ2 ˆÊ ‚Å ‚   ‚ é • i • \ 3-2-15) •B

Sun ‚Í•D R. Chaboau ‚ª 1970 ” N Ž Ð ’ · ‚ É • A ” C

‚µ‚ÄˆÈ—ˆ•CŽY‹Æ•\‘¢‚Ì•Ï‰»‚É‘Î‰ž‚·‚é‚½‚ß‚É•C

”ñƒGƒ lƒ ‹ƒMˆê• ”–å ‚ Ì •V ‹K• ª– ì ‚ Ì • ”Šé ‹Æ‚ ÌŽæ“¾‚ð

• Ï ‹É‰»‚µ ‚½•Bƒgƒ‰ƒbƒN—A‘—‹Æ‚© ‚çƒRƒ“ƒ rƒ jƒGƒ“

ƒX•Eƒt • [ƒY•D•…—Í‹@ŠBƒVƒXƒeƒ€ ‚Æ•• •L ‚¢• ª– ì ‚ Ì

Šé‹ÆŽæ“¾‚ð ‚ ¨ ‚± ‚È ‚Á ‚Ä ‚¢ ‚é104) 0 

0W0K0Wÿ��S�u�n 0nT�Ou "SÖ_—b•ŒÇ0nT�0Q0‰0Œ0_

103) Sohio ‚ÌŒo‰c•í—ª‚ÆBP ‚Æ‚ÌŠÖÃ‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C
•¼ˆä˜a•v•u•Ä•‘‚ÌŽY‹Æ•E‹à—Z•Ä•Ò•¬‚Ì•V“®Œüˆê•\-
1980 ”N‘ã•‰“ª‚ÌŠé‹Æ•‡•¹•EŽ‘–{•W’†‰ “̂®ˆê•[•v•C
61~64 ƒy•[ƒW•C‹y‚Ñ •gAn Oil Giant's Dilemma" 
(Business Week, August 25, 1980) ‚ðŽQ•Æ•B

‚Ü‚½ Occidental ‚É‚Â‚¢‚Ä‚à•C“¯˜_•¶ 72~73 ƒy
•[ƒWŽQ•Æ•B

104) •u‘½—l‰»‚É•Å‚à”M•S‚È•Î–ûŠé‹Æ‚Ì‚Ð‚Æ‚Â‚½‚é

•ûŒü ‚ð ‚Ý ‚é ‚Æ• i “ŠŽ ‘ƒpƒ^ • [ ƒ “ ‚ ÌŒXŒü‚ð ‚æ ‚è–¾Šm

‚É‚·‚é‚½‚ß•C 1978-81 ”N‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚é‚Æ•jƒGƒlƒ‹

ƒMˆê• ”–å ‚ ÌŽæ“¾‚ Í10 Œ • ’ †3 Œ • ‚ É ‚ Æ ‚ Ç ‚ Ü ‚ é ‚ ª • C Ž x

•¥ ‘ •Šz ‚Å ‚ Í 87.2% ‚É ’B ‚µ ‚Ä ‚¢ ‚é • i • \ • [ 3-2-

12, ƒRƒ‰ƒ€(21)) •B–¾‚ç‚©‚É•CŽæ“¾Šˆ“®‚Ì•d“_‚Í•C

ƒGƒ lƒ ‹ƒM• [ • ª– ì ‚ÉŒü‚ ¯ ‚ ç ‚ê ‚é ‚æ ‚¤ ‚É ‚È ‚Á ‚Ä ‚« ‚½

105) •B

0»0«0ó0É�8 y>0n0j0K0gÿ�T�Ou "SÖ_—m;RÕ0km;

”­‚¾‚Á‚½‘¼‚Ì“ñŽÐ‚Ì‚¤‚¿•C Tenneco ‚Í•C‚»‚ÌƒR

ƒ“ƒOƒ•ƒ}ƒŠƒbƒg ‚Æ‚µ ‚Ä ‚ Ì– {—ˆ ‚ Ì •«Š i ‚© ‚ç ”ñƒGƒl

ƒ ‹ƒM• [ • ª– ì ‚ Ì • ”Šé ‹ÆŽæ“¾‚Ö ‘½Šz ‚ Ì “ŠŽ ‘ ‚ ð ‚ ¨ ‚ ± ‚È

‚Á‚Ä‚¢‚é 106) •BGetty ‚Í•C Sun ‚Æ“¯—l ‚ÉƒGƒlƒ‹ƒM

ˆê • ª– ì ‚ Ì Žx •o ”ä—¦ ‚ ª 6 Š „ ‚ ð ‰ z ‚ ¦ ‚ Ä ‚ ¢ ‚ é • i • \ 3-

Sun ‚Í•C 1976 ”N‚¾‚¯‚Å‚à•CŽG‰Ý“Xƒ`ƒF•[ƒ“•C•H‹Æ
Ž‘•Þ”z‹ÆŽÒ•Cƒgƒ‰ƒbƒN—A‘—‹ÆŽÒ‚ð”ƒŽû‚µ‚½•v(Busi-
nessWeek, April 24, 1978, p. 23. ‹y‚Ñ•D R.
Phalon, •uƒEƒH•[ƒ‹ŠX‚Ì•æ‚ÁŽæ‚èŒ€•v•C 20 ƒy•[ƒW•j•B

105) Becton Deckinson ‚Ö‚Ì TOB ‚ÌŽ̧”s‚ÌŒã•D
Chabau ‚Í‰ï’·Œ“•Å•‚Œo‰cŽ·•s•Ó”CŽÒ(CEO) ‚ð
‰ð”C‚³‚ê‚½•B‚±‚Ì‚±‚Æ‚Í•D TOB Ž¸”s‚É‚Æ‚à‚È‚¤
•Ó”C‚ð‚Æ‚é‚±‚Æ‚Å‚ ‚é‚É‚Æ‚Ç‚Ü‚ç‚̧ •D Chabau ‚ª
•„•i‚µ‚Ä‚«‚½”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[•ª–ì‚Ö‚Ì‘½Šp‰»˜H•ü‚Ì
Œ©’¼‚µ‚ª‹•‚ß‚ç‚ê‚½‚½‚ß‚Æ‚¢‚í‚ê‚Ä‚¢‚é•i“¯•ã•‘
190~192 ƒy•[ƒW•j•B

”ñƒGƒlƒ‹ƒMˆê•”–å‚Ö‚Ì‘½Šp‰»•CƒRƒ“ƒOƒ•ƒ}ƒŠƒb
ƒg‰»‚ª•D‚©‚È‚ç‚¸‚µ‚àŽæ“¾Šé‹Æ‚ÌŽû‰vŒü•ã‚ð‚à‚½
‚ç‚³‚È‚¢‚Î‚©‚è‚Å‚È‚­•CŽû‰v’á‰º‚ÌŒXŒü‚Éˆê”Ê
‚É‚ ‚é‚±‚Æ‚ªŽw“E‚³‚ê‚Ä‚¢‚é ("The Decade's 
Worst Mergers" Fortune, April 30, 1984, p. 
173) 

•Ê•\‚É‚Ý‚ç‚ê‚é‚æ‚¤‚É•C”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[•ª–ì‚ÅŽæ
“¾‚µ‚½Šé‹Æ‚Í•DŽû‰v•‚•ã‚É‚½‚¢‚µ‚Ä•vŒ£‚µ‚È‚¢‚¾
‚¯‚Å‚È‚­•C‹t‚É•‰’S‚Æ‚È‚Á‚Ä‚¢‚é (Mobil ‚Ì
Marcor ‚Í 4100 –œƒhƒ‹‚ÌŽû‰v‚ð Mobil ‚É‚à‚½‚ç
‚µ‚Ä‚¢‚é‚ª•C‚±‚ê‚Í 83 ”N“x‚É“ü‚Á‚Ä•‰‚ß‚ÄŽû‰v‚ª
Œü•ã‚µ‚½‚½‚ß‚Å‚ ‚é•B‚»‚êˆÈ‘O‚Í•C‚«‚í‚ß‚Äˆ«‚¢
‹Æ•Ñ‚É‚Æ‚Ç‚Ü‚Á‚Ä‚¢‚½•j•B

‚È‚̈ Sun ‚Í•C 1980 ”N 9ŒŽTexas Pacific Oil 
‚ð23 ‰­ƒhƒ‹‚Å”ƒŽû‚µ‚Ä‚¨‚è•C‚±‚ê‚Í•¢ŠE‘æŽOˆÊ‚Å
‚ ‚Á‚½•B

106) Tenneco ‚É‚¨‚¢‚Ä”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[•ª–ì‚Ì”ä•d‚ª
•‚‚¢‚Ì‚Í•C 1978 ”N3 ŒŽ‚Ì Philadelphia Life In-
sulance (1 ‰­7000 –œƒhƒ‹•j•C 1980 ”N 5ŒŽ‚Ì South
western Life Corp (7 ‰­5700 –œƒhƒ‹•j‚Ì“ñ‚Â‚Ì
•¶–½•ÛŒ¯‰ïŽÐ‚ð”ƒŽû‚µ‚½‚½‚ß‚Å‚ ‚é•B

‘¼•û Tenneco ‚Í•C 1981 ”N‚É Houston Oil & 
Minerals ‚ð”ƒŽû‚µ‚Ä‚¢‚é‚ª•C‚±‚ê‚Í‘•Šz 4‰­ƒh
ƒ‹‚Æ•ñ••‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‚É‚à‚©‚©‚í‚ç‚̧ •D Fortune ‚É
‚æ‚ê‚Î•CŽÀ•Û‚Í 20 ‰­ƒhƒ‹Žx•¥‚í‚ê‚½‚Æ‚³‚ê‚Ä‚¢
‚é•B Fortune ‚Ì•]‰¿‚ª•³‚µ‚¢‚Æ‚·‚ê‚Î Tenneco
‚àƒGƒlƒ‹ƒMˆê•”–å•dŽ‹‚Æ‚¢‚¦‚é‚¾‚ë‚¤ (Staff Re-
port, op. cit., p. 20). 
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•\ 3-2-15 0È0Ã0×�2�0 wól¹O�im0nO�imT�Ou "SÖ_—‘MR�kÔ�(�1�9�7�8�-�8�1 ^tÿ	

•iƒJƒbƒR“à‚Íƒgƒbƒv 16 ŽÐ‚É‚æ‚é 1978-80 ”N‚Ì”z•ª”ä•j

• ‡ • ¹ Œ • • ” ‚ Ì ” z • ª ” ä • i Œ ` • j •‡•¹Žx•¥‹àŠz‚Ì”z•ª”ä• i•Ê•j
Šé ‹Æ

‘ • Œ • • ” I ƒGƒlƒ‹ƒM•[ I”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[ Šz I ƒGƒlƒ‹ƒM•[ I”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[‘•

Exxon •» 7.1 5.5 5.5 1.6 15.0 
(10.3) 

Mobil 5. ‚à 4.8 5.5 5. ‚à 8.0 0.6 
(6. (10. 

Texaco •® 2.4 

•K ‚Ó •K •KSocal 9. ‚ç 7.1 10.9 æÛ•D 5 0.4 11.0 
(10. .6) 

Gulf (t • 1 7.1 1.8 •» 2.4 

•K.9) 

S(Itandnidaanrad ) Oil ‰m•F‚à 4.8 5.5 •» 5.9 

Arco 9. ‚Ô 9.5 9.1 1•D‚¨ •K
4.2 

(IO. (2. 
Shell 1.g) 2.4 

•K 13. ‚ç 19.5 

•K(1. (25. 

Conoco �(�~ÿ�0‚ 9.5 1.8 
• Ù • j

41.0 0.3 

Phillips (t • 1 2.4 1.8 •» 0.2 
.6) 

Tenneco 1 1•D‚¨ 9.5 12.7 �(�~ÿ�0v
2.9 11.8 

(11. 
Sun 17. ‚Þ 7.1 25.5 (2101..3 9) 

13.9 4.9 
(22. 

Occidental (t1 2.4 5.5 
•ii :‚¨ •K

13.0 
.6) 

Sohio 
• » • j

9.5 1.8 •» 4.3 22.9 

Getty �(�~ÿ�0‚ 9.5 3.6 5.9 5.5 6.8 
(10.5) 

Union 1.0 2.4 

•K (g • 1 0.1 

•K(1.3) .1) 

• ¬ Œ v(16 ŽÐ•j (100) I I (100) I I 
Marathon 

•K •K •K •K •K •KAshland 5.2 

•K
1.1 1.0 

•K
3.3 

Amerada-Hess 

•K •K •K •K •K •KCities Services 1.0 2.4 

•K
0.3 0.4 

•K‘ • Œ v(20 ŽÐ•j 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

•k•o•Š•j Mergers and Acquisitions of the Top 20 Oil Companies, 1978-81. 

�2�-�1�2�, 0³0é0à�~�n�) 0� �1�0�7�) • Ï ‘ •Šz ‚É ‘ Î ‚ · ‚é ”ä—¦ ‚ Í •C•Å’ê ‚Å ‚   ‚é ‚É ‚à ‚© ‚©‚ í

ƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ‚ÉŽŸ‚¢ ‚Å•‡• ¹ •EŽæ“¾Šˆ“® ‚É• Ï ‹É ‚ç ‚ ¸ •CŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•• [ •CŒÀŠEŽ‘–{Žx•o

“I‚Å‚ ‚é‚Ì‚Í•C ƒgƒbƒv4 ŽÐ‚ Ì • ”Šé‹Æ‚Å‚   ‚é •B—Ý ‚Ì”ä—¦‚Í•C 12 •Ê•C 23.9 •Ê‚ðŽ¦ ‚µ ‚Ä ‚ ¨ ‚è•C’ ·ŠúŽ‘

107). �G�e�t�t�y 0n0¨0Í0ë0®N�•è•€SÖ_—˜M0n0j0K0k0o " –{Žx•o ‘S ‘ Ì ‚ ª—}•§ ‚ ³ ‚ê ‚Ä ‚¢ ‚é ‚È ‚© ‚Å•C’ ·ŠúŽ‘–{
Aohland Oil ‚©‚ç‚Ì 2 ‰­8100 –œƒhƒ‹‚Ì•Î–û–„‘ ’n
‚ÌŽæ“¾‚ªŠÜ‚Ü‚ê‚Ä‚¢‚é (ibid., p. 21) •B e/Qú0nO80s0’N
VÞ0c0fT�Ou "SÖ_—m;RÕ0x0ne/Qú
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‚ð‘•Šz‚µ‚½‚±‚Æ‚ª‚í‚©‚é•i•\ 3-2-13) •B

‚Ü‚½•D 0È0Ã0×�4 y>0oT�Ou "SÖ_—e/bU}Ï˜M0n

26.7 Œ`‚ð•è‚ß•CŒ••”‚Ì 24.7 Œ`‚ð•ã‰ñ‚Á‚Ä‚¢‚é•B

‚»‚ÌŒ‹‰Ê•C•½‹ÏŽæ“¾ƒRƒXƒg‚Í3 ‰­1,962 –œƒhƒ‹

‚Æ‚È‚è•CƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ‚ÉŽŸ‚¢‚Å‘åŒ^‚Å‚ ‚é•i•\

3 - 2 - 5) •B
ƒgƒbƒv 4 ŽÐŠeŽÐ‚Ì16 ŽÐ‚É‚¨‚¯‚é”z•ª”ä‚ð‚Ý‚é

‚ÆSocal ‚ªŽæ“¾Œ••”‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í 4 ŽÐ‚Ì’†‚Å‚Íƒg

ƒbƒv‚¾‚ª•i‚à‚Á‚Æ‚à‘O•q‚µ‚Ä‚¨‚¢‚½‚æ‚¤‚É•C‚±

‚Ì‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç‚Í Amax ‚É‚æ‚Á‚Ä‚È‚³‚ê‚½•j•DŽx•¥‘•

Šz‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚é‚Æ Exxon ‚ÆMobil ‚ª•C‚»‚ê‚¼

‚ê 10.3 ŒL 10.2 •Ê‚ð‚µ‚ß‚Ä‚¢‚é•i•\ 3-2-15) •B

Exxon, �M�o�b�i�l 0LY'W‹T�Ou "SÖ_—0’0J0S0j0c

‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚ª‚í‚©‚é•B‘¼•û Texaco ‚Í•C‚±‚ÌŠú

ŠÔˆêŒ•‚à‚¨‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚È‚¢•B

T�y>0nŒÇg,„ÄzMm;RÕ0h0n•¢•#0gÿ�T�Ou "SÖ_—

m;RÕ0’0•0‹0hÿ� �T�e�x�a�c�o 0Lÿ�0~0c0_0OT�Ou "SÖ

“¾“ŠŽ‘‚ð‚¨‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚È‚¢‚Ì‚Í‚Þ‚ë‚ñ‚¾‚ª•CƒL

ƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Í•CƒZƒJƒ“

ƒh8 ŽÐ‚Ì Sun, Ge tty, Tenneco ‚Ù‚Ç•CŽc‚è 3

ŽÐ‚Æ‚à•‚‚­‚Í‚È‚¢•B‚±‚ê‚Í•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•

•[‚Ì‚©‚È‚è‚Ì•”•ª‚ªŽèŒ³—¬“®•«‚Ì’~•Ï‚Ì‚½‚ß‚É

Œü‚¯ ‚ç ‚ê ‚½‚½‚ß‚Å‚   ‚é•BŽ‘–{Žx•o ‚É‚Â‚¢ ‚Ä ‚Ý

‚Ä‚à•C‚»‚Ì•…•€‚Í•‚‚¢‚Æ‚Í‚¢‚¦‚È‚¢•i•\ 3-2

-12, ƒRƒ‰ƒ€(12) •j•B

ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‹y‚ÑŽ‘–{Žx•o‚ªƒgƒbƒv4

y>0k0J0D0f]è˜M0g0B0‹0_0•ÿ�T�Ou "SÖ_—b•ŒÇ0n

Ž‘–{’~•Ï‘S‘Ì•C‹y‚Ñ’·ŠúŽ‘–{Žx•o‚É‚¨‚¯‚éƒEƒG

ƒCƒg‚ð’á‚­‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚¾‚ª•C Mobil ‚Í•C 1978-

80 ”N‚É 15 ‰­5700 –œƒhƒ‹•C Exxon ‚Í 14 ‰­7440 –œƒh

ƒ‹‚ÌŽæ“¾‚Ì‚½‚ß‚Ì“ŠŽ‘‚ð‚¨‚±‚È‚Á‚Ä‚¨‚è•C‚»‚ê

‚Í•Å•‚Šz‚Ì Shell ‚ÉŽŸ‚¬ 2 ˆÊ‚Æ 3 ˆÊ‚ð‚µ‚ß‚Ä‚¢

‚é•i•\ 3-2-3) •B ‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä•C ”ä—¦‚Ì’á‚³

0n0•0K0‰ÿ�T�Ou "SÖ_—m;RÕ0nyÁv„ŒÇg,„ÄzM0k0J

‚¯‚éƒEƒGƒCƒg‚ð•l‚¦‚Ä‚Í•\•ª‚Æ‚Í‚¢‚¦‚È‚¢•B

‚Æ‚±‚ë‚Å•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Ì‚¤‚¿‚Å Mobil ‚ª‚à

0c0h0‚T�Ou "SÖ_—m;RÕ0nŒÇg,„ÄzMQhOSSÊ0s•w

ŠúŽ‘–{Žx•o‚É‚¨‚¯ ‚éƒEƒGƒCƒg‚ª•‚ ‚¢•B‚Ü‚½•D

Mobil ‚Í•C•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Ì 25.6 •Ê‚É‘Š“–‚·‚éŠz

0’T�Ou "SÖ_—0n0_0•0kb•N�0W0f0D0‹ÿ�ˆh�3�-�2

-12, ƒRƒ‰ƒ€(12))

Mobil ‚Í‚Ü‚½•C‚»‚Ì‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç‘S‚Ä‚ðƒGƒlƒ‹ƒM

ˆê•ª–ì‚Å‚ÌŽæ“¾Šˆ“®‚ÖŒü‚¯‚Ä‚¢‚é•i“¯•ã•\•DƒR

ƒ‰ƒ€(21) •j•B

Mobil ‚Æ‘Î•Æ“I‚É Exxon ‚Í•CŽæ“¾Žx•oŠz‚Ì

79.7% ‚ð”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[•ª–ì‚ÖŒü‚¯‚Ä‚¢‚é•B

Mobil ‚Ì Mongomery Ward Žæ“¾‚È‚Ç”ñ•H

0Í0ë0®0üR�‘Î0x0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0Llèvî0U0Œ0‹

‚É‚µ‚Ä‚à•D Exxon ‚Ì”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[•ª–ì‚Ö‚Ì‘½Šp

‰»˜H•ü‚É‘Î‚µ‚Ä•C Mobil ‚ÌƒGƒlƒ‹ƒM•[•ª–ì•dŽ‹

˜H•ü‚Æ‚¢‚¤ƒpƒ^•[ƒ“‚ª“Ç‚Ý‚Æ‚ê‚æ‚¤ 108) 0 

108) Exxon ‚Í•D‚·‚Å‚ÉƒGƒlƒ‹ƒM ê̂•”–å‚Ö‚Ì•i•o‚ð‚Í
‚½‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚â•C”½ƒgƒ‰ƒXƒg–@‚ÌŠÏ“_‚©‚çƒGƒl
ƒ‹ƒM•[•ª–ì‚Å‚ÌŽæ“¾Š “̂®‚É‚Í•Á‹É“I‚¾‚Æ‚¢‚í‚ê‚Ä
‚¢‚é•B

‚Ü‚½ Exxon ‚Ì”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[•ª–ì‚Å‚ÌŽæ“¾Šˆ“®
‚Í•CŽq‰ïŽÐ‚ð’Ê‚¶‚Ä‚à‚̈ ‚±‚È‚í‚ê‚Ä‚̈ ‚è•C‚±‚Ì“_
0’€�an0Y0Œ0pÿ�T�Ou "SÖ_—m;RÕ0n0¦0¨ "�1 0È0oÿ�0U
‚ç‚É•‚‚Ü‚é‚¾‚ë‚¤•B‚±‚Ì“_‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C•²“¡’è•K
•uƒAƒ•ƒŠƒJŠé‹Æ•‡•¹‚Ì•Å‹ß‚Ì•”“Á’¥•\-•Q‚Æ‚­‚É•Î
–ûŠé‹Æ‚Ì‘½—l‰»•s“®‚ð‚ß‚®‚Á‚Ä ê̂•v•C 221 ƒy•[ƒW
‚ðŽQ•Æ•B

’• 105 •[•\•Î–ûŠé‹Æ‚É‚æ‚éŽå—v”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[Šé‹ÆŽæ“¾‚Ì•¬‰Ê

•i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•j

Žæ “¾ Šé ‹Æ I ” í Ž æ “ ¾ Š é ‹ ÆI ‹Æ Ží I ”í 1Žæ983 “¾ŽûŠé‰v ‹Æ

Mobil (1974, 76) Marcor •¬ JJ‚Ä ‚µ•A 41 
Sohio (1981) Kennecott “ º • C ‹ à ‘® -136 
Exxon (1979) Reliance Electric “ d ‹ C Š í ‹ @ -58 
Arco Anaconda “ º • C Ž ‘ Œ¹ -155 
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•\ 3- 2-16 Exxon Mobil, Socal, Shell, Sun, Getty, Tenneco ‚É
‚æ‚éŠé‹Æ•‡•¹ (1978-80 ”N•j

Šé ‹Æ •f (1 ƒhƒ‹•j •f I Žx00•¥–œ‹àŠz I 

ESoxcaxoln, , SMheollbil | 7,495.4 

TSuennn, eGceo tty, 5,577.7 

•¬ Œv 13,073.1 

‚» ‚Ì ‘¼ 1,310.76 

‘• Œv 14,383.86 

Socal ‚Í•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[ ‚ Ì—Ý•Ï‘•Šz‚Ì

8.9%, Ž‘–{Žx•o‚Ì 16.1 •Ê•C•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Ì18.7

_b0kvø_S0Y0‹˜M0’T�Ou "SÖ_—m;RÕ0xT�0Q0f0D

‚é•B‚¾‚ª•D‚»‚Ì ‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç‚Í Amax ‚É‚æ‚Á‚Ä‚È

‚³‚ê‚Ä‚̈ ‚è•C �S�o�c�a�l •êOS0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0oÿ�

‚± ‚ ÌŽžŠú‚É‚¨ ‚¢ ‚Ä‚« ‚ í ‚ß ‚Ä’á•…•€‚Å‚   ‚Á ‚½•B

‚±‚ÌŒ´̂ ö‚Í•C 78 ”N‚Ì Amax ‚Ö‚ÌŽc‚è 80 •“ ‚ ÌŽ•

•ªŽæ“¾‚ð‚©‚¯ ‚Ä‚ÌƒeƒCƒN•EƒI•[ƒo•[•Eƒrƒbƒh‚ª

Ž¸”s‚µ‚½‚½‚ß‚Å‚ ‚é•B‚±‚ê‚ª•¬Œ÷‚µ‚Ä‚¨‚ê‚Î•C

Socal ‚Í•C–ñ 20 ‰­ƒhƒ‹‚ðŽæ“¾Žx•o‚Æ‚µ‚ÄŒv•ã‚µ

‚Ä‚¢‚½‚Í ‚¸ ‚Å‚  ‚é•B“¯Žž‚É Amax ‚ÌƒAƒ•ƒŠƒJ

•‘“à‘½Šp‰»˜H•ü‚ð‚Ð‚«‚Â‚¬•C Socal ‚Ì”ñƒGƒl

0ë0®0üR�‘Î0g0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ‘Í‰–•ï}Ú0Lf�xº

‚Æ‚È‚Á‚½‚Å‚ ‚ë‚¤ 109) 0 

‚Æ‚±‚ë‚Å•C Texaco ‚ Í •C ‚± ‚ ÌŠúŠÔ•CˆêŒ• ‚àŽæ

“¾Šˆ“®‚ð‚¨ ‚±‚È‚Á‚Ä‚¢‚È‚¢ (81 ”N‚ÉŽx•¥‘•Šz‚ª

Šm”F‚µ‚ ¦ ‚È‚¢ Neches Butone Products ‚Ì 50

Œ`Ž••ª‚ÌŽæ“¾‚ª‚ ‚é‚Ì‚Ý‚Å‚ ‚é•j•B‚»‚Ìˆê•û‚Å•D

‘O•q‚µ‚Ä‚¨‚¢‚½‚æ‚¤‚É•D 20 ‰­3200 –œƒhƒ‹ ‚ ÌŽèŒ³

—¬“®•«‚ð•V‚½‚É’~•Ï ‚µ ‚Ä‚¨ ‚è•D‚â‚ª ‚Ä•D’´•X‘å

109) •¼ ä̂̃ a•v•u•Ä•‘‚ÌŽY‹Æ•E‹à—Z•Ä•Ò•¬‚Ì•V“®Œü•v•D
60~61 ƒy•[ƒW•B

0~0_ �S�o�h�i�o 0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0L�B�P 0nN�uLb&

—ª‚É‚æ‚Á‚Ä‹K’è‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C Ken-
necott ‚Ì”ƒŽû‚Æ‚ÌŠÖ̃A‚Å•C •gStaking a Global 
Chain'~ (Forbes, July 6, 1981) ‚ª•Ú‚µ‚¢•B

•Ê Œ• •” —ò

52.1 20 26.0 

38.8 31 40.3 

90.9 51 66.2 

9.1 26 33.8 

100.0 77 100.0 

Œ^•‡•¹‚Ö‚¨‚±‚È‚¤‚±‚Æ‚É‚È‚é‚ª•C 1978-80 ”N‚É

0J0D0f0oT�Ou "SÖ_—m;RÕ0omˆiuv„0g0B0Šÿ�ŒÇg,

’~•ÏŠˆ“®‚É‚Ù‚Æ‚ñ‚ÇƒEƒGƒCƒg‚ð‚¨‚¢‚Ä‚¢‚È‚¢•B

”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[•ª–ì‚ÌŠé‹ÆŽæ“¾‚ª•CƒGƒlƒ‹ƒM•[

•ª–ì ‚Æ‚Ü‚Á‚½‚­–³ŠÖŒW‚Å‚Í ‚È‚¢‚ª110>, Mobil 

‚ð•œ‚¢‚Ä Exxon, Socal ‚Í”ñƒGƒlƒ‹ƒM•[•ª–ì‚Å

‚ÌŽæ“¾Šˆ“®‚ð‹­‰»‚µ‚Ä‚¢‚é‚Æ•]‰¿‚Å‚«‚é•B

Texaco ‚Æ Socal ‚Í 1984 ”N‚É‚¢‚½‚Á‚Ä’´•X‘å

Œ^‚ ÌŠé‹Æ•‡•¹ ‚ ÌŽå–ð‚ð‰‰‚¶‚é ‚± ‚Æ‚É‚È‚é ‚ª •D

�1�9�7�8�-�8�0 ^t0nkµ–Ž0g0oÿ�T�Ou "SÖ_—0k0ˆ0‹Q•}è

‰^“®‚Ì—HŠO‚É‚¨‚©‚ê‚Ä‚¢‚½•C

•ÅŒã‚ÉƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ‚É ‚Â ‚¢ ‚ÄŒŸ“¢ ‚µ ‚Ä ‚Ý ‚æ

‚¤•B

0»0«0ó0É�4 y>0nT�Ou "SÖ_—e/Qú˜M0n0{0h0“0i

‚Í•C Shell ‚É‚æ‚é Beldrige Oil ‚Ì 36 ‰­6000 –œƒh

ƒ‹‚Ì”ƒŽû‚Å‚ ‚é•BƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï‘•Šz•D

‹y‚ÑŽ‘–{Žx•o—Ý•Ï ‘ •Šz‚É‚Â‚¢ ‚Ä‚Ý‚Ä‚Ý‚é ‚Æ•D

Standard Oil of Indiana ‚ª 4.9 •Ê•D 5.7 Œ L Ž Ÿ

‚Ì Arco ‚ª•D 4.3 ŒL 5.1% ‚Å‚ ‚é•B Gulf ‚É‚¢‚½

‚Á‚Ä‚Í 1.3 ŒL 1. 7Œ`‚ÆƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ’†‚Å•Å’ê‚Å

‚ ‚è•D 16 ŽÐ‘S‘Ì‚Å‚à•D‰º‚©‚ç 4 ”Ô–Ú‚Å‚ ‚é•i•\

3 - 2 -12 • D ƒ R ƒ ‰ ƒ €(12) •j•B

110) "Mobil wants to be your milkman" (Forbes, 
February 13, 1984). 
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•\ 3-2-17 ƒgƒbƒv 16 ŽÐ‚É‚æ‚é‘¼‚Ì•Î–ûŠé‹Æ•‡•¹ (1978-80 ”N•j

”ä —¦•i•Ê•j
•‡•¹Šé‹Æ ” í • ‡ • ¹ Š é ‹ Æ Žæ“¾‹àŠz

I I (100 –œƒhƒ‹•j
(1p) (2p) (3 ƒh•j

Sun Texac Pacific Oil (1980) 2,300 84. ‚à 78 74.5 
(80. 2> 

Shell Belridge Oil (1979) 3,660 -3,29(871..3 9) 52 72.5 

Mobil General Crude Oil (1979) 792 111.4 37 44.0 

VOikil) er(1s 9E80n) ergy (Trans Ocean 715 {5308..73) ) 

Getty Reserve Oil & Gas (1980) 628 50 •D‚Ô 29 48.5 
(49. 

Sohio WExepblb orRateiso ou(1rc9e79s ) and Newco 105 5. ‚à 7 5.4 
(5. 

Gulf Amalgamated Bonanza (1979) 121 -60(2,3500 .0) 5 9.3 

Œv 8,321 57.8 

1) (1)= •Î–ûŠé‹Æ•‡•¹”ï—p
Šé‹ÆŽæ“¾•{”ñ•Î–û•”–å“ŠŽ‘‚Ì‘••ª (1978-80)

XlOO 

2) ƒJƒbƒR“à‚Ì•”’l•• •Î–ûŠé‹Æ•‡•¹”ï—p
•‡•¹Žž‚ÌŠé‹ÆŽæ“¾•{”ñ•Î–û•”–å“ŠŽ‘

XlOO 

3) (2)= •Î–ûŠé‹Æ•‡•¹”ï—p •Î–ûŠé‹Æ•‡•¹”ï—pXlOO 4) (3)= 
'79 ‚Æ'80 ”N‚Ì•‘“à•Î–ûŠJ”­“ŠŽ‘

Shell ‚Í•C•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Ì 79 •“‚É‘Š‘Î‚·‚éŠz

0’SÖ_—m;RÕ0kb•0X0f0J0Šÿ�T�Ou "SÖ_—m;RÕ0nŒÇ

–{’~•Ï‚É‚¨‚¯‚éƒEƒGƒCƒg‚Í•‚‚¢‚Æ‚¢‚¦‚é•B‘¼‚Ì

ŽOŽÒ‚Í•D‚«‚í‚ß‚Ä’á‚­•Cƒ•ƒWƒƒ•[‚Ìˆêˆõ‚Å‚ ‚é

Gulf ‚Í•C 0{0h0“0iT�Ou "SÖ_—m;RÕ0’‘Í‰–0W0f

‚µ•R‚È‚µ•R•B

‚±‚ Ì ‚± ‚Æ‚Í•C‘O•€‚ÅŽw“E‚µ‚Ä‚ ¨ ‚¢ ‚½‚æ‚¤‚É

Arco ‚ÆStandard Oil of Indiana ‚ª•Î–ûŽ–‹Æ

“ŠŽ‘‚ðŠg‘å‚µ‚Ä‚¢‚é‚½‚ß‚Å‚ ‚Á‚Ä•CŒã‚É•q‚×‚é

‚æ‚¤‚É•CŠé‹ÆŠî”Õ‹­‰»‚ð—¼ŽÒ‚Í’T•z•EŠJ”­“ŠŽ‘

‚Ì‘¤‚ÉƒEƒGƒCƒg‚ð‚¨‚¢‚Ä‚¢‚é‚½‚ß‚Å‚ ‚é•B

È̂•ã•C 16 •Î–ûŠé‹ÆŠeŽÐ‚ÌŽ‘–{’~•ÏŠˆ“®‚É‚¨‚¯

0‹T�Ou "SÖ_—m;RÕ0n0¦0¨0¤0È0’}Ïbì0Y0Œ0pÿ�k!

‚Ì‚æ‚¤‚É‚È‚ë‚¤•B

1978-80 ”N ‚É ‚ ¨ ‚¢ ‚Ä•C• Î–ûŠé‹Æƒgƒbƒv16 ŽÐ

‚Í•D ‰ß•­‚É‚Ý‚Â‚à‚Á‚Ä•D 143 ‰­8386 –œƒhƒ‹‚ÌŠé

imT�Ou "SÖ_—b•ŒÇ0’0J0S0j0c0_0�0]0Œ0o0­0ã0Ã

ƒVƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï‘•Šz‚Ì11.1% •C’·ŠúŽ‘–{Žx•o

Šé‹ÆŽæ“¾•{”ñ•Î–û•”–å“ŠŽ‘‘•Œv ('79,'80)

‚Ì 14.1% ‚ð•è‚ß‚Ä‚¨‚è•C•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Ì 21.1%

‚É‘Š“–‚µ‚Ä‚¢‚é•B

ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚¨‚æ‚Ñ’·ŠúŽ‘–{Žx•o‚Ì•L

0ss‡0h0n•¢•#0g0•0‹0hÿ�T�Ou "SÖ_—m;RÕ0o0]0Œ

‚¼‚ê20.8 •Ê•C 25 .2Œ`‚ð•è‚ß•C—Ý•Ï‘•Šz‚Å‚Ì”ä—¦

‚ð•ã‰ñ‚Á‚Ä‚¢‚é•BƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì‘•‘å•C

‹y‚ÑŽ‘–{Žx•o‚Ì‘•‘å‚ð•ã‰ñ‚é‘¬“x‚ÅŽx•o‚ª‘•‘å

‚µ‚½‚±‚Æ‚ðŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚é•B

16 ŽÐ‚Ì‚¤‚¿•D Exxon, Mobil, Socal, Shell, Sun, 

Getty, �T�e�n�n�e�c�o 0Lÿ�g�0‚m;vz0kT�Ou "SÖ_—m;

“®‚ð‚¨‚±‚È‚Á‚Ä‚¨‚è•CŽ‘–{’~•Ï‚É‚³‚¢‚µ‚Ä•l—¶

‚³‚ê‚éƒEƒGƒCƒg‚à•C‚»‚ê‚¾‚¯‘å‚«‚¢•B‚±‚ê‚ç 7

y>0nT�Ou "SÖ_—e/bU˜M0`0Q0gÿ�QhOS0n�9�0�.�9 _i0’

S`0•ÿ� �1�9�7�8�-�8�0 ^t0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0Lÿ�0{0}ÿ�

‚±‚ê‚ç 7 ŽÐ‚É‚æ‚Á‚Ä‚¨‚±‚È‚í‚ê‚½‚Æ‚¢‚Á‚Ä‚à‚æ

‚¢•i•\ 3-2-16) •B‚Ü‚½ Exxon, Mobil, Socal, 

Shell ‚ ªŽx •¥ ‘ •Šz ‚ Ì 52.1% ‚ð•è‚ß‚Ä‚¨‚è•C‚±

0ng�0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0’N;\�0W0f0D0‹0h0D0H0ˆ
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•\ 3-2-18 •u•iŠé‹Æ•jŽæ“¾‚Æ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘•v (1978-80 ”N•j

•i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•j

Šz
•iŠé‹Æ•jŽæ“¾‚ð•·‚µ̂ø‚¢‚½Žx•o

ƒ O ƒ ‹ • [ ƒ v ‘•

I I 
(3p) (4)4) 

Ž x • o Š z (1)1) (2 ˜F

ƒ g ƒ b ƒ v4ŽÐ 8,870 5,034.6 9.1 —ò 13.8 •Ê 13.8 62.4 
ƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ 11,388 6,815.64 21.3 18.7 40.3 50.3 
ƒ g ƒ b ƒ v8 ŽÐ 20,258 11,850.25 17.3 12.9 

ƒZƒJƒ“ƒh 8ŽÐ 13,705 7,728.89 22.9 20.3 43.6 43.6 

Œv (16 ŽÐ•j 33,963 19,579.14 I 19.1 15.1 

•k’••l 1) (1) ‚ÍŠeƒOƒ‹•[ƒv‚Ì 1978-80 ”N‚Ì“ŠŽ‘Žx•o—Ý•Ï‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Å‚ ‚é•B
2) (1) ‚ÍŠeƒOƒ‹•[ƒv‚Ì 1978-80 ”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•i‰ “̂]Ž‘–{‚Ì•Ï

‰»‚Í•l—¶‚µ‚Ä‚¢‚È‚¢•j
3) •\ 3-2-3 ƒRƒ‰ƒ€(5) ƒ}ƒCƒiƒX–{•\ 3-2-3 ƒRƒ‰ƒ€(5)
4) •\ 3-2-3 ƒRƒ‰ƒ€(6) ƒ}ƒCƒiƒX–{•\ 3-2-3 ƒRƒ‰ƒ€(6)

‚¤•B

T�Ou "SÖ_—m;RÕ0oÿ��1�6 y>QhOS0g0•0fÿ�0¨0Í0ë

ƒM•[•ª–ì‚ªŽx•¥Šz‚Å‚Ý‚Äˆ³“|“I‚É‘½‚­ (1978-

81 ”N‚Å•C 71.2% ‚É’B‚· ‚é•B•\ 3-2-12 •CƒRƒ‰

ƒ€(22)) •C ‚µ ‚¾ ‚¢ ‚ÉƒGƒ lƒ ‹ƒMˆê• ”–å ‚Æ‚è ‚ í ‚ ¯ • Î

–û•E“V‘RƒKƒXŽY‹Æ‚Ì‹£‘ˆŠé‹Æ“¯Žu‚Ì‘åŒ^•‡•¹‚ª

‚Ó‚¦‚éŒXŒü‚É‚ ‚é•B‹£‘ˆ‘ŠŽè‚½‚é•Î–ûŠé‹Æ‚ÌŽæ

“¾‹àŠz‚Í•C 83 ‰­2100 –œƒhƒ‹‚É‚¨‚æ‚ñ‚Å‚¢‚é•i•\

3 - 2 -17) •B

‡G ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘Žx•o

”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Ì“®Œü‚ðŒŸ“¢‚µ‚Ä‚Ý‚æ‚¤•B 16

ŽÐ‚Ì•uŽæ“¾‚Æ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘•v‚Æ‚³‚ê‚½Žx•o•€

vî0K0‰ÿ�RM˜�0nO�imT�Ou "SÖ_—e/bU˜M0’c§–d0W

‚½‚à‚Ì‚ª•\ 3-2-9 ‚Å‚ ‚é•B•Î–ûŽ–‹Æ‹y‚ÑŠé

imT�Ou "SÖ_—NåY�0nQh0f0n•wg�ŒÇg,e/Qú0LT+0~

‚ê‚Ä‚¢‚é•B

–{•\‚Í•C‘O•q‚µ‚Ä‚¨‚¢‚½‚æ‚¤‚É‰ß‘å•]‰¿‚³‚ê

‚Ä‚¢‚é•B ‚±‚Ì“_‚ð• l—¶‚Â‚Â‚Ý‚Ä‚Ý‚é‚Æ•C”ñ•Î

–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Í•C 16 ŽÐ‘S‘Ì‚Å 1978-80 ”N‚É‘•Šz 19

5‰­7914 –œƒhƒ‹‚ªŽx•o‚³‚ê•C ‚»‚ê‚ÍŽ‘–{Žx•o‘•

Šz‚Ì 19.1 •Ê•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•Šz‚Ì15.1%

‚ð•è‚ß‚Ä‚¢‚é•i•\ 3-2-18) •B

ƒOƒ‹•[ƒv•Ê‚ÉŒŸ“¢‚ð‰Á‚¦‚é‚Æ•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚É

‘Î”ä‚µ‚ÄƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ‚ÆƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ‚ª•CƒLƒƒ

ƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ÆŽ‘–{Žx•o‚Ì—Ý•Ï‘•Šz‚É‘Î‚·‚é

”ä—¦‚ð•‚‚­‚µ‚Ä‚¢‚é•BƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‘Î

‚·‚éŽx•o”ä—¦‚Í•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚ª 13.8 Œ`‚Å‚ ‚é

‚ª•C ƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ‚Í 18.7 •Ê•C ƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚Í 2

0.3 •“‚Å‚ ‚é•BŽ‘–{Žx•o‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C‚»‚ê‚¼‚ê 9

.1%, 21. 3•Ê•C 22.9 •“‚Å‚ ‚é•i•\ 3-2-18) •B

‚±‚ÌŠeƒOƒ‹•[ƒv‚Ì”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘•s“®‚Ì‘Šˆá

‚ ÌŒ´ˆö ‚ð ’T ‚é ‚½‚ß ‚É• ì •¬ ‚µ ‚½‚ Ì ‚ ª • \ 3-2-

18, ƒRƒ‰ƒ€(3), (4) ‚Å‚ ‚é•B‚±‚ê‚Í•CƒLƒƒƒbƒVƒ…

•Eƒtƒ••[‚ÆŽ‘–{Žx•o‚É‘Î‚·‚éŠé‹ÆŽæ“¾Žx•¥Šz‚ð

•·‚µˆø‚­‘O‚ÆŒã‚Æ‚Ì•u•iŠé‹Æ•jŽæ“¾‹y‚Ñ”ñ•Î–û

Ž–‹Æ•vŽx•o‚Ì”ä—¦‚ÌŒ¸•­—¦‚ðŒvŽZ‚µ‚½‚à‚Ì‚Å‚ 

‚é•BƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚é‚Æ•C ƒgƒb

ƒv 4 ŽÐˆÈŠO‚ÌŠeƒOƒ‹•[ƒv‚ÍŒ¸•­—¦‚ªƒgƒbƒv4 ŽÐ

‚É”ä‚×‚Ä‘å‚«‚¢‚É‚à‚©‚©‚í‚ç‚¸•CŠé‹ÆŽæ“¾Šz•T

•œŒã‚Ì”ä—¦‚Í•‚‚¢•B‚·‚È‚í‚¿•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒt

ƒ••[‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Æ‚µ‚Ä•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚ª‘¼‚ÌƒO

ƒ‹•[ƒv‚É”ä‚µ‚Ä’á‚¢‚Ì‚Í•C ƒgƒbƒv 4ŽÐ‚Ì•u•iŠé

‹Æ•jŽæ“¾‹y‚Ñ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•v•€–Ú‚Ö‚ÌŽx•o”ä—¦‚ª

’á‚¢‚½‚ß‚È‚Ì‚Å‚ ‚é•B‘¼•û•CŽ‘–{Žx•o‚É‚Â‚¢‚Ä

‚Í•C‹t‚É•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Í‘¼ƒOƒ‹•[ƒv‚É”ä‚×‚ÄŒ¸

•­—¦‚ª•‚‚¢•B‚±‚ê‚Í•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚ª‘Š‘Î“I‚É‚æ
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•\ 3-2-19 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚É‚æ‚é‰»Šw•”–å‚Ö‚Ì“ŠŽ‘Žx•o (1978-80 ”N•j

•i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•j

ƒ O ƒ ‹ • [ ƒ v ‘• Šz I (1) (2) (3) 

ƒ g ƒ b ƒ v4 ŽÐ 2,246 44.6 4.1 6.1 
ƒ g ƒ b ƒ v8 ŽÐ 5,253 25.9 5.7 7.7 

•iƒgƒbƒv 4ŽÐ‚ð•œ‚­•j 3,007 26.4 8.3 9.4 
ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h8 ŽÐ 1,880 16.5 4.9 5.6 

16 ŽÐ Œv 7,133 52.0 5.5 7.0 

•k’••l •i1) Šé‹ÆŽæ“¾Šz‚ð•T•œ‚µ‚½•u”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•v“ŠŽ‘Žx•o‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦
(2) ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦
(3) Ž‘–{Žx•o—Ý•Ï‘•Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦

‚è‘½‚­Šé‹ÆŽæ“¾‚Ö“ŠŽ‘‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚ðˆÓ–¡‚µ‚Ä

‚¢‚é•B

16 ŽÐ‚Í•C 1978-80 ”N‚ÉƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•

Šz‚É‘Î‚µ‚Ä 15.1 •Ê•CŽ‘–{Žx•o‘•Šz‚É‘Î‚µ‚Ä 15.1

•Ê‚Ì”ñ•Î–ûŽ–‹Æ‚Ö‚Ì“ŠŽ‘Žx•o‚ð‚¨‚±‚È‚Á‚½•B

ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[ ‚ÉŠÖ‚µ‚Ä‚Íƒgƒbƒv4 ŽÐ‚ª

•u•iŠé‹Æ•jŽæ“¾‹y‚Ñ”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•v•€–Ú‚ÌŽx•o”ä—¦‚ª

’á‚¢‚½‚ß‚É•D‚Ü‚½Ž‘–{Žx•o‚ÉŠÖ‚µ‚Ä‚Í•D ƒgƒbƒv

4 ŽÐ‚ª‘Š‘Î“I‚ÉŠé‹Æ•‡•¹‹àŠz‚ð‘•‚â‚µ‚Ä‚¢‚é‚½

‚ß•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐˆÈŠO‚ÌŠeƒOƒ‹•[ƒv‚Ì”ñ•Î–ûŽ–‹Æ

Ž‘–{Žx•o‚Í‘Š‘Î“I‚É•‚‚Ü‚Á‚½‚ÆŒ‹˜_‚µ‚¦‚æ‚¤•B

‚Æ‚±‚ë‚Å•C•u•¶ŽY“I•v“ŠŽ‘Žx•o‚Æ‚¢‚¤ŠÏ“_‚©

‚ç‚Ý‚é‚Æ•C‚±‚Ì•u”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•v“ŠŽ‘Žx•o‚Í•C‚»

‚ê‚ªŠé‹ÆŽæ“¾‚ð‰ß•­•]‰¿‚µ‚Ä‚¢‚é“_‚É‰Á‚¦‚Ä•C

‘å‚«‚È–â‘è‚ðŠÜ‚ñ‚Å‚¢‚é•BŽq‰ïŽÐ‚Ö‚Ì“ŠŽ‘‚â‘Ý

•t‚¯‚ðŠÜ‚ñ‚Å‚¨‚è•D‚Ü‚½•C’·Šú•Â‚Ì•w“ü‚ð‚àŠÜ

‚ñ‚Å‚¢‚é‚©‚ç‚Å‚ ‚é•B‚½‚Æ‚¦‚Î•C Sohio ‚É‚æ‚é

18 ‰­ƒhƒ‹‚Ì’·Šú•à–±•È•ØŒ”‚Ö‚Ì“ŠŽ‘•C Mobil ‚É

‚æ‚éŽq‰ïŽÐMontgomery Wards ‚Æ Contain-

er Corporation ‚ÌŽ–‹Æ‚Ö‚Ì 8 ‰­ƒhƒ‹‚Ì“ŠŽ‘•C

Arco ‚Ì Anaconda ‚ÌŽ–‹Æ‚Ö‚Ì 6‰­ƒh•jƒŒ•C Ten-

neco ‚É‚æ‚é•s“®ŽY•CŒš’z•C”_‹Æ‹@ŠB•C•¶–½•Û

Œ¯‹Æ‚È‚Ç‚Ö‚Ì 6‰­ƒhƒ‹‚ÌŽx•o‚È‚Ç‚ª‚È‚³‚ê‚Ä‚¨

‚è•C‚±‚ê‚ç‚à‚Ü‚½•u”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•v‚ÉŠÜ‚Ü‚ê‚Ä‚¢

‚é•B‚±‚ê‚ç‚ð•T•œ‚·‚éŽ‘—¿‚Í‚È‚¢•B

‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä•u”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•v‚Ö‚Ì“ŠŽ‘Žx•o‚Ì‚¤

‚¿•C•u•¶ŽY“I•v“ŠŽ‘‚Æ‚µ‚ÄŽæ‚è•ã‚°‚é‚±‚Æ‚ª‹–

‚³‚ê‚é‚Ì‚Í‰»Šw•”–å‚Ö‚Ì“ŠŽ‘‚Å‚ ‚è•C‚»‚ê‚ÍŽ‘

—¿‚ª‘¶•Ý‚µ‚Ä‚¢‚é•B

16 ŽÐ‚É‚æ‚é‰»Šw•”–å“ŠŽ‘‚Í•C 1978-80 ”N‚Ì 3

”NŠÔ‚Å‘•Šz71 ‰­3300 –œƒhƒ‹‚¨‚±‚È‚í‚ê‚½•i•\ 3

-2-19) •B‚±‚ê‚Í•CŠé‹ÆŽæ“¾‘•Šz‚ð•T•œ‚µ‚½”ñ

•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘Žx•o‘•Šz‚Ì 52.0 •Ê‚Å‚ ‚é•B‚Ü‚½•C

ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•Šz‚Ì5.5 •Ê•CŽ‘–{Žx•o‘•

Šz‚Ì 7.0% ‚ð•è‚ß‚Ä‚¢‚é•iƒRƒ‰ƒ€•[ (1), (2), (3) •j•B

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚ð•œ‚¢‚½ƒgƒbƒv8 ŽÐ’†‚Ì 4 ŽÐ‚Ì”ä

—¦‚ª•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ÆŽ‘–{Žx•o‚Æ‚É‚¨‚¢

‚Ä‘Š‘Î“I‚É•‚‚¢‚ª•C‘¼‚ÌƒOƒ‹•[ƒv‚Æ•C‚»‚ê‚Ù‚Ç

Œ°’˜‚È‘Šˆá‚Í‚È‚¢•B‚Þ‚µ‚ë•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚ªŠé‹Æ

Žæ“¾Žx•¥‘•Šz‚ð•T•œ‚µ‚½•u”ñ•Î–ûŽ–‹Æ•v‘•Šz‚É

‘Î‚·‚é•…•€‚ð‘Š‘Î“I‚É‚©‚È‚è•‚‚ß‚ÉˆÛŽ•‚µ‚Ä‚¢

‚é‚Ì‚ª–Ú‚É‚Â‚­•B‚±‚ê‚Íƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Ì•Î–û‰»Šw

•”–å‚Ö‚Ì”ä•d‚ª•‚‚¢‚±‚Æ‚©‚ç•¶‚¶‚Ä‚­‚é•B

1978-80 ”N‚Ì‘•Œ¸—¦‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C‚ ‚¦‚ÄŒv•ã

‚µ‚È‚©‚Á‚½‚ª•C‚»‚ê‚É‚Â‚¢‚Ä‚ÍˆÈ‰º‚Ìˆø—p‚ª‚ 

‚Ä‚Í‚Ü‚ë‚¤•B

•u•Î–û‘åŠé‹Æ‚Í•C ‚Ü‚½•Å‚à‘å‚«‚È•Î–û‰»Šw‚Ì

•¶ŽYŽÒ‚Å‚à‚ ‚é•B‰ß‹Ž2 ”N‚É‚í‚½‚Á‚Ä•C‰»ŠwŽ–

‹Æ‚É”ñ•í‚É‘å‚«‚È“ŠŽ‘‚ð‚µ‚½Šé‹Æ‚Í•C‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç

‚È‚¢•B Mobil, Socal, Arco ‚¾‚¯‚ª‰»Šw•ª–ì‚Ì“Š
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Ž‘‚ð•C‚©‚È‚è‚Ó‚â‚µ‚½•B•c•c‰»Šw•ª–ì‚Ö‚Ì“ŠŽ‘

‚Í•C 1979 ”N‚Æ 1980 ”N‚Æ‚Å64 ‰­ƒhƒ‹‚É’B‚·‚é‚É‚à

‚©‚©‚í‚ç‚¸•C‚»‚ê‚Í•C‚¾‚¢‚½‚¢ 1978 ”N‚ÌƒŒƒxƒ‹

‚Æ“̄ ‚¶‚Å‚ ‚é•B 1980 ”N‚Í•C 1970 ”N‘ã‚É•i“W‚µ‚½

–c‘å‚È‰ß•è”\—Í‚ÌŒ‹‰Ê‚Å‚ ‚éŒ¸‘Þ‚µ‚½•C‚ ‚é‚¢

‚Í•C‰¡‚Î‚¢‚Ì‚Ü‚Ü‚É‚Æ‚Ç‚Ü‚Á‚½‰»Šw•ª–ì‚Ö‚Ì“Š

Ž‘‚ª‘±‚¢‚½‚Ù‚Ú 5 ”NŠÔ‚Ì•IŽ~“_‚ð‹L˜^‚µ‚½•v 11:!)

‰»ŠwŽ–‹Æ‚Ö‚ÌŽ‘–{Žx•o‚Ì•Ä•‘“à‚Æ•‘ŠO‚Ö‚Ì•ª

Š„”ä—¦‚É‚Â‚¢‚Ä‚ÌŽ‘—¿‚Í‘¶•Ý‚µ‚È‚¢•B‚±‚Ì“_‚Æ

”ñ•Î–ûŽ–‹ÆŽ‘–{Žx•o‚É‚¨‚¯‚é‰»Šw•”–åˆÈŠO‚ÌŒ»

ŽÀŽ‘–{’~•Ï‚Æ‚ª•C‚Ç‚Ì‚æ‚¤‚É‘ŠŽE‚µ‚ ‚¤‚©‚Í•s

–¾‚Å‚ ‚é•B‚±‚±‚Å•C”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘Žx•o‚É‚¨‚¯

‚é•Ä•‘“à‚ÌŒ»ŽÀŽ‘–{’~•Ï‚ð‰»ŠwŽ–‹Æ‚Ö‚ÌŽ‘–{Žx

•o‚Ì‚Ý‚ÉŒÀ‚é‚Æ‚·‚ê‚Î•C•Ä•‘“à‚Å‚Ì•Î–ûŽ–‹Æ“Š

Ž‘Žx•o‚Æ•‡ŽZ‚·‚ê‚Î•CŒ»ŽÀŽ‘–{’~•Ï‚Ì‘•Šz•C‚µ

‚½‚ª‚Á‚Ä•¶ŽY—Í‚Æ•¶ŽY”\—Í‚ÌŠg‘å‚ÉŒ‹‚Ñ‚Â‚­“Š

Ž‘Šz‚ð•„Œv‚µ‚¦‚é‚Í‚¸‚Å‚ ‚é•B

111) Energy Action, op. cit., p. 122. 
112) Ibid., p. 122. 

3. ƒgƒbƒv16 •Î–ûŠé‹Æ‚ÌŽ‘–{’~•Ï•s“®‚ÆŠé‹Æ

T�Ou "SÖ_—m;RÕ

(1) ƒgƒbƒv16 ŽÐ‚É‚¨‚¯‚éƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[

Žg“r (1978-80 ”N•j‚Ì“Á’¥

È̂•ã•C 1978-80 ”N‚Éƒgƒbƒv16 •Î–ûŠé‹Æ‚É‚æ‚Á

‚ÄŠl“¾‚³‚ê‚½—Ý•Ï‘•Šz129 ‰­7910 –œƒhƒ‹‚ÌƒLƒƒ

ƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ÌŽg“r‚É‚Â‚¢‚Ä•CŒŸ“¢‚ð‰Á‚¦‚½•B

1978-80 ”N‚Æ‚¢‚¤’Z‚¢ŠúŠÔ‚Å‚Í‚ ‚ê•C‚±‚ÌŒŸ“¢

‚©‚çƒ•ƒWƒƒ•[ 5 ŽÐ‚ðŠÜ‚Þ‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚Ì70 ”N‘ã

‚É‚¨‚¯‚éŽ‘–{’~•Ïƒoƒ^•[ƒ“‚É‚Ç‚Ì‚æ‚¤‚È•«Ši‚Ã

‚¯‚ª‚È‚µ‚¦‚é‚Å‚ ‚ë‚¤‚©•B‚»‚µ‚Ä•CŠé‹Æ•‡•¹•E

Žæ“¾Šˆ“®‚Í•C‚»‚ÌŽ‘–{’~•Ïƒpƒ^•[ƒ“‚É‚¨‚¢‚Ä•C

‚Ç‚Ì‚æ‚¤‚ÈˆÊ’u‚ð•è‚ß‚Ä‚¢‚é‚Ì‚©•B•ÅŒã‚É•CŠé

‹Æ•‡•¹•E”ƒŽûŠˆ“®‚ð‚Æ‚à‚È‚¤•Î–û‘åŠé‹Æ‚ÌŽ‘–{

‘æ 50 Š ª ‘ æ3 • 4 •†

’~•Ï•s“®‚Í•C•Ä•‘Œo•Ï•­•ô‚É•C‚Ç‚Ì‚æ‚¤‚È–â‘è

‚ð‚È‚°‚©‚¯‚Ä‚¢‚é‚Ì‚©•B–{•€‚Å‚Í•C‚±‚ê‚ç‚Ì•”

–â‘è‚ðŒŸ“¢‚µ‚Ä‚Ý‚½‚¢•B

–â‘è‚ÌŒŸ“¢‚É“ü‚é‚Ü‚¦‚É•C‚±‚ê‚Ü‚Å‚ÌŒŸ“¢•ì

‹Æ‚ÌŒ‹‰Ê‚ð•D‚Ü‚¸•®—•‚µ‚Ä‚¨‚±‚¤•B

•\ 3-3-1 ‚Í•C’·ŠúŽ‘–{Žx•o‚Ì‚¤‚¿•C•Ä•‘

Œo•Ï‚Ì•¶ŽY”\—Í‚ÌŠg‘å•C‚ ‚é‚¢‚Í•¶ŽY•«‚ÌŒü•ã

‚É‰½‚ç‚©‚ÌŒ`‚ÅŠÖ˜A‚·‚é‚ÆŽv‚í‚ê‚éŽx•o•€–Ú‚ð

ˆê——‚µ‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚é•B

‚·‚Å‚ÉŠeŽx•o•€–Ú‚ðŒŸ“¢‚µ‚½‰Ó•Š‚ÅŽw“E‚µ‚Ä

‚¨‚¢‚½‚æ‚¤‚É•CŒµ–§‚ÈˆÓ–¡‚Å‚Ì•Ä•¶ŽY‰ß’ö‚ÌŠg

‘å‚É’¼•ÚŠñ—^‚·‚éŽx•o‘•Œv‚Å‚Í‚ ‚è‚¦‚È‚¢•B•Î

–û‰º—¬•”–å“ŠŽ‘Šz‚Í•C•‘“àŠO‚ÌŽx•o•ªŠ„‚ª‚È‚³

‚ê‚Ä‚Í‚¢‚È‚¢•B‚Ü‚½•C‚Æ‚è‚í‚¯Œë•·‚ð•¶‚¶‚³‚¹•C

‘•Šz‚ð‰ß‘å•]‰¿‚³‚¹‚é‚Ì‚Í•C”ñ•Î–ûŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚Å

‚ ‚Á‚½•B‚»‚±‚Å•C‚±‚Ìˆê——•\‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í•C 3”N

ŠÔ‚É‚í‚½‚é“ŠŽ‘Žx•oŠz‚ª‚í‚©‚é‰»ŠwŽ–‹Æ“ŠŽ‘‚ð

•Ê‚É‚µ‚Ä•WŒv‚µ‚½‚à‚Ì‚àŒf•Ú‚µ‚Ä‚¨‚¢‚½•B

wól¹•‹vz "u�u#0nb•ŒÇ˜M0Lÿ�Qh0OSŸl¹0n•‹

vz "u�u#0n0•0kb•0X0‰0Œ0_0‚0n0g0B0c0_0h0W0f

‚à•C‚»‚ê‚ª•C—•˜_“I‚ÉŒµ–§‚ÈˆÓ–¡‚É‚¨‚¢‚Ä•uŒ»

ŽÀŽ‘–{’~•Ï•v•••u•¶ŽYŠg‘å“I“ŠŽ‘•v‚ð•\‚í‚µ‚Ä

‚¢‚é‚í‚¯‚Å‚Í‚È‚¢‚±‚Æ‚Í‚¢‚¤‚Ü‚Å‚à‚È‚¢•B‚µ‚©

‚µ•C‚±‚ê‚çŽx•o•€–Ú‚Ì“®Œü‚ðŒŸ“¢‚·‚é‚±‚Æ‚É‚æ

‚Á‚Ä•C•uŒ»ŽÀŽ‘–{’~•Ï•v•••u•¶ŽYŠg‘å“I“ŠŽ‘•v

‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ìˆê’è‚Ì“®Œü‚ð‚Æ‚ç‚¦‚é‚±‚Æ‚Í•o—ˆ‚æ

•K{ ƒ m

ˆÈ‰º‚Å‚Í•C•u•¶ŽYŠg‘å“I“ŠŽ‘•v‚Æ‚Ì‚×‚é•ê•‡•C

•ã‚É‚Ì‚×‚½“_‚ð•lœä‚µ‚Â‚ÂƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[

‚ª•CƒAƒ•ƒŠƒJ‚Ì•¶ŽY•¨Žs•ê‚Ö•Ä‚Ñ“Š“ü‚³‚ê‚éŽx

•o‚É‚Â‚¢‚ÄŒÄ‚ñ‚Å‚¢‚é‚Ì‚Å‚ ‚é•B

‚Ü‚̧•C ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚Ì 1978-80 ”N‚É‚¨‚¯

‚éƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ÌŽg“r‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ì“Á’¥‚ð

•®—•‚µ‚Ä‚Ý‚æ‚¤•B

(i) ƒgƒbƒv 16 ŽÐ‚Í•CƒAƒ•ƒŠƒJ•‘“à‚Ì•u•¶ŽY
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•\ 3-3-1 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚É‚æ‚é

•‘“à•Î–ûŠJ”­“ŠŽ‘Šz •Î–û‰º—¬•”–å“ŠŽ‘Šz ”ñ•Î–ûŽ–•i‹Æ ‰»

ƒ O ƒ ‹ • [ ƒ v •» I ˆû I ('380 ) I 1197(48-) 80 •» I –ã I ('870 ) I 1197(88-) 80 •» I –¿
ƒ g ƒ b ƒ v4 ŽÐ 2,844 3,414 4,853 11,111 3,078 2,241 3,284 7,602 •ŸãÅ 1,3(30722.6 ) 

ƒ g ƒ b ƒ v8 ŽÐ 6,192 7,464 11,020 24,673 3,158 3,607 5,136 11,901 (1,37,4471 2) 3•i,404.3 •j 
1,596 

•iƒgƒbƒv‚ð 4ŽÐ•œ‚­•j 3,348 4,050 6,167 13,562 1,080 1,366 1,852 4,299 (11,0,93310 ) 2,0(87374.6 ) 

ƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ 2,170 2,491 4,026 8,687 1,178 1,661 1,603 4,442 1,4(65527.8 ) 1,3(51593.5 ) 

Œv(16 ŽÐ•j 8,362 9,955 15,046 33,360 4,336 5,268 6,739 16,343 4(2,9,32669.8 ) 4(,71989.8 ) 2, 1 

•k’••l 1) ƒRƒ‰ƒ€”́•C U8) ‚Í•DƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[•CŽ‘–{Žx•o—Ý•Ï‘•Œv (1978-80 ”N•j‚É‘Î‚·‚é•u•¶ŽYŠg

ƒRƒ‰ƒ€U5)U6) ‡P•C‹y‚Ñ U9) ‡S(21) ‚Í•CŠeŠúŠÔ‚Ì•u•¶ŽYŠg‘å“I“ŠŽ‘Žx•o•v‘•‰Á•ª‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•

Šg‘å“I“ŠŽ‘•v ‚Æ‚µ‚Ä•D 1978-80 ”N‚É‘•Šz692 ‰­

8210 –œƒhƒ‹‚©‚ç•D•­‚È‚­‚Ý‚Â‚à‚Á‚Ä‚à 568 ‰­8360

–œƒhƒ‹‚ð“ŠŽ‘‚µ‚Ä‚¢‚é•i•\ 3-3-1 •DƒRƒ‰ƒ€

U3) •j•B 3 ”NŠÔ‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï‘•Šz‚É‘Î

‚·‚é”ä—¦‚Í•D 53% ‚©‚ç 49 •“‚Å‚ ‚é•iƒRƒ‰ƒ€ (14)) •B

ŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚é‚Æ•D1978

-79 ”N‚ª 14. 6 (15. 4)%, 79-80 ”N‚ª 87. 2 (52. 3) 

%, 78-80 ”N‚Í 47.9 (32.4) •Ê‚Å‚ ‚é•iƒJƒbƒR

“à‚Ì•”’l‚Í•D ‰»ŠwŽ–‹Æ“ŠŽ‘ ‚ Ì ‚Ý ‚ð• l—¶‚µ‚½‚à

‚Ì•B ƒRƒ‰ƒ€(15), 06), (17)) •B 79-80 ”N‚É•DƒAƒ•ƒŠ

ƒJ•‘“à‚Ö‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì•Ä“ŠŽ‘‚ª‘•‰Á

‚µ‚Ä‚¢‚é‚ª•D 78-80 ”N‚ð’Ê‚µ‚Ä‚Ý‚ê‚Î•D‘•‰Á‚µ

‚½ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì2 •ª‚Ì 1 Žã‚µ‚©ƒAƒ•ƒŠ

ƒJ•‘“à‚Ö‚Í“ŠŽ‘‚³‚ê‚Ä‚¢‚È‚¢•B

‚Æ‚è‚í‚̄•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Í 78-80 ”N‚Å 26. 2 

(23.0) •Ê‚µ‚©ŒÀŠEƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ð•‘“à‚Ö

Œü‚¯‚Ä‚¨‚ç‚¸•iƒRƒ‰ƒ€(11)) •D‘¼•û•D ƒZƒJƒ“ƒh 4

ŽÐ‚ª•C•‘“à‚Ö‚Ì•Ä“ŠŽ‘‚É•Å‚à•Ï‹É“I‚Å‚ ‚é•B

0~0_ÿ�VýQ…wól¹•‹vz "u�u#0xQ•b•ŒÇ0U0Œ0_˜M

‚Í•DƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì—Ý•Ï‘•Šz‚Ì20% ‚É‚·

‚¬‚̧•D 1978-82 ”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì‘•‰Á

Šz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚Í•D‚í‚¸‚© 16% ‚Å‚ ‚é•i•\ 3 -

3-1 ƒRƒ‰ƒ€(21), Žl•j•B ‚±‚Ì”ä—¦‚à‚Ü‚½•D ƒgƒb

ƒv 4 ŽÐ‚É‚¨‚¢‚Ä•Å‚à’áˆÊ‚Å‚ ‚é•B

‚»‚êˆÈŠO‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Í•C‘ÎŠO•Î–û

N‹imb•ŒÇÿ�O�imT�Ou "SÖ_—0h0D0c0_•wg�ŒÇg,e/

•o‚Æ‰^“]Ž‘–{‚Ì•Ï‰»•i‚Æ‚è‚í‚¯•CŽèŒ³—¬“®•«‚Ì

‘•‰Á•j‚ÉŒü‚¯‚ç‚ê‚½•B

ŽèŒ³—¬“®•«‚Ì’~•Ï‚Í•C‚»‚êˆÈŠO‚Ì—¬“®Ž‘–{‚Ì

Œ¸•­‚É‚æ‚Á‚Ä‘ŠŽE‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‚½‚ß‰^“]Ž‘–{‚Ì•Ï

‰»‚Ì‘•‘å‚Æ‚µ‚Ä‚ ‚ç‚í‚ê‚È‚©‚Á‚½‚ª•CƒLƒƒƒbƒV

ƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì 3 ”NŠÔ‚Ì‘•‰Á•”•ª‚Ì 21% ‚É‘Š“–‚µ

‚Ä‚¢‚½•i•\ 3-3- 1 •CƒRƒ‰ƒ€(5) •j•B‚Æ‚è‚í‚̄•D

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚É‚¨‚¢‚Ä•D‚±‚Ì”ä—¦‚Í 26.7% ‚É‚à’B

‚µ•D 3 ”NŠÔ‚Ì‘•‰Á—¦‚Í‚à‚Á‚Æ‚à•‚‚¢•B

‚±‚Ì‚½‚ß‚à‚ ‚Á‚Ä•C’·ŠúŽ‘–{Žx•o‚ª‘•‘Ì“I‚É

b‘R60U0Œ0f0D0‹0j0K0gÿ�O�imT�Ou "SÖ_—b•ŒÇ0Ø

‚ÌŽx•o‚ª•Å‚à‹}‘¬‚È•L‚Ñ‚ðŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚½•B

ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‹y‚ÑƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ‚É‚¨‚¢‚Ä•D•‡•¹

 "SÖ_—e/Qú0nkÔs‡0og�0‚šØ0Oÿ�0»0«0ó0É�4 y>0oÿ�

T�Ou "SÖ_—0kmˆiuv„YÿRâ0’0•0[0f0D0_�1�1�'�1�) 0 

113) •uŠé‹ÆŽæ“¾‚Æ”ñ•Î–û•”–å“ŠŽ‘‚ª•C 38 •Ê‚ÅŒÀŠEƒL
ƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì’P“Æ‚ÌŽg—p‚Æ‚µ‚Ä‚Í•Å‘å‚Ì•”
•ª‚ð•è‚ß‚Ä‚¢‚é•B 1978 ”NˆÈ—2̂00% ‚ð’´‚¦‚é‘•‘å
‚ðŽ¦‚µ‚ÄŠé‹ÆŽæ“¾‚Æ”ñ•Î–û•”–å“ŠŽ‘‚Í•Î–ûŠé‹Æ‚Ì
ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ÌŽg—p‚Ì•Å‚à‹}‘¬‚É‘•‘å‚·‚é
•”•ª‚ð‚È‚µ‚Ä‚¢‚é•B’iŠK“I‚ÈŒ´–û“••§‰ð•œ‚ªŽn‚Ü
‚Á‚Ä̂È—̂•C ƒ•ƒWƒƒ•[•Î–ûŠé‹ÆŠeŽÐ‚Í‘•Œv200 ‰­ƒh
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Œ o • Ï Š w Œ ¤ ‹ † ‘ æ50 Š ª ‘ æ3 • 4 •†

•u•¶ŽYŠg‘å“I“ŠŽ‘Žx•o•v (1978-80 ”N•j •i’P̂Ê•F 100 –œƒhƒ‹•j

“ŠŠwŽ–Ž‘ ‹Æ“ŠŽ‘•j
• ¶ Ž Y Š g ‘ å “ I “ Š Ž ‘ Š T Œ v1)

“¬
ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•‚É‘Î‚·‚é”ä—¦ (96) Ž‘–{Žx•oŠz‚É‘Î‚·‚é”ä—¦•iŒ̀•j

(1'80 1) |I 197(183 -80 “¬ I'7 ”ù•C 1 •C7•©•B l Šì80 0•iŒû 8) •j I úV 78n-9)'79 l,79 ‡S-'80 |•f78 ‰¾-'80 

2(8,11453 ) 5(2,0,32446.6 ) 2(320,7,49759.) 6 (3483.0.0 ) (107.7.2 ) (3433.7.9 ) (2236.0.) 2 64.5 
(57.2 

12.~ 
(18.9 (7697.5.8 ) (2552.2.0 ) 

(14,9,9175) 5 11(5,8,25053.3 ) 4(841,4,28427.3 ) (4552.6.8 ) (1212.2.8 ) (7883.2.7 ) (3440.3.9 ) (6710.0.7 ) 16.~ 
(15.5 (1812.029 ) 63.~ 

(48.5 

(12,1,00832 ) 6(3,8,00157.6 ) 2(420,6,78668.6 ) (5677.3.8 ) ‘X(13. (-21,,268417.5.8 ) 76.5 
(52.1 77.~ (65.4 

18.~ 
(13.3 (-7,40-58.880 ) 77.5 

(52.2 

4,9(74765.6 ) 7(1,7,82880.8) 9 2(015,8,00579.) 9 54.~ 
(39.4 (3022.0.5 ) 

9(2,9,26280.6 ) 19(7,579.) 1 
,133 

6(96,282.) 1 
5,836 •t(43. 

14.~ 
(15.4 

‘å“I“ŠŽ‘Žx•o•v‘•Œv‚Ì”ä—¦•B
•[•CŽ‘–{Žx•o‘•‰Á•ª‚Ì”ä—¦‚Å‚ ‚é•B

(ii) Ž‘–{Žx•o‚É•Å“_‚ð‚  ‚ í ‚ ¹ ‚Ä‚Ý‚é‚Æ•C

•u•¶ŽY“I“ŠŽ‘•v‚Í•C “ŠŽ‘Žx•o‚Ì—Ý•Ï‘•Šz‚Ì 66.7

(55.6) Œ`‚ð•è‚ß‚Ä‚¢‚é• i• \ 3-3-1 ƒRƒ‰ƒ€

U8) •j•B“ŠŽ‘Žx•o‚Ì‘•‰ÁŠz‚É‘Î‚µ‚Ä‚Í•C 1978-79 ”N

‚Å‚Í 19 (20) ŒL 79-80 ”N‚É 98.4 (59.0) •Ê•C 78

-80 ”N‚É‚Í 58.2 (39.2) 96 ‚ð•è‚ß‚Ä‚¢‚é•iƒJƒb

ƒR“à ‚ Í‰»ŠwŽ–‹Æ“ŠŽ‘ ‚ Ì ‚Ý ‚ð • l—¶•C• \3-3-

1' ƒRƒ‰ƒ€U9),(20 •j'(21) •j•B ƒgƒbƒt•K 4 ŽÐ‚Ì”ä—¦‚ª•C

‚±‚±‚Å‚à•Å‚à’á‚­•C—Ý•Ï‘•Šz•C‘•‰Á•”•ª‚É‚Â‚¢

‚Ä‚à•C 78-80 ”N‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚ê‚Î•Å’á‚Å‚ ‚é•B

O�imT�Ou "SÖ_—0k0d0D0f0•0Œ0pÿ�ŒÇg,e/QúQh

‘Ì‚Ì 14.296 ‚ð•è‚ß‚Ä‚¢‚é‚ª•C‘•‰ÁŠz‚ð‚Ý‚é‚Æ 35

•Ê‚É’B‚µ‚Ä‚¢‚é•i•\ 3-2-3 ƒRƒ‰ƒ€(3))

O�imT�Ou "SÖ_—e/Qú0k0d0D0f0oÿ�0»0«0ó0É�8

ŽÐ‚ª•Å‚à‹}‘¬‚ÉŽx•oŠz‚ð‘•‘å‚µ‚Ä‚¨‚è•C ƒgƒbƒv

4 ŽÐ‚ª•C‚»‚ê‚É‚Â‚Ã‚¢‚Ä‚¢‚é•B

Ž‘–{Žx•oŽ©‘Ì‚Í•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[—Ý•Ï‘•

Šz‚Ì–ñ80 •Ê‚Å‚ ‚è•CƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì‘•‰Á

•”•ª‚É‘Î‚·‚é”ä—¦‚à•C 78-80 ”N‚Å 8296 ‚Å‚ ‚è•C

ƒ‹‚ð‰z‚¦‚é 40 È̂•ã‚Ì•‡•¹‚É‚©‚©‚í‚Á‚½•B‚³‚ç‚É•D
•Å‹ß‚ÌƒRƒmƒR”ƒŽû‚âƒ‚•[ƒrƒ‹•[ƒ}ƒ‰ƒ\ƒ“•‡•¹‚Ì•s
ˆ×‚Í•C‚à‚µ‹c‰ï‚â•­•{‚ª•C‚»‚Ì‚æ‚¤‚ÈŽæ“¾‚ð‹ÖŽ~
‚µ‚È‚¢‚Æ‚·‚ê‚Î•D‚ ‚Æ‚É‚Â‚Ã‚­‘¼‚Ì‹•‘å‚È•‡•¹‚Ì
‘O’›‚Å‚ ‚é (E. Rothschild and M. Podhorzer, 
Testimony, op. cit., Part 2, p. 62) •B

(2570.0.2 ) (2577.9.0 ) (4641..58 ) 31“û(42. 
80.5 

(18.3 (2623.9.) 9 

(5827.3.2 ) (3427.4.9 ) 66‰Ã(55. (2018.0.9 ) (5998.0.4 ) (3958.2.2 ) 

’~•Ï‰Â”\ƒtƒ@ƒ“ƒh‚Å‚ ‚éƒLƒƒ•AƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì

‘•‰Á‚É”ä‚µ‚Ä—}•§“I‚Å‚ ‚é‚È‚©‚Å•CŠé‹Æ•‡•¹•E

Žæ“¾‚Ö‚ÌŽx•oŠz‚Ì‚Ý‚ª•DŒ°’˜‚È•L‚Ñ‚ðŽ¦‚µ‚Ä‚¢

‚é•B‚±‚Ì“Á’¥‚Í•DƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‹y‚Ñƒgƒbƒv4 ŽÐ

‚É‚¨‚¢‚Ä•C‚æ‚è–¾—Ä‚É‚ ‚ç‚í‚ê‚Ä‚¢‚½•B

1978-80 ”N‚Ìƒgƒbƒv16 •Î–ûŠé‹Æ‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…

•Eƒtƒ••[‚ÌŽx•oŒXŒü‚ÆŽ‘–{Žx•o‚Ì“Á’¥‚ð‘•Š‡‚·

‚ê‚Î•CŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚É‚È‚ë‚¤•B

16 ŽÐ‚Í•C 1978 ”NˆÈ•~•C‚»‚Ì’~•Ï‰Â”\ƒtƒ@ƒ“ƒh

‚Å‚ ‚éƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ðŽå‚É•Î–ûŽ–‹Æ‚É‚©

‚©‚ í ‚é‰c‹ÆŠˆ“®‚É‚æ‚Á‚Ä•C–c‘å ‚É ‘ • ‘å ‚ ³ ‚ ¹ ‚½

‚ª•C‚»‚ÌŽg“r‚É‚³‚¢‚µ‚Ä•D’·ŠúŽ‘–{Žx•o‚É‚Í•C

‚«‚í‚ß‚Ä—}•§“I‚Å‚ ‚Á‚½•B”z“–‚Ö‚ÌŽx•o‚ÌˆÀ’è

•«‚à‚ ‚Á‚Ä•D‚»‚ÌŒ‹‰ÊŽèŒ³—¬“®•«‚ª”ñ•í‚É‘•‘å

‚·‚é‚±‚Æ‚É‚È‚Á‚½•B

‘¼•û•C’·ŠúŽ‘–{Žx•o‚É‚¨‚¢‚Ä‚à•D•‘“à•¶ŽY”\

R›báY' "u�u#`'0nN
f�0k}P0s0d0O[ŸriŒÇu#0x0n

“ŠŽ‘‚â•C•Î–û‚Ì•‘“àŠJ”­‚Ì‚½‚ß‚É•K—v‚ÈŠJ”­•E

•¶ŽY‚Ö‚ÌŽx•o‚Í•D‘Š‘Î“I‚É•kŒ¸‚³‚¹•C‹t‚É•DŠé

imT�Ou "SÖ_—0ne/Qú0’˜U„W0kX—Y'0W0_�1�1�4�) 0 

114) •u—̃••‚Í•C Ž©“®ŽÔ•CŒš•Ý•C•»“S•C‰^—A•C‚»‚µ‚Ä
•»‘¢‹Æ•”–å‚©‚ç•Î–û•”Šé‹Æ‚ÖˆÚ“]‚³‚ê•C”Þ‚ç‚Í•‡
•¹‚Æ“y’nŽæ“¾‚Ö“ŠŽ‘‚µ‚½•v (ibid., p. 64). 
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‚·‚­‚È‚­‚Æ‚à•C 1978-80 ”N‚É‚©‚¬‚Á‚Ä‚Í•C’·

g�ŒÇg,b•ŒÇlz[š0k0J0D0fÿ�O�imT�Ou "SÖ_—b&ue

‚ª•C‘å‚«‚ÈƒEƒGƒCƒg‚ð‚µ‚ß‚Â‚Â‚ ‚é•B

‚±‚ÌŒXŒü‚Í•CƒZƒJƒ“ƒh8 ŽÐ•C‹y‚Ñƒgƒbƒv4 ŽÐ

‚É‚¨‚¢‚Ä•C‚Æ‚­‚É‹­‚­•\•o‚µ‚Ä‚¢‚½•B

‚à‚Á‚Æ‚à•CƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ‚É‚¨‚¢‚Ä‚à Shell ‚Ì

0ˆ0F0jT�Ou "SÖ_—0k]è˜M0ne/Qú0’0W0_O�im0L[X

‚·‚éˆê•û‚Å•CƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚Ì Philips, Union, 

Conoco ‚â•C ƒgƒbƒv 4 ŽÐ‚Ì Texaco ‚Ì‚æ‚¤‚É•C

�1�9�7�8�-�8�0 ^t0k–P0c0f0oÿ�T�Ou "SÖ_—0kmˆiuv„0j

Šé‹Æ‚ª‘¶‚µ‚Ä‚¨ ‚è•CƒOƒ‹•[ƒv•Ê‚Ìƒpƒ^•[ƒ“•Ý’è

0oÿ�SAR�0k�1�6 y>0nT�Ou "SÖ_—0nŒÇg,e/Qúlz[š0k

‚¨‚¯‚é”ä•d‚ðŽ¦‚µ‚Ä‚Í‚¢‚È‚¢•B

‚µ‚©‚µ•C‚¢‚¸‚ê‚É‚µ‚Ä‚à•C’·Šú•s‹µ‰º‚É‚¨‚¢

‚Ä‚³‚ ¦ ‚à‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚É‚¨‚¯ ‚é“ŠŽ‘•s“®‚É•CŠé

imT�Ou "SÖ_—m;RÕ0L[šw@0W0f0D0‹0S0h0’ÿ�0B0‰

‚½‚ß‚ÄŠm”F‚·‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚æ‚¤•B‚©‚Á‚Ä•C’·Šú

•s‹µ‰º‚Å‚Ì•‡•¹Šˆ“®‚ª‚Ý‚ç‚ê‚È‚©‚Á‚½“_‚É‚¨‚¢

‚Ä•C•Ä•‘•‡“¯‰^“®Žj•ã•C‚±‚Ì“_‚ÍŽ~–Ú‚É’l ‚¢‚µ

‚æ‚¤•B•‘‰Æ“Æ•èŽ‘–{Žå‹`‚Ì•¬—§‚Æ•Î–û•”–å‚Ì‰Ç

•è ‘ ÌŽ¿ ‚ Ì ‹ ­‰» ‚ ª •C •s ‹µŠú ‚Å ‚ Ì‰¿Š i ‹ }—Ž ‚ð ‘ j Ž~

‚µ•C•‡•¹•í—ª‚ð‹–—e‚µ‚Ä‚¢‚é•B

(2) 0È0Ã0×�1�6 wól¹O�im0nT�Ou "SÖ_—m;RÕ0nc¨

•i—vˆö

•Î–û•E“V‘RƒKƒXŽY‹Æ•”–å‚Ì ‘åŠé‹Æ‚É‚æ‚é‘åŒ^

•E’´‘åŒ^•‡•¹‚ª•C‚Æ‚è‚í‚¯•‚‚Ü‚è‚ð‚Ý‚¹‚½ 1970

”N‘ãŒã”¼‚É‚Â‚¢‚Ä•C 1978-80 ”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•E

ƒtƒ••[‚ÌŒ¹•ò‚ÆŽg“r‚Ì ‘¤–Ê‚©‚ç•ª•Í ‚ð‰Á‚¦•C’·

Šú•s‹µ‰º‚É‚¨‚¢‚Ä•C•Î–û‘åŽèŠé‹Æ‚Ì“ŠŽ‘•s“®‚É

O�imT�Ou "SÖ_—m;RÕ0’[šw@0W0f0D0‹0S0h0’ÿ�xº

”F‚µ‚½‚Ì‚Å‚ ‚Á‚½•B

‚Å‚Í•C‚±‚Ì‚æ‚¤‚È 70 ”N‘ã‚Ì ‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚ÌŽ„

v„ŒÇg,„ÄzMˆLRÕ0k0J0Q0‹O�imT�Ou "SÖ_—m;RÕ0n

’è’…‚Í•D‰½ŒÌ•¶‚¶‚½‚Ì‚Å‚ ‚ë‚¤‚©•B

‚±‚Ì“_‚É‚Â‚¢‚Ä•D Ž Ÿ ‚ Ì • ” “ _ ‚ ª Ž w “ E ‚ ³ ‚ ê ‚ Ä ‚ ¢

‚é 115) 0 

‡@•Î–û‘åŽèŠé‹Æ•C‚Æ‚è‚í ‚ ¯ƒ•ƒWƒƒ•[ ‚ Í•C–L‚©

‚ÈŽèŒ³—¬“®•«‚ð•ÛŽ•‚µ‚Ä‚¨ ‚è•CŽ‘‹à‚Ì–L‚©‚ÈŽž

‚É•«—ˆ‚Ö‚Ì•z•Î ‚ð‘Å‚Æ‚¤‚Æ‚µ‚½•C‡AŠCŠOŒ´–û‚Ì

’² ’B‰Â”\—Ê‚ªŒ¸•­ ‚ · ‚é‚ Ì ‚É‘Î•ˆ ‚µ•C‘åŽè•Î–û‹Ÿ

‹‹ŽÒ‚Æ‚µ‚Ä‚Ì ’nˆÊ‚ðˆÛŽ•‚· ‚é‚½‚ßŽ‘Œ¹•Û—LŠé‹Æ

‚Ì”ƒŽû‚ð•Ï‹É“I ‚É•i ‚ß‚½•C‡B‘ã‘ÖƒGƒlƒ‹ƒM•[ŠJ

”­ ‚ÅŽå“±Œ ‚ðˆ¬‚è‘••‡ƒGƒlƒ‹ƒM•[Šé‹Æ‚Ö‚Ì“]•g

‚ð‚Í ‚©‚é‚±‚Æ‚ðˆÓ•}‚µ‚Ä•C•VƒGƒlƒ‹ƒM•[Ž‘Œ¹‚â

‹Z•p‚ð‚à‚ÂŠé‹Æ‚Ì•‡•¹•E”ƒŽû‚ð•Ï‹É‰»‚µ‚½•C‡C

•ÈƒGƒlƒ‹ƒM•[•C’E•Î–û‘Ì•§‚ª ’è’…‚· ‚éŒXŒü‚ª‹­

‚­•C•Î–ûŽù—v‚Ì•L‚Ñ‚àŠú‘Ò‚Å‚«‚È‚­‚È‚è•C•Î–û

ŽY‹Æ‚à•‚Žû‰vŽY‹Æ‚Æ‚µ‚ÄˆÀ•Z‚Å‚«‚È‚­ ‚È‚Á‚½‚¾

‚ß•CŠé‹ÆŠî”Õ‹­‰»‚Ì ‚½‚ß•¬’·•C•æ’[‹Z•p•”–å‚Ö

‚Ì•æ•s“ŠŽ‘‚ð‚¨ ‚±‚È‚¤•K—v‚ª‚   ‚Á‚½•C‡E•z‹ÆŽ‘

Œ¹‚ÌŠl“¾‚Í•CƒBƒ“ƒtƒŒ•[ƒVƒ‡ƒ“ƒw‚Ì—LŒø‚È‘Î‰ž

•ô‚Å‚  ‚é‚Æ–Ú‚³ ‚ê‚é‚½‚ß•C‡E•V‹K•z‹æŠJ”­ ‚â•V

‹Z•pŠJ”­ ‚É”ä‚×‚Ä•CŠù‘¶Šé‹Æ‚Ì•‡•¹•E”ƒŽû‚Ì•û

‚ª•CƒŠƒXƒN•CƒRƒXƒg•ã•C—L—˜‚Å‚ ‚é•ê•‡‚ª‘½‚¢•B

‚±‚ê‚ç•”“_‚Ì ‚¤‚¿•C‚à‚Á‚Æ‚à•dŽ‹‚³‚ê‚é‚×‚«

‚È‚Ì‚Í•C‡C‚ÌŠé‹ÆŠî”Õ‚Ì‹­‰»‚Å‚ ‚ë‚¤•B

1974-5 ”N‹°•Q‚ÉŽn‚Ü‚é’·Šú•s‹µ‚Í•C•Î–û‰¿

Ši‚Ì ‘Š‘Î‰¿Ši‚Ì‹}•ã•¸ ‚É‚æ‚Á‚Ä•Î–û•E“V‘RƒKƒX

ŽY‹Æ‚É•‚Žû‰v‚ð‚à‚½‚ç‚µ‚½‚ª•C•u‘æ2 ŽŸ•Î–ûŠë

‹ @ • v ‚ ð ‰ æ Š ú ‚ Æ ‚ µ ‚ Ä • C • Î – û Ž ù — v ‚ à • í Œ ¸ ‚ É Œ ü ‚ © ‚ Á

‚½116) •B–{•e‚Å•ª•Í‚µ‚½ 1978-80 ”N‚Å‚Í•CŒ´–û‰¿

115) ˆ¢•”—R‹I•uƒAƒ•ƒŠƒJ‚É‚̈ ‚̄ ‚é•Å‹ß‚ÌŽ‘Œ¹•EƒGƒl
ƒ‹ƒM•[Šé‹Æ‚ð‚ß‚®‚é•‡•¹•E”ƒŽûƒv•[ƒ€•v•D 15~17
ƒy•[ƒW•B

116) Œµ–§‚É‚¢‚¦‚Î•C 1979 ”N6ŒŽ‚Ì•u‘æ 2ŽŸ•Î–ûŠë‹@•v
ˆÈ‘O‚É‚̈ ‚¢‚Ä‚à•C•Á”ïŽù—v‚Ì‘•‘å‚ªŽá•ç‚ ‚Á‚½‚É
‚µ‚Ä‚à•D•¶ŽY”\—Í‚Ì‰ß•è‚Í‘¶•Ý‚µ‚Ä‚¢‚½•B OPEC
‚Æ‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚Ì•¶ŽY’²•®‚Ì‚½‚ß•Î–û‰¿Ši‚Ì•ã•̧
‚Í‰Â”\‚Æ‚È‚Á‚Ä‚¢‚½‚É‚·‚¬‚È‚¢•B

•u1977 ”N‚̈ ‚æ‚Ñ 78 ”N‚Ì•‰‚ß‚Ü‚Å•C•Î–û‚Í•¶ŽY”\
ƒJ‚Ì‰ß•è‚ªŒ´ˆö‚Å•¢ŠE“I‚É‚½‚Ô‚Â‚¢‚Ä‚¢‚½•v (G
•Eƒ}ƒNƒKƒoƒ“•u•Î–û–d—ª•v 91 ƒy•[ƒW•j
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ƒ G ƒ l ƒ ‹ ƒ M • [ • Á ” ï

• Î – û • ¸ • » • i
“ V ‘ R ƒ K ƒ X

• Î ’ Y

ƒ G ƒ l ƒ ‹ ƒ M • [ • ¶ Ž Y

Œ ´ – û

“ V ‘ R ƒ K ƒ X

• Î ’ Y

Œ o • Ï Š w Œ ¤ ‹ † ‘ æ50 Š ª ‘ æ3 •E 4 •†

•\ 3-3-2 ƒGƒlƒ‹ƒM•[•Á”ï‚Æ•¶ŽY•i”N‘•Œ¸—¦•j

| 1970|•f71 

4.81 2. 
4.91 3. 
6.71 3. 
1.31- 5. 

•f72 |'73 |'74 |'75 

4.91 4.21- 2.51- 2.8 
7.81 5.71- 4.01- 2.2 
1.01- 0.81- 3.51- 8.2 
3.71 6.81- 3.21- 0.5 

•i’PˆÊ•Fƒp•[ƒZƒ“ƒg•̂ Btu Š·ŽZ•j

'76~'81 

5.41 2.41 2.41 0.91- 3.91- 2. 
7.51 5.51 2.31- 2.21- 7. 91- 6. 
2.01- 2.11 0.41 3.41- 1.41- 3. 7 
7.11 1. 71- 0.81 9.11 2.31 3. 7 

4.71- 1.31 1.s1- o.61- 1.91- 1.91 0.11 o.31 I.61 4.31 2.61 •\ 0. 7 
4.31- 1.81 (z)I- 2.71- 4.71- 4.51- 2.71 I.II 5.61- 1.8 
6.5, 2.8,- 0.3,- 0.11- 4.4,- 7.4,- 0.8, 0.5,- 0.4, 3.01 0.1,- o. 
2.41- 9. 71 6.61- 0.81 o. 71 5.01 4.31- 0.11- 5.01 17.4 

•k’••l •iz•j‚Í 0.05 ƒo•[ƒZƒ“ƒgˆÈ‰º‚Å‚ ‚é•B
•k•o•Š•l Statistical Abstract of the United States, 1982-1983, p. 572, No. 973. ‚æ‚è•ì•¬•B

•\ 3-3-3 ƒAƒ•ƒŠƒJ‚É‚¨‚¯‚é•Î–û•»•i•Á”ï‚ÆŒ´–û•ˆ—•”\—Í•„ˆÚ

”N I •Î•i’P–û̂Ê•F•»•S–œ•iƒgƒ“•Á•̂”N•j ”ï Œ́•i–û’P̂Ê•̂•F•ç—• bl/c ”\d) —Í
Œ´

(–û mil,bb •Ýl) 
ŒÉ

1973 818.0 13,087 242 
1975 765.9 14,216 271 
1979 868.0 17,150 430 
1981 473•E2 18,400 599 
1982 18,700 614 
1983 16,800 •D 

Šú ŠÔ ‘• Œ¸ —¦ (%) 

1973-75 ”N - 6.4 8.6 12.0 
1979 •[81 ”N -14.4 7.3 39.3 
1979-81 ”N - 9.1 28.4 147.5 

•k•o•Š•l ˆ¢•”—R‹I•u•‘•Û•Î–ûŽ‘–{‚Ì•Ä•Ò•¬•v•\ 3, 4, ‹y‚Ñ Statistical Abstract of the United 
States, 1982-1983, p. 579, No. 987. ‚æ‚è•ì•¬•B

•\ 3-3-4 ƒgƒbƒv 16 ŽÐ‚ÌŒ´–û•¶ŽY (1978-80 ”N•j

•i’P̂Ê•F 1,000 ƒoƒŒƒ‹•̂“ú•j

ƒO •pƒŒ ƒv 1978 '79 '80 ‘•
7Œ¸8-80 —¦

–m ƒ b ƒ v 4 ŽÐ 13,297 13,232 12,149 - 8.6 —ò
ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h4 ŽÐ 4,011 3,658 3,126 - 22 •Ê
•¬Œv•iƒgƒbƒv8 ŽÐ•j 17,308 16,890 15,275 -11.7 Œ`
ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h8 ŽÐ 2,944 2,904 2,919 - 0.8 Œ`

16 ŽÐ Œv I 20.252 19,794 18,194 - 10 Œ`

•k•o•Š•l Oil and Gas Journal. 
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•\ 3-3-5 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ‚Ìƒ}•[ƒPƒbƒg•EƒVƒFƒA (1979 ”N•j

•i’P̂Ê•F 1,000 ƒoƒŒƒ‹•̂ŒŽ•j

ƒO •pƒŒ ƒv Œ ´ – û • ¶ Ž Y–„‘ —Ê•iŒ –́û•j • ¸ • » ” \ — Í Œ ´ – û • ˆ — •

–m ƒ b ƒ u 4 ŽÐ 1,920(19%) 6,498(20 Œ̀•j 4,829(27 •Ê•j 4,220(29 •Ê•j
ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h4 ŽÐ 1,994(18) 7,430(23) 4,139(23) 3,818(26) 
•¬Œv•iƒgƒbƒv8ŽÐ•j 3,814(37) 13,928(43) 8,968(50) 8,038(55) 
ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h8 ŽÐ 1,763(17) 7,664(23) 2,548(14) 2,270(16) 

16 ŽÐ Œv 5,577(55) 21,592(66) 11,516(65) 11,306(71) 

•k’••l ƒJƒbƒR“à•”’l‚Íƒ}•[ƒPƒbƒg•EƒVƒFƒA•B
•k•o•Š•l American Petroleum Institute, Market Share and Individual Company Data 

1950-1979, October 30, 1981. 

•\ 3-3-6 Œ ´ – û • ¶ Ž Y ‚ Ì • W ’ † • i ‘ S Ž Y ‹ Æ ” ” • C ’ P ˆ Ê • F • Ê • j

1955 1965 1973 1978 

–m ƒ b ƒ v 4 ŽÐ 21. 5 27.9 33.8 27.2 
–m ƒ b ƒ v 8 ŽÐ 35.9 44.6 53.8 46.9 
–m ƒ b ƒ v20 ŽÐ 55.7 63.0 76.3 75.0 

•k’••l ’nŽå‚É‘Î‚·‚é•zŽRŽg—p•Î–û‚ ‚é‚¢‚Í”ñ‰Ò“®—˜Œ –û‚ð•T•œ‚·‚é‘O‚Ì‘e•¶ŽY
•k•o•Š•l ƒEƒIƒ‹ƒ̂ •[•EƒAƒ_ƒ€ƒX•Ò•C‹à“c•dŠìŠÄ–ó•C•uƒAƒ•ƒŠƒJ‚ÌŽY‹Æ•\‘¢•i‘æ 6 ”Å•j•v•C 15 ƒy•[ƒW•C

‘æ 1-3 •\•D

Ši“••§‰ð•œ‚Ì‚½‚ß•Î–û‰¿Ši‚Í•CŽù—v’á–À‚É‚à‚©

‚©‚í‚ç‚¸•ã•¸‚·‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä•Î–û•E“V‘RƒKƒX

ŽY‹Æ‚É–c‘å‚ÈƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ð‚à‚½‚ç‚µ‚½

‚ª•C‚»‚ê‚ÍˆêŽž“I•E•\‘w“I‚Å‚ ‚Á‚Ä•CŠî’ê‚É‚Í

Žû‰v•ðŒ•‚Ì—òˆ«‰»‚ª•i•s‚µ‚Ä‚¢‚½•B

1978-80 ”N‚É‚©‚¯‚Ä•C•Î–û•¸•»•i‚Ì•Á”ï‚Í 78

”N‚É”NŠÔ•ã•¸—¦2.3 •“‚ð‹L‚µ‚½Œã•C 79 ”N‚É‚Í 2.2

%, 80 ”N‚É‚Í 7.9%, 81 ”N‚É‚Í 6.4 •“‚Ì‘¼‚ÌƒGƒl

ƒ‹ƒM•[•i–Ú‚É”ä‚µ‚Ä•Å‚à‹}Œƒ‚È˜A‘±“IŒ¸•­‚ð‚Ý

‚¹‚é•B“V‘RƒKƒX‚Ì•Á”ï‚à‚Ü‚½•C 78 ”N2.4%, 79 

”N0.9 •Ê‚Ì•ã•¸‚ð‚Ý‚Ä‚Ì‚¿•C 80 ”N‚É‚Í 3.9%, 81 

”N‚É‚Í 2.8 •“ ‚ ÌŒ¸•­ ‚ð ‚µ ‚½‚ Ì ‚Å‚   ‚é• i • \ 3-3

- 2) •B

‚»‚Ì‚½‚ß•CŒ´–û•E“V‘RƒKƒX•¶ŽY‚Ì•íŒ¸‚ª—]‹V

‚È‚­‚³‚¹‚é‚Æ‚Æ‚à‚É•C•¸•»•Ý”õ“™‰º—¬•”–å‚Ì‰ß

•è”\—Í‚ð‘•‘å‚µ‚½•B‘f•ÞŽY‹Æˆê”Ê‚Ì‰Ò“®—¦‚Ì—Ž

‚¿‚±‚Ý‚ª‚Ð‚Ç‚©‚Á‚½‚ª•C•Î–ûŠÖ˜A•»•i‚Í‰¿Ši‚ð

ˆø•ã‚°‚Ä‚¢‚½‚¾‚¯•C•Á”ï‚Ì—Ž‚¿•ž‚Ý‚à‹}‘¬‚Å‚ 

‚è•CŒ´–û•C‰º—¬•”–å•Ý”õ‚Ì‰ß•è”\—Í‚ð‘•••‚µ‚½

‚Ì‚Å‚ ‚é•i•\ 3 - 3 - 3)117) •B

‚±‚Ì‰ß•è”\—Í‚Ìˆ³—Í‚Í•CƒCƒ“ƒfƒBƒyƒ“ƒ_ƒ“ƒg

‚æ‚è‚à•C‚Þ‚µ‚ë‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚É•d‚­‚Ì‚µ‚©‚©‚Á

‚½•B’†•¬ƒCƒ“ƒfƒBƒyƒ“ƒ_ƒ“ƒg‚Í•CŒ´–û‚¨‚æ‚Ñ•Î

–ûŠÖ˜A•»•i‚Ì‰¿Ši•ã•¸‚Ì‚½‚ß•C 1978-80 ”N‚É‘å

ŽèŠé‹Æ‚Ì•½‹ÏŽû‰v—¦‚ð•ã‰ñ‚é—˜‰v‚ð•ã‚°‚é‚±‚Æ

‚ª‚Å‚«‚½‚µ 118) •C‰ß•è•Ý”õ‚à‚»‚ê‚Ù‚Ç‘½‚­‚Í‚È‚©

‚Á‚½•B‚»‚ê‚É‘Î‚µ‚Ä•Cƒ•ƒWƒƒ•[ƒY‚ðŠÜ‚Þ‘åŽè•Î

–ûŠé‹Æ‚É‚Æ‚Á‚Ä‚Í•C“––Ê‚Ì•‚Žû‰v‚É‚à‚©‚©‚í‚ç

‚¸•C‘å—Ê‚Ì‰ß•è•Ý”õ‚Ì‚©‚©‚¦•ž‚Ý‚ª•C•«—ˆ“I‚È

•sˆÀ‚ð—^‚¦‚½‚Ì‚Å‚ ‚é•B‚½‚Æ‚¦‚Î•CŒ´–û•¶ŽY‚Ì

1978-80 ”N‚ÌŒ¸•­—¦‚ÍƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚ª‚à‚Á‚Æ‚à

•­‚­•i•\ 3-3-4) ‚Ü‚½•C•¶ŽY—Ê‚Æ”\—Í•C•ˆ

—•—Ê‚Æ‚Ì˜¨—£‚à•C ƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚ª•Å•­ ‚Å‚  ‚é

117) •u‘æ 2ŽŸ•Î–ûŠë‹@•vˆÈ•~‚Ì•Î–û•E“V‘RƒKƒXŽY‹Æ
‚ÌŽû‰v•\‚Ì̂ «‰»‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•Cˆ¢•”—R‹I•u•‘•Û•Î–û
ŽY‹Æ‚Ì•Ä•Ò•¬•v‚ª•Ú‚µ‚¢•B

118) Energy Action, op. cit., p. 111. 
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•\ 3-3-7 ƒKƒ\ƒŠƒ“•¬”„”Ì”„‚Ì•W’†

ƒO •pƒŒ ƒv

–m ƒc ƒv 4 ŽÐ
ƒZ —Í ƒ“ ƒh 4 ŽÐ
ƒZ —Í ƒ“ ƒh 8 ŽÐ

16 ŽÐ
•C ‚»‚Ì‘¼•¸–û‹ÆŽÒ1) ”Ì”„‹ÆŽÒ

‚ » ‚ Ì ‘ ¼ ‹ Ÿ ‹ ‹ Ž Ò
... .... 

‘• Œv

1910 1 
30.7 —ò

23.9 
21.6 

76.2 
10.2 
13.6 

•E • 

100.0% 

1979 

28.8 –Æ

20.0 
18.3 

68.1 
•E13.9 

18.0 

100.0 Œ`

•k’••l 1•j •¸–û‹Æ‚ÉŽ••ª‚ð‚à‚Â‹¦“¯‘g•‡‚ðŠÜ‚Þ

•k•o•Š•l ƒIƒEƒ‹ƒ^•[•EƒAƒ_ƒ€ƒX•Ò•C‹à“c•dŠìŠÄ–ó

•uƒAƒ•ƒŠƒJ‚ÌŽY‹Æ•\‘¢•i‘æ 6 ”Å•j•v•C 23 ƒy

•[ƒW•C‘æ1- 5•\•B

•\ 3-3-8 •Î–ûŽY‹Æ‚ÌƒWƒ‡ƒCƒ“ƒg•Eƒ”ƒFƒ“ƒ`ƒƒ•[

ƒ p ƒ C ƒ v • E ƒ ‰ ƒ C ƒ “ Ž Y ‹ ÆŽ••ªƒVƒFƒA
... .. 

Colonial Pipeline Co 

AArmcooco (Standard OiIl ndof iana) 
14.3% 
1. 6 

Cities Services 14.0 
Continental 7.5 
Phillips 7.1 
Texaco 14.8 
Gulf 16.8 
Sohio 9.0 
Mobil 11.5 
Union 4.0 

Olympic Pipeline Co. 
Shell 43.5 Œ`
Mobil 29.5 
Texaco 27.0 

West Texas Gulf Pipeline Co. 
Gulf 57.7% 
Cities Service 1 1. 4 
Sun 12.6 
Union 9.0 
Sohio 9.2 

Texas New Mexico Pipeline Co. 
Texaco 45.0 
Arco 35.0 
City 10.0 

•i•\ 3-3-5) •B

‚³‚ç‚É•C‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ•C‚Æ‚è‚í‚¯ƒ•ƒWƒƒ•[ƒY

‚Ì‰¿ŠiŽx”z—Í‚Í•C 70 ”N‘ã‚É“ü‚Á‚Ä•C ‚µ‚¾‚¢‚É•Æ

Žã‰»‚µ‚Ä‚¢‚½•B

•u1970 ”N‘ã‚Ì•Î–û‰¿Ši‚Ì”š”­“I•ã•¸‚Í‘S•¢ŠE

•‘•ÛƒWƒ‡ƒCƒ“ƒg•Eƒ”ƒFƒ“ƒ`ƒƒ•[ Ž••ªƒVƒFƒA
•E • 

Arabian American Oil Co. 
Texaco 30% 
Exxon 30 
Chev lon (Socal) 30 
Mobil 10 

Iraq Petroleum Co . 
B. P; 23.750% 
Shell 23.750 
Exxon 11.875 
Mobil 11.875 

Kuwait Oil Co., Ltd. 
Gulf 50% 
B. P. 50 

•k•o•Š•l

Horizontal Integration of the Energy 
Industry, Hearings before the Subcom-
mittee on Energy of the Joint Economic 
Committee, U. S. Congress, 1976, p. 
112. 

‚ÉŒo•Ï“I•ÕŒ‚”g‚ð‘—‚Á‚½•B‚µ‚©‚µ•C‚±‚Ì 10 ”NŠÔ

‚Ì“¯—l‚É•d—v‚ÈŒ»•Û‚Í•C‘å•‘•Û•Î–ûŠé‹Æ‚Ì•Î–û

ŽsŽ’“••§—Í‚ÌŽã‰»‚Å‚ ‚Á‚½•v 119) 0 

119) ƒEƒIƒ‹ƒ^•[•EƒAƒ_ƒ€ƒX•Ò•C‹à“c•dŠìŠÄ–ó•uƒAƒ•
ƒŠƒJ‚ÌŽY‹Æ•\‘¢•i‘æ 6”Å•j•v•D‘åŒŽ•‘“X•D 6 ƒy•[ƒW•B
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•\ 3-3-9 Žå—v•Î–ûƒpƒCƒvƒ‰ƒCƒ“‚©‚ç‚Ì•o‰×(1976 ”N•j

I Œ ´ – û ƒ ‰ ƒ Cƒ“ • ¸ • » • i ƒ ‰ ƒC ƒ“

100 –œƒo•[ƒŒƒ‹ I ”ä —¦ c%) I 100 –œƒo•[ƒŒ•jƒŒ I ”ä —¦•i•“•j

–m ƒ b ƒ v 8 ŽÐ 1,799.3 61.5 OO5.6 24.9 
ƒ Z ƒ J ƒ “ ƒ h8 ŽÐ 438.6 15.0 446.7 13.8 
‹ ¤ “ ¯ Š é ‹ Æ ‘ Ì1) 405.7 11.8 1,144.0 35.4 

ƒgƒbƒv16 Ž Ð • ‡ Œ v 2,643.6 88.3 2,396.6 74.2 
•Ä •‘ •O ƒ•

Œv 2,925.7 100.0 3,229.8 100.0 

•k’••l 1) 2 ŽÐˆÈ•ã‚ÌŽå—v‰ïŽÐ‚Ì•W’c‚É‚æ‚è•Š—L‚Ü‚½‚ÍŽx”z‚³‚ê‚Ä‚¢‚éƒ‰ƒCƒ“
•k•o•Š•l ƒEƒIƒ‹ƒ^•[•EƒAƒ_ƒ€ƒX•Ò•C‹à“c•dŠìŠÄ–ó•uƒAƒ•ƒŠƒJ‚ÌŽY‹Æ•\‘¢•i‘æ 6”Å•j•v 21 ƒy•[ƒW•C

‘æ 1-4 •\•B

•Ä•‘‚ÌŒ´–û•¶ŽY‚Ì•W’†‚Í•C 1973 ”N‚©‚ç 78 ”N‚É

‚©‚̄‚Ä•C ƒgƒbƒv 8 ŽÐ•W’†“x‚Í•u‹Á‚­‚×‚«’á‰º•v

‚ð‚µ‚Ä‚¢‚é•B ƒgƒbƒt•K 4 ŽÐ•W’†“x‚Í•C 1978 ”N‚Ü‚Å

•ã•¸‚ð‘±‚¯‚½‚ª 73 ”NˆÈ•~33.8 •“‚©‚ç•C 1978 ”N‚Ì

27.2 •“ ‚Ö6.6 •“‚Ì’á‰º•C ƒgƒbƒv 8 ŽÐ•W’†“x‚Å‚Í

1973 ”N‚Ì 53.8 •“‚©‚ç 78 ”N‚Ì 46.9 • “ ‚Ö 6.9% ‚ÌŒ¸

•­‚ðŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚é•i•\ 3-3-6) •B

•¸•»•i‚ÌŽå—v•¤•i‚Å‚ ‚éƒKƒ\ƒŠƒ“‚Ì•¬”„•W’†

‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ý‚Ä‚à•C ƒgƒbƒt•K 4 ŽÐ•W’†“x‚Í1970 ”N‚Ì

30.7 •“‚©‚ç 79 ”N‚Ì 28.8 •“‚Ö•C ƒZƒJƒ“ƒh 4 ŽÐ‚Í

33.9 •“‚©‚ç 21.0 •“‚Ö•C 9 ”N–â‚É‚»‚ê‚¼‚ê1.9%,

12.9 •“‚Ì’á‰º‚ð‚Ý‚¹‚Ä‚¢‚é•BƒZƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚à3.3

•“‚ÌŒ¸•­‚ðŽ¦‚µ•C ƒgƒbƒv16 ŽÐ‘S‘Ì‚Å‚Í 8.1 •“‚Ì

Œ¸•­‚ð‚µ‚Ä‚¢‚é‚Ì ‚É‘Î ‚µ•C“Æ—§Œn‹Ÿ‹‹ŽÒ‚Ì•W’†

“x‚Í•ã•¸‚µ‚Ä‚¢‚é‚Ì ‚Å‚  ‚é•i•\ 3-3-7) •B

‚½‚µ‚©‚É•C•Î–ûŠé‹Æ‚Ì‰¿ŠiŽx”z—Í‚É‚Â‚¢‚Ä•C

•­•{“••§‚ð•l—¶‚µ‚È‚¢‚Æ‚µ‚Ä‚à•C•W’†“x‚¾‚¯‚Å

•]‰¿‚³‚ê‚é‚×‚«‚Å‚Í ‚È‚¢•BŒ´–û‚Æ•»•i ‚ ÌŒðŠ·‹¦

’è•CƒpƒCƒv•Eƒ‰ƒCƒ“‰ïŽÐ‚Ì‹¤“¯Žx”z‚â•‘•ÛƒWƒ‡

ƒCƒ“ƒg•Eƒxƒ“ƒ`ƒƒ•[‚È‚Ç‚Ì•uŠé‹ÆŠÔ˜AŒq•v•DƒpƒC

ƒv•Eƒ‰ƒCƒ“‚©‚ç‚Ì‹Ÿ‹‹Žx”z‚ð’Ê‚¶‚Ä•C‘åŽèŠé‹Æ

‚ÌŽÀŽ¿“IŽs•êŽx”z—Í‚Í•C‚¢‚Ü‚à•C‹­‚¢‚±‚Æ‚Í‚½

‚µ‚©‚Å‚ ‚é•i•\ 3-3-8, ‚ ¨ ‚ æ ‚ Ñ • \ 3-3

-9) •B

‚¾‚ª•C OPEC ‚ÌŒ´–ûŽs•ê‰¿ŠiŽx”z‚ª•Î–û‰ß•è

‚ÌŒ‹‰Ê•C ‚µ‚¾‚¢‚É‹­ŒÅ‚³‚ðŽ¸‚¢•C‘¼•û•CŒ´–û“•

•§‰ð•œ‚Ì ‚½‚ß•Î–û‰¿Ši‚ Ì•ã•¸ ‚ð‚Ý‚½‚à‚Ì ‚ Ì• Î–û

•¶ŽY‚ÌŠg‘å‚ª—\‘z‚³ ‚ê‚é‚È‚©‚Å‚Ì•ã—¬‹y‚Ñ‰º—¬

•”–å‚É‚¨‚¯‚éƒVƒFƒA’á‰º‚Í•C ƒgƒbƒv•”Šé‹Æ‚É‚Æ

‚Á‚Ä‚à•CˆÀŠÕ‚Æ‚µ‚Ä‚Í ‚¢‚ç‚ê‚È‚¢Ž–‘Ô‚Ì•oŒ»‚Å

‚ ‚Á‚½•B

Žû‰vŠî”Õ‚ðˆÀ’è‚³ ‚¹•C‚³ ‚ç‚É•‚Žû‰v‚ð‚Â‚Ã‚¯

‚é‚½‚ß‚É‚Í•C•Î–û•EƒGƒlƒ‹ƒMˆê•”–å‚Ì‹£‘ˆ—Í‚ð

‹­‰»‚µ•C‚³ ‚ç‚É•CŽY‹Æ•\‘¢‚ Ì• Ï‰»‚É‘Î‰ž‚µ‚½•V

Ž–‹Æ•ª–ì‚Ö•i•o‚·‚é‚±‚Æ‚ª•K—v‚Æ‚³‚ê‚½•B ƒgƒb

ƒv16 ŽÐ‚Í–L•x‚ÈŽèŒ³—¬“®•«‚Æ•à–±‘ÌŽ¿‚Ì—D—Ç‚³

‚ÉŠî‚Ã‚­ŽØ“ü”\—Í‚ðŠî‘b‚Æ‚µ‚Ä•CŒo‰cŠî”Õ‚ÌˆÀ

’è‰»‚É‚Ì‚è‚¾‚µ‚½‚Ì‚Å‚  ‚é 120) •B

120) •Å•I“I‚ÉŽÀŒ»‚Í‚¹‚̧ •C Dupont ‚Æ U.S. Steel 
‚Ì•Ÿ—‚̃É•I‚Á‚½‚ª•D Mobil ‚É‚æ‚é Conoco, Mara— 

thon Oil Co. •C‚Ì”ƒ•t‚Í•D•Î–û‘åŠé‹Æ‚É‚æ‚é‹£‘̂
vøbKwól¹O�im0nT�Ou "SÖ_—0na�Vó0’f�v}0k0W0f0D

‚é•B
•u–{“ú‚ÌŒö’®‰ï‚Í•DŽ„‚Ì•l‚¦‚Å‚Í”ñ•í‚É•d—v‚¾•B

‚È‚º‚È‚ç‚Î•C‚½‚ñ‚É Marathon Oil Co. •C‚É‘Î‚·
‚é•‡•¹Š “̂®‚¾‚̄ ‚Å‚Í‚È‚­•C‚±‚Ì•sˆ×‚ª̂ ê‚Â‚Ì•æ—á
‚ðŠm—§‚·‚é‚±‚Æ‚É‚È‚é‚©‚ç‚Å‚ ‚é•B‚±‚ÌŠ “̂®‚ª•C
ƒAƒ•ƒŠƒJ‚Ì“Æ—§•Î–û•¶ŽYŽÒ‚Æ•̧ •»‹ÆŽÒ‚ª‚Â‚­‚è‚¾
‚µ‚Ä‚¢‚é‹£‘̂ ‚Ì”r•œ‚Ö‚ÌŒXŒü‚ÉƒVƒOƒiƒ‹‚ð‚ ‚½‚¦
‚©‚Ë‚È‚¢‚±‚Æ‚ÉŽ„‚Í•¢ f̃‚ð‚¢‚¾‚¢‚Ä‚¢‚é•B‚±‚Ì“Á
Žê‚ÈŽ–—á‚Ì•ê•‡•C Mobil ‚Æá̂‚Á‚Ä Marathon ‚ª•C
‚»‚ÌƒKƒ\ƒŠƒ“‚ð•¬‚³‚È“Æ—§•¬”„‹ÆŽÒ‚É”„‚Á‚Ä‚¨
‚è•C‘½‚­‚Ì•ê•‡•C”Þ‚ç‚Íƒ•ƒWƒƒ•[ŠeŽÐ‚É‚æ‚Á‚Ä•Š
—L‚³‚ê‚Ä‚¢‚éƒT•[ƒrƒX•EƒXƒe•[ƒVƒ‡ƒ“‚æ‚è•¬‚³‚¢
‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä•CŽ„‚ÌŠÖ•S‚Í•C‚³‚ç‚É‚½‚©‚Ü‚Á‚Ä‚¢
‚é•v (W. H. Ford, Opening Statement, Proposed 

-113-



Œ o • Ï Š w Œ ¤ ‹ †

Purchase of Marathon Oil Co., by Mobil Oil 
Corp., Joint Hearings before the Committee on 
Commerce, Science and Transportation, Snate, 
and the Energy and Commerce, House of Rep-
resentatives, p. 6). 

ƒIƒnƒCƒI•B‚Å‚Í•C Mobil ‚ÌƒKƒ\ƒŠƒ“‚ÆŽå‚É Ma-
rathon ‚©‚ç‚ÌŒ´–û‹Ÿ‹‹‚ð‚¤‚¯‚Ä‚¢‚½•¸•»‹ÆŽÒ‚Ì
ƒKƒ\ƒŠƒ“‚Æ‚Í 1 ƒKƒ•ƒ“‚ ‚½‚è 3~ 7 ƒZƒ“ƒg‚Ì•·‚ª
‚Ð‚ç‚¢‚Ä‚¢‚½‚Æ‚¢‚¤ (ibid., pp. 12-14) •BMara-
thon ‚Í”ñƒ•ƒWƒƒ•[•Eƒvƒ‰ƒ“ƒh•¬”„‚èƒKƒ\ƒŠƒ“‚Ì
Žå—v‹Ÿ‹‹ŽÒ‚Å‚ ‚Á‚½•i•Ê•\•j•B

’• 120 ê̂•\•C Marathon Oil Co. ‚É‚æ‚Á‚Ä‹Ÿ‹‹‚³‚ê
‚½•¬”„‚èƒKƒ\ƒŠƒ“‚ÌƒVƒFƒA (1980 ”N•j

•i“ì•”‹y‚Ñ’†•¼•”•”•B•j

•B I ƒ V ƒ F ƒ A ( % )

Illinois 31.26 
Indiana 12.08 
Michigan 15.54 
Wisconsin 13.64 
Ohio 4.39 
Alabama 11.95 
Florida 44.35 
Georgia 20.09 
Kentucky 22.00 
Mississipi 13.83 
North Carolina 11.36 
South Carolina 23.79 
Tennessee 31.38 
Virginia 12.89 

•k’••l”ñƒ•ƒWƒƒ•[•Eƒvƒ‰ƒ“ƒh‚É‚̈ ‚̄ ‚éƒVƒFƒA‚Å‚ ‚é•B
•k•o•Š•l Proposed Parchase of Marathon Oil Co. 

by Mobil Oil Corp, p. 30. 

Ž • ‘ ± • « ƒ C ƒ “ ƒ t ƒ Œ ‚ ª — \ ‘ z ‚ ³ ‚ ê ‚ é ‰ º ‚ Å ‚ Í • C Ž è Œ ³ — ¬

“ ® • « ‚ Ì ’ ~ • Ï ‚ Í • C ‚ » ‚ Ì ‘ • • B ‚ É Œ À Š E ‚ ð ‚ à ‚ Â • B ‚ » ‚ Ì ‚ ½

‚ ß Š ” Ž ® Ž s • ê ‚ Ì ’ á – À ‚ É ‚ æ ‚ é Š ” ‰ ¿ ‚ Ì ‘ Š ‘ Î “ I ‰ ß • ­ • ] ‰ ¿

‹ y ‚ Ñ • C ‹ à — Z Ž s • ê ‚ É ‘ Ø — ¯ ‚ µ ‚ Í ‚ ¯ Œ û ‚ ð ‹ • ‚ ß ‚ Ä ‚ ¢ ‚ é ‘ å

— Ê ‚ Ì ‰ Ý • ¼ Ž ‘ – { ‚ Ì ‘ ¶ • Ý ‚ Æ ‚ ¢ ‚ ¤ • ð Œ • ‚ ð — ˜ — p ‚ µ ‚ Ä • C • ¶

Ž Y ” \ — Í ‚ ð Š g ’ £ ‚ · ‚ é ‚ ± ‚ Æ ‚ È ‚ ­ • C ‚ © ‚ Â • C Ž s • ê ƒ V ƒ F ƒ A

‚ ÌŠm•Û ‚ð •Û•á ‚ · ‚ é ‚Æ ‚Æ‚à ‚É •C‹@” \Ž ‘– { ‚Æ ‚µ ‚ÄƒC

ƒ“ƒ tƒŒ‚É ‚½‚ ¦ ‚é—D—ÇŠé‹Æ‚ Ì •‡• ¹ •EŽæ“¾‚Æ•Î–û•E

“ V ‘ R ƒ K ƒ X Ž Y ‹ Æ ‚ Ì ‹ £ ‘ ˆ • ð Œ • ‚ Ì • Ä ‹ ­ ‰ » ‚ Ì ‚ ½ ‚ ß ‚ Ì ‹ £ ‘ ˆ

vøbKwól¹O�im0nT�Ou "SÖ_—0kT�0K0c0_0h`�0•0Œ

‚é 121)

•K
121) ‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚É‚Æ‚Á‚Ä‹ÆŠE“à‚Ì‹£‘ˆ•ðŒ•‚Ì‹­‰»

‚Í•D•ã—¬•”–å••Œ´–û‚ÌƒAƒ•ƒŠƒJ•‘“à‹Ÿ‹‹—¦‚ð•ã•¸

‘æ 50 Š ª ‘ æ3 • 4 •†

”ñƒGƒ lƒ ‹ƒMˆê • ”–å ‚ Ì ‘½Šp‰»‚É ‚Â ‚¢ ‚Ä ‚ Í •D ‚Ð ‚Æ

‚Ü ‚ ¸—¯ •Û ‚ · ‚ é ‚Æ ‚µ ‚Ä ‚à •CŽ ‘– { ’ ~ • Ï • s “® ‚É ‚ ¨ ‚ ¢ ‚Ä

T�Ou "SÖ_—m;RÕ0’‘Í‰–0W0f0D0‹O�im0{0iÿ�•êy>

• Û — L – „ ‘   — Ê ‚ Ì Œ ¸ ‘ Þ ‚ ª • ­ ‚ È ‚ © ‚ Á ‚ ½ • i ‚ ½ ‚ Æ ‚ ¦ ‚ Î • C ƒ Z

ƒJƒ“ƒh 8 ŽÐ‚ Ì Sun, Tenneco, ƒZƒJƒ“ƒh4 ŽÐ‚Ì

Shell, ƒgƒbƒv4 ŽÐ‚Ì Mobil ‚ ð ‚ Ý ‚ æ • B • \3- 3 

-10) •B

“ ¯Žž ‚É •D• Î–û ˆÈŠO ‚ ÌƒGƒ lƒ ‹ƒM• [ • ª– ì ‚Ö ‚ ÌŽQ“ü

‚ÆŽx”z ‚ð ‹ } ‘ ¬ ‚É • ‚ ‚ ß ‚é ‚± ‚Æ‚É ‚æ ‚Á ‚Ä •CƒGƒ lƒ ‹ƒM

• [ ‘ S ‘ Ì ‚ Ì Ž s • ê Ž x ” z — Í ‚ ð • Ä • \ ’ z ‚ µ ‚ æ ‚ ¤ ‚ Æ ‚ µ ‚ Ä ‚ ¢
‚é 122) •B

1970 ” N ‘ ã ‚ Ì • Î – û ‘ å Ž è Š é ‹ Æ ‚ Ì ‚ æ ‚ ¤ ‚ È ‘ Š ‘ Î “ I ‚ É ‹ ­

Œ Å ‚ È ‰ ¿ Š i Ž x ” z — Í ‚ ð ‚ à ‚ Á ‚ ½ Ž ‘ – { ‚ É ‚ Æ ‚ Á ‚ Ä • C ’ · Š ú • s

‹ µ ‚ Æ ƒ C ƒ “ ƒ t ƒ Œ • [ ƒ V ƒ ‡ ƒ “ ‚ Ì Ž • ‘ ± ‚ Æ ‚ ¢ ‚ ¤ • ð Œ • ‰ º ‚ É ‚ ¨

‚ ¢ ‚Ä ‚ Í •C • Ï ‹É “ I ƒ t ƒBƒXƒJƒ ‹ •Eƒ |ƒŠƒV• [ ‚É‰ºŽx ‚ ¦

‚ ³ ‚ ê ‚ÄŽæ“¾‚µ ‚½—˜• • ‚Æ‚» ‚ê ‚ðŒ¹•ò ‚Æ‚ · ‚éƒLƒƒƒb

ƒVƒ…•Eƒ tƒ • • [ ‚ ðŽg ‚Á ‚Ä •D ‚» ‚ ÌŽ ‘ – { ’ ~ • Ï • s “® ‚ÉŠé

imT�Ou "SÖ_—0’[šw@0U0[0‹0S0h0o_Åq60g0B0c0_

‚Æ‚¢‚¦‚æ‚¤ 123), 124) •B

‚³‚¹‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä’B•¬‚³‚ê‚æ‚¤•B
ƒAƒ•ƒŠƒJ•‘“à–„‘ —Ê‚Ì‘•‘å‚É‚æ‚é‹£‘ˆ—Í‚Ì‹­‰»

‚Æ‚¢‚¤ˆÓ•}‚Íƒ•ƒWƒƒ•[ƒY‚Ì“à‚Å‚Í•C Mobil ‚É‚̈ ‚¢
‚Ä•Å‚à’̃ ‚µ‚¢•B

•uMobil ‚ÌƒeƒCƒN•EƒI•[ƒo•[‚Ì–Ú“I‚Í•CŒ´–û–„
…5‘Ï0g0B0‹0h`�0F0� � � �-�M�a�r�a�t�h�o�n 0L0‚0c0f0D0‹

•‚•iŽ¿‚Ì–„‘ —Ê‚ð Mobil ‚Í‹•‚ß‚Ä‚¢‚é‚Ì‚¾‚ÆŽv
‚¤•B•v (Proposed Purchase of Marathon Oil Co. 
by Mobil Oil Corp, Joint Hearings before Com-
mittee on Commerce, Sience and Transporta-
tion, Senate, and The Committee on Energy 
and Commerce, House of Representatives, 
1982, p. 22) •B

122) •uƒAƒ•ƒŠƒJ‚Ì•Î–û‰ïŽÐ‚Ì•Î’Y‚È‚Ç‘¼‚Ì‘ã‘Ö”R—¿
Ž‘Œ¹‚Ö‚Ì•i•o‚Í•C‚Ù‚Ú 1960 ”N‘ã‚ÉŒo‚Á‚Ä‚¢‚½‚Æ‚¢
‚Á‚Ä‚æ‚¢•B•v•i•²“¡’è•K•C •uƒAƒ•ƒŠƒJ‚ÌŠé‹Æ•‡•¹‚Ì
•Å‹ß‚Ì•”“Á’¥•v 219 ƒy•[ƒW•j•B

123) •u"Œš•Ý‘Î”ƒŽû•f'‚Æ‚¢‚¤̂Ó–¡‚Å‚Í‚È‚­•CƒCƒ“ƒtƒŒ•[
0·0ç0ó0LN;‰•0jÿ�T�Ou "SÖ_—N�{F€�ÿ	0nRÕVà0g0B

‚Á‚½•v (K. M. Miller, "A Financial Perspective 
on Takeovers and Related Pheromena", Cor-
porate Takeover, Oversight Hearings before Sub-
committee on the Monopoly and Commercial Law, 
U. S. House of Representatives, 1982, p. 58). 

’n‰ºŽ‘Œ¹‚Ì•Î–û‘åŠé‹Æ‚É‚æ‚éŽæ“¾‚É‚µ‚Ä‚à•C‚»

-114-



Š é ‹ Æ • ‡ • ¹ ‚ Æ Ž ‘ – { ’ ~ • Ï

•\ 3-3-10 ƒgƒbƒv 16 •Î–ûŠé‹Æ•Û—LŒ´–û–„‘ —Ê•„ˆÚ(1978-80 ”N•j

Šé ‹Æ 1978 

Exxon 7,853 
Mobil 2,606 
Texaco 4,841 
Socal 2,626 
Gulf 2,372 

Standard Oil 2,774 
(Indiana) 

Arco 3,114 
Shell 1,796 
Sohio 4,104 
Conoco 1,980 
Phillips 1,365 
Sun 925 
Union 844 
Getty 2,282 
Occidental 1,040 
Tenneco 275 

Œv 40,829 

‚Æ‚±‚ë‚Å•C‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚ÌŽ‘–{’~•½Šˆ“®‚É‚¨

‚¯‚é•D‚±‚Ì‚æ‚¤‚ÈŒXŒü‚Í•D 1980 ”NˆÈ•~‚Ü‚ · ‚Ü‚ ·

••’·‚³‚ê•C‘åŒ^‰»‚µ‚Ä‚¢‚é•B

•Å‹ß‚ ÌŒi‹C‰ñ•œ‚É‚à‚©‚©‚í ‚ç ‚ ¸•D•u‹tƒIƒCƒ‹

‚ê‚ª‚½‚ñ‚ÉƒCƒ“ƒtƒŒƒwƒbƒW‚Ì–ðŠ„‚ð‚Í‚½‚·‚¾‚̄ ‚Å
‚Í‚È‚­•C•Î–ûŠé‹Æ‚É‚Æ‚Á‚Ä‚Í‹£‘̂ •ðŒ•‚Ì‹­‰»‚É‚Â
‚È‚ª‚é‚Î‚©‚è‚Å‚Í‚È‚­•C‹@”\Ž‘–{‚Æ‚µ‚ÄŠ “̂®‚³‚µ
‚¦‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä•C‚»‚ÌŽ‘Œ¹‰¿’l‚à‘•‘å‚µ‚¦‚é‚±
‚Æ‚ðŠÅ‰ß‚·‚×‚«‚Å‚Í‚È‚¢‚Å‚ ‚ë‚¤•B

•Î–û‰¿Ši‚Ì•ã• ‚̧ªˆÛŽ•‚³‚ê‚Ä‚±‚»•C’n‰ºŽ‘Œ¹‚Ì
Ž‘ŽY‰¿’l‚à‘•‘å‚µ‚Ä‚¢‚­‚Ì‚Å‚ ‚é•B

124) Œ´–û‚ÌŒ@•í•EŠJ”­ƒRƒXƒg‚É”ä‚×‚Ä•Î–û–„‘ • ‚̄ð
‚à‚Á‚½Šù‘¶Šé‹Æ‚ÌŽs•ê‰¿’l‚Ì”ƒŽû”ï‚ª’á‚¢‚±‚Æ
‚ª•C•Î–ûŠé‹Æ‚É‚æ‚é”ƒŽû‚Ì‘å‚«‚È—vˆö‚Æ‚µ‚ÄŽw“E
‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B

‚³‚ç‚É•Î–ûŒ@•íŽ–‹Æ‚ÌƒŠƒXƒN‚Ì‘å‚«‚³‚ð•l‚¦‚ê
‚Î•C•‘“à–„‘ —Ê‘•‘å‚ð–Ú‚́ ‚·ƒ•ƒWƒƒ•[ƒY‚ðŽn‚ß‚Æ
‚·‚é‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚ª•C•uƒEƒI•[ƒ‹ŠX‚Å•Î–û‚ðŒ@‚é•v
‚Æ‚¢‚¤Œ»•Û‚à“–‘R‚Å‚ ‚é‚Æ‚à‚¢‚¦‚æ‚¤•i•²“¡’è•K
•u”R‚¦‚³‚©‚é•Ä•‘‚ÌŠé‹Æ•‡•¹‰ “̂®•v•C•uƒGƒRƒmƒ~ƒX
ƒg•x•C •f84. 4.24. 15 ƒy•[ƒW•j•B

‚µ‚©‚µ•C‚±‚ÌŽ‘ŽY‘I‘ð‚Ì”wŒã‚É•C•Î–ûŽY‹Æ‚É‚Æ
‚è‚í‚̄ ’~•Ï‚³‚ê‚½‰ß•è”\—Í‚ª‘¶‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚ð•C
‚Þ‚ë‚ñŠÅ‰ß‚·‚×‚«‚Å‚Í‚È‚©‚ë‚¤•B

•i’P̂Ê•F 100 –œƒoƒŒƒ‹•j

'79 '80 ‘• ('78 Œ¸-'80) —¦

6,970 7,398 6% 
2,620 2,727 5 
2,600 2,335 - 52 
1,744 1,724 - 34 
1,943 1,898 - 20 

2,627 2,649 5 

2,638 2,631 - 16 
2,317 2,390 33 
3,888 3,659 - 11 
2,055 1,988 

•K1,220 1,014 - 26 
780 854 8 
809 721 - 15 

2,038 1,921 - 16 
886 832 - 20 
262 273 1 

35,397 I 35,397 - 14 

ƒVƒ‡ƒbƒN•v‚Æ‚µ‚Ä•\•o ‚µ ‚½•Î–û•¶ŽY‚Ì‰ß•è‰»Œ»

•Û‚Í 125) ‚ ¢ ‚Á ‚» ‚¤ ‚ Ì • [‰» ‚ð ‚Ý ‚ ¹ •C• Î–ûŠé‹Æ‚ ÌŽû

‰vŠî”Õ‚Ì•sˆÀ’è‰»‚ð‘£•i‚µ‚Ä‚¢‚é•B‚»‚Ì•Ž•ž•C

‘ÅŠJ‚ Ì ‚½‚ß‚É‚ Í •C•Î–û•E“V‘RƒKƒXŽY‹ÆŽ©‘Ì ‚ Ì ‚¢

‚Á‚»‚¤‚Ì•Ä•Ò•¬‚É‚æ‚é‹£‘ˆ•ðŒ•‚ÌˆÀ’è•E‹­‰»‚Æ

e°SÎvÊn•0nxºOÝ0k0€0Q0_O�imT�Ou "SÖ_—m;RÕ0’

Šˆ”­‰»‚¹‚Ë‚Î‚È‚ç‚È‚¢‚Æ‚¢‚¦‚æ‚¤•B

‚¨ ‚» ‚ç ‚ ­ •C‚±‚ Ì ‹AŒ‹‚ Í•C• ‘ “àƒGƒlƒ‹ƒM•[Ž‘Œ¹

‚ ÌŠJ”­ ‚ð ‘£• i ‚ · ‚é•ûŒü‚É‚Å‚ Í ‚È ‚ ­ •CŽ‘–{ ’~• Ï •s

RÕ0k0J0Q0‹O�imT�Ou "SÖ_—0nkÔ‘Í0’0U0‰0kšØ0•

‚é‚±‚Æ‚É‚È‚é‚¾‚ë‚¤•B‚»‚µ‚Ä•C‚»‚ ÌŒ‹‰Ê‚Í•C•Î

–û•E“V‘RƒKƒX‹y‚ÑƒGƒlƒ‹ƒM•[• ” • ”–å‚ Ì •Ä• ‘Œo•Ï

‚É‚¨ ‚ ¯ ‚é”ä•d‚ª ‘å ‚« ‚¢ ‚¾‚¯ ‚É•CƒGƒlƒ‹ƒM•[Ž‘Œ¹

‚ Ì•Š—L•W’†‚É‚Æ‚Ç‚Ü‚ç‚¸•CŒo•Ï ‘S•”–Ê‚É‚ í ‚½‚é

125) OPEC ‚Ì‰¿ŠiŽx”z—Í‚ÌŽã‰»‚Æ•¢ŠE•Î–ûŽs•ê‚Ì
•\‘¢•Ï‰»‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•Cˆ¢•”—R‹I•u•¢ŠE‚Ì•Î–ûŽs•ê
‚Ì•Ï‰»‚ÆŒ´–û‰¿ŠiŒ`•¬‚Ö‚Ì‰e‹¿•[•[ƒ}•[ƒPƒbƒgƒ•
ƒJƒjƒYƒ€‚Ì‹@”\‹­‚Ü‚éŒ´–ûŽs•êˆê•[•v•i•u“Œ‹ž‹â•s
ŒŽ•ñJ, 1984 ”N2 ŒŽ•†•jŽQ•Æ‚Ì‚±‚Æ•B
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Ž‘–{•W’† ‚ð‰Á‘¬‰»‚³ ‚ ¹ ‚é ‚Å ‚   ‚ë ‚¤ 126) 0 

1983 ” N – – ‚ © ‚ ç1984 ” N • ‰ “ ª ‚ Ì Texaco ‚É‚æ‚é

Getty ”ƒŽû•C Socal ‚Ì Gulf ”ƒŽû‚ Í •C‚» ‚ Ì ‚± ‚Æ

‚Ì‹ï‘Ì“IŒ»‚ê‚Å‚ ‚é‚Æ‚¢‚¦‚é•B

‚±‚Ì‚æ‚¤‚È‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚É‚æ‚éŽ‘–{•W’†‚ª•C

•Ä• ‘ ‚ Ì • ‘‰ÆŒo•Ï • ­ •ô ‚Æ‰s‚ ­ ‘ Î—§‚ · ‚é ‚± ‚Æ‚ Í •CŒ´

–û‰¿Ši “ • •§‰ð•œ‚É ‚æ‚é• ‘ “àŒ´–ûŽ ‘Œ¹ŠJ” ­ ‘£ • i •ô

‚ Ì•ê•‡•C‚à‚Á‚é‚à–¾”’ ‚Å‚  ‚é 127) •B‚³‚ç‚É•Î–û•E

“V ‘RƒKƒX‚Æ‚¢ ‚Á ‚½ƒGƒlƒ‹ƒM•[ ‚ ÌŠ î ‘b “ I •¤• i ‚Æ‚µ

126) W. F. Muellar, The Geller-Ke/, ’@ ver ACT: 
The FIRST 27 Years. A Study, 1978, pp. 7 4-8 
8. ‚Ü‚½•D Mueller ‚Í•C•Î–ûŠé‹Æ‚à•C‚»‚Ì”Íáe‚É
ŠÜ‚Ü‚ê‚´‚é‚ð‚¦‚È‚¢ƒRƒ“ƒOƒ•ƒ}ƒŠƒbƒg‚ÌŽ‘–{•W’†
‹y‚ÑŽs•ê•W’†‚Ö‚Ì̂ Ó–¡‚ðŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚É‚Ì‚×‚Ä‚¢‚é•B

•uƒRƒ“ƒOƒ•ƒ}ƒŠƒbƒg“I‘ŠŒÝˆË‘¶ŠÖŒW‚ÆŽ©•§‚Í•C
‘½‚­‚ÌŽs•ê‚ÅŒ»ŽÀ‚Ì‚Ü‚½‚Í•ö•Ý“I‚È‹£‘ˆŽÒ‚È‚¢‚µ
ŒÚ‹q‚Æ‚µ‚Ä‘Î–Ê‚µ‚Ä‚¢‚é”äŠr“I•­•”‚ÌƒRƒNƒOƒ•ƒ}
ƒŠƒbƒgƒw‚ÌŒo•ÏŽ‘Œ¹‚Ì•W’†‚ª•C•‡•¹‚É‚æ‚Á‚Ä‚Ü‚·
‚Ü‚·•i“W‚·‚é‚±‚Æ‚É‹Aˆö‚·‚é•B‹£‘ˆ‚É‚½‚¢‚·‚é•Å

‚à•d‘å‚È‹ºˆÐ‚ðˆÓ–¡‚·‚é‚Æ‚¢‚Á‚Ä‚æ‚¢•B‚»‚Ì‹†‹É
“I‚ÈŒ‹‰Ê‚Í•C‹•‘åƒRƒ“ƒOƒ•ƒ}ƒŠƒbƒg‚É‚æ‚é‰¿ŠiŒˆ
’è‚â‘¼‚ÌŠé‹Æ‚ÌˆÓŽvŒˆ’è‚ªŽs•ê‚ð—¥‚·‚é‰e‹¿—Í‚©
‚ç‘½•ª‚É–Æ‚ê‚é‚±‚Æ‚É‚È‚é‚æ‚¤‚È•Â•½“IŒo•Ï‘Ì•§

‚Å‚ ‚é•v•i•uƒRƒ“ƒOƒ•ƒ}ƒŠƒbƒg•[•[•u”ñŽY‹Æ J•vƒEƒI
ƒ‹ƒ^•[•EƒAƒ_ƒ€ƒX•Ò•C‹à“c•dŠìŠÄ–ó•uƒAƒ•ƒŠƒJ‚Ì
ŽY‹Æ•\‘¢•v•ŠŽû•C 478~79 ƒy•[ƒW•j•B‹y‚Ñ•C•Ù•e•u•í
ŒãƒAƒ•ƒŠƒJŒo•Ï‚É‚̈ ‚̄ ‚é markup behavior ‚ÆŽY
‹ÆŽx”z•v•i‹ã•B‘åŠw•wŒo•ÏŠwŒ¤‹†•v‘æ49 Šª•C‘æ 3
•†•jŽQ•Æ•B

127) •u•¡“ú‚Ì•V‚½‚È•‡•¹Šˆ“®‚Ì•‚—g‚Í‹£‘ˆ‚Ì‚½‚ß‚É
•í‚í‚È‚¯‚ê‚Î‚È‚ç‚È‚¢“Æ—§Šé‹Æ‚©‚ç‚í‚«‚ ‚ª‚é—E
Š¸‚È‚éƒAƒCƒfƒA‚ÌŠg’£‚âŠv•V•«‚ð–W‚°•CŽ‘–{‚Ì–R
‚µ‚¢‹Ÿ‹‹‚ð‚¢‚Á‚»‚¤Ÿ¿Š‰‚³‚¹‚é•B•Å‹ß‚Ì•Î–û‰ïŽÐ
‚Ì•‡•¹Šˆ“®‚Ì‰Á‘¬‚Í–„‘ —Ê‚Éˆê“H‚à•t‰Á‚¹‚¸•C•V

‚½‚È•¶ŽY•û–@‚ð•¶‚Ý‚¾‚µ‚à‚¹‚¸•CƒKƒ\ƒŠƒ“”Ì”„‚ð
Œø—¦‰»‚·‚é‚±‚Æ‚à‚È‚¢•B•v (H. M. Metzenbaum, 
Prepared Statement, Oversigth of Government 
Merger Enforcement Policy, Hearing before 
the Committee on the Judiciary, U. S. Senate, 
1982, pp. 8-9) •B

‚¾‚ª•C•‡•¹Šˆ“®‚ðŽ„“I’~•ÏŠˆ“®‚Ì•s‰ÂŒ‡‚È—vˆö
‚Æ‚¹‚Ë‚Î•CŒ»•Ý‚Ì•Î–ûŠé‹Æ‚ÌŽ‘–{Šˆ“®‚Í‚È‚µ‚¦‚È
‚¢‚Ì‚Å‚ ‚é•B

•u•s•K‚È‚±‚Æ‚È‚ª‚ç•C‰¿Ši‚ª•ã•̧ ‚·‚é‚É‚Â‚ê‚Ä•¶
ŽYŒ©’Ê‚µ‚Í‰º‚ª‚Á‚Ä‚­‚é•B‚±‚Ì•ª–ì“Á—L‚ÌŒo•ÏŒ´
‘¥‚Å‚ ‚é•v CG •Eƒ}ƒNƒoƒKƒ“•C‘OŒf•‘•D 105 ƒy•[ƒW•j•B

•Î–ûŽY‹ÆŒ¤‹†•à’c‚Ì•ã‹‰ƒGƒRƒmƒ~ƒXƒgRolence
Goldstein ‚ÌŒ¾—t‚Å‚ ‚é•B

‘æ 50 Š ª ‘ æ3 • 4 •†

0f0nOM•n0’€�0H0‹fBÿ�O�imT�Ou "SÖ_—0L•wg�ŒÇ

– { “ Š Ž ‘ ‚ É ‚ æ ‚ é ‹ @ ” \ Ž ‘ – { Ž x ” z ‚ Å ‚   ‚ è ‚ È ‚ ª ‚ ç • C ‘ ¼

–Ê•D•Ä•¶ŽY‚©‚ç‹z ‚¢•ã ‚ ° ‚½‰Ý•¼‚ð•Ä•¶ŽY• i ˆê”Ê

— ¬ ’ Ê ‹ y ‚ Ñ • ¤ ‹ Æ — ¬ ’ Ê ‚ Å ‚ Ì Ž À Œ » ‚ ð ” } ‰ î ‚ · ‚ é ‚ ± ‚ Æ ‚ È

‚­• j ‚ÖŠÂ—¬‚³ ‚¹ ‚é ‚±‚Æ‚È‚­‹à—Z—¬’Ê‚Ö“Š‚¸ ‚é‚±

‚Æ‚É‚Ù‚©‚È‚ç ‚È‚¢Œ‹‰Ê128) •C‰Ý•¼Ž‘–{’~•Ï‚Ì‚¢‚Á

‚» ‚¤ ‚ Ì ” ì ‘å‰»‚ð•• ’ · ‚± ‚» ‚ · ‚ê•Ä• ‘Œo•Ï ‚ Ì •¬ ’ ·–â

‘è ‚É ‚àŒˆ’è“ I ‚ÈƒCƒ“ƒpƒNƒg‚ð—^‚ ¦ ‚ ´ ‚é ‚ð ‚ ¦ ‚È ‚¢

129), 130) 

•K

128) •u‚±‚Ì‚æ‚¤‚ÈŽ‘ŽY•Ä”z•ªŠˆ“®•i•‡•¹•E”ƒŽûŠˆ“®
 �{F€�ÿ	0oŒÇg,ŒÇn•0h€ýR›0nN!e¹0’e°0_0ju�u#
•̈ ‚Ì•¶ŽY‚©‚çˆø‚«‚¾‚µ‚Ä‚µ‚Ü‚¤•v (Staff Report, 
Mergers and Acquisitions of the Top 20 Oil 
Companies, p. 8). 

129) •u•\•ª‚É‘å‚«‚È•Î–ûŠé‹Æ‚É‚Æ‚Á‚Ä•C •Å‚à–£—Í“I
‚È‰ß•è— “̃¾‚Ì—˜—p–@‚Í•C •wƒjƒ…•[ƒ̂ •[ƒNŠ”Ž®ŒðŠ·
•Š‚Ìƒtƒ•ƒA•[‚Ì•ã‚Å•Î–û‚ðŒ@•í‚·‚é‚±‚Æ•v•C ‚·‚È
‚í‚¿•C‰ß•­•]‰¿‚³‚ê‚½•Î–ûŠé‹Æ‚ð”ƒŽû‚µ•C‚»‚Ì‰ï
ŽÐ‚ÌŽ©‚ç‚Æ“¯—l‚É‚à‚Á‚Ä‚¢‚é‰ß”•—˜“¾‚ð‹•Žó‚·‚é
‚±‚Æ‚Å‚ ‚ë‚¤•B

‚±‚Ì‚±‚Æ‚Í•C•Î–ûŠé‹Æ‚Ì‰ß•è—˜“¾‚Ì•¶ŽY“IƒŠƒT
ƒBƒNƒ‹‚ÌŠÏ“_‚©‚ç‚Ý‚ê‚Î•C •u•Åˆ«‚ÌŒ‹––•v‚Æ‚È‚é
‚Å‚ ‚ë‚¤•v (ibid., p. 4) •B

•u•¶ŽYŠg‘å“I•v“ŠŽ‘Žx•o‚Ì•íŒ¸‚É‚Í•CŒ¤‹†ŠJ”­
”ï‚Ì•íŒ ‚̧à‚Æ‚à‚È‚Á‚Ä‚¢‚é•B H. Mezenbaum ‚Í
ŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚ÉŽå’£‚µ‚Ä‚¢‚é•B

•u‰¿Ši“••§‚ª‚Í‚̧ ‚³‚ê‚é‚Æ•C”œ‘å‚È—˜‰v‚Æ‚È‚è•C
1985 ”N‚Ü‚Å‚É‚Í‹ÆŠE‘S‘Ì‚Ì•Åˆø‚«Žû‰v‚Í 490 ‰­‚©
0‰�8�0�0�0 Q�0É0ëX—0h0j0‹‰‹•¼0•0g0B0‹0� �wól¹u#

‹Æ‚ªŒ¤‹†ŠJ”­‚ÉŠ„‚¢‚Ä‚¢‚éŽx•o‚ÍŽû‰v‚Ì‚í‚¸‚©
8.6 Œ`‚Å‚ ‚è•C‘¼‚Ì‹Æ•Ñ‚É‚­‚ç‚×‚é‚Æ‚»‚Ì”ä—¦‚Í
•¬‚³‚¢•v•i G, ƒ}ƒNƒoƒKƒ“•C‘OŒf•‘•C 105 ƒy•[ƒW•j•B

130) ‘åŠé‹Æ‚É‚¨‚¯‚éŽ„“IŽ‘–{’~•Ï‚Ö‚Ì•‡•¹•E”ƒŽû‚Ì
’èŽá‚Í•CŽ‘Œ¹•EŽ‘‹à”z•ª‹@”\‚Ì‘å‚«‚È•”•ª‚ð‚È‚µ
‚Ä‚¢‚é‚Æ‚à‚¢‚¦‚æ‚¤•B‚à‚Á‚Æ‚à•C“¯Žž‚É•Š—L‚Ì•Ä
•Ò•E•W’†‚ð‚à‚½‚ç‚µ‚Í‚·‚é‚ª•B

•uŽ‘–{Žù—v‚ª‰ •·‚Å‚ ‚é‚É‚à‚©‚©‚í‚ç‚̧ •C ‚·‚Å
‚É•‰•Â”ä—¦‚ª•‚‚­•D‹â•s—ZŽ‘‚â•ØŒ””­•s‚Æ‚¢‚Á‚½
’Ê•í‚ÌŒ ‘̀Ô•Eƒ‹•[ƒg‚ÅŽ‘‹à‚ð’²’B‚·‚é”\—Í‚Ì‚È‚¢
”ñ“S‹à‘®‰ïŽÐ•iŽ‘‹à•s‘«‰ïŽÐ•j‚Æ•CŒ»•Ý‚·‚Å‚É‹•

Šz‚Ì—]—TŽ‘‹à‚ð•ø‚¦‚Ä‚¢‚é‚©•C‚Ü‚½‚Í•«—ˆ‹•Šz‚Ì
ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì—¬“ü‚ª—\‘z‚³‚ê‚é‘å‰ïŽÐ
•iŽ‘‹à—]•è‰ïŽÐ•j ‚Æ‚ª•C•‡•¹‚ð’Ê‚¶‚ÄŒ‹•‡‚µ‚Ä‚¢
‚é‚í‚̄ ‚Å‚ ‚é‚ª•C‚±‚¤‚µ‚½ƒP•[ƒX‚Å‚Í•CŽ‘‹à—]•è

•”•ª‚©‚çŽ‘‹à‚ð‹zŽû‚µ‚Ä•CŽ‘‹à•s‘«•”•ª‚É—¬‚·‚Æ
‚¢‚¤‹à—Z‹@ŠÖ‚âŽ‘–{Žs•ê‚ÌŠú‚½‚·Ž‘‹à”z•ª‹@”\‚ð
Šé‹Æ•‡•¹‚ªˆê•”‘ã‘Ö•E•âŠ®‚µ‚Ä‚¢‚é•v•i•¼ˆä˜a•v
•u”ƒŽû•E•‡•¹‚ª–{—¬•[̂ê•Ä•‘ŽY‹Æ‚ÌŽÀ•î•\•\-•v•D

-116-



Š é ‹ Æ • ‡ • ¹ ‚ Æ Ž ‘ – { ’ ~ • Ï

‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚É‘ã•\‚³‚ê‚é•Ä•‘‹•‘åŽ‘–{‚ª•C

0]0nyÁv„„ÄzMˆLRÕ0k0J0Q0‹O�imT�Ou "SÖ_—e/Qú

‚ÌƒEƒGƒCƒg‚ð•C‚Ü‚·‚Ü‚·•‚‚ß‚Ä‚¢‚­‚±‚Æ‚Í•C‚»

‚Ì‘••B•ðŒ•‚ð‚È‚­•‘‰Æ“Æ•èŽ‘–{Žå‹`‚Ì•¶‘¶‚Æ•¬

’·‚Ì‚½‚ß‚ÌŠî‘b“I•ðŒ•‚ðŽ©‚ç‚ªŒ@‚è‚­‚¸‚·‚±‚Æ

‚É‚È‚ë‚¤•B

[4] Œ‹‚Ñ‚É‚©‚¦‚Ä

1970 ”N‘ãŒã”¼‚©‚ç80 ”N‘ã•‰“ª‚É‚©‚¯‚Ä‚ÌŠé‹Æ

•‡•¹Šˆ“®‚ÌŠˆ”­‰»‚Í•C 60 ”N‘ãŒã”¼‚ÌƒRƒ“ƒOƒ•ƒ}

ƒŠƒbƒg•‡•¹‚Æ‘Šˆá‚µ‚Ä 70 ”N‘ã‚Ì’·Šú•s‹µ‰º‚É•¶

‚¶‚½Œƒ—ó‚ÈŠé‹Æ•EŠé‹ÆƒOƒ‹•[ƒvŠÔ‹£‘ˆ‚Ö‚Ì‘Î‰ž

•ô‚Æ‚µ‚Ä‚Ì‘¤–Ê‚ª‘å‚«‚È“Á•F‚ð‚È‚µ‚Ä‚¢‚½•BŠù

‘¶‘åŠé‹Æ‹y‚ÑŽ‘–{ƒOƒ‹•[ƒv‚É‚æ‚é’ ·Šú•s‹µ•Ž

•ž•C‚È‚¢‚µ‚Í‘Î‰ž•ô‚Ì‚½‚ß‚Ì•í—ª“I•z•Î‚Æ‚µ‚Ä

‚Ì•«Ši‚ª‹­‚¢‚Ì‚Å‚ ‚é•B•‡•¹Šˆ“®‚Í‰Ç•èŠÔ‹£‘ˆ

‚ÌŽå—vŒ`‘Ô‚Æ‚µ‚Ä‚¨‚±‚È‚í‚ê‚½•B

•Î–û•E“V‘RƒKƒXŽY‹Æ•”–å‚É‚¨‚¯‚éƒgƒbƒv16 ŽÐ

‚ÌŠé‹Æ•‡•¹Šˆ“®‚à•C OPEC ‚ÉŽå“±‚³‚ê‚½Œ´–û’²

’B•ðŒ•‚Ì•Ï‰»•C•Î–û•Á”ïŽù—v‚Ì’á–À•EŒ¸‘Þ•CŽù

—v•\•¬‚Ì•Ï‰»‚Æ‚¢‚Á‚½Ž–•î‚É‹Nˆö‚·‚é‹£‘ˆ‚ÌŒƒ

‰»‚É‚æ‚é•‚Žû‰v•ðŒ•‚Ì•sˆÀ’è‰»‚Ö‚Ì‘Î‰ž‚Æ‚µ‚Ä

•¶‚¶‚Ä‚¢‚½•B‚»‚ê‚Í•D•Î–ûŽ–‹Æ‚Ì‹£‘ˆ•\‘¢‚Ì•Ä

•Ò•¬‹y‚ÑŽY‹Æ•\‘¢•EƒGƒlƒ‹ƒM•[•\‘¢‚Ì•Ï‰»‚É‚æ

‚é•V‹KŽ–‹Æ•”–å‚Ö‚Ì•i•o‚É‚æ‚Á‚ÄŒo‰cŠî”Õ‚ð‹­

•u•Ê•ûƒ_ƒCƒ„ƒ‚ƒ“ƒh•v•C 1977 ”N 4 ŒŽ 60 ƒy•[ƒW•C‚È
‚̈•u“ú•ÄŠé‹Æ‚Ì•à–±•\‘¢‚ÆŠ”‰¿Œ̀•¬•v•C•u•ØŒ”Œo•Ï•v
125 •†•C 1977 ”N 7ŒŽ•C 76 ƒy•[ƒW‚©‚ç‚Ì̂ø—p•j•B

‚»‚Ì‚½‚ß•C•‡•¹•E”ƒŽû‚Ì•­•ô“I‹ÖŽ~‚Í•C‚±‚Ì‚æ
‚¤‚ÈŒõH‚Å‚ÌŽ‘Œ¹•EŽ‘‹à”z•ª‹@”\‚ð‘jŠQ‚·‚é‚Æ‚à
‚¢‚¦‚æ‚¤ (G. J. Benston, Presentation, CorPo-
rate Takeover, Oversight Hearings before Sub-
committee on Monopoly And Commercial Law, 
U. S. House of Representive, 1982, p. 27) •B

‚©‚Â‚Ä‚Í•Cƒ}ƒNƒ•“I‹@”\‚Å‚ ‚Á‚½Ž‘Œ¹•EŽ‘‹à•Ä
”z•ª‹@”\‚Ì‘å‚«‚È•”•ª‚ª•C“Æ•èŽ‘–{Žå‹̀ ‚Ì•¬—§•C
‚»‚µ‚Ä•‡•¹•E”ƒŽû‚ÆƒRƒ“ƒOƒ•ƒ}ƒŠƒbƒg‰»‚Ì•i“W‚É
‚æ‚Á‚Ä•CŽ„“IŽ‘–{‚Ì“à•”‚Ö‚Æ‚è•ž‚Ü‚ê‚Ä‚¢‚é‚Æ‚à
‚¢‚¦‚æ‚¤ (0. E. Williamson, "Corporate Cortrol 
Dilema", ibid., p. 40) ... 

‰»‚µ•‚Žû‰v•ðŒ•‚ð•Ä•\’z‚µ‚æ‚¤‚Æ‚·‚é“w—Í‚Ì•\

•o‚Å‚ ‚é‚Æ‚Ý‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚æ‚¤•B‚½‚ñ‚É‹à—Z“I

SÎvÊ "b•j_v„SÎvÊ0’0m0‰0c0_0‚0n0g0o0j0Oÿ�wó

–û•”‰Ç•èŠé‹Æ‚É‚¨‚¯‚éŒ»ŽÀŽ‘–{‚Ì’~•Ï•¢“ï‘ÅŠJ

‚ð–Ú‚´‚µ‚½‚à‚Ì‚È‚Ì‚Å‚ ‚é•B

‚Ü‚½•C 1970 ”N‘ãŒã”¼ˆÈ•~‚Ì•‡•¹‰^“®‚É‚¨‚¢‚Ä

“Á‚É’•–Ú‚³‚ê‚é‚Ì‚Í•C 74 •E 5 ”N‹°•QˆÈ•~‚ÌƒtƒB

ƒXƒJƒ‹•Eƒ{ƒŠƒV•[‚Æ‰Ç•è“I‰¿Ši•s“®‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä

‚»‚ê‚ç‘åŠé‹Æ‚ª“¾‚½ƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ª•C•s

‹Ï•t“I‹•Šz‚É‚¨‚æ‚ñ‚¾‚±‚Æ•B‚³‚ç‚É•C’·ŠúŽ‘–{

Žx•o‚Ì‘å‚«‚È•”•ª‚ðŠé‹Æ•‡•¹‚É“Š“ü‚·‚é‚±‚Æ‚É

‚æ‚Á‚Ä•CŠé‹Æ•‡•¹Šˆ“®‚É‘å‚«‚ÈƒEƒGƒCƒg‚ð‚¨‚­

•¡“ú‚Ì‘åŠé‹Æ‚ÌŽ„“I’~•Ï•s“®‚Æ•‘‰Æ•­•ô‚Æ‚Ì–µ

•‚‚ð•C•Å‚à‰s‚­’ñŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚½‚±‚Æ‚Å‚ ‚é•B

‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚Ì 1970-80 ”N‘ã‚Ì’~•ÏŠˆ“®‚ª•C

•‘‰Æ“Æ•èŽ‘–{Žå‹`‚Ì‰º‚Å“Æ•è•”Ž‘–{‚É‚æ‚é’~—Å

Šˆ“®‚ÆŠé‹Æ•‡•¹‚ÌŠÖ˜A‚ð‚ß‚®‚é•”–â‘è‚ð•C”ñ•í

‚É‘•••‚³‚¹‚½Žp‚Å’ñŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚é‚Ì‚Å‚ ‚é•B

1978-80 ”N‚É‚©‚̄ ‚Ä•C ƒgƒbƒv 16 ŽÐ‚Í•CƒtƒBƒX

ƒJƒ‹•Eƒ{ƒŠƒV•[‚ÉŽx‚¦‚ç‚ê‚Â‚Â•C•Î–û‰¿Ši“••§

‰ð•œ‚à‰Á‚í‚Á‚Ä•C‰¿ŠiŽx”z—Í‚ÉŽx‚¦‚ç‚ê‚½•Î–û

‹y‚Ñ•Î–û•»•i‰¿Ši‚Ì•ã•¸‚É‚æ‚è–c‘å‚ÈƒLƒƒƒbƒV

ƒ…‚ðŠl“¾‚µ‚½•BƒtƒBƒXƒJƒ‹•Eƒ{ƒŠƒV•[‚É‚æ‚Á‚Ä

“Š‚¶‚ç‚ê‚½’Ê‰Ý‹Ÿ‹‹‚ª•C•Î–û•E“V‘RƒKƒXŽY‹Æ‚Ì

‘åŠé‹Æ‚ÌŽè‚É•„•Ï‚³‚ê‚Ä‚¢‚­‚Ì‚Å‚ ‚é•B‚µ‚©‚à

16 ŽÐ‚Í•C‚±‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…‚Ì‘å‚«‚È•”•ª‚ðŽèŒ³—¬

“®•«•iŒ»—a‹à•E—L‰¿•ØŒ”•j‚Ì’~•Ï‚ÖŒü‚¯•C’·Šú

Ž‘–{Žx•o‚É‚Í—}•§“I‚Å‚ ‚Á‚½•B‚±‚Ì’·ŠúŽ‘–{Žx

•o‚É‚¨‚¢‚Ä‚à•C•¶ŽY”\—Í‚Ì‰ß•è•Ý”õ‚Ì‚½‚ß•C•¶

ŽY“I“ŠŽ‘‚Í’á‚­‚¨‚³‚¦‚ç‚ê•CŠé‹Æ•‡•¹Žx•o‚ª“¯

ŠúŠÔ‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‘•‰ÁŠz‚Ì•Å‚à‘å‚«‚È

•”•ª‚ð‚µ‚ß‚Ä‚¢‚½‚Ì‚Å‚ ‚é•B

’ZŠú‹à—ZŽ‘ŽY‚Ì’~•Ï‚Æ•‡ŽZ‚·‚ê‚Î•C 16 ŽÐ‚ÍƒL

ƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚Ì‘•‰Á•”•ª‚Ì”¼‚Î‚ð•¶ŽY•¨Žs

•ê‚Ö•Ä“Š“ü‚·‚é‚Ì‚Å‚Í‚È‚­•C‹à—ZŽs•ê‚Ö‚Ì“Š“ü
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‚ÉŒü‚¯‚½‚±‚Æ‚É‚È‚é•B‚¢‚í ‚ä‚é•uƒJƒl‚ Ìƒ‚ƒm‚Î

‚È‚êŒ»•Û‚Å‚ ‚è•C•uƒAƒCƒhƒ‹•Eƒ}ƒl•[‚Ì˜B‹à•p•v

‚ÌŠî’ê“I‘¤–Ê‚Å‚ ‚é 131) •B‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚É‚Æ‚Á‚Ä

‹à—ZŽs•ê‚ð‰î‚· ‚é’~•Ï•s“®‚ª•C“ŠŽ‘Œˆ’è‰ß’ö‚É

‚¨‚¢‚Ä•C‚¢‚Á‚»‚¤‘å‚«‚ÈƒEƒGƒCƒg‚ð‚à‚Â‚æ‚¤‚É

‚È‚Á‚½•B

‚½‚¾•CŒ»—a‹à•E—L‰¿•ØŒ”•Û—L‚Í•CƒCƒ“ƒtƒŒ‰º

‚É‚¨ ‚¢‚Ä‚Í•D‚»‚Ì ‘••B—Í‚ÉŒÀŠE‚ð‚à‚Â•B‚æ‚èˆÀ

’è“I•E•‚Žû‰v‚ª—\‘z‚³ ‚ê‚é’·Šú“ŠŽ‘‚Ö•Ä“ŠŽ‘‚³

‚ê‚È‚¯ ‚ê‚ Î ‚È‚ç‚È‚¢•B’·Šú•s‹µ‚Æ‰ß•è”\—Í‚Ì ‘¶

•Ý‚ªˆê”Ê“IŠÂ‹«‚Æ‚µ‚Ä‚   ‚ê ‚ Î •C•¶ŽY”\—Í‚ ÌŠg‘å

‚ð‚È‚· ‚±‚Æ‚È‚­•C‚³ ‚ç‚ÉŽs•êƒVƒFƒA‚Ì•ã•¸ ‚ÆŽ‘

Œ¹•EŽ‘ŽY‚Ì ‘• ‘å‚ð‚à‚½‚ç‚· ’P‚È‚éŽÀ•¨•¤•i ‚Å‚Í

‚È‚­‹@”\Ž‘–{‚É‚Ù‚©‚È‚ç‚È‚¢—D—ÇŠé‹Æ‚Ì•‡•¹•E

Žæ“¾‚ª•C•à–±•í—ª‚Ì•u•Å•I’iŠK•v 132) ‚Æ‚È‚ç‚´‚é

‚ð“¾‚È‚¢‚±‚Æ‚Í“–‘R‚Å‚ ‚ë‚¤•i‚±‚Ì“_‚Í•C 1978

-80 ” N ‚ É ˆ ê Œ • ‚ Ì Š é ‹ Æ ” ƒ Ž û ‚ ð ‚ ¨ ‚ ± ‚ È ‚ Á ‚ Ä ‚ ¢ ‚ È ‚ ¢

Texaco ‚É‚¨‚¢‚Ä‚à•Å‹ß Getty ‚Ì”ƒŽû‚ð‚¨ ‚±‚È

‚Á‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚É‚ ‚ç‚í‚ê‚Ä‚¢‚é•j•B

1974 • 5 ”NˆÈ•~‚Ì’·Šú•s‹µ‚ÆƒCƒ“ƒtƒŒ‚Æ‚¢‚¤

Œo•Ï‰ß’ö‚É‚¨ ‚ ¯ ‚é‰¿ŠiŽx”z—Í‚ðˆÛŽ•‚µ‚Ä‚¢‚é‘å

Šé‹Æ‚ÌŽ‘–{’~•ÏŠˆ“®‚Ì“TŒ^‚ð•C‚±‚ê‚ç 16 •Î–ûŠé

‹Æ‚ª’[“I ‚ÉŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚é‚Ì ‚Å‚  ‚é 133) •BŠé‹Æ•‡•¹•C

‚»‚ê‚Í•C‰Ç•èŠÔ‹£‘ˆ ‚É•Ÿ‚¿Žc‚é‚½‚ß‚Ì•K‘R“IŒ`

131) ‚±‚Ì•u˜B‹à•p•v‚ÌŽÀ‘Ì‚ÆˆÓ‹̀ ‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C“¿‰i
•³“ñ˜Y•u‘½•‘•ÐŠé‹Æ‚ÆŒ»‘ã‚Ì̃ B‹à•p•[•[ƒOƒ••[ƒo
ƒ‹•¶ŽY‚ð‚ß‚®‚éƒ‚ƒm‚Æƒ}ƒl•[•v•i•uƒGƒRƒmƒ~ƒXƒg•v•C
'84•E 3 •E19, 32 ƒy•[ƒW‚©‚ç 34 ƒy•[ƒW•j‚ªŽ¦•́ “I‚Å‚ 
‚é•B‚Ü‚½•D 1974 •E 5 ”NƒŠƒZƒbƒVƒ‡ƒ“Œã‚Ì‰ß•è—¬“®
•«‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•D •uŒ»‘ãŠO•‘̂ ×‘Ö _̃•v‘æ 7 •Í•u‰ß•è
—¬“®•«‚Æ•‘•ÛŽ‘–{̂ Ú“®•vŽQ•Æ•B

‚à‚Á‚Æ‚à•C‰ß•è‰Ý•¼Ž‘–{‚Ì•„•Ï‰º‚Å‚Ì‹à—ZŽ‘ŽY
‘I‘ðŠˆ“®‚Æ•‡•¹Šˆ“®‚Æ‚Í•D‚»‚Ì“®ˆö‚ªˆÙ‚È‚Á‚Ä‚¢
‚é•B

132) “ú–{Œo•Ï•V•·ŽÐ•Ò•u•uŠé‹Æ•à–± J ‚Ì•VŽž‘ã•v•i“ú
–{Œo•Ï•V•·ŽÐ•D 1984,) 222 ƒy•[ƒW•B

133) •‡•¹‰ “̂®‚ÆƒCƒ“ƒtƒŒ•[ƒVƒ‡ƒ“‚ÌŠÖ˜A‚É‚Â‚¢‚Ä•D
•uƒrƒWƒlƒX•EƒEƒB•[ƒN•v‚ÍŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚É‚Ì‚×‚Ä‚¢‚é•B

•u‰ñ•œ‚Ö‚Ì‰ß’ö‚É‚ ‚é‚Æ‚Í‚¢‚¦•D•‡•¹Šˆ“®‚Ì•‚
—g‚ª‘±‚¢‚Ä‚¢‚éˆê‚Â‚Ì—•—R‚Í•DƒCƒ“ƒtƒŒ•[ƒVƒ‡ƒ“
‚ª’áˆÊ‚É•„̂ Ú‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚Å‚ ‚é•BŒp‘±“I‚ÈƒCƒ“

‘æ 50 Š ª ‘ æ3 •E 4 •†

‘Ô‚É‚Ù‚©‚È‚ç‚È‚¢•B 114)

‚±‚Ì‚æ‚¤‚È‘åŽè•Î–ûŠé‹Æ‚Ì’~•ÏŠˆ“®‚Í•C“¯Žž

‚É•C•Î–û•E“V‘RƒKƒX‚ðŽn‚ß‚Æ‚µ‚½ƒGƒlƒ‹ƒM•[•”

ŽY‹Æ‚ÌŽ‘ŽY•W’†‰»‚Æ•CŽs•ê•W’†‚ð‚à‚½‚ç‚·•B‚±

‚ê‚Í•C’â‘Ø“I“Á•F‚ð‚æ‚è‹­‰»‚·‚é‚±‚Æ‚É‚Â‚È‚ª

‚ë‚¤ 135) •B

ˆ È • ã ‚ Ì “ Á • F ‚ ð ‚ à ‚ Â ‘ å Ž è • Î – û Š é ‹ Æ ‚ Ì ’ ~ • Ï • s “ ®

‚Í•C‘ÎŠO•Î–ûˆË‘¶—¦‚Ì’áŒ¸‚Æ‚¢‚¤ 70, 80 ”N‘ã‚Ì

•Ä•‘Œo•Ï•­•ô‚ÌŽå—v‰Û‘è‚ð’B•¬‚· ‚é‚½‚ß‚É•K—v

‚Æ‚³‚ê‚é•‘“àŒ´–ûŽ‘Œ¹ŠJ”­‚É”Û’è“I•ì—p‚ð‚à‚½

‚ç‚·•B‚µ‚©‚µ•C‚»‚ê‚É‚Æ‚Ç‚Ü‚ç‚È‚¢•B•Î–û•EƒG

ƒlƒ‹ƒM•[ŠÖ˜A•»•i‚Ì‰¿Ši•ã•¸‚É‚æ‚Á‚Ä‚à‚½‚ç‚³

‚ê‚½•uŽY‹ÆŠÔ•Š“¾•s‹Ï•t”z•ª•v‚Í•C‘¼•”–å‚Ì‰¿Ši

Žx”z—Í‚Ì•Ä‹­‰»‚ÆŒ´–û‰¿Ši‚Ì ’á‰º‚É‚æ‚Á‚Ä•C•Å

‹ß‚ÍŠÉ˜aŒXŒü‚É‚  ‚é•B‚¾‚ª•C•Ä•‘Œo•Ï‚É‚æ‚è•d

‘å‚È–â‘è“_‚ð‚È‚°‚©‚¯‚é‚Ì‚Í•C•¶ŽY•¨Žs•ê‚Ö‚Ì

“ŠŽ‘Žx•o‚Ì ‘Š‘Î“I•íŒ¸‚ª•C•¤•iŽs•ê‚Ì‰ß•èŒXŒü

ƒtƒŒ•[ƒWƒ‡ƒ“ƒw‚Ì‹°‚ê‚ª•C‚à‚Á‚Ï‚ç•u’n‰ºŽ‘Œ¹•v
‚ÌŽæ“¾‚ðˆÓ•}‚µ‚½’́ ‘åŒ •̂‡•¹‚Ö‚Æ“±‚­Žž•D‚»‚Ì‚±
‚Æ‚Í•C‰ß‹Ž‚Ì•‡•¹‰ “̂®‚©‚çŒ»•Ý‚Ì‚»‚ê‚ð‹æ•Ê‚·‚é
‚Ì‚Å‚ ‚é•v ("How the New Merger Boom will 
Benefit the Economy" p. 34) •B

134) ‚Ü‚³‚É 1970-80 ”N‘ã‚Ì’·Šú•s‹µ‚ÆƒCƒ“ƒtƒŒ‰º‚Ì
‹£‘̂ ‚ª•C•‡•¹‰ “̂®‚ð•K‘R‰»‚µ‚Ä‚¢‚é•B

•u•”Šé‹Æ‚ð•‡“̄ ‚Ö‘£•i‚·‚éŒµ–§‚È•”—Í‚ªŽY‹Æ‚»
‚ê‚¼‚ê‚ÉˆÙ‚Á‚Ä‚¢‚é‚É‚à‚©‚©‚í‚ç‚̧ •DŽs•ê‚ªŒ»•Ý
‚Ì•”•ðŒ•‚É•‡“̄ ‚ð–½‚¶‚Ä‚¢‚é‚Ì‚Å‚ ‚é•v (ibid., p. 
34) •B

135) 410 ŽÐ‚ÌƒAƒ•ƒŠƒJ‘åŠé‹Æ•i‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç‚ª Fortune
500 ‚ÉŠÜ‚Ü‚ê‚é•j‚Ì•V•Ýƒt•Kƒ‰ƒ“ƒg‚ÆŠé‹Æ”ƒŽû‚É‚æ
‚éƒt•Kƒ‰ƒ“ƒg‘•‰Á‚ÌŠ„•‡‚ð’²•̧‚µ‚½ R. Schemener 
‚ÌŒ¤‹†‚ÉˆË‹’‚µ‚Ä Barry Bluestone ‚ÆBennett
Harison ‚Í•DŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚É‚Ì‚×‚Ä‚¢‚é•B

•u1970 ”N‘ã‚Ì•‡•O•‘‚É‚̈ ‚¢‚Ä Fotune 500 ‚Ì•V
•Ý•»‘¢‹Æƒt•Kƒ‰ƒ“ƒg‚Ì 3 ‚Â‚Ì‚¤‚¿ 2 ‚Â‚Í•C ŽÀ•Û‚É
‚Í•D‚̄ ‚Á‚µ‚Ä•u•V‚µ‚¢‚à‚Ì•v‚Å‚Í‚È‚­•C‚Þ‚µ‚ë•D
‘¼‚Ì•Š—LŽÒ‚©‚ç”ƒŽû‚µ‚½‚à‚Ì‚Å‚ ‚é•B•v•u‚³‚ç‚É•C
1970 ”N‘ã‚ð’Ê‚¶‚Ä•D ‚±‚ê‚ç 410 ŽÐ‚Í”Þ‚ç‚ª 70 ”N‘ã
‚Ì•‰“ª‚É•ÛŽ•‚µ‚Ä‚¢‚½ƒvƒ‰ƒ“ƒg‚Ì 7 ‚Â‚²‚Æ‚É•D‚½
‚Á‚½ˆê‚Â‚µ‚©Šg’£‚µ‚Ä‚¢‚È‚©‚Á‚½•B’†“ì•¼•”•D•[
•[‚»‚±‚Í•Î–ûŽY‹Æ‚ª•W’†‚µ‚Ä‚¢‚é‚ª̂ ê•[‚Å‚³‚¦•C
•»‘¢•D‚ ‚é‚¢‚Í•̧ •»ƒvƒ‰ƒ“ƒg 5 ‚Â‚²‚Æ‚É•C 1 ‚Â‚µ
‚©‘••Ý‚³‚ê‚Ä‚¢‚È‚¢‚Ì‚Å‚ ‚é•v (Barry Bluestone 
and Bennett Harrison, The De-industrialization 
of America, Plant Clossings, Community Aban-
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‚ð‘£•i ‚ · ‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä•C•Ä•‘Œo•Ï ‚ Ì•¬’· ‚É‚à

—}•§“I•ì—p‚ð—^‚¦ ‚é‚±‚Æ‚Å‚  ‚é 136) •B

–{•e‚Å‚ Ì•ª• Í ‚ Í •C•Î–ûŠé‹Æ 16 ŽÐ‚É‚æ‚é1978-

80 ”N‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ••[‚ÌŽg“r•ûŒü‚É‚Â‚¢‚Ä•C

Šé‹Æ•‡•¹ ‚É•Å“_‚ð‚   ‚Ä‚Ä‚¢‚é‚É‚ · ‚¬ ‚ ¸•C•Î–ûŠé

‹Æ‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…•Eƒtƒ•• [ ‚ ª •C‘¼ŽY‹Æ‚É”ä‚µ‚Ä•s

‹Ï•t“I‚É‹•Šz‚Å‚ ‚Á‚½‚Æ‚µ‚Ä‚à•C 70 ”N‘ãŒã”¼ˆÈ

•~‚ÌŠé‹Æ•‡•¹‰^“®‚Æ•Ä•‘Œo•Ï ‘S‘ Ì ‚ Ì “®Œü‚É‚Â‚¢

‚Ä‘S–Ê“IŒ‹˜_‚ð“±•o‚µ‚ ¦ ‚é ‚ í ‚ ¯ ‚Å‚ Í ‚È‚¢•B‚µ‚©

‚µ•CŠé‹Æ•‡•¹‚Í•C 80 ”NˆÈ•~•C•Î–û‘åŽèŠé‹Æ‚É‚æ

‚é’´ ‘åŒ^•‡•¹‚ Ì ‘±•o‚Æ‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç‘S‚Ä‚ÌŽå—vŽY‹Æ

‚Å‚Ì•‡•¹Šˆ“®‚ÌŠˆ”­‰»‚É‚æ‚Á‚Ä•C‚¢‚Á‚»‚¤‚ Ì• ‚

—g‚ðŽ¦‚·‚É‚¢‚½‚Á‚½•B

ˆê•û‚Å‚ Í•CŽû‰v•D•à–±‘ÌŽ¿‚Ìˆ«‰»‚É‹ê‚µ‚ñ‚Å

‚¢‚½Ž©“®ŽÔŽY‹Æ•C‚  ‚é‚¢‚ Í “S•|ŽY‹Æ‚È‚Ç‚Ì ‘åŠé
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‚é•B ‚Ü‚½•C•ªŠ„‚ðŠ®—¹‚µ‚½AT & T ‚Æ IBM

‚Æ‚É‚æ‚é•‘•Û•î•ñ’Ê•M–Ô‚ð‚ß‚®‚é‹£‘ˆ ‚ªŠé‹Æ•‡

donment, and the Dismantling of Basic Indus-
try, Basic Books, Inc., Publishers, 1982, p. 41) •B

136) ƒXƒEƒBƒW•[•̂ ƒ}ƒOƒhƒt‚Í•C ƒTƒvƒŒƒC•EƒTƒCƒ_•[
‚É‚æ‚Á‚Ä’ñ‹N‚³‚ê‚½•u“ŠŽ‘Ž‘‹à•s‘«•v–â‘è‚É‚Â‚¢
‚Ä•C‚»‚Ì–â‘è’ñ‹NŽ©‘Ì‚ª•u•â••‹à‚È‚èŠé‹ÆŒ¸•Å‚È
‚è‚ð‚Â‚¤‚¶‚ÄŠé‹Æ— •̃•‚ð•‚‚ß‚é•­•ô‚ð•¿Šè‚·‚é‚¤
‚¦‚Å•CŽ‘–{‚Ì—˜ŠQ‚É–ð—§‚Â‚à‚Ì‚Å‚ ‚é•B‚³‚ç‚É•C
”½“®“I•­Ž¡‰Æ‚½‚¿‚É‚Æ‚Á‚Ä‚Í•C‚»‚ê‚ÍŽÐ‰ï•ŸŽƒ•­
•ô‚É‚̈ ‚̄ ‚é‚¢‚Á‚»‚¤‚Ì•íŒ ‚̧É‘Î‚·‚é—•—R‚̧ ‚̄ ‚Æ‚µ
‚Ä–ð—§‚Â‚Ì‚Å‚ ‚é•v•î É“¡•½–ó•uƒAƒ•ƒŠƒJŽ‘–{Žå
‹̀‚ÌŠë‹@•v•C TBS ƒvƒŠƒ̂ƒjƒJ•C 1982, 263 ƒy•[ƒW•j
‚Æ˜_•]‚µ‚Ä‚¢‚é•BŒ»ŽÀ‚É‚Í•C‘åŠé‹Æ‚É‚̈ ‚¢‚Ä“ŠŽ‘
Ž‘‹à‚Í–L‚©‚Å‚ ‚è•C”­“W‚ð‘jŠQ‚µ‚Ä‚¢‚é‚Ì‚Í•CŠî
Š²ŽY‹Æ•ª–ì‚É‚̈ ‚̄ ‚é‰ß•è•Ý”õ”\—Í‚ðŽå—vˆö‚Æ‚·‚é
“ŠŽ‘’â‘Ø‚Å‚ ‚é‚ÆŽå’£‚·‚é‚Ì‚Å‚ ‚é•i“̄ •‘•C 263
ƒy•[ƒW‹y‚Ñ•C 286 ƒy•[ƒW•j•B

ƒGƒlƒ‹ƒM•[•”•»•i‚Ì‘Š‘Î‰¿Ši‚Ì‹}•i‚É‚æ‚Á‚Ä‚à
‚½‚ç‚³‚ê‚½•uŽY‹ÆŠÔ•Š“¾•s‹Ï•t”z•ª•v‚ðŽå—vˆö‚Ì
ˆê‚Â‚Æ‚µ‚Ä‚¢‚é”ñ•Î–ûŽå—v•”–å‚Ì‘åŠé‹Æ‚ÌŽû‰v•E
•à–±‘ÌŽ¿‚Ì̂ «‰»•iŽO•‘—z•v•u•ö‰ó‚·‚éúW•Ä•‘Œ Ž̂©
ŒÈŽ‘–{Œo‰c•h‚Ì•_̃b•v•C•u‹à—Z‚ÆŒo•Ï•v•C 56. 10. 
15. •j‚É‚æ‚é“ŠŽ‘Ž‘‹à•s‘«–â‘è‚Í•C ‘Š‘Î‰¿Ši’²•®
‚Ì‚½‚ß‘Î•ÄŽ©“®ŽÔ•E“S•|Ž©Žå‹K•§‚Æ‚¢‚¤•‘‰Æ‚ð‰î
•Ý‚Æ‚µ‚½•‘•ÛƒJƒ‹ƒeƒ‹‚Ì•Ä•\’z‚ð•K—v‚Æ‚µ‚½‚æ‚¤
‚É•C•¡“ú‚ÌƒAƒ•ƒŠƒJ“àŠO‚Ì‹£‘̂ ŠÖŒW‚ð•ª•Í‚·‚é‚³
‚¢‰ß•­•]‰¿‚µ‚¦‚È‚¢–â‘è“_‚ð’ñŽ¦‚µ‚Ä‚¢‚é‚ª•C•ã
•q‚µ‚½ƒXƒEƒBƒW•[•^ƒ}ƒOƒhƒt‚ÌŽå’£‚Í•CŽ‘‹à•s‘«
–â‘èŽ©‘Ì‚É‚Â‚¢‚Ä•³“–‚ÈŽw“E‚Å‚ ‚ë‚¤•B

•¹• í ‚Æ‚µ‚Ä‚¨ ‚± ‚È‚ í ‚ê ‚Ä‚¢‚é 137) Šé‹Æ‹Æ•Ñ‚Ì‰ñ

•œ•CŠv•V“I ‹Z•pŠv•V‚ª•CŽ‘–{ ’~• Ï ‚ ÌŠˆ•¬‰»‚ð“±

‚­ ‚Æ‚¢‚¤‚æ‚è‚à•D•¡“ú‚ Ì•§“x“I•ðŒ•‰º‚Å‚Í•D•Š

—L•\ ‘¢ ‚ Ì •Ä•Ò‚Æ‚µ‚Ä•C‰½‚æ‚è‚à‚   ‚ç ‚ í ‚ê ‚Ä‚¢‚é

‚±‚Æ‚É’•–Ú‚µ‚½‚¢•B

‘¼•û•C‰ß•è‰Ý•¼Ž‘–{ ‚ Ì ‘¶•Ý‚ð”wŒi‚É•u‹à—ZŠv

–½•v‚ÆŒÄ‚Î ‚ê ‚ÄŒƒ‰»‚ð‚Ý‚¹ ‚é‹à—ZŽs•ê•”–Ê‚Å‚ Ì

—˜Žq•¶ ‚ÝŽ‘–{ŠÔ‚ Ì ‹£ ‘ ˆ ‚ Í •D”ñ‹à—Z‹@ŠÖ‚É‚æ‚éŽQ

“ü‚ðŠÜ‚Ý‚Â‚ÂˆÙŽí‹à—Z‹@ŠÖ‘ŠŒÝŠÔ‚ÌŠé‹Æ•‡•¹ ‚ð

‰Á‘¬‚ ³ ‚ ¹ ‚Ä ‚« ‚½138) • B “ Š Ž ‘ ‹ â • s ‚ É ‚ Í ‹ • Š z ‚ Ì Ž è • ”

137) •Å‹ß‚Ì•‡•¹‰^“®‚Ì“®Œü‚ÆŽ©“®ŽÔ•C“S•|•DƒRƒ“ƒr
ƒ…•[ƒ̂ •[•E’Ê•MŽY‹Æ‚Å‚ÌŠé‹Æ”ƒŽû•E•‡•¹‚É‚Â‚¢‚Ä•C
ŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚ÈŽw“E‚ª‚È‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B

•uƒv•[ƒ€‚É‚Í•K‚̧ •I‚í‚è‚ª‚ ‚é•B ‚Æ‚±‚ë‚ª•D •Ä
•‘ŽY‹ÆŠE‚ÌŠé‹Æ”ƒŽû•E•‡•¹ƒv•[ƒ€‚Í•I‚è‚»‚¤‚È‹C
”z‚ªˆêŒü‚É•o‚Ä‚±‚È‚¢•B•¡Œã‚à‘½•­‚Ì”g‚Í‚ ‚é‚É
‚¹‚æ•CŒ»•Ý•i•s’†‚Ì•Ä•‘‚ÌŽY‹Æ•\‘¢‚Ì•ÏŠv‚ªŠ®—¹
‚·‚é‚Ü‚Å‚ÍŒp‚­‚Æ‚¢‚¦‚æ‚¤•v•u•u‚Ü‚¾–{‹Æ‚ð‘±‚̄ ‚é
‚Â‚à‚è‚¾‚Á‚½‚Ì‚©•v‚Æ”ç“÷‚ç‚ê‚Ä‚¢‚é“S•|‘åŽè•B
‚±‚¿‚ç‚Í•C •u•‡•¹•E•W–ñ‰»•[Œø—¦“I•Ý”õ“ŠŽ‘̂ ê•‘
•Û‹£‘̂ —Í‰ñ•œ•v‚Æ‚¢‚¤ƒVƒiƒŠƒI‚¾•v•u‹ê‹«‚Ì•Î–û•D
“S•|‚ð‚µ‚è–Ú‚É•C•D‹Æ•Ñ‚ð–ž‹i‚µ‚Ä‚¢‚éŽ©“®ŽÔŽY
‹Æ‚Í•D GM, ƒtƒH•[ƒh•Eƒ‚•[ƒ̂ •[•D ƒNƒ‰ƒCƒXƒ‰•[
‚ÌƒrƒbƒOƒXƒŠ•[‘Ì•§‚ªŒÅ‚Ü‚Á‚Ä‚µ‚Ü‚Á‚½•B•Ä•Ò•¬
“I‚ÈˆÓ–¡•‡‚¢‚Ì”ƒŽû•E•‡•¹‚Æ‚Í–³‰•‚Ì‘¶•Ý‚ÆŒ¾‚¦
‚é‚ª•DŽj•ã‹ó‘O‚Ì—˜‰v‚ð•Ý”õ‹ß‘ã‰»‚Æ“¯Žž‚É•«—ˆ
•í—ª‚É‰ ‚̂Á‚½Šé‹Æ”ƒŽû‚É•U‚èŒü‚̄ ‚Ä‚¢‚é•v•u‚Ü‚¾
•…–Ê‰º‚Ì•ó‘Ô‚¾‚ª•C IBM ‚ÆATT ‚Ì‹••l‘ÎŒ ‚̂ÌŽž
‘ã‚É“ü‚Á‚½ƒRƒ“ƒrƒ…•[ƒ^•[•E’Ê•MŽY‹Æ‚Å‚Í‘Š‘Î“I
‚É‚Ý‚Ä—Í‚ÌŽã‚¢‘åŽèŠé‹Æ‚ªŠë‹@‚ðŠ ‚́¶‚Ä“®‚«‚¾‚µ
‚Ä‚¢‚é•v•i“ú–{Œo•Ï•V•·•D 1984 ”N•C 6ŒŽ5 “ú•C’©
Š§•j•B‚à‚Á‚Æ‚à IBM ‚à ATT ‚à•CŒ»Žž“_‚Å‚Í‚à
‚Í‚â•…–Ê‰º‚Ì“®‚«‚Å‚Í‚È‚¢•B IBM ‚Í•C‚·‚Å‚É”¼“±
‘Ìƒ••[ƒJ•[‚Å‚ ‚é Intel Corp, ‚ÌŠ”Ž®‚Ì 17.5 •Ê‚ð
Žæ“¾‚µ‚Ä‚¢‚é‚µ•C‚Ü‚½•Å‹ß•î•ñ’Ê•M‹@Šíƒ••[ƒJ•[
‚Å‚ ‚é Rolm Corp. ‚ÌŽ••ª‚ð 20 •Ê‚Ü‚Å̂ø‚«•ã‚°‚½•B

‚Ü‚½•CƒRƒ“ƒrƒ…•[ƒ^•[•EƒT•[ƒrƒXŽY‹Æ‚Å‚Í•C‚·
‚Å‚É•‡“̄ ‚ªŽn‚Ü‚Á‚Ä‚̈ ‚è•C 1983 ”N‚É‚Í‘•Šz‚ª–ñ 10
‰­ƒhƒ‹‚É‚̈ ‚æ‚Ô 150 Œ•‚Ì•‡•¹‚ª‚̈ ‚±‚È‚í‚ê‚Ä‚¢‚é•B

•î•ñ’Ê•M•CƒRƒ“ƒrƒ…•[ƒ^•[ŽY‹Æ‚Å‚Ì‹£‘̂ ‹y‚Ñ•‡
•¹‚Í•C•Ä•‘Œo•Ï‚É‚Æ‚Ç‚Ü‚ç‚̧ •¢ŠEŒo•Ï‚É‚Æ‚Á‚Ä‰æ
Šú“IˆÓ–¡‚ð‚à‚¿’•–Ú‚µ‚È‚̄ ‚ê‚Î‚È‚ç‚È‚¢‚ª•C‚±‚Ì
“_‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í‘•“c—SŽi•uƒAƒ•ƒŠƒJŒo•Ï‚Ìƒ_ƒCƒiƒV
0º0à0ü�~0ê0«}Ln�0n`ÅX1S�0hzöN‰•¢OÂ0nY	ŒŒ

•[•v•i•uŒo•Ï•]̃ _•v 1984 ”N•j‚ªŽQ•Æ‚³‚ê‚é‚×‚«‚Å
‚ ‚é•B

138) ‹à—Z‹@ŠÖ‚ÌŠé‹Æ•‡•¹‚Ì“WŠJ‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C•¼ˆä˜a
•v•u•Ä•‘‚ÌŽY‹Æ•E‹à—Z•Ä•Ò•¬‚Ì•V“®Œüˆê•[ 1980 ”N
‘ã•‰“ª‚ÌŠé‹Æ•‡•¹•EŽ‘–{•W’†‰ “̂®ˆê•[•v (r •ØŒ”Œo
•Ï•v•C 137 •†•C 1981 ”N9ŒŽ•jŽQ•Æ•B‰ß•è‰Ý•¼Ž‘–{‚Ì
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‚Å‚ ‚é•B

139) •u‚±‚Ì‚©‚Â‚Ä•l‚¦‚é‚±‚Æ‚à•o—ˆ‚È‚©‚Á‚½‰Â”\•«
(Socal ‚É‚æ‚é Gulf ”ƒŽû•[ˆê•MŽÒ•j‚ð‹–—e‚µ‚½‚à
‚Ì‚Í•CƒeƒCƒNƒI•[ƒo•[‚É‘Î‚µ‚Ä‹â•s‚ª‘Ý•t‚é‚±‚Æ
‚ª‚Å‚«‚é’ê‚È‚µ‚ÌƒLƒƒƒbƒVƒ…‚Ì‘Ø•Ï‚È‚Ì‚Å‚ ‚é•B
‹â•s‚Í•C•ð”Nƒ}ƒl•[•Eƒ}•[ƒPƒbƒg•Eƒtƒ@ƒ“ƒh‚©‚ç
•”•\‰­ƒhƒ‹‚ÌŽ‘‹à‚ð•V‚½‚Èƒ}ƒl•[•Eƒ}•[ƒPƒbƒgŠ¨
’è‚É‚æ‚Á‚ÄŒÄ‚Ñ‚à‚Ç‚µ‚½‚Ì‚¾‚ª•C•¡‚âŽØŽè‚ð‚à‚Æ
‚ß‚Ä‹¶–z‚µ‚Ä‚¢‚é•BŒi‹C‰ñ•œ‚Ì‚¨‚©‚°‚Å•C—D—ÇŠé
‹Æ‚ÌŒÚ‹q‚à‚Ü‚½‰ñ•œ‚µ‚Ä‚«‚½•BŽØ“ü‚µ‚æ‚¤‚Æ‚·‚é
Šé‹Æ‚Í•C’ZŠú‚Ìƒoƒ“ƒNƒ••[ƒ“‚Ì•Ô•Ï‚Ì‚½‚ß‚ÌŽ‘‹à
‚ð•ÂŒ Žs•ê‚Å’²’B‚µ‚æ‚¤‚Æ‚µ‚Ä‚¢‚é•BŠé‹Æ‚Ì•à–±
•E‰ïŒv’S“–ŽÒ‚Í‹â•s‚©‚ç‚ÌŽØ“ü‚ð‚ß‚Á‚½‚É‹•‚ß‚È
‚­‚È‚Á‚½Žž•C‹â•s‚Í•C‚Ç‚Ì‚æ‚¤‚È–Ú“I‚Ì‚à‚Ì‚É‘Î
‚µ‚Ä‚à‘Ý•t‚ð‚µ‚æ‚¤‚Æ”M’†‚µ‚Ä‚¢‚é•B 1970 ”N‘ã‚Ì
•‰“ª‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í•C“G‘Î“I‚ÈŒöŠJ”ƒ•t‚Ö‚Ì‹à—Z‚Ö‚Ì
ŽQ‰Á‚ð•C•”‹â•s‚Í’Ê•í‚³‚¯‚Ä‚«‚½•B‚±‚Ì‚æ‚¤‚È‹C
‚­‚Î‚è‚Í•C ‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç‰ß‹Ž‚Ì‚à‚Ì‚Æ‚È‚Á‚Ä‚µ‚Ü‚Á
‚½•B•v ("Is Any Company Safe from Take-
over?•f' •j•B
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”ƒŽûƒv•[ƒ€•v•i•u“Œ‹ž‹â•sŒŽ•ñ J, 1981 ”N•C 3 ŒŽ•j
26 ƒy•[ƒW‚ðŽQ•Æ•B‹â•sŽØ“ü‚Ì—eˆÕ‰»‚É‚æ‚Á‚ÄLe-
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141) ‚±‚Ì“_‚Í•C 1960 ”N‘ãŒã”¼‚ÌƒRƒ“ƒOƒ•ƒ}ƒŠƒbƒg•‡
•¹‚Æ’˜‚µ‚¢‘Î•Æ‚ð‚Ý‚¹‚é‚ª•C‚»‚à‚»‚à•C 20 •¢‹IˆÈ
•~‚Ì•‡“¯‰^“®‚É‚¨‚¢‚Ä•C•‡•¹‚ª‰Ç•èŠÔ‹£‘ˆ‚É‚æ‚Á
0fu�0Z0‹–P0Šÿ�rìS` "‘Ñ‡•ŒÇg,v„b@g	iË• 0ng }D

‚Ì“à‰^•‡•¹Šˆ“®‚Í•¬—§‚·‚é•B 60 ”N‘ã‚Í‰Ý•¼Ž‘–{‚Ì
“ÆŽ©“I‰^“®‚Æ•‡•¹‰^“®‚Æ‚ªŒ‹•‡‚µ•C”ñƒGƒXƒ^ƒŠƒb
ƒVƒ…Šé‹Æ‚Ì•¬’·‚ð‚Ý‚½‚Ì‚Å‚ ‚Á‚½•B‚½‚µ‚©‚É•C•¡
“ú‚Ì•‡•¹‰^“®‚É‚¨‚¯‚é’´‘åŒ^•‡•¹‚ð‚Ý‚é‚Æ•CŒöŠJ
”ƒ•t‚ÉˆÀ‘S‚È‚Ì‚Í Exxon ‚Æ IBM ‚¾‚¯‚Ì‚æ‚¤‚É
‚àŽv‚í‚ê‚é (G. Hector, "Is Any Company Safe 
from Takeover ?", Fortune, April 2, 1984) •B
‚¾‚ª•C‘åŒ^•‡•¹‚É‚Æ‚à‚È‚¤‹•Šz‚ÈŽØ“ü”\—Í‚ª’N‚ê
‚É‚àŠJ‚©‚ê‚Ä‚¢‚é‚í‚¯‚Å‚Í‚È‚¢•B‘•“c—SŽiŽ•‚Í•C
ƒ[ƒlƒ‰•jƒŒ•EƒGƒŒƒNƒgƒŠƒbƒN‚É‚æ‚éƒ†ƒ^•EƒCƒ“ƒ^ƒi
ƒVƒ‡ƒiƒ‹‚Ì”ƒŽû‚É‚Â‚¢‚Ä‚Å‚Í‚ ‚é‚ªŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚ÉŒ¾
‹y‚µ‚Ä‚¢‚é•B
•u•iƒ[ƒlƒ‰ƒ‹•EƒGƒŒƒNƒgƒŠƒbƒN‚Íˆêˆê•MŽÒ•jƒAƒ•ƒŠ
ƒJ‚Å‚àŽw•Ü‚è‚Ì•zŽR‰ïŽÐƒ†ƒ^•EƒCƒ“ƒ^ƒiƒVƒ‡ƒiƒ‹
‚ð 19 ‰­ƒhƒ‹‚Æ‚¢‚¤–c‘å‚È”ï—p‚ð‚©‚¯‚Ä•‡•¹‚µ‚½‚Ì
‚Å‚ ‚é•Bˆê•[ƒ[ƒlƒ‰ƒ‹•EƒGƒŒƒNƒgƒŠƒbƒN‚É‚Æ‚Á‚Ä
‚Í•C•¡Œã‚ÌŠé‹Æ•í—ª‚ð•l—¶‚µ‚½•í—ª“IˆÓ–¡•‡‚¢‚ð
‚à‚Â‚à‚Ì‚Å‚ ‚é•B‚µ‚©‚µ•C“¯Žž‚É•C‚±‚Ì‹•Šz‚Ì•‡
•¹”ï—p’²’B‚à•C ‚¢‚©‚É“¯ŽÐ‚ª‹•‘å‚Å‚  ‚é‚Æ‚Í‚¢
‚¥•Cƒ‚ƒ‹ƒKƒ“Œn‹à—Z‹@ŠÖ‚ª”wŒã‚É•T‚¦‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ
‚É‚æ‚è‰Â”\‚É‚È‚é‚±‚Æ‚Í‚¢‚¤‚Ü‚Å‚à‚È‚¢•v•i‘•“c
—SŽi•u•Ä•à”´•W’c‚Ì•¢ŠE•í—ª‚ð‚Ý‚éˆê•[•W‚Þ•¶ŽY
‚Æ‹à—Z‚Ì•W’†‰^“®•v•i•wƒGƒRƒmƒ~ƒXƒg•v'76•E 3 •E29, 
43 ƒy•[ƒW•j•B ‚à‚Á‚Æ‚à•C Ž‘–{•E‹à—ZƒOƒ‹•[ƒv‚Ì•Ä
•Ò‚ª•i•s‚µ‚Ä‚¢‚é•¡“ú•CƒOƒ‹•[ƒv‚ÌŠù‘¶‚Ì˜g‘g‚ð
ŒÅ’è“I‚É‚Ý‚é‚×‚«‚Å‚Í‚È‚©‚ë‚¤•B‚È‚¨ƒAƒ•ƒŠƒJ‹à
—ZŽ‘–{‚Ì•Ä•Ò•¬‚Æ‚ÌŠÖ˜A‚ÅŠé‹Æ•‡•¹‰^“®‚ÉŒ¾‹y‚µ
‚Ä‚¢‚éŒ¤‹†‚Æ‚µ‚Ä‚Í•C•ã“cŒd•uƒAƒ•ƒŠƒJ‹à—ZŽ‘–{
‚ÌŠñ•¶“I•‘•Û•\‘¢•[ˆê•‘•Û‹à—ZŽ‘–{ŽŽ˜_•[ˆê•v
•i•wŒo•Ï J, 1983, 7, No. 231. •j‹y‚Ñ•¼ˆä˜a•v•u•Ä
‹à—ZŽ‘–{‚Ì•\‘¢‚Æ•‘•Û“I“WŠJ•v•i•wŒo•Ï•]̃ _•x 1983,
4) ‚ª‚ ‚°‚ç‚ê‚æ‚¤•B

‚Æ‚±‚ë‚Å•CŽ„‚ÍŒ»ŽÀŽ‘–{•E‰Ý•¼Ž‘–{‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ì
Žå—v•”•ª‚Ì“Á’èŽ‘–{‰Æ•W’c‚É‚æ‚é”r‘¼“I•Š—L‚ª•¬
—§‚µ‚½’iŠK‚ð“Æ•èŽ‘–{Žå‹`‚Ì•¬—§‚Æ•l‚¦‚Ä‚¢‚é•B
‚±‚Ì•Š—L•\‘¢‚Ì•¬—§‚ÌŒ‹‰Ê•CŽÀŽ¿’À‹à—¦‚Ì•zŠÂ“I
•Ï“®•i•Û•Ø•j‹@•\‚ª•Ï—e‚·‚é‚Ì‚¾‚ª•C‚±‚Ì•Ï—e‚ð
ˆÛŽ••E‹­‰»‚·‚é‚½‚ß‚É‚à•C“Æ•èŽ‘–{Žå‹`‚Ì•Š—L•\
‘¢‚Í•C‚»‚ê‚ª•lˆ×“I‚È‚à‚Ì‚Å‚ ‚é‚ª‚½‚ß‚É•C‚½‚¦
‚´‚é•â‹­‚ª—v•¿‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B
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’~ •Ï ‚ ÌŠˆ•«‰»‚Æ‚¢‚¤‚æ‚è‚à•D‹t ‚É’â ‘Ø“ I ‘¤–Ê‚ð

‚à ‚Á‚Ä‚¢ ‚é•B‚» ‚ê ‚ Í •CŽ‘–{ ‘ • ‘ Ì ‚ Ì ‹Ÿ‹‹ ‘Ô“x ‚ð•ã

•û ‚Ö‚ ³ ‚ç ‚ÉƒVƒtƒg ‚ ³ ‚ ¹ ‚é ‚± ‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä•DŽÀŽ¿’À

‹à—¦‚Ì•Ï“®‹@•\‚Ì‚¢‚Á‚»‚¤‚Ì•Ï—e‚ð•¶‚¶‚³‚¹•D

•Á”ïŽù—v‚Ì’â–À‚É‚à“±‚­‚Å‚ ‚ë‚¤•B

‘¼•û•D‹à—Z‹@ŠÖ‚É‚æ‚é•D•‡•¹Ž ‘ ‹à ‚ Ì ‹Ÿ—^‚Æ‹à

—ZŽs•ê‚Ö‚Ì‰“—¬‚Æ‚¢‚¤•uŠï–­‚ÈŽ‘‹à•zŠÂ•v142) ‚Ì

Œ`•¬‚ Í •C‰Ý•¼Ž‘–{ ‚ Ì “ÆŽ©“I‰^“®•”–Ê‚ð•L‚° ‚é ‚Æ

‚Æ‚à‚É•D•ØŒ”Žs•ê‚ Ì‰ºŽx‚ ¦ ‚ Ì–ðŠ„‚ð‚ Í ‚½‚· ‚± ‚Æ

‚ð ’Ê‚¶ ‚Ä•C‹à—ZŽs•ê‘ • ‘ Ì ‚ ÌŽ ‘ ‹àƒtƒ•• [ ‚ð ‘ • ‘å ‚ ·

‚é•B‚» ‚ Ì ‚± ‚Æ‚Í•D• ‚—˜Žq—¦‚ðˆÛŽ• ‚ · ‚éˆê•ðŒ•‚ð

‚È‚µ ‚Ä‚ ¨ ‚è•D—˜ŽqŠ´‰ž“I• ”ŽY‹Æ‹y‚Ñ’†•¬Šé‹Æ‚Ì

’~ • ÏŠˆ “® ‚ð ‚¢ ‚¿ ‚À ‚é ‚µ ‚ ­ ‘ j ŠQ‚µ‚Ä‚¢‚é‘¤–Ê‚àŠÅ

‰ß‚µ‚ ¦ ‚È‚¢ 143) 0 

‚µ‚©‚µ‚È‚ª‚ç•D 1970 • 80 ”N‘ã•‡• ¹Šˆ “®‚â•D‚»

‚ Ì •Ä• ‘Œo•Ï ‚ Ì • ì—p‚Â‚¢‚Ä•DŒ»‘ã‘åŠé‹Æ‚Ì‹£‘ ˆ ‚Æ

142) ‚±‚ÌŽ‘‹à•zŠÂ‚É‚Â‚¢‚Ä•²•X–ØŽ•‚ÍŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚É•q
‚×‚Ä‚¢‚é•B

•uŒ»•Ý‚Ì•‡•¹‚ªŒ»‹à‚É‚æ‚é”ƒŽû•‡•¹‚ÌŒ ‚̀ð‚Æ‚é
‚±‚Æ‚Í•C•ØŒ”Žs•ê‚É‘å‚«‚È‰e‹¿‚ð— ‚̂¦‚é‚±‚Æ‚É‚È
‚é•B•‡•¹Ž‘‹à‚Ì•ØŒ”Žs•ê‚Ö‚Ì—¬“ü‚Í•C 1977 ”N‚É 75
‰­ƒhƒ‹•C 78 ”N‚É 150 ‰­ƒhƒ‹‚Æ‚È‚è•C 79 ”N‚É‚Í 300 ‰­
ƒhƒ‹‚ð’́ ‚¦‚Ä‚¢‚é•B”N‹àŠî‹à‚©‚ç•ØŒ”Žs•ê‚Ì•V‹K

—¬“üŠz‚ª 79 ”N‚É–ñ230 ‰­ƒhƒ‹‚Å‚ ‚é‚±‚Æ‚ð•l‚¦‚é
‚È‚ç‚Î•C•‡•¹Š “̂®‚Í 70 ”N‘ã‚É‚¨‚¯‚éŠ”Ž®Žs•ê‚Ì•d
—v‚È‰ºŽx‚¦–ð‚ð‰Ê‚½‚µ‚Ä‚¢‚é‚Æ‚¢‚¦‚æ‚¤•B“Á‚É•C
”í•‡•¹‰ïŽÐ‚ÌŠ”Žå‚É‚Æ‚Á‚Ä•C•‡•¹‚Í’á–À‚·‚éŠ”Ž®
Žs•ê‚ÉŒÅ’è‚³‚ê‚Ä‚¢‚½Ž‘‹à‚ð—¬“®‰»‚·‚é‹@‰ï‚ð—^
‚¦‚é•B‚»‚µ‚Ä•C•Ä•‘‚ÌŠ”ŽåŽ••ª‚Ì”¼•”‹ß‚­‚ª‹@ŠÖ
Š”Žå‚É•Š—L‚³‚ê‚Ä‚¨‚è•C‚µ‚©‚à‚»‚Ì‘å•”•ª‚ª‹à—Z
‹@ŠÖ‚Ì•Š—L‚Å‚ ‚éŒ»•ó‚Å‚Í•C•‡•¹‚Í‚±‚ê‚ç‹à—Z‹@
ŠÖ‚ÌŽ••ª‚ð—¬“®‰»‚·‚é‚½‚ß‚ÉŒø‰Ê“I‚È–ðŠ„‚ð‰Ê‚½
‚·‚Ì‚Å‚ ‚é•B

‚±‚¤‚µ‚Ä•C 70 ”N‘ã‚Ì•‡•¹Šˆ“®‚É‚¨‚¢‚Ä‚Í‹à—Z‹@
ŠÖ‚ª•‡•¹Ž‘‹à‚ð‹Ÿ‹‹‚µ•C‚»‚ê‚ð”í•‡•¹‰ïŽÐ‚ÌŠ”Žå
‚Å‚ ‚é‹à—Z‹@ŠÖ‚ªŽó‚¯‚Æ‚é‚Æ‚¢‚¤Šï–­‚ÈŽ‘‹à•zŠÂ
‚ªŒ`•¬‚³‚ê‚é•v•i•²•X–Ø—˜•[•uŒ»‘ã•Ä•‘‚É‚̈ ‚̄ ‚é
•‡•¹•à–±•­•ô•[ˆê 1970 ”N‘ã‚Ì•‡•¹‰^“®‚ð’†•S‚Æ‚µ
‚Ä•v 114 ƒy•[ƒW•j•B 70 ”N‘ã‚É‚¨‚¯‚é•‡•¹‰^“®‚ÆŠ”Ž®
Žs•ê‚ÌŠÖ˜A‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C N. Seidman "Corporate 
Development and Diversification", Journal of 
Accounting, Auditing & Finance, Spring 1979, 
p. 59 ‚ðŽQ•Æ•B

143) 1974 •E 5 ‹°•QŒã‚Ì‹à—Zˆø’÷•­•ô‚ÌŒ‹‰Ê•CŒ»‹à’Ê
‰Ý‹Ÿ‹‹‚ª—}•§‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•ó‹µ‰º‚É‚¨‚¯‚éŠé‹Æ•‡•¹

‚ ÌŠÖ˜A‚Å ‚Ó‚ê ‚Ë ‚ Î ‚È ‚ç ‚È ‚¢˜_“_ ‚ Í ‘½‚¢•BŽŸ•e ‚Å

‚Ì‰Û‘è‚Å‚ ‚é•B

O�imT�Ou "SÖ_—0’Žøp¹0h0Y0‹O�imÿ�ŒÇg,0°0ë

• [ƒvŠÔ•Ä•Ò•¬‰^“®‚ Í •C•Ä• ‘ “à ‚ÉŒÀ‚ç ‚ ¸ • ‘ •Û“ I ‹K

–Í ‚Å“WŠJ‚µ ‚Ä ‚à ‚¢ ‚é ‚ ª •C–{•e ‚Å ‚ ÍŽw“E‚ · ‚é ‚É ‚Æ

‚Ç‚ß‚½‚¢ 144) 0 

‚Ö‚Ì‘å—ÊŽ‘‹àŽù—v‚Í•C‚½‚µ‚©‚É•‚—˜Žq—¦‚ÌŽ•‘±‚É
•[–ð‚©‚Á‚Ä‚¢‚é‚ÆŽv‚í‚ê‚é•B

‚à‚Á‚Æ‚à•C Entin ‚ÍŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚É‚Ì‚×‚Ä•‡•¹Šˆ“®
‚Æ•‚—˜Žq—¦‚ÌŠÖ˜A‚ð”Û’è‚µ‚Ä‚¢‚é•B

•u”ƒŽû‚É‚³‚¢‚µ‚ÄŽx•¥‚í‚ê‚½Ž‘‹à‚ÍŠ”Žå‚½‚¿‚É
‚æ‚Á‚Ä•C‚»‚Ì‘å•”•ª‚ª•Ä“ŠŽ‘‚³‚ê•CŠÔ•Ú“I‚É•Å•‰
‚Ì•M—pŠg’£‚ðƒtƒ@ƒCƒiƒ“ƒX‚·‚é‚½‚ß‚É—LŒø‚ÉŽg‚í
‚ê‚½•B‚±‚Ì‚½‚ß”ƒŽû•‡•¹‚ÉŠÖ˜A‚·‚éƒoƒ“ƒN•EƒNƒŒ
ƒfƒBƒbƒg‚ÌŠg’£‚Í•C•M—p‚Ì”ï—p‚ÆƒAƒ”ƒBƒ‰ƒ”ƒBƒŠ
ƒe•[‚É•Å•­‚Ì•ì—p‚µ‚©— ‚̂¦‚È‚¢‚¾‚ë‚¤•B‚»‚Ì‚æ‚¤
‚È‘Ý•t‚ª•C—˜Žq—¦•Cƒoƒ“ƒN•EƒŠƒU•[ƒu•C‚»‚µ‚Ä‰Ý
•¼‘•—Ê‚Ì•¬’·‚ÉˆêŽž“IˆÈŠO‚Ì•ì—p‚ð—^‚¦‚é‚±‚Æ‚Í
‚ ‚è‚»‚¤‚à‚È‚¢•v•i Stephen J. Entin "Merger 
Activity and Bank Credit", To Bring and Keep 
Interest Rates Do ‰Ái, Hearings before the Subcom-
mittee on Domestic Monetary Policy, U.S. House 
of Representatives, 1982, p. 167) •B

‚±‚Ì“_‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•Ê•e‚É‚ä‚̧ ‚ç‚¬‚é‚ð‚¦‚È‚¢•B
‚±‚Ì̃_‘̂ ‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C To Extend The Credit 
Control Act, Hearings before Subcommittee on 
Consumer Affairs ‰Ád Coinage, House of Rep-
resentatives, 1982 ‚É ‚­‚í‚µ‚¢•B•Å‹ß‚Ì Socal ‚Ì
Gulf ”ƒŽû‚ÉŠÖ‚µ‚Ä‚Í •gDo Mega-Mergers Drive 
up Interest Rates ?" (Business Week, April 
16, 1984) •C‹y‚Ñ•CŒ»‘ãŽ‘–{Žå‹`‚É‚¨‚¯‚éŒ»‹à‹Ÿ
‹‹ƒ‹•[ƒg‚Ì“ÁŽ¿‚Æ•u•ØŒ”—¬’Ê‚É•K—v‚ÈŽ‘‹à•v‚Æ‚Ì
ŠÖ˜A‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í•C•[’¬ˆèŠ—•uŠÇ—•’Ê‰Ý•§‚Æ‰Ý•¼Ž‘
–{‚ÌŒ»‘ãŠK•v•i•w‹à—ZŒo•Ï•v•C 197 •†•j‚ª—L‰v‚Å‚ ‚é•B

—˜Žq—¦‚Ö‚Ì•ì—p‚ª•C‚¢‚¸‚ê‚É‚µ‚Ä‚à•CŒš’z•CŽ©
“®ŽÔ”Ì”„‚Æ‚¢‚Á‚½—˜ŽqŠ´‰ž“I•”ŽY‹Æ‚â’†•¬Šé‹Æ‚É
‚Æ‚Á‚Ä•C‘åŒ^•‡•¹‚Ì‚³‚¢‚É‹Ÿ—^‚³‚ê‚½•M—p‚Í•CŽè
‚ª•o‚¹‚È‚¢‚±‚Æ‚¾‚̄ ‚Í‚½‚µ‚©‚Å‚ ‚é•B

•u•i‹à—Z•jŽs•ê‚Í•C•Å‹ß‚Ì•”ƒ–ŒŽ•CŠé‹Æ•‡•¹‚É•M
—p‚ð”z•ª‚µ‚Ä‚«‚½•B•ð”N‚É‚Í 826 ‰­ƒhƒ‹‚ªŠé‹Æ‚Ì
ƒeƒCƒN•EƒI•[ƒo•[‚Æ•‡•¹‚Ì‚½‚ß‚É”ï‚â‚³‚ê‚½‚Æ‚Ý
‚È‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B‚Ü‚½•C ‚»‚Ì‚¤‚¿ 700 ‰­ƒhƒ‹‚ª•¤‹Æ
‹â•s‚Ì‘Ý•t‚Å‚ ‚é‚Æ•¸’è‚³‚ê‚Ä‚¢‚é•B‚±‚Ì‚æ‚¤‚È
•M—p‚Í•C‚à‚¿‚ë‚ñ‚Ì‚±‚Æ•C•¡‰ñ‚ÌƒŠƒZƒbƒVƒ‡ƒ“‚Ì
–î–Ê‚É—§‚Á‚Ä‚¢‚é•Z‘îŽY‹Æ•C’n•ûŽ©Ž¡‘Ì•C‚»‚ê‚É
•¬Šé‹Æ‚É‚Æ‚Á‚Ä•CŽè‚ª‚Æ‚Ç‚©‚È‚¢‚à‚Ì‚Å‚ ‚é•v (T.
P. Sheehan, Prepared Statement, Hearings on 
Extend the Credit Control Act. p. 28) •B

144) •u•‘•Û‹à—ZŽ‘–{•v‚Ì•Ä•Ò•¬‚ÌŽ‹•À‚©‚ç•C•Î–ûƒ•ƒW
ƒƒ•[ƒY•C‹y‚Ñ 1970-80 ”N‘ã‚ÌŠé‹Æ•‡•¹Šˆ“®‚ð‚Æ‚ç
‚¦‚½•Å•V‚ÌŒ¤‹†‚Æ‚µ‚Ä•C“‚‘òŒh•uŠë‹@‰º‚ÌŽ‘Œ¹•E
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ƒGƒlƒ‹ƒM•[ŽY‹Æ‚Æ•‘•Û‹à—ZŽ‘–{‚Ì•V“WŠJ•v•i•uŒo
•Ï J, 1984, 9, No. 245) ‚ð‹“‚°‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«
‚é•B

ƒAƒ•ƒŠƒJŒo•Ï‚É‚¨‚¯‚éŒ»•Ý‚Ì•‡•¹Šˆ“®‚ªƒAƒ•ƒŠ
—Í‹à—ZŽ‘–{‚Ì•¢ŠE“I•Ä•Ò‰ß’ö‚ÌˆêŠÂ‚Æ‚µ‚ÄŽå‚É‚¨
‚±‚È‚í‚ê‚Ä‚¢‚é‚Æ‚µ‚Ä‚à•C‚µ‚¾‚¢‚ÉŠO•‘•”Ž‘–{‚Ì
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